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大会日程
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27 日（月）

50 30  45 30  45 30 30

受付 開会式 記念講演
行政報告

①
行政報告

②
休憩 懇親会

8 9 10 11 12

28 日（火）

30

分科会

30

※分科会終了後、自由解散分科会
受付

開会式次第

開式のことば 全日本私立幼稚園連合会副会長 角谷　正雄

国歌斉唱

あいさつ 全日本私立幼稚園連合会会長 尾上　正史

歓迎あいさつ 一般社団法人茨城県私立幼稚園・認定こども園連合会会長 飯塚　拓也

来賓祝辞 文部科学大臣 あべ　俊子　様

内閣府特命担当大臣 三原じゅん子 様

茨城県知事 大井川和彦　様

水戸市長 高橋　　靖　様

茨城県議会議長 西野　　一　様

水戸市議会議長 松本　勝久　様

概要説明 全日本私立幼稚園連合会経営研究委員長 佐々木慈舟

感謝状贈呈 前年度開催地：奈良県私立幼稚園連合会会長 清川かつ美

閉式のことば 全日本私立幼稚園連合会副会長 山西　幸子

●司会　波多江教雄（全日本私立幼稚園連合会経営研究副委員長）
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会場案内
■ 10 月 27 日（月）

内　　　容 時　　　間 会　　　場

運営委員会 11：00 ～ 12：00 ３Ｆ・中会議室（304 号室）

受付 12：00 ～ 13：00

１F・グロービスホール

開会式 13：00 ～ 13：50

記念講演 14：00 ～ 15：30

行政報告① 15：45 ～ 16：30

行政報告② 16：45 ～ 17：30

■ 10 月 28 日（火）

内　　　容 時　　　間 会　　　場

1 研究講座・教育

9：30 ～ 12：30

３F・大会議室Ａ

2 研究講座・振興 ４F・小ホール

3 研究講座・経営 ３F・大会議室Ｂ

4 研究講座・認定こども園 ４F・ユードムホール

宿泊ホテル
〇水戸京成ホテル	 茨城県水戸市三の丸 1－4－73 	 ℡ 029-226-3111

〇ダイワロイネットホテル水戸	 茨城県水戸市宮町 1－7－44	 ℡ 029-303-3311
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記念講演

■演　　題　　「大切な忘れ物～昭和世代の独り言～」

■講　　師　　有國　淨光（茨城県立大洗高等学校マーチングバンド部『BLUE-HAWKS』監督）

ありくに　きよみつ／山口県出身　武蔵野音楽大学卒業　現茨城県立大洗

高校常勤講師 72 歳昭和 50 年、大洗高校に着任と同時に吹奏楽部を創部、

以来 52 年間にわたって大洗高校マーチングバンド部『BLUE - HAWKS』

の指導育成にあたる。

平成 21 年、茨城県教育委員会より  マイスター  オブ  ティーチャーの称

号授与。

平成 30 年、文部科学省より優秀教員（団体）表彰。

令和元年、文化庁より長官表彰。
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茨城県立大洗高等学校　マーチングバンド部『BLUE-HAWKS』
監 督　有 國　淨 光
山口県立防府高校、武蔵野音楽大学を経て昭和５０年に茨城県立大洗高校着任。
以来51年間にわたって同校吹奏楽部・マーチングバンド部の指導、育成にあたる。
平成２１年、茨城県教育委員会からMT（マイスター オブ ティーチャー）の表彰を受ける。
平成30年、文部科学省より優秀教員表彰。令和元年、文化庁長官表彰を受ける。

［Profile］
　　昭和50年、学校創立２年目に吹奏楽部として発足。昭和58年に開校10周年記念事業としてマーチングバン
　ドを結成、平成２年にマーチングバンド部と改称した。
　　チーム名『BLUE－HAWKS』はスクールカラーの『青』と、鋭い動きをイメージした『鷹』から命名された。国
　内各地のイベントを中心に年間100回前後の演奏活動を続け、洗練されたサウンドとシャープな動きは多く
　のファンを獲得している。
　　平成4年、シドニー市長の招聘によりオーストラリアに遠征。以後、3年に一度オーストラリア（シドニー市）へ
　の遠征を実施、令和元年までに10回を実施した。令和5年・６年には台湾政府の招待を受けて嘉義国際音楽
　祭に参加した。
　　現在部員は75名。平成20年度より県外からの生徒受け入れを開始し、現在3学年合計41名の県外出身生
　徒が在籍している。
　　「走ること」「我慢すること」「夢を持ち続けること」を部訓に、地域に愛されるマーチングバンドを目指している。
［コンクール等受賞歴］
　◉日本マーチングバンド協会主催の全国大会◉
　　昭和６０年の初出場以来36回出場（金賞24回、銀賞12回）。平成9年度の第25回全国大会においてグラン
　プリ（総合第１位）・文部大臣賞、令和6年度は金賞、2年連続5回目の編成別（中編成）最優秀賞を受賞。
　◉その他の受賞◉
　　平成22年度　茨城県イメージアップ大賞奨励賞
　　平成23年度　茨城県表彰（特別功労賞）　大洗町表彰（特別功労賞）
　　平成07年度　全国高等学校総合文化祭香川県大会MB部門　講評者特別賞（11大会連続）・グッドパレー
　　　　　　　　  ド賞（13大会連続）

Team BLUE-HAWKS
OARAI High School IBARAKI

R7.9.27 にっぽん丸 7 階デッキにて
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大切な忘れ物～昭和世代の独り言～ 

茨城県立大洗高等学校講師 有 國  淨 光
 １学校紹介＆部紹介

(1)茨城県立大洗高等学校

①昭和 49 年開校。今年で 52 年目を迎える県立の普通高校。学年４学級でスタート後

⇒6⇒7⇒6⇒4⇒3(学級)と増減し, 現在は定員 360 名。しかし,在籍数は 160 名で

  統廃合の候補校となっている。

②平成５年に普通科音楽コースを新設。(マーチングバンド部で活動することが条件)

③平成 20 年, 学校の存続をかけた最後の一矢として音楽コースの全国募集を開始。

④現在 13 都県から 41 名が大洗町から提供された男子寮・女子寮で生活している。

(2)マーチングバンド部『BLUE-HAWKS』

①昭和 50 年５月に吹奏楽部として発足。10 年間普門館(全国大会)を目標に頑張るも

苦戦が続いた。

②昭和 58 年, 高総文祭秋田大会の吹奏楽部門へ茨城県代表として参加。リハーサルの

帰路に立ち寄った秋田県立体育館で初めてマーチングを目にする。この時の鳥肌が

立つような感動が本校マーチングバンド部誕生の原点となった。

③昭和 58 年, 10 周年の記念事業としてマーチングバンド部を結成し現在に至る。

④卒業生総数約 7,000 名中,  吹奏楽・マーチングの卒業生が約 1,000 名。親子や兄弟

での入部が多く, 近く３世代マーチングバンド部も実現しそうである。

２ 導入と展開

(1)効  果

①大洗町は東京から北に 100 キロ, 太平洋に面した人口 16,000 人弱の漁業と観光の町

である。近年, アニメ『ガールズ＆パンツァー』(略称ガルパン)の聖地・アンコウ

料理の町としても知られている。しかし, 50 年で人口は半分に減少した。

②大洗町は, 元早稲田大学野球部監督の 石 井 藤吉郎 氏・プロ野球阪神球団で活躍

した 井 川 投手・柔道の世界チャンピオン 関 根 選手等を排出している町で, 『男

 は野球か柔道』といった文化部には厳しい環境であった。

③明るくお祭り好きな地元にマーチングは好意的に受け入れられたが, 吹奏楽からマ

ーチング移行期に在籍した卒業生とは軋轢が生じた。

④苦しい創設時につくば科学博(1985 年)を始めとする全国大会の茨城県開催が続き,
多くのステージを体験できたことは幸運であった。

(2)目 標(夢)の展開

①全国大会に出場したい。

②海外で演奏したい。

③全国大会で頂点に立ちたい。

④全員マーチングバンド部員の音楽コースを作りたい。

⑤全国からマーチング好きな生徒を集めたい。
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(3)成  果 
     ①～⑤の達成に 30 年を要したが『県立の壁』『前例』との戦いであった。 
    夢の実現に尽力いただいた多くの方々と卒業生に対して心から感謝の意を表したい。 
    
  ３ 課題と展望 
  (1)少子化と部活動離れ 
        ①本校は東側半分が太平洋に面するため募集の対象は前半分のみとなる。重ねて対象 

    となる隣接地域は過疎化が著しく今後の入学生増加は困難な状況である。 
    ②県立高校の統廃合が進む中,『学校の特色を打ち出して入学者増を』と内部努力は重 

    ねているが, 人手も予算も設備もない中で打つ手がないのが現状である。 
    ③少子化, 部活離れによる部員数の減少は以前からの課題であったが, コロナ禍以後

の生徒と保護者の意識の変化は顕著の感がある。特に連帯感や伝統の伝達については 

長い時間をかけて醸成されたものが途切れてしまった感がある。 
      
   (2)後継者について 
        ①部活動に本気で取り組みたい若手が育たない現実の中, 優れた音楽性を持つ若手が 

    傍にいることは幸運である。(本校は音楽担当 3.5 人体制) 
    ②昭和世代の『全て自分で』から『責任を持った分業』への移行が必須であるが,『ど 

    こをどう任せるか』『経験をことばで伝えるのか自学を待つのか』『次世代指導者の 

    本音は？』と自問している。 
    ③地域との連携, イベントの継承, 諸業者との連携等は自らの経験を通して身に付く

ものである。引き継ぎは出来ても人間関係の伝承は難しいものがある。 
      
４ 独り言  
   (1)時代の流れについて行けない自分 

        ①スマホが使いこなせない年寄りには生きづらい社会。 
        ②何でもボタン１つ。マニュアルやグーグルよりも経験値。 
        ③紙ベースの読み・書き・算盤の強化が必要。 
    ④教育と経営は別物。 
     (2)時代の変化と忘れ物 
     ①家庭と学校の守備範囲。 
        ②子離れの出来ないゆとり世代の親と親離れのできない子供。 
    ③子供の可能性は無限。しかし区別は必要。 
     ④生きる力とは？いじめの防止と並行して強い心を育てることも必要。 
       ⑤教員は医者ではなく, 学校は病院ではない。 
       ⑥教員の資質と社会条件。 
        ⑥社会・保護者・教員の責任と覚悟。 
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ー
ジ

伊
那

市
民

体
育

館『
ロ

ジ
テ

ッ
ク

ア
リ

ー
ナ

』
佐

久
市『

佐
久

コ
ス

モ
ホ

ー
ル

』
上

田
市

立
塩

田
中

学
校

体
育

館
水

戸
市

民
会

館
大

洗
高

校
体

育
館・

練
習

コ
ー

ト
水

戸
市

民
球

場
水

戸
市

民
球

場
ひ

た
ち

な
か

市
表

町

四
国

中
央

市『
し

こ
ち

ゅ
ー

ホ
ー

ル
』

新
居

浜
市『

ワ
ク

リ
エ

新
居

浜
』

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム『
愛

寿
荘

』
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム『

ゆ
う

り
ん

苑
』

今
治

市
大

三
島『

し
ま

な
み

ド
ー

ム
』

高
松

市
あ

な
ぶ

き
ア

リ
ー

ナ
周

辺
内

子
町

城
の

台
公

園
体

育
館

高
松

市
あ

な
ぶ

き
ア

リ
ー

ナ
高

松
市

あ
な

ぶ
き

ア
リ

ー
ナ

倉
敷

市
民

会
館

常
陸

那
珂

港
大

洗
高

校
体

育
館

水
戸

市
民

会
館

大
洗

高
校

体
育

館
ひ

た
ち

な
か

市
総

合
運

動
公

園
体

育
館

大
洗

町
内

大
洗

港
第

4バ
ー

ス

南
三

陸
町

さ
ん

さ
ん

商
店

街

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム『
春

圃
苑

』
気

仙
沼

市
総

合
体

育
館『

Kウ
ェ

ー
ブ

』
気

仙
沼

市
本

吉
総

合
体

育
館

南
三

陸
町

さ
ん

さ
ん

商
店

街
大

洗
港

第
4バ

ー
ス

大
洗

サ
ン

ビ
ー

チ
大

洗
港

第
4バ

ー
ス

ひ
た

ち
な

か
市

総
合

運
動

公
園

体
育

館
国

営
ひ

た
ち

海
浜

公
園

ひ
た

ち
な

か
市

総
合

運
動

公
園

体
育

館
常

陸
那

珂
港

ト
ヨ

ペ
ット

ス
マ

イ
ル

ホ
ー

ル
大

洗
ト

ヨ
ペ

ット
ス

マ
イ

ル
ホ

ー
ル

大
洗

常
陸

那
珂

港
ト

ヨ
ペ

ット
ス

マ
イ

ル
ホ

ー
ル

大
洗

ジ
ェ

イ
コ

ム
ス

タ
ジ

ア
ム

土
浦

波
崎

柳
川

高
校

体
育

館
大

洗
高

校
体

育
館

水
戸

市
民

会
館

国
営

ひ
た

ち
海

浜
公

園
水

戸
市

民
会

館
大

洗
高

校
体

育
館

常
陸

那
珂

港
さ

い
た

ま
ス

ー
パ

ー
ア

リ
ー

ナ
ザ・

ヒ
ロ

サ
ワ・

シ
ティ

会
館

大
洗

タ
ワ

ー
下

広
場

つ
く

ば
カ

ピ
オ

大
洗

高
校

体
育

館
さ

い
た

ま
ス

ー
パ

ー
ア

リ
ー

ナ
今

鹿
島

小
学

校
体

育
館

鹿
島

学
園

高
等

学
校

サ
ッ

カ
ー

場
ト

ヨ
ペ

ット
ス

マ
イ

ル
ホ

ー
ル

大
洗

つ
く

ば
カ

ピ
オ

ア
ダ

ス
ト

リ
ア

み
と

ア
ダ

ス
ト

リ
ア

み
と

行
方

バ
ウ

ム
ク

ー
ヘ

ン
店

駐
車

場
福

島
県

パ
ル

セ
飯

坂
大

洗
高

校
体

育
館

大
洗

タ
ワ

ー
下

広
場

常
陸

那
珂

港
日

立
市

池
の

川
さ

く
ら

ア
リ

ー
ナ

大
洗

港
第

4バ
ー

ス
大

洗
港

第
4バ

ー
ス

大
洗

港
第

4バ
ー

ス

演
奏
会
②

演
奏
会
③

演
奏
会
④

演
奏
会
⑤

に
っ

ぽ
ん

丸
入

港
セ

レ
モ

ニ
ー

大
洗

海
上

花
火

大
会

　
ブル

ー
イ

ン
パ

ル
ス

展
示

飛
行

に
っ

ぽ
ん

丸
出

航
セ

レ
モ

ニ
ー

吹
奏

楽
連

盟
東

関
東

大
会

準
備

ロ
ッ

キ
ン

ス
タ

ー
カ

ー
ニ

バ
ル

吹
奏

楽
連

盟
東

関
東

大
会

補
助

員
リ

ヴ
ィ

エ
ラ

出
航

セ
レ

モ
ニ

ー
第

51
回

定
期

演
奏

会
リ

ハ
ー

サ
ル

①
第

51
回

定
期

演
奏

会
リ

ハ
ー

サ
ル

②
シ

ー
ボ

ー
ン

ク
エ

ス
ト

出
航

セ
レ

モ
ニ

ー
第
51
回
定
期
演
奏
会

Bl
ue

-O
ce

an
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

20
25

波
崎

柳
川

高
等

学
校

40
周

年
第

3回
学

校
説

明
会

茨
城

県
高

等
学

校
音

楽
会

補
助

員
吹

奏
楽

カ
ー

ニ
バ

ル
全

日
本

私
立

幼
稚

園
設

置
者・

園
長

全
国

研
修

大
会

長
峯

祭
発

表
飛

鳥
Ⅲ

出
航

セ
レ

モ
ニ

ー
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
関
東
大
会

茨
城

県
高

等
学

校
音

楽
会

大
洗

商
工

産
業

祭
つ

く
ば

市
立

学
園

の
森

中
学

校
芸

術
鑑

賞
会

か
す

み
が

う
ら

市
社

会
教

育
課

来
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会（

予
定

）
つ

く
ば

市
立

今
鹿

島
小

学
校

15
0周

年
鹿

島
学

園
高

等
学

校
文

化
祭

大
洗

ふ
る

さ
と

納
税

感
謝

演
奏

会
つ

く
ば

市
立

高
崎

中
学

校
40

周
年

第
28
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
リ
ハ
ー
サ
ル

第
28
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

深
作
農
園
音
楽
会

冬
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ン
サ

ー
ト

第
50
回
卒
業
証
書
授
与
式

大
洗

商
工

会
海

幸
祭

飛
鳥
Ⅲ

出
航

セ
レ

モ
ニ

ー
第
10
回
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト

レ
ガ

ッ
タ

入
港

セ
レ

モ
ニ

ー
に

っ
ぽ

ん
丸

出
航

セ
レ

モ
ニ

ー
に

っ
ぽ

ん
丸

出
航

セ
レ

モ
ニ

ー

09
／0

6 （
土）

09
／0

6 （
土）

09
／0

7 （
日）

09
／0

7 （
日）

09
／2

7 （
土）

09
／2

7 （
土）

09
／2

9 （
月）

10
／0

4 （
土）

10
／0

4 （
土）

10
／0

5 （
日）

10
／0

6 （
月）

10
／1

0 （
金）

10
／1

1 （
土）

10
／1

1 （
土）

10
／1

2 （
日）

10
／1

3 （
月）

10
／1

8 （
土）

10
／1

9 （
日）

10
／2

3 （
木）

10
／2

6 （
日）

10
／2

7 （
月）

10
／3

1 （
金）

11
／0

5 （
水）

11
／0

9 （
日）

11
／1

1 （
火）

11
／1

5 （
土）

11
／1

9 （
水）

11
／2

8 （
金）

12
／0

7 （
日）

12
／1

2 （
金）

12
／1

3 （
土）

12
／2

1 （
日）

12
／2

2 （
月）

01
／1

1 （
日）

01
／1

2 （
月）

01
／1

8 （
日）

02
／0

1 （
日）

03
／0

5 （
木）

03
／1

5 （
日）

03
／1

9 （
木）

03
／2

0 （
金）

03
／2

3 （
月）

03
／2

5 （
水）

03
／2

7 （
金）
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▶R7.4.26　水戸 JC 『大洗 to むすぶまつり』　大洗海岸

▶R7.5.25　長野県マーチング講習会　長野県上田市 市立塩田中学校

▶R7.5.15　セブンシーズマリナー出航式　常陸那珂港
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▶R7.7.5　高校野球茨城県大会開会式　水戸市民球場

▶R7.7.28　全国高等学校総合文化祭香川大会　あなぶきアリーナ香川

▶R7.7.5　おもてまち七夕まつり　ひたちなか市
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▶R7.9.6　第13回 心のボランティア　宮城県南三陸町　さんさん商店街

▶R7.9.27　大洗海上花火大会　大洗町サンビーチ

▶R7.9.6　第13回 心のボランティア　宮城県気仙沼市立体育館『Kウェーブ』
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行政報告①

■演　　題　　「幼児教育の現状と課題について」

■講　　師　　石田　善顕（文部科学省　初等中等教育局　幼児教育課長）

1999 年 4 月　　文部省入省

2004 年 9 月　　国際連合教育科学文化機関教育セクター高等教育部派遣　　　

2007 年 4 月　　文化庁伝統文化課課長補佐

2008 年 4 月　　岡山県教育委員会生涯学習課長

2010 年 4 月　　文部科学省スポーツ局学校健康教育課課長補佐

2013 年 7 月　　在ジュネーブ国際機関日本政府代表部一等書記官

2016 年 8 月　　文部科学省高等教育局高等教育企画課課長補佐

2017 年 7 月　　文部科学省大臣官房総務課企画官（命）行政改革推進室長

2018 年10月　　文化庁著作権課国際著作権室長

2020 年 7 月　　文部科学省国際統括官付国際戦略企画官　　　　　　　　　　

2021 年10月　　文部科学省総合教育政策局国際教育課長

2023 年 4 月　　文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長

2024 年 4 月　　東京工業大学理事・副学長（事務総括担当）・事務局長

2025 年 7 月　　文部科学省初等中等教育局幼児教育課長
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幼
児
教
育
の
現
状
と課

題
に
つ
い
て

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

第
40
回
設
置
者
・園
長
全
国
研
修
大
会

令
和
７
年

10
月

27
日
（
月
）

文
部
科
学
省
幼
児
教
育
課
長

石
田
善
顕

幼
児
教
育
施
設
を
取
り巻

く現
状

2

自
己

紹
介

19
99

年
4月

文
部

省
入

省
20

04
年

9月
 

国
際

連
合

教
育

科
学

文
化

機
関

教
育
セ
ク
タ
ー
高
等
教
育
部
派
遣

20
07

年
4月

 
文

化
庁

伝
統

文
化

課
課

長
補

佐
20

08
年

4月
 

岡
山

県
教

育
委

員
会

生
涯

学
習

課
長

20
10

年
4月

 
文

部
科

学
省

ス
ポ
ー
ツ
局

学
校

健
康
教
育
課
課
長
補
佐

20
13

年
7月

 
在

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国

際
機

関
日

本
政

府
代
表
部
一
等
書
記
官

20
16

年
8月

 
文

部
科

学
省

高
等

教
育

局
高

等
教
育
企
画
課
課
長
補
佐

20
17

年
7月

 
文

部
科

学
省

大
臣

官
房

総
務

課
企
画
官
（
命
）
行
政
改
革
推
進
室
長

20
18

年
10

月
 

文
化

庁
著

作
権

課
国

際
著

作
権

室
長

20
20

年
7月

 
文

部
科

学
省

国
際

統
括

官
付

国
際
戦
略
企
画
官

20
21

年
10

月
 

文
部

科
学

省
総

合
教

育
政

策
局

国
際
教
育
課
長

20
23

年
4月

 
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
特
別
支
援
教
育
課
長

20
24

年
4月

 
東

京
工

業
大

学
理

事
・
副

学
長

（
事

務
総
括
担
当
）
・
事
務
局
長

20
25

年
7月

 
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
幼
児
教
育
課
長

1

主
な

幼
児
教
育
・
保
育
に
関
す
る
施
設
類
型
の

比
較

幼
稚
園

認
定
こど
も
園

保
育
所

公
立

私
立

幼
稚
園
型

幼
保
連
携
型

保
育
所
型

地
方

裁
量
型

公
立

私
立

私
学
助
成
園

（
私
学
助
成
の
対
象
）

新
制
度
園

（
子
ども
・子
育
て

支
援
制
度
の
対
象
）

園
数

約
7,

00
0園

約
10

,5
00
園

約
2.

2万
園

約
2,

40
0園

約
3,

20
0園

約
1,

40
0園

約
1,

50
0園

約
7,

10
0園

約
1,

80
0園

87
園

約
6,

30
0園

約
1.

6万
園

幼
児
数

約
7.

6万
人

約
37
万
人

約
15
万
人

約
17
万
人

約
84
万
人

約
16
万
人

4,
98

0人
約

51
万
人

約
12

6万
人

法
的

性
格

学
校

学
校

学
校
か
つ

児
童
福
祉

施
設

児
童
福
祉

施
設

認
可
外

施
設

児
童
福
祉
施
設

職
員
の

性
格

幼
稚
園
教
諭
（
免
許
状
）

３
歳
以
上

…
併
有
が
望
ま
しい

３
歳
未
満

…
要
保
育
士
資
格

保
育
教
諭

幼
稚
園
教
諭
免
許

＋
保
育
士
資
格

３
歳
以
上

…
併
有
が
望
ま
しい

３
歳
未
満

…
要
保
育
士
資
格

保
育
士
（
資
格
）

教
育
・保
育

内
容
の
基
準

①
幼
稚
園
教
育
要
領

②
を
踏
ま
え
る
と

とも
に
、①

及
び

③
に
基
づ
く

②
幼
保
連
携
型

認
定
こど
も
園

教
育
・保
育
要
領

②
を
踏
ま
え
る
とと
も
に
、

①
及
び
③
に
基
づ
く

③
保
育
所
保
育
指
針

※
１

 私
学
助
成
園

・入
園
選
考

…
…
各
園
の
受
け
入
れ
方
針
に
基
づ
き
選
考

・保
育
料

…
…
各
園
が
決
定

※
２

 新
制
度
園
、認

定
こど
も
園
、保

育
所
等

・入
園
選
考

…
…
入
園
の
申
し込

み
が
あ
った
場
合
、応

諾
義
務
が
あ
る
（
利
用
定
員
を
超
え
る
場
合
に
は
、公

正
な
方
法
等
に
よ
り選

考
）

・保
育
料

…
…
上
乗
せ
徴
収
等
に
つ
い
て
は
、保

護
者
か
らの
文
書
で
の
同
意
が
必
要

（
出
典
）
学
校
基
本
調
査
（
令
和

6年
5月

）
、新

制
度
へ
の
移
行
状
況
等
調
査
（
令
和

6年
4月

）
、認

定
こど
も
園
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
（
令
和

6年
4月

）
、社

会
福
祉
施
設
等
調
査
（
令
和

5年
10
月
） 3
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幼幼
稚稚

園園
のの

現現
状状

（
注
）

・
「
満
３
歳
児
入
園
者
数
」
は
、
満
３
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
翌
年
度
４
月
１
日
を
待
た
ず
に
随
時
入

園
し
た
者

で
あ
る
｡

・
幼
稚
園
数
、
園
児
数
及
び
教

員
数
（
本
務
者
）
は
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
も
含
む
。

（
令
和
６
年
５
月
１
日
現
在
）

区
分

合
計

国
立

公
立

私
立

幼
稚

園
数

8
,5

3
0
 園

1
0
0
%

4
7
 園

0
.6

%
2
,5

3
4
園

2
9
.7

%
5
,9

4
9
 園

6
9
.7

%

園 児 数

合
計

7
5
7
, 9

6
8
人

1
0
0
%

4
,0

7
0
 人

0
.5

%
8
4
,7

5
9
 人

1
1
.2

%
6
6
9
,1

3
9
人

1
5
.3

%

３
歳

児
2
2
0
,9

5
2
人

1
0
0
%

1
,0

3
8
 人

0
.5

%
1
8
,7

4
5
 人

8
.5

%
2
0
1
,1

6
9
人

9
1
.0

%

う
ち
満
３
歳
児
入
園

6
9
,6

5
7
人

1
0
0
%

9
 人

0
.0

%
3
3
1
 人

0
.5

%
6
9
,3

1
7
人

9
9
.5

%

４
歳

児
2
5
2
,9

6
0
人

1
0
0
%

1
,4

5
6
 人

0
.6

%
2
8
,7

7
3
人

1
1
.4

%
2
2
2
,7

3
1
人

8
8
.0

%

５
歳

児
2
8
4
,0

5
6
人

1
0
0
%

1
,5

7
6
 人

0
.6

%
3
7
,2

4
1
人

1
3
.1

%
2
4
5
,2

3
9
人

8
6
.3

%

教
員

数
（
本
務
者
）

8
2
,8

0
9
人

1
0
0
%

3
5
9
 人

0
.4

%
1
2
,6

7
4
人

1
5
.3

%
6
9
,7

7
6
人

8
4
.3

%

（
出
典
：
令
和
６
年
度
学
校
基
本
調
査
）

11
3人

33
人

87
人89
人

0
50

10
0

私
立

公
立

国
立

全
体

１１
園園

ああ
たた
りり
のの
在在
園園
児児

数数

0.
6%

29
.7

%

69
.7

%幼幼
稚稚

園園
数数

0.
5%

11
.2

%

88
.3

%

園園
児児

数数
0.

4%

15
.3

%

84
.3

%

教教
員員

数数
（（
本本
務務
者者
））

4

05
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

昭
和

4
8

5
2

5
6

6
0

平
成

元
5

9
1
3

1
7

2
1

2
5

2
9

令
和

3

幼
稚
園

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園
（
全
類
型

)
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

（
万

人
）

幼
稚
園
・認
定
こど
も
園
・保
育
所
在
園
者
数
年
次
比
較

昭
和

5
3
年

度
2
,4

9
7
,8

9
5
人

昭
和

5
5
年

度
1
,9

9
6
,0

8
2
人

保
育

所
令

和
6
年

度
1
,9

6
9
,9

4
8
人

幼
稚

園
令

和
6
年

度
7
5
7
,9

6
8
人

認
定

こ
ど
も
園

（
全

類
型

）
令

和
6
年

度
1
,1

8
1
,4

2
7
人

幼
保

連
携

型
認

定
こ
ど
も
園

令
和

6
年

度
8
4
4
,2

5
5
人

平
成

27
年

度
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
新

制
度

施
行

（
注
）
・幼
稚
園
に
は
幼
稚
園
型
認
定
こど
も
園
を
、保

育
所
に
は
保
育
所
型
認
定
こど
も
園
、特

定
地
域
型
保
育
事
業
（
※
平
成

27
年
度
よ
り）

を
含
む
。

 
・平
成

27
年
度
よ
り、
幼
保
連
携
型
認
定
こど
も
園
は
単
一
の
認
可
施
設
。平

成
26
年
度
以
前
は
、幼

稚
園
及
び
保
育
所
に
そ
れ
ぞ
れ
算
入
。

   
・幼
稚
園
の数
値
は「
学
校
基
本
調
査
」（
各
年
５
月

1日
現
在
）
、認
定
こど
も園
の数
値
は「
認
定
こど
も園
に関
する
状
況
につ
いて
」（
各
年

4月
1日
現
在
）
より
。

  ・
保
育
所
の
数
値
は
「保
育
所
等
関
連
状
況
取
りま
とめ
」（
各
年

4月
1日

現
在
）
よ
り。

※
平
成

26
年
度
以
前
の
数
値
は
「社
会
福
祉
施
設
等
調
査
」（
各
年

10
月

1日
現
在
）
よ
り推

計
。

6

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

国
公
立

私
立

幼
稚
園
児
の
国
公
私
立
比
［
都
道
府
県
比
較
］

私
立
幼
稚
園
が
占
め
る
割
合
（
令
和
６
年
度
）
は
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
、

9
割
以
上
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
逆
に
１
割
程
度
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
（
令
和
６
年
度
）
」

全
国
の
国
公
立
の
平
均

2
0
％

5

子
ども
た
ち
を
取
り巻

く現
状

7
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【出
典
】1

92
0年

～
20

20
年
：
総
務
省
統
計
局
「人
口
推
計
」、

20
25
年
～

20
70
年
：
国
立
社
会
保
障
・人
口
問
題
研
究
所
「日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
令
和

5年
推
計
）
」を
も
とに
作
成

※
推

計
値

は
出

生
中

位
（
死

亡
中

位
）
推

計
に
よ
る
。
実

績
値

の
19

50
年

～
19

70
年

に
は

沖
縄

県
を
含

ま
な
い
。

 1
94

5年
に
つ
い
て
は

、
1～

15
歳

を
年

少
人

口
、

16
～

65
歳

を
生

産
年

齢
人

口
、

66
歳

以
上

を
老

年
人

口
と
し
て
い
る
。

0

20
,0

00

40
,0

00

60
,0

00

80
,0

00

10
0,

00
0

12
0,

00
0

14
0,

00
0

1
9
20

1
9
25

1
9
30

1
9
35

1
9
40

1
9
45

1
9
50

1
9
55

1
9
60

1
9
65

1
9
70

1
9
75

1
9
80

1
9
85

1
9
90

1
9
95

2
0
00

2
0
05

2
0
10

2
0
15

2
0
20

2
0
25

2
0
30

2
0
35

2
0
40

2
0
45

2
0
50

2
0
55

2
0
60

2
0
65

2
0
70

0～
14
歳
（
年
少
人
口
）

15
～

64
歳
（
生
産
年
齢
人
口
）

65
歳
以
上
（
老
年
人
口
）


国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予
測
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

20
40
年
に
は
年
少
人
口
が

1,
14

2万
人
、
生
産
年
齢
人
口
が

6,
21

3万
人
ま
で
減
少
し
、
我
が
国
の
総
人
口
の
三
分
の
一
以
上
が

65
歳
以
上
と
な
る
。

（
千
人
）

1,
14

2万
人

（
10

.1
%
）

3,
92

9万
人

（
34

.8
%
）

6,
21

3万
人

（
55

.1
%
）

推
計

値

3,
60

3万
人

（
28

.6
%
）

7,
50

9万
人

（
59

.5
%
）

1,
50

3万
人

（
11

.9
%
）

人
口
の
推
移
と将

来
推
計

8

67
.8

51
.1

50
.0

55
.0

60
.0

65
.0

70
.0

75
.0

南 ア フ リ カ

イ ン ド

サ ウ ジ ア ラ ビ ア

イ ン ド ネ シ ア

ト ル コ

ア ル ゼ ン チ ン

メ キ シ コ

イ ス ラ エ ル

ア イ ス ラ ン ド

ア イ ル ラ ン ド

ブ ラ ジ ル

ア メ リ カ

ロ シ ア

ル ク セ ン ブ ル グ

デ ン マ ー ク

イ ギ リ ス

ベ ル ギ ー

ノ ル ウ ェ ー

チ リ
オ ー ス ト ラ リ ア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

カ ナ ダ

オ ー ス ト リ ア

オ ラ ン ダ

フ ラ ン ス

フ ィ ン ラ ン ド

中 国
ス ウ ェ ー デ ン

ポ ル ト ガ ル

イ タ リ ア

ス イ ス

ス ペ イ ン

チ ェ コ 共 和 国

ハ ン ガ リ ー

ギ リ シ ャ

エ ス ト ニ ア

ス ロ ベ ニ ア

ド イ ツ

ス ロ バ キ ア 共 和 国

ポ ー ラ ン ド

韓 国
日 本

72
.6

63
.3

50
.0

55
.0

60
.0

65
.0

70
.0

75
.0

中 国
韓 国

ス ロ バ キ ア 共 和 国

ロ シ ア

ポ ー ラ ン ド

チ ェ コ 共 和 国

ス ロ ベ ニ ア

カ ナ ダ

チ リ
ハ ン ガ リ ー

ル ク セ ン ブ ル グ

ト ル コ

ス イ ス

ス ペ イ ン

ブ ラ ジ ル

オ ー ス ト リ ア

イ ン ド ネ シ ア

エ ス ト ニ ア

オ ー ス ト ラ リ ア

サ ウ ジ ア ラ ビ ア

オ ラ ン ダ

ポ ル ト ガ ル

ア イ ル ラ ン ド

ア イ ス ラ ン ド

ア メ リ カ

ギ リ シ ャ

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

ノ ル ウ ェ ー

ド イ ツ

フ ィ ン ラ ン ド

イ ギ リ ス

ベ ル ギ ー

イ タ リ ア

南 ア フ リ カ

デ ン マ ー ク

ス ウ ェ ー デ ン

メ キ シ コ

イ ン ド

フ ラ ン ス

ア ル ゼ ン チ ン

日 本
イ ス ラ エ ル

（
％

）

２
０
１
１
年

（
％

）

２
０
６
０
年

【出
典
】O

EC
D
「L

oo
ki

ng
 t

o 
20

60
：

Lo
ng

-t
er

m
 g

lo
ba

l g
ro

w
th

 p
ro

sp
ec

ts
」を
も
とに
作
成

O
EC

D
加
盟
国
の
生
産
年
齢
人
口
の
将
来
予
測


O

EC
D
の
予
測
で
は
、2

06
0年

に
は
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
が

51
.1
％
に
ま
で
減
少
し、

O
EC

D
加
盟
国
中
最
下
位
に
な
る
。

10

【出
典
】国
立
社
会
保
障
・人
口
問
題
研
究
所
「日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
令
和

5年
推
計
）
」を
も
とに
作
成

※
推

計
値

は
出

生
中

位
（
死

亡
中

位
）
推

計
に
よ
る
。

各
年

10
月

1日
現

在
の

総
人

口
(日

本
に
お
け
る
外

国
人

を
含

む
).令

和
2年

(2
02

0)
年

は
,総

務
省

統
計

局
『
令

和
2年

国
勢

調
査

参
考

表
：
不
詳
補
完
結
果
』
に
よ
る

.

◆
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予
測
で
は
、

19
歳
以
下
の
人
口
は

20
45
年
に
は

1,
50

0万
人
を
下
回
り
、

20
70
年
に
は
約

1,
10

0万
人
と
な
る
。

（
千
人
）

子
供
の
人
口
の
将
来
推
計

4,
54

1 
3,

95
2 

3,
86

5 
3,

83
2 

3,
68

0 
3,

47
2 

3,
21

2 
2,

93
6 

2,
74

6 
2,

64
5 

2,
55

3 

5,
11

4 
4,

54
8 

3,
96

4 
3,

87
6 

3,
84

3 
3,

69
2 

3,
48

4 
3,

22
3 

2,
94

5 
2,

75
5 

2,
65

4 

5,
37

6 
5,

13
2 

4,
56

9 
3,

98
4 

3,
89

6 
3,

86
3 

3,
71

0 
3,

50
1 

3,
23

9 
2,

96
0 

2,
76

9 

5,
70

6 

5,
44

2 
5,

20
1 

4,
63

9 
4,

05
4 

3,
96

5 
3,

93
2 

3,
77

7 
3,

56
4 

3,
29

8 
3,

01
4 

20
,7

38
 

19
,0

74
 

17
,5

98
 

16
,3

30
 

15
,4

73
 

14
,9

92
 

14
,3

38
 

13
,4

37
 

12
,4

94
 

11
,6

58
 

10
,9

89
 

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

20
20

20
25

20
30

20
35

20
40

20
45

20
50

20
55

20
60

20
65

20
70

0～
4歳

5～
9歳

10
～

14
歳

15
～

19
歳

推
計

値

9

（
ド
ル
）

【出
典
】公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部
「労
働
生
産
性
の
国
際
比
較

20
23
」を
も
とに
作
成

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
0,

00
0

25
0,

00
0

30
0,

00
0

OECD 平 均

コ ロ ン ビ ア

メ キ シ コ

コ ス タ リ カ

チ リ
ギ リ シ ャ

ス ロ バ キ ア

ラ ト ビ ア

日 本
ハ ン ガ リ ー

ポ ル ト ガ ル

エ ス ト ニ ア

韓 国
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

ポ ー ラ ン ド

リ ト ア ニ ア

チ ェ コ

ス ロ ベ ニ ア

ト ル コ

ス ペ イ ン

英 国
イ ス ラ エ ル

カ ナ ダ

フ ィ ン ラ ン ド

ド イ ツ

ア イ ス ラ ン ド

ス ウ ェ ー デ ン

オ ラ ン ダ

オ ー ス ト ラ リ ア

フ ラ ン ス

イ タ リ ア

オ ー ス ト リ ア

デ ン マ ー ク

ベ ル ギ ー

ス イ ス

米 国
ル ク セ ン ブ ル ク

ノ ル ウ ェ ー

ア イ ル ラ ン ド

（
計
算
式
）

労
働
生
産
性
＝

GD
P（

付
加
価
値
）
／
就
業
者
数
（
ま
た
は
就
業
者
数

×
労
働
時
間
）

O
EC

D
加
盟
諸
国
の
一
人
当
た
り労

働
生
産
性
（

20
22
年
）


20

22
年
の
日
本
の
就
業
者
一
人
当
た
りの
労
働
生
産
性
は

85
,3

29
ドル
で
あ
り、

O
EC

D
加
盟

38
か
国
中

31
位
、

米
国
の
約

54
％
に
とど
ま
って
い
る
。

11
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【出
典
】W

or
ld

 B
an

k「
W

or
ld

 D
ev

el
op

m
en

t 
In

di
ca

to
rs
」、

O
EC

D
「T

he
 L

on
g 

Ga
m

e:
 F

is
ca

l O
ut

lo
ok

s 
to

 2
06

0 
Un

de
rli

ne
 N

ee
d 

fo
r 

St
ru

ct
ur

al
 R

ef
or

m
」を
も
とに
作
成

（
％
）

8.
3%

5.
4%

2.
7%

28
.5

%

23
.6

%

15
.4

%

5.
8%

17
.9

%

26
.1

%

0%5%10
%

15
%

20
%

25
%

30
%

35
%

40
%

45
%

50
%

20
00

20
20

20
60

日
本

米
国

中
国

世
界
の

G
D

Pに
占
め
る
各
国
の
比
率
（

20
00
～

20
60
年
）


世
界
の

GD
Pに
占
め
る
日
本
の
割
合
は

20
20
年
時
点
で
約
５
％
で
あ
り、
中
国
や
米
国
と比

べ
て
大
幅
に
低
く、
将
来
的
に
も

低
下
す
る
こと
が
見
込
ま
れ
る
。

12
【出
典
】日
本
経
済
新
聞
「中
途
採
用
比
率
、最

高
37

%
7年

で
2倍

に
今
年
度
、本

社
調
査

日
本
型
雇
用
に
変
革
迫
る

（
20

23
年

4月
20
日

 2
:0

0）

部部
長長

課課 長長 係係 長長 係係 員員社社 長長

入入 口口

入入 口口

入入 口口

入入 口口

入入 口口

出出 口口

出出 口口

出出 口口

出出 口口

出出 口口
【出
典
】田
中
博
秀
『現
代
雇
用
論
』日
本
労
働
協
会
、1

98
0年

、3
78
頁
・小
熊
英
二
『日
本
社
会
の
しく
み

雇
用
・教
育
・福

祉
の
歴
史
社
会
学
』講
談
社
現
代
新
書
、2

01
9年

、1
03
頁
を
も
とに
作
成

労
働
市
場
の
流
動
化


ジ
ョブ
型
雇
用
（
※
）
が
増
加
し、
労
働
市
場
は
流
動
化
。


中
途
採
用
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

（
※
）
企
業
が
人
材
を
採
用
す
る
際
に
職
務
内
容
を
明
確
に
定
義
して
雇
用
契
約
を
結
び
、労

働
時
間
で
は
な
く職
務
や
役
割
で
評
価
す
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
こと
。日

本
型
の
メン
バ
ー
シ
ップ
型
雇
用
は

 労
働
時
間
や
職
務
内
容
を
明
確
な
形
で
は
定
義
せ
ず
、「
人
に
仕
事
を
つ
け
る
」仕
組
で
あ
る
一
方
、ジ
ョブ
型
雇
用
は
「仕
事
に
人
を
つ
け
る
」制
度
とも
言
わ
れ
る
。

14

〇
デ
ジ
タ
ル
を
学
び
に
使
わ
ず
、
遊
び
に
使
う
傾
向
が
あ
る
。

〇
「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
」
や
「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
減
少
」
の
中
で
日
常
的
に
情
報
に
触
れ
て
い
る
。

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
学
び
の
道
具
に
し
、
賢
い
付
き
合
い
方
を
教
え
る
指
導
が
必
要
。

【
出
典
】
※
１
子
ど
も
家
庭
庁

 令
和

6年
度

 青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査

 調
査
結
果
（
概
要
）
。

※
2

「
小
学
生
」
の
調
査
対
象
は
、
満

10
歳
以
上
。

自
分
の
好
む
情
報
「だ
け
」に
囲
ま
れ
、

多
様
な
意
見
か
ら
隔
離
さ
れ
や
す
くな
る
現
象
。

同
じ
よ
うな
意
見
が
、閉
ざ
さ
れ
た
空
間
の
中
で
反
響
し
て

大
き
くな
って
い
く現
象

子
供
専
用
の
ス
マ
ホ
保
有
率

小
学
生

72
.0

％

中
学
生

95
.3

％

高
校
生

99
.1

％

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
の
利
用
状
況

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
の
利
用
時
間
の
１
日
あ
た
りの
平
均

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

どち
ら
で
も

どち
ら
で
も

どち
ら
で
も

賛
成

Ye
s!

当
然

そ
の
通
り

イ
イ
ネ
！

そ
う
思
う

うそ
だ

間
違

い
だ 違
うよ
！

N
o！

お
か
し

い
よ
！

フィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象

エ
コー
チ
ェン
バ
ー
現
象

小
学
生

約
3時

間
44
分

中
学
生

約
５
時
間
２
分

高
校
生

約
６
時
間

19
分

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
を
利
用
す
る
と回

答
し
た
青
少
年
の
平
均
利
用
時
間
は
、

前
年
と比

べ
約
５
分
増
加
し
、約
５
時
間
２
分
。

〇
目
的
ご
との
平
均
利
用
時
間
は
趣
味
・娯
楽
が
最
も
多
く、
約
３
時
間
１
分
。

13

20
23
年
新
入
社
員
「今
の
会
社
で
あ
と何

年
ぐら
い
働
くと
思
い
ま
す
か
？
」

10
年
以
内

約
50

%

【出
典
】マ
イナ
ビ転

職
キ
ャリ
ア
トレ
ン
ド研

究
所

（
m

yn
av

i.j
p

20
23

/0
8/

21
）

「新
入
社
員
の
意
識
調
査
（

20
23
年
）
」

24
.1

%

13
.8

0%

9.
0%

8.
8%

19
.1

%23
.0

%

３
年
以
内

４
～
５
年

６
～
１
０
年

１
０
年
以
上

定
年
ま
で

分
か
ら
な
い

転
職
・キ
ャリ
ア
ア
ップ
に
つ
い
て
の
考
え
方

16
.0

%

15
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【出
典
】出
入
国
在
留
管
理
庁
「令
和
５
年
末
現
在
に
お
け
る
在
留
外
国
人
数

に
つ
い
て
」を
も
とに
作
成

【出
典
】日
本
政
府
観
光
局
（

JN
TO
）
「訪
日
外
客
統
計
」を
も
とに
作
成

在
留
外
国
人
数
と訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
・出
国
日
本
人
数
の
推
移


20

23
年
の
在
留
外
国
人
数
は

34
0万

人
強
とな
り、
過
去
最
高
。


20

19
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
約

32
00
万
人
、出

国
日
本
人
数
は
約

20
00
万
人
とな
り、
コロ
ナ
禍
で
激
減
した
も
の
の
、 

20
23
年
に
急
回
復
。

在
留
外
国
人
数

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
・出
国
日
本
人
数
の
推
移

20
3 2

07
 21

2 2
23

 23
8 2

56
 27

3 29
3 2

89
 27

6 30
8 34

1 

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023

（
万
人
）

52
1 

61
4 

67
3 

73
3 

83
5 

83
5 

67
9 

86
1 

62
2 

83
6 

1,
03

6 1,
34

1 1,
97

4 2,
40

4 2,
86

9 3,
11

9 3,
18

8 41
2 

25
 38

3 

2,
50

7 
1,

33
0 1,

68
3 1,

74
0 1,

75
3 1,

72
9 1,

59
9 1,

54
5 1,

66
4 1,

69
9 1,

84
9 1,

74
7 1,

69
0 1,

62
1 1,

71
2 1,

78
9 1,

89
5 2,

00
8 31

7 51
 

27
7 

96
2 

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

出
国
日
本
人
数

（
万
人
）

16
18

【出
典
】厚
生
労
働
省
「外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
状
況
」（
各
年

10
月
末
現
在
）

在
留
資
格
別
に
み
た
外
国
人
労
働
者
数
の
推
移


日
本
で
就
労
して
い
る
外
国
人
は
、令

和
６
年

10
月
時
点
で
過
去
最
高
の

23
0万

25
87
人
。


令
和
５
年

10
月
末
時
点
に
比
べ
、2

5万
39

12
人
増
加
して
い
る
。

※
推

計
値

は
出

生
中

位
（
死

亡
中

位
）
推

計
に
よ
る
。

外
国

人
を
含

む
日

本
に
３
か

月
以

上
に
わ

た
っ
て
住

ん
で
い
る
、
ま
た
は

住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
総

人
口

か
ら
、
日

本
人

人
口

を
減
じ
た
数
を
外
国

人
人
口
と
し
た
。


国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予
測
で
は
、

20
48
年
に
生
産
年
齢
人
口
に
お
け
る
外
国
人
割
合
が

10
％
を
超
え
、

20
67
年
に
総
人
口
に
お
け

る
外
国
人
人
口
が

10
%
を
超
え
る
。

（
千
人
）

外
国
人
人
口
の
将
来
推
計

0

20
,0

00

40
,0

00

60
,0

00

80
,0

00

10
0,

00
0

12
0,

00
0

14
0,

00
0

2020

2022

2024

2026

2028

2030

2032

2034

2036

2038

2040

2042

2044

2046

2048

2050

2052

2054

2056

2058

2060

2062

2064

2066

2068

2070

外
国
人
人
口

日
本
人
人
口

8,
05

9万
人

（
89

.8
%
）

外
国
人
人
口
が

10
%
を
超
え
る

(9
15
万

)

1億
2,

06
3万

人
（

97
.4

%
）

32
1万

人
（

2.
6%

）

2067総
人
口
が
９
千
万
人
を

下
回
る

(8
,9

74
万
人

)

総
人
口
が
１
億
人
を

下
回
る

(9
,9

65
万
人

)

1億
2,

38
4万

人

生
産
年
齢
人
口
に
お
け
る

外
国
人
割
合
が

10
%
を

超
え
る

(5
68
万
人

)

【出
典
】国
立
社
会
保
障
・人
口
問
題
研
究
所
「日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
令
和

5年
推
計
）
」を
も
とに
作
成

17
19
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外外
国国

人人
児児

童童
生生

徒徒
等等

にに
対対

すす
るる

日日
本本

語語
指指

導導
のの

現現
状状

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

 

1
1
,0

5
4
人

中
国
語

 

1
0

,6
5

2
人

フ
ィ
リ
ピ
ノ
語

 

7
,6

3
0
人

そ
の
他

 

9
,4

5
2
人

(出
典

)文
部

科
学

省
「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（

令
和

５
年

度
）

」

在
籍

な
し

 

1
7

,4
9

8
校

 

6
3

%
1
人

 

3
,5

1
0
校

2
人

1
,8

6
6
校

5
人
以
上

3
,1

2
3
校

在
籍

あ
り

 

1
0

,2
6

6
校

3
7

%

外外
国国

籍籍
児児

童童
生生

徒徒

日日
本本

語語
指指

導導
がが

必必
要要

なな
児児

童童
生生

徒徒
はは

多多
様様

化化
しし

てて
いい

るる
11

日日
本本

語語
指指

導導
がが

必必
要要

なな
児児

童童
生生

徒徒
はは

集集
住住

化化
・・散散

在在
化化

のの
傾傾

向向
がが

みみ
らら

れれ
るる

22

日日
本本

語語
指指

導導
がが

必必
要要

なな
児児

童童
生生

徒徒
がが

在在
籍籍

すす
るる

学学
校校

数数
都都

道道
府府

県県
別別

  日日
本本

語語
指指

導導
がが

必必
要要

なな
児児

童童
生生

徒徒
数数

55
,,00

00
00

人人
～～

11
,,00

00
00

人人
～～

11
00

00
人人

～～
      

～～
99

99
人人

※
1

0
0

人
以

上
は

全
都

道
府

県
で

11
33

校

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
ウ

ル
ド

ゥ
語

タ
イ

語
ネ

パ
ー

ル
語

ベ
ン

ガ
ル

語
モ

ン
ゴ

ル
語

ロ
シ

ア
語

ア
ラ

ビ
ア

語
ウ

ク
ラ

イ
ナ

語
パ

シ
ュ

ト
ゥ

ー
語

等

「「
そそ

のの
他他

」」
のの

言言
語語

※
公

立
小

・中
学

校
55

11
,,55

11
00

人

スス
ペペ

イイ
ンン

語語
33

,,33
55

33
人人

英英
語語

22
,,99

55
44

人人

日日
本本

語語
22

,,44
99

44
人人

韓韓
国国

・・朝朝
鮮鮮

語語
00

,,44
11

77
人人

ベベ
トト

ナナ
ムム

語語
33

,,55
00

44
人人

※
公

立
小

・中
学

校
22

77
,,77

66
44

校校

33
人人

11
,,00

99
44

校校

44
人人

    
  66

77
33

校校

日
本

語

3
,3

1
9
人

フ
ィ
リ
ピ
ノ
語

 

1
,9

9
5
人

中
国

語

 1
,7

5
5
人

英
語

1
,5

7
8
人

日日
本本

国国
籍籍

児児
童童

生生
徒徒

※
公

立
小

・中
学

校
11

00
,,55

88
99

人

ポポ
ルル

トト
ガガ

ルル
語語

55
00

55
人人

スス
ペペ

イイ
ンン

語語
33

33
99

人人

ベベ
トト

ナナ
ムム

語語
22

11
33

人人

韓韓
国国

・・朝朝
鮮鮮

語語
11

66
99

人人

そそ
のの

他他
77

11
66

人人

20
（
出
典
）

JI
CA
「2

03
0/

40
年
の
外
国
人
との
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
」よ
り

JI
CA
発
表
資
料

22

4
1

1
 

7
8

 
5

3
 2
7

3
 

7
0

 
7

2
 

1
2

4
 

2
,0

3
4

 
1

,0
3

7
 1

,7
3

8
 

4
,3

6
2

 
3

,9
2

5
 

6
,3

1
2

 
8

,5
8

9
 

2
7

7
 

5
3

1
 

2
2

6
 

1
8

2
 5
5

7
 

6
7

3
 

2
,0

6
6

 
4

,8
0

4
 

1
3

,9
8

4
 

2
,8

4
8

 
1

,7
6

7
 

4
0

5
 

5
,0

4
0

 
1

,8
3

2
 

3
2

9
 

6
8

 
5

6
 

2
2

5
 

2
5

2
 

1
,0

5
3

 
1

7
6

 
1

1
0

 
1

9
8

 
8

3
 

4
3

 
9

8
3

 
1

1
4

 
7

8
 

1
6

4
 

1
4

5
 

7
0

 
8

4
 

6
2

2
 

0
1

,0
0

0
2

,0
0

0
3

,0
0

0
4

,0
0

0
5

,0
0

0
6

,0
0

0
7

,0
0

0
8

,0
0

0
9

,0
0

0
1

0
,0

0
0

1
1

,0
0

0
1

2
,0

0
0

1
3

,0
0

0
1

4
,0

0
0

北
海

道
青

森
県

岩
手

県
宮

城
県

秋
田

県
山

形
県

福
島

県
茨

城
県

栃
木

県
群

馬
県

埼
玉

県
千

葉
県

東
京

都
神

奈
川

県
新

潟
県

富
山

県
石

川
県

福
井

県
山

梨
県

長
野

県
岐

阜
県

静
岡

県
愛

知
県

三
重

県
滋

賀
県

京
都

府
大

阪
府

兵
庫

県
奈

良
県

和
歌

山
県

鳥
取

県
島

根
県

岡
山

県
広

島
県

山
口

県
徳

島
県

香
川

県
愛

媛
県

高
知

県
福

岡
県

佐
賀

県
長

崎
県

熊
本

県
大

分
県

宮
崎

県
鹿

児
島

県
沖

縄
県

小
学

校

中
学

校

高
等

学
校

義
務

教
育

学
校

中
等

教
育

学
校

特
別

支
援

学
校

日日
本本

語語
指指

導導
がが

必必
要要

なな
児児

童童
生生

徒徒
のの

学学
校校

種種
別別

在在
籍籍

状状
況況

（（
都都

道道
府府

県県
別別

））
※※

日日
本本

国国
籍籍

・・外外
国国

籍籍
合合

計計
（

児
童

・生
徒

数
：人

）

（
令

和
５

年
度

）

（
出

典
）

文
部

科
学

省
「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
に

関
す

る
調

査
（

令
和

５
年

度
）

 」
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特
別
支
援
学
校
等
の
児
童
生
徒
の
増
加
の
状
況

(H
26
→
R

6)
○

直
近
１
０
年
間
で
義
務
教
育
段
階
の
児
童
生
徒
数
は
１
割
減
少
す
る
一
方
で
、特

別
支
援
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
数
は
倍
増
。

○
特
に
、特

別
支
援
学
級
の
在
籍
者
数
（
２
．
１
倍
）
、通

級
に
よ
る
指
導
の
利
用
者
数
（
２
．
４
倍
）
の
増
加
が
顕
著
。

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

知
的
障
害

肢
体
不
自
由

病
弱
・身
体
虚
弱

特
別

支
援

学
校

義
務
教
育
段
階
の
全
児
童
生
徒
数

知
的
障
害

肢
体
不
自
由

身
体
虚
弱

弱
視

難
聴

言
語
障
害

自
閉
症
・情
緒
障
害

小
学
校
・
中
学
校

通
常
の
学
級
（
通
級
に
よ
る
指
導
）

(注
)

言
語
障
害

自
閉
症

情
緒
障
害

弱
視

難
聴

学
習
障
害
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

肢
体
不
自
由

病
弱
・身
体
虚
弱

６
.９
万
人

０
.７
％

１
８

.７
万
人

１
.８
％

８
.４
万
人

０
.８
％

１
,０
１
９
万
人

９
２
７
万
人

８
.７
万
人

０
.９
％

３
９

.５
万
人

４
.３
％

２
０

.１
万
人

２
.１
％

３
４

.０
万
人

３
.３
％

６
８

.０
万
人

７
.３
％

特
別
支
援
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
数

特
別
支
援
学
級

（
平
成

26
年
度
）

（
令
和

6年
度
）

（
注
）
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
る
児
童
生
徒
数
（

20
.1
万
人
）
は
、最

新
の
調
査
結
果
で
あ
る
令
和

5年
度
通
年
（
国
公
私
立
）
の
値
を
用
い
て
い
る
。

な
お
、平

成
26
年
度
の
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
数
（

8.
4万

人
）
は
、5
月

1日
時
点
（
公
立
の
み
）
の
値
。

※
矢
印
内
の
数
値
は
、令
和

6年
度
（
通
級
によ
る指

導
につ
い
ては
令
和

5年
度
）
の
児
童
生
徒
数
を平

成
26
年
度
の
児
童
生
徒
数
で
除
し、
小
数
第
１
位
未
満
を四

捨
五
入
した
もの
。

23
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家
に
あ
る
本
の
冊
数
が

少
な
く学
力
の
低
い

傾
向
が
見
ら
れ
る
子
供

12
.5
人

(3
5.

6％
)

特
異
な
才
能
の

あ
る
子
供

0.
8人

(2
.3
％

)

日
本
語
を
家
で

あ
ま
り話

さ
な
い
子
供

1.
0人

(2
.9
％

)

学
習
面
又
は
行
動
面
で

著
し
い
困
難
を
示
す
子
供

3.
6人

(1
0.

4％
)

不
登
校

0.
7人

(2
.1
％

)

不
登
校

傾
向

4.
1人

(1
1.

8％
)

【出
典
】内
閣
府

総
合
科
学
技
術
・イ
ノベ
ー
シ
ョン
会
議
『S

oc
ie

ty
5.

0の
実
現
に
向
け
た
教
育
・人
材
育
成
に
関
す
る
政
策
パ
ッケ
ー
ジ
』を
ベ
ー
ス
に
更
新

※
１

日
本
に
は
定
義
が
な
い
た
め
、I

Q
13

0以
上
を
仮
定
し、

 知
能
指
数
の
ベ
ル
カー
ブ
の
正
規
分
布
を
元
に
算
出
。子

供
の
吹
き
出
しは
、文

部
科
学
省

 
特
定
分
野
に
特
異
な
才
能
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
校
に
お
け
る
指
導
・支
援
の
在
り方

等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
ア
ン
ケ
ー
トを
参
考
に
編
集
。 

※
２

文
部
科
学
省
「通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
とす
る
児
童
生
徒
に
関
す
る
調
査
結
果
（
令
和
４
年
）
」

   
   

  ※
３

文
部
科
学
省
「令
和
５
年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
の
概
要
」

 ※
４

日
本
財
団
「不
登
校
傾
向
に
あ
る
子
ども
の
実
態
調
査
（

20
18
年

1２
月
）
」

※
５

文
部
科
学
省
・国
立
教
育
政
策
研
究
所
「令
和
６
年
度
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
」

※
６

文
部
科
学
省
・国
立
教
育
政
策
研
究
所
「令
和
３
年
度
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
」

小
学
校

35
人
学
級
に
お
け
る
多
様
性

※
１

※
２

※
３

※
４

※
５

※
６ 24

・
幼
児
期
の
教
育
は
、生

涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う重

要
な
も
の
で
あ
り、
全
て
の
子
供
に
等

し
く機
会
を
与
え
て
育
成
して
い
くこ
とが
必
要
。

・
幼
児
期
は
遊
び
を
通
し
て
小
学
校
以
降
の
学
習
の
基
盤
とな
る
芽
生
え
を
培
う時

期
で
あ
り、
小
学
校

に
お
い
て
は
そ
の
芽
生
え
を
更
に
伸
ば
し
て
い
くこ
とが
必
要
。そ
の
た
め
に
は
、幼

児
教
育
と小

学
校
教
育
を

円
滑
に
接
続
す
る
こと
が
重
要
。

・
一
方
、幼

児
教
育
と小

学
校
教
育
は
、他

の
学
校
段
階
等
間
の
接
続
に
比
して
様
々
な
違
い
を
有
して
お

り、
円
滑
な
接
続
を
図
る
こと
は
容
易
で
な
い
た
め
、５

歳
児
か
ら
小
学
校
１
年
生
の
２
年
間
を
「架
け
橋

期
」と
称
して
焦
点
を
当
て
、０

歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
学
び
の
連
続
性
に
配
慮
しつ
つ
、「
架
け
橋
期
」の
教

育
の
充
実
を
図
り、
生
涯
に
わ
た
る
学
び
や
生
活
の
基
盤
を
つ
くる
こと
が
重
要
。

架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
の
作
成
及
び
評
価
の
工
夫
に
よ
る

PD
CA
サ
イ
ク
ル
の
確
立

・
幼
保
小
が
協
働
して
、３

要
領
・指
針
に
お
い
て
幼
児
期
の
資
質
・能
力
が
具
体
的
に
現
れ
る
姿
とし
て
定

め
られ
て
い
る
「幼
児
期
の
終
わ
りま
で
に
育
って
ほ
し
い
姿
」等
を
手
掛
か
りと
しな
が
ら、
架
け
橋
期
の
カ
リ

キ
ュラ
ム

※
を
作
成
。小

学
校
１
年
生
の
修
了
時
期
を
中
心
に
共
に
振
り返

って
、架

け
橋
期
の
教
育
目
標
や

日
々
の
教
育
活
動
を
評
価
し、
幼
保
小
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
を
充
実

※
幼
保
小
が
協
働
して
、期

待
す
る
子
供
像
や
育
み
た
い
資
質
・能
力
、園

で
展
開
され
る
活
動
や
小
学
校
の
生
活
科
を
中
心
とし
た
各
教
科
等
の
単
元
構
成
等
を
明
確
化
した
も
の

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会

幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
架
け
橋
特
別
委
員
会

（
令
和
５
年
２
月
）

学
び
や
生
活
の
基
盤
を
つ
くる
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
接
続
に
つ
い
て
～
幼
保
小
の
協
働
に
よ
る
架
け
橋
期
の
教
育
の
充
実
～

26

幼
保
小
の
接
続

25

国
幼
児
教
育
・保
育

小
学
校
段
階
の

教
育

補
足

イ
ギ
リス

教
育
省
（

0～
4歳

）
教
育
省

幼
児
教
育
・保
育
を
教
育
の
一
環
とし
て
位
置
づ
け
。

教
育
水
準
局
（

O
fs

te
d）
に
よ
る
監
査
制
度
。

フラ
ン
ス

連
帯
・自
立
・男
女
平
等
省
（

0～
2歳

）
国
民
教
育
省
（

2～
5歳

）
国
民
教
育
省

３
～

5歳
の
教
育
は

20
19
年
度
か
ら
義
務
教
育
化
。

米
国

保
健
福
祉
省

州
政
府
（
０
～

5歳
）

州
教
育
局

各
州
に
裁
量
が
あ
り、
州
に
よ
って
所
管
の
省
庁
や
仕
組
み
は
異
な
る
。連

邦
政

府
の
権
限
は
教
育
に
関
す
る
調
査
・研
究
等
、限

定
的
。

ヘ
ッド
ス
ター
ト・
ア
ー
リー
ヘ
ッド
ス
ター
トは
、保

健
福
祉
省
が
実
施
。

ド
イ
ツ

連
邦
家
庭
・高
齢
者
・女
性
・青
少
年
省
（
０
～

5歳
）

州
政
府
（
０
～

5歳
）

州
教
育
省

連
邦
政
府
が
所
管
す
る
就
学
前
段
階
の
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
柄
以
外
は
各

州
の
権
限
とな
って
お
り、
州
に
よ
って
所
管
省
庁
や
仕
組
み
に
違
い
が
あ
る
。

（
全

16
州
中

10
州
に
お
い
て
教
育
担
当
省
が
所
管
）

イ
タ
リア

州
・自
治
体
（
０
～

2歳
）

教
育
・功
績
省
（

3～
5歳

）
教
育
・功
績
省

「0
-6
統
合
制
度
」に
よ
り、
教
育
・功
績
省
に
よ
る

0歳
か
ら

就
学
ま
で
の
連
続
性
の
推
進
。

カ
ナ
ダ

雇
用
・社
会
開
発
省
（

0歳
～

5歳
）

州
政
府
（

0歳
～

5歳
）

州
教
育
局

各
州
に
裁
量
が
あ
り、
州
に
よ
って
所
管
の
省
庁
や
仕
組
み
は
異
な
る
。

（
多
くは
州
教
育
局
の
所
管
。）

韓
国

教
育
省
（
０
～

5歳
）

教
育
省

幼
稚
園
は
教
育
省
、保

育
所
は
保
健
福
祉
省
が
所
管
して
い
た
が
、

教
育
省
に
一
元
化
。(

20
24
年

6月
)

中
国

国
家
衛
生
健
康
委
員
会
（

0～
2歳

）
教
育
部
（

3～
5歳

）
教
育
部

20
10
年
代
以
降

3~
5歳

の
教
育
を
本
格
的
に
促
進
し、

教
育
部
が
所
管
す
る
幼
稚
園
就
園
率
が
大
き
く上
昇
。

諸
外
国
に
お
い
て
、幼

児
教
育
とそ
れ
以
降
の
教
育
に
関
す
る
政
策
は
、教

育
担
当
の
省
庁
に
お
い
て
所
管
され
る
傾
向
。

諸
外
国
に
お
け
る
幼
児
教
育
と小

学
校
段
階
の
教
育
の
所
管
に
つ
い
て

※
令
和
６
年

11
月
時
点
文
部
科
学
省
調
べ

※
イギ
リス
は
４
地
域
か
らな
る
連
合
王
国
で
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
性
を
持
ち
つ
つ
も
特
色
あ
る
教
育
制
度
を
形
成
して
い
る
た
め
、全

人
口
の
９
割
を
占
め
る
イン
グ
ラン
ドに
つ
い
て
記
載
。

※
米
国
及
び
ドイ
ツの
教
育
政
策
は
各
州
が
一
義
的
に
所
管
して
い
る
が
、国

全
体
とし
て
は
連
邦
政
府
が
代
表
して
い
る
。

※
育
児
休
業
制
度
や
貧
困
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
等
、関

連
施
策
は
他
の
省
庁
に
お
い
て
も
所
管
され

て
い
る
。

27
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O
EC

D
幼
児
教
育
・保
育
白
書
第
８
部
（

St
ar

tin
g 

St
ro

ng
 V

II
I）

「幼
児
教
育
・保
育
へ
の
投
資
に
よ
る
不
平
等
の
是
正
（

20
25
年
１
月
）
」

◆
幼
保
小
の
接
続
に
つ
い
て

〇
社
会
的
不
平
等
を
軽
減
し
、幼

児
教
育
・保
育
の
メ
リッ
ト
が
長
期
に
わ

た
って
持
続
す
る
よ
うに
す
る
に
は
、子

ども
と親

の
た
め
の
他
の
社
会
サ
ー
ビ
ス

や
保
健
サ
ー
ビ
ス
との
連
携
、賢

明
な
資
金
調
達
とガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど、
部
門
横

断
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。

〇
そ
の
一
つ
とし
て
、幼

児
教
育
・保
育
とそ
の
後
の
学
校
の
様
々
な
段
階
に

お
け
る
接
続
を
改
善
す
る
こと
が
、教

育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
継
続
性
を
サ
ポ
ー
ト

し
、そ
れ
を
子
ども
の
年
齢
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
も
、必

要
で
あ
る
。

〇
例
え
ば
、日

本
で
は
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
の
改
善
を

図
る
た
め
の
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
実
施
さ
れ
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
地
域
か
ら
は
、小

学
校
に
お
い
て
、子

ども
た
ち
の
幼
児
教
育
で
の

経
験
を
意
識
し
、遊

び
や
生
活
経
験
との
つ
な
が
りを
意
識
し
た
指
導
を
す
る

よ
うに
な
った
、と
報
告
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、登

校
渋
りの
児
童
の
減
少
とい
っ

た
報
告
も
さ
れ
て
い
る
。

28

３
．
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続

第
３
章
必
要
な
条
件
整
備

２
．
現
代
的
諸
課
題
に
応
じ
て
検
討
す
べ
き
事
項

（
１
）
幼
児
教
育
施
設
に
お
け
る

IC
Tの
活
用

・国
に

お
い

て
、幼

児
教

育
の
「 環
境
を
通
し
て
行
う教

育
」の
環
境
に
デ
ジ
タ
ル
環
境
が
含
ま
れ
る
こ
と
を

明
確
に
し

、I
CT
の
効
果
的
な
活
用
方
法
等
の
調
査
研
究
、研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
、デ
ジ
タ
ル
環

境
の
整
備
や
支
援

、低
年
齢
児
へ
の
弊
害
・リ
ス
ク
や
活
用
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要

。
（
２
）
特
別
な
配
慮
を
必
要
とす
る
幼
児
へ
の
指
導

（
３
）
幼
稚
園
等
が
行
うい
わ
ゆ
る
預
か
り保

育
・国

・地
方

自
治

体
に

お
い

て
、教

育
課

程
に

係
る

教
育

時
間

終
了

後
等

に
お

い
て

も
、幼

児
の

学
び

や
成

長
に

つ
な

が
る

教
育

活
動

が
実

施
され

る
よ

う、
幼
稚
園
等
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
預
か
り保

育
に
つ
い
て
、

よ
り実

践
的
な
調
査
研
究
を
進
め
る
こと
が
必
要

。
（
４
）
幼
稚
園
等
に
お
け
る
満
３
歳
以
上
児
の
教
育
の
接
続

・満
３
歳
未
満
児
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら

、０
歳
か
ら

18
歳
の
子
供
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
の

観
点

、満
３
歳
以
上
児
の
教
育
との

円
滑
な
接
続
や
幼
保
小
の
接
続
を
見
通
し
た
幼
児
期
に
お
け
る

教
育
の
一
貫
性
・連
続
性
の
確
保
とい
う観

点
か

ら、
幼

児
教

育
の

充
実

を
図

る
こと

が
必

要
。

（
５
）
地
域
に
お
け
る
幼
児
教
育
施
設
の
役
割

・幼
児
の
障
害
や
文
化
的
・言
語
的
背
景
な
どの
特
性
を
踏
ま
え
た
教
育
を
行
うこ
とが

必
要

で
あ

り、
国

・地
方

自
治

体
に

お
い

て
、特

別
な
配
慮
を
必
要
とす
る
幼
児
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
可
能
に
す
る

体
制
作
り（

幼
児

教
育

施
設

と医
療

、母
子

保
健

、福
祉

等
の

関
係

機
関

との
連

携
促

進
、幼

児
教

育
施

設
へ

の
ア

ドバ
イザ

ー
等

の
積

極
的

派
遣

、研
修

プ
ログ

ラム
・研

修
資

料
等

の
提

供
等

）
が
必
要

。

・幼
児

教
育

施
設

は
、地

域
の
幼
児
教
育
の
中
核
的
存
在
とし
て

、在
園

児
の

み
な

らず
、地

域
の
子

供
に
幼
児
教
育
の
機
能
と施

設
を
積
極
的
に
開
放
し

、様
々
な
家
庭
や
年
齢
層
の
子
供
が
学
び
の
環

境
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要

。

・小
学

校
低

学
年

に
お

い
て

い
じめ

の
認

知
件

数
が

多
く、

ま
た

不
登

校
児

童
の

増
加

率
が

高
い

こと
を

踏
ま

え
、

い
じ
め
・不
登
校
対
策
の
観
点
か
ら
も
、幼

保
小
の
接
続
期
の
教
育
の
充
実
に
取
り組

む
こと
が
重
要

。
・幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
の
両
者
が
連
携
の
意
識
を
も
ち

、教
育
実
践
を
見
合
い

、相
互
の
共
通
理
解

を
図
る
こと
が
重
要

。特
に
小
学
校
入
学
当
初
は
幼
児
教
育
との
指
導
方
法
の
連
続
性
・一
貫
性
を
確
保

す
る
こと
が
重
要

。
・小
学
校
以
降
で
進
め
ら
れ
て
い
る
教
育
の
方
向
性

（
 「

個
別

最
適

な
学

び
」と

「協
働

的
な

学
び

」を
一

体
的

に
充

実
し、

主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
の

視
点

か
らの

授
業

改
善

に
つ

な
げ

て
い

くこ
と）
は

、子
供
そ

れ
ぞ
れ
の
興
味
・関
心
や
一
人
一
人
の
個
性
に
応
じ
た
多
様
で
質
の
高
い
学
び
を
引
き
出
す
観
点
か
ら

、幼
児
教
育
の
「環
境
を
通
し
て
行
う教

育
」の
考
え
方
とつ
な
が
って
い
る

。小
学
校
教
育
に
お
い
て
、新

た
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
先
端
技
術
も
活
用
し
つ
つ
、「
環
境
を
通
し
て
行
う教

育
」と
い
う幼

児
教
育
の
基
本
的
な

考
え
方
を
取
り入

れ
た
教
育
実
践
の
研
究
・普
及
を
行
って
い
くこ

とが
考

え
られ

る
。

・国
に

お
い

て
は

、「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
推
進

し
て

お
り、

一
部

の
地

域
で

は
、幼

児
教

育
施

設
に

お
い

て
小

学
校

の
各

教
科

等
の

指
導

の
専

門
性

等
を

参
考

に
幼

児
の

主
体

的
な

遊
び

を
支

え
る

働
き

か
け

が
充

実
した

り、
小

学
校

に
お

い
て

入
学

当
初

の
指

導
方

法
が

変
わ

り、
子

供
の

主
体

的
な

姿
が

よ
り見

られ
る

よ
うに

な
って

き
て

い
る

な
どの

成
果

が
上

が
って

い
る

。
・一

方
、新

型
コロ

ナ
ウ

ィル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
る

幼
保

小
の

連
携

・接
続

の
取

組
の

中
断

等
に

よ
り、
全
国
的
に
み
る
と未

だ
不
十
分

。

１
．
地
方
自
治
体
に
お
け
る
幼
児
教
育
担
当
部
局
の
在
り方

・地
方

自
治

体
に

お
い

て
は

、幼
児

期
及

び
幼

保
小

接
続

期
の

教
育

に
関

し
て

は
、設

置
者
や
施
設
類

型
を
問
わ
ず

、教
育
委
員
会
が
一
元
的
に
所
管
又
は
他
の
関
係
部
局
が
所
管
す
る
場
合
に
お
い
て
も

一
定
の
責
任
を
果
た
す
体
制
を
構
築

す
る

こと
な

どに
よ

り、
教
育
委
員
会
が
有
す
る
学
校
教
育
の
専
門

的
知
見
を
生
か
し
な
が
ら

、幼
児
教
育
段
階
か
ら
高
等
学
校
教
育
段
階
ま
で
の
教
育
の
一
貫
性
・連

続
性
を
確
保
し
た
施
策
を
展
開
す
る
こと
が
重
要
。

２
．
今
後
の
幼
児
教
育
施
設
の
在
り方

３
．
幼
児
教
育
施
設
へ
の
支
援
体
制


地
域
の
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョン
を
明
確
に
し

、幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・活
用
、幼

児
教
育
施
設
の

合
同
研
修

、幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・架
け
橋
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
等
の
育
成
・配
置
等
を
推
進


教
育
委
員
会
が
中
心
とな
り、
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」促
進
の
た
め
の
体
制
を
構
築


国

公
私

立
の

幼
児

教
育

施
設

の
ネ

ット
ワ

ー
クや

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
の

構
築

、公
開

保
育

等
を

推
進

・国
に

お
い

て
、


幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
や
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
を
法
令
等
に
位
置
付
け
、広

域
連
携
を
促
進


地

方
自

治
体

に
お

け
る
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
体
制
構
築
等
の
取
組
を
支
援


N

IE
Rセ

ン
ター

に
よ

る
日

本
独

自
の

質
評

価
指

標
の

開
発

や
園

内
研

修
等

に
お

け
る

活
用

を
推

進


幼
児

教
育

施
設

間
の

ピア
評

価
や

第
三

者
評

価
を

通
じた

教
育

の
質

の
見

え
る

化
等

を
推

進

・国
・地

方
自

治
体

に
お

い
て

幼
児

教
育

政
策

に
つ

い
て

検
討

を
行

うに
当

た
って

は
、 幼

児
教
育
の
大
規

模
縦
断
調
査
や
諸
外
国
の
動
向
等
の
調
査
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を
生
か
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
くこ
とが
必
要

。

４
．

EB
PM
の
推
進

・今
後

、人
口

減
少

が
急

速
に

進
み

、運
営

の
継

続
が

困
難

とな
る

幼
児

教
育

施
設

が
増

え
る

地
域

も
出

て
くる

こと
が

見
込

ま
れ

る
中

、国
に

お
い

て
は

、地
域
に
お
い
て
幼
児
教
育
施
設
の
規
模
や
期
待
す
る

役
割
な
ど今

後
の
在
り方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
調
査
研
究
等
に
よ
り支

援
を
行

うこ
とな
どが
必
要

。

・地
方

自
治

体
に

お
い

て
、

・と
りわ

け
著

しく
減

少
を

続
け

て
い

る
公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は

、こ
れ

ま
で

果
た

して
き

て
い

る
役

割
を

今
後

も
果

た
せ

る
よ

う、
地

方
自

治
体

に
お

い
て

、地
域
の
実
情
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
つ
つ

、３
年
保
育
や
預
か
り保

育
の
実
施
、認
定
こど
も
園
へ
の
移
行
等
を
検
討
す
る
こと
が
必
要

。

・保
護

者
が

幼
児

教
育

施
設

に
対

し、
長

時
間

預
か

る
こと

を
求

め
た

り、
幼

児
へ

の
教

育
に

つ
い

て
過

度
に

期
待

し
す

ぎ
た

りす
る

傾
向

も
見

られ
る

。幼
児

の
健

や
か

な
成

長
の

た
め

に
は

、幼
児
教
育
施
設
と家

庭
・

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
教
育
機
能
や
役
割
を
発
揮
し
、支

え
合
い
な
が
ら
一
体
とな
って
子
育
て
に
取

り組
む
こと
が
必
要

。保
護
者
の
家
庭
で
の
養
育
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
普
及
・啓
発
す
る
こと
が
重
要

。

※
EB

PM
:証

拠
に

基
づ

く政
策

立
案

（
Ev

id
en

ce
-B

as
ed

 P
ol

ic
y 

M
ak

in
g）

※
N

IE
Rセ

ン
ター

：
国

立
教

育
政

策
研

究
所

幼
児

教
育

研
究

セ
ン

ター 30

今
後
の
幼
児
教
育
の
教
育
課
程
、指
導
、評
価
等
の
在
り方

に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
最
終
報
告
＜
概
要
＞
令
和
６
年
１
０
月

幼
稚
園
教
育
要
領
、保
育
所
保
育
指
針
、幼
保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
（

3要
領
・指
針
）
に基
づ
く教
育
活
動
の
実
施
状
況
等
の
把
握
、今
後
の
教
育
課
程
、指
導
、評
価
等
の
在
り方
につ
い
て

第
１
章
社
会
と共

有
し
た
い
幼
児
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方

第
２
章
幼
稚
園
教
育
要
領
、保
育
所
保
育
指
針
、幼
保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
に
基
づ
く教
育
活
動
の
成
果
と課

題
等

・近
年
、子

供
の
外
遊
び
の
機
会
の
減
少
、ゲ
ー
ム
時
間
・動
画
の
視
聴
時
間
の
増
加
、同

年
齢
・異
年
齢
の
子

供
同
士
の
交
流
機
会
の
減
少
な
ど、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
幼
児
の
発
達
に
必
要
な
直
接
的
・具
体
的
な
体

験
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
とが

困
難
に
な
って
き
て
い
る
中
、幼

児
教
育
施
設
に
お
い
て
、安

全
・安
心
な
場
所

で
、幼

児
が
自
由
に
伸
び
伸
び
と遊

び
な
が
ら
、様

々
な
人
や
も
の
、自

然
や
文
化
等
と直

接
的
・具
体
的
に

触
れ
て
関
わ
り、
豊
か
な
体
験
を
す
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
て
い
くこ
とが
一
層
必
要
。

・幼
児
の
遊
び
に
は
、幼

児
の
成
長
や
発
達
に
とっ
て
重
要
な
体
験
が
多
く含
ま
れ
て
お
り、
自
発
的
な
活
動
とし

て
の
遊
び
は
、幼
児
期
特
有
の
学
習
。

・幼
児
期
は
、知

識
・技
能
を
教
え
込
む
こと
で
は
な
く、
幼
児
が
幼
稚
園
教
諭
・保
育
士
・保
育
教
諭
等
との
信

頼
関
係
に
支
え
られ
、遊

び
を
通
し
て
楽
し
い
と感

じ
る
多
様
な
体
験
を
し
な
が
ら
、小

学
校
以
降
の
生
活
や
学

習
の
基
盤
とな
る
資
質
・能
力
を
育
ん
で
い
くよ
うに
す
る
こと
が
重
要
。（

参
照
：
「幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
が
つ
な

が
る
って
どう
い
うこ
と？
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l）
・一
方
、一

部
の
幼
児
教
育
施
設
に
お
い
て
は
、S

N
S等

か
らの
偏
った
情
報
や
そ
れ
らに
影
響
を
受
け
た
一
部

の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
優
先
し、
や
や
も
す
る
と、
文
字
や
数
量
の
機
械
的
暗
記
や
一
方
的
指
導
な
ど幼
児
の

発
達
に
ふ
さ
わ
し
くな
い
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
との
指
摘
。ま
た
、保

護
者
を
は
じ
め
社
会
に
お
い
て
は
、

幼
児
教
育
施
設
は
た
だ
遊
ば
せ
て
い
る
だ
け
との
誤
解
も
あ
る
。

・国
・地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、幼

児
期
の
発
達
の
特
性
や
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
在
り方

に
つ
い
て
、

妊
娠
期
や
子
供
が
乳
幼
児
の
頃
か
ら保

護
者
等
に
対
して
、一
層
の
普
及
・啓
発
に
取
り組

む
こと
が
必
要
。

（
１
）
身
体
の
諸
感
覚
を
通
し
た
豊
か
な
体
験

（
２
）
自
発
的
な
活
動
とし
て
の
遊
び

・近
年
、乳
幼
児
の
頃
か
ら
の
質
の
高
い
教
育
が
そ
の
時
期
の
発
達
に
とっ
て
重
要
で
あ
る
こと
や
、そ
の
後
の

人
生
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
って
学
業
達
成
や
職
業
生
活
、家

庭
生
活
な
ど多
面
的
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
す

こと
な
どが
明
らか
に
され
て
き
て
い
る
。

・全
て
の
幼
児
に
格
差
な
く質
の
高
い
幼
児
教
育
を
保
障
し
、幼

児
一
人
一
人
の
よ
さ
や
可
能
性
を
伸
ば
し
な

が
ら
、生

涯
に
わ
た
る
生
活
や
学
習
の
基
盤
とな
る
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
み
、そ
れ
ぞ
れ
が
人
生
に
お
い
て
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
実
現
し
て
い
くこ
とが
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
必
要
。

・幼
児
期
は
、幼

児
自
身
が
自
発
的
・能
動
的
に
環
境
と関

わ
りな
が
ら
、生

活
の
中
で
状
況
と関

連
付
け
て

生
活
に
必
要
な
能
力
や
態
度
な
どを
身
に
付
け
て
い
く時
期
。幼

児
期
の
学
び
は
身
体
の
諸
感
覚
を
通
し
て
対

象
に
関
わ
る
こと
に
よ
り成

り立
つ
も
の
で
あ
り、
活
動
意
欲
が
高
ま
り、
成
長
が
著
しい
この
時
期
に
、豊

か
で
多

様
な
体
験
を
十
分
に
行
うこ
とが
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
必
要
。

・幼
児
教
育
で
は
、幼

稚
園
教
諭
・保
育
士
・保
育
教
諭
等
が
そ
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
、幼

児
が

思
わ
ず
関
わ
りた
くな
る
よ
うな
魅
力
的
な
環
境
を
意
図
的
・計
画
的
に
構
成
し、
幼
児
が
主
体
性
を

十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
そ
の
環
境
に
関
わ
る
遊
び
や
生
活
を
展
開
す
る
こと
に
よ
り幼

児
の
発
達
を
促

す
とい
う「
環
境
を
通
し
て
行
う教

育
」が
基
本
。

１
．
幼
児
教
育
の
基
本
に
関
す
る
事
項

（
３
）
幼
児
教
育
に
お
い
て
育
み
た
い
資
質
・能
力

（
４
）
「幼
児
期
の
終
わ
りま
で
に
育
って
ほ
し
い
姿
」

（
５
）
幼
児
理
解
に
基
づ
い
た
評
価

１
．
幼
児
教
育
の
重
要
性

２
．
幼
児
期
の
発
達
の
特
性

３
．
幼
児
教
育
の
基
本

・幼
児
は
、教

育
的
な
意
図
を
も
って
計
画
的
に
構
成
さ
れ
た
環
境
の
下
、好

奇
心
や
探
究
心
を
も
っ

て
遊
び
を
展
開
す
る
中
で
、様

々
な
能
力
や
態
度
を
身
に
付
け
て
い
く。
幼
児
期
に
お
い
て
は
、遊

び
を

通
し
て
の
指
導
を
中
心
に
行
うこ
とが
重
要
。

・幼
児
教
育
施
設
に
お
い
て
、小

学
校
以
降
の
生
活
や
学
習
に
つ
な
が
る
資
質
・能
力
を
育
む
こと
へ
の

認
識
が
高
ま
り、
小
学
校
教
育
との
接
続
を
意
識
した
実
践
が
行
わ
れ
る
よ
うに
な
って
き
た
等
の
成
果

が
上
が
る
一
方
、幼

児
教
育
関
係
者
の
中
に
は
、当

該
資
質
・能
力
と５

領
域
の
ね
ら
い
及
び
内
容
、

「幼
児
期
の
終
わ
りま
で
に
育
って
ほ
し
い
姿
」と
の
関
係
を
理
解
・実
践
す
る
こと
が
難
し
い
とい
う指

摘
が
あ
る
た
め
、国

・地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、よ
り実

践
的
な
調
査
研
究
を
進
め
る
こと
が
必
要
。

・「
幼
児
期
の
終
わ
りま
で
に
育
って
ほ
しい
姿
」に
つ
い
て
は
、幼

保
小
の
合
同
研
修
等
で
も
活
用
され
、

幼
保
小
接
続
期
の
教
育
に
関
す
る
相
互
理
解
が
深
ま
って
い
る
等
の
成
果
が
上
が
る
一
方
、幼

児
教

育
関
係
者
の
中
に
は
、そ
の
文
言
の
み
で
幼
児
を
捉
え
よ
うと
した
り、
幼
児
を
当
て
は
め
て
、で
き
る
・で

き
な
い
と安

易
に
評
価
し
た
りし
て
い
る
な
どの
課
題
が
指
摘
され

て
い
る
た
め
、国

・地
方
自
治
体
に
お

い
て
は
、「
幼
児
期
の
終
わ
りま
で
に
育
って
ほ
し
い
姿
」の
具
体
的
活
用
等
に
つ
い
て
、研

修
等
を
通

じ
て
一
層
の
理
解
・啓
発
を
図
る
こと
が
必
要
。

・幼
児
教
育
施
設
に
お
け
る
評
価
は
、定

量
的
に
優
劣
を
決
め
た
り、
ラン
クを
付
け
た
り、
一
定
の
基

準
に
対
す
る
到
達
度
に
つ
い
て
の
評
定
に
よ
って
捉
え
る
も
の
で
は
な
く、
幼
児
の
姿
の
変
容
を
捉
え
、そ

の
姿
が
生
み
出
され

て
き
た
様
々
な
状
況
に
つ
い
て
適
切
か
どう
か
検
討
し、
教
育
を
改
善
す
る
た
め
の

手
掛
か
りを
求
め
る
こと
で
あ
る
。幼

児
の
発
達
の
状
況
と評

価
の
考
え
方
を
保
護
者
と共

有
し
、幼

児
教
育
施
設
と家

庭
が
一
体
とな
って
幼
児
の
成
長
を
支
え
る
取
組
を
進
め
て
い
くこ
とが
大
切
。

・人
の
一
生
に
お
い
て
、幼
児
期
は
、生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
極
め
て
重
要
な
時
期
。
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３
．
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続

第
２
章
幼
稚
園
教
育
要
領
、保

育
所
保
育
指
針
、幼
保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
に
基
づ
く教
育
活
動
の
成
果
と課

題
等

○
平
成

29
年
告
示
の
３
要
領
・指
針
や
小
学
校
学
習
指
導
要
領
等
で
は
、育

成
を
目
指
す
資
質
・能
力
に
つ
い
て
、 子
供
の
資
質
・能
力
や
学
び
の

連
続
性
を
一
層
確
保
し、
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
を
図
る
こと
を
求
め
て
い
る

 。
○
国
に
お
い
て
は
、こ
の
趣
旨
を
実
現
す
る
た
め
、「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
推
進
して
お
り、
一
部
の
地
域
で
は
、幼

保
小
の
合
同
研
修
や
幼

保
小
の
接
続
を
意
識
した
教
育
実
践
が
取
り組

ま
れ
、幼

児
教
育
施
設
に
お
い
て
、小

学
校
の
各
教
科
等
で
積
み
重
ね
られ
て
き
た
指
導
の
専
門
性
等
を

参
考
に
、幼

児
の
主
体
的
な
遊
び
を
支
え
る
働
き
か
け
が
充
実
した
り、
小
学
校
に
お
い
て
、入

学
当
初
の
小
学
校
教
諭
等
の
指
導
方
法
が
変
わ
り、
児

童
の
主
体
的
な
姿
が
よ
り見

ら
れ
る
よ
うに
な
って
き
た
りし
て
い
る
な
どの
成
果
が
上
が
って
い
る
。

○
一
方
、地

域
の
教
育
に
関
す
る
基
本
方
針
・基
本
計
画
等
に
幼
保
小
の
連
携
・接
続
が
位
置
付
け
られ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こと
、地
方
自
治
体

の
強
い
リー
ダ
ー
シ
ップ
や
幼
保
小
の
管
理
職
の
理
解
が
な
い
と、
幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
との
相
互
の
連
携
・接
続
を
進
め
る
こと
は
容
易
で
は
な

い
こと
な
ど、
全
国
的
に
見
る
と幼

保
小
の
接
続
に
関
す
る
取
組
は
未
だ
不
十
分
。

○
小
学
校
低
学
年
に
お
い
て
い
じ
め
の
認
知
件
数
が
多
く、
ま
た
、不
登
校
児
童
の
増
加
率
が
高
い
こと
を
踏
ま
え
る
と、
い
じめ
・不
登
校
対
策
の
観

点
か
ら
も
、幼

保
小
接
続
期
の
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、対
策
に
取
り組

む
こと
が
重
要
。

○
幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
の
両
者
が
連
携
の
意
識
を
も
ち
、教
育
実
践
を
見
合
い
、相
互
の
共
通
理
解
を
図
る
こと
が
重
要
。幼

児
教
育
施
設

に
お
い
て
は
、小
学
校
以
降
の
教
育
を
見
通
し
な
が
ら
、幼

児
に
直
接
的
・具
体
的
な
豊
か
な
体
験
を
通
して
小
学
校
以
降
の
生
活
や
学
習
の
基
盤
とな

る
資
質
・能
力
が
育
成
さ
れ
る
よ
うに
す
る
こと
、小

学
校
に
お
い
て
は
、幼

児
期
に
は
幼
児
自
らが
遊
び
に
向
か
う自

発
性
を
大
切
に
した
「環
境
を
通
して

行
う教

育
」が
行
わ
れ
て
い
る
こと
を
踏
ま
え
、児

童
が
主
体
的
に
自
己
を
発
揮
しな
が
ら学

び
に
向
か
い
、授

業
や
学
習
の
楽
しさ
と充

実
感
を
感
じな
が
ら

基
礎
的
な
学
力
を
身
に
付
け
て
い
くよ
うに
す
る
こと
、特
に
入
学
当
初
は
幼
児
教
育
との
指
導
方
法
の
連
続
性
・一
貫
性
を
確
保
す
る
こと
が
重
要
。

○
小
学
校
以
降
で
進
め
ら
れ
て
い
る
教
育
の
方
向
性
（

 「
個
別
最
適
な
学
び
」と
「協
働
的
な
学
び
」を
一
体
的
に
充
実
し、
主
体
的
・対
話
的
で
深
い

学
び
の
視
点
か
らの
授
業
改
善
に
つ
な
げ
て
い
くこ
と）
は
、子
供
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・関
心
や
一
人
一
人
の
個
性
に
応
じた
多
様
で
質
の
高
い
学
び
を
引

き
出
す
観
点
か
ら
、幼

児
教
育
の
「環
境
を
通
し
て
行
う教

育
」の
考
え
方
とつ
な
が
って
い
る
。小
学
校
教
育
に
お
い
て
、新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
先
端

技
術
も
活
用
しつ
つ
、「
環
境
を
通
して
行
う教

育
」と
い
う幼

児
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
を
取
り入

れ
た
教
育
実
践
の
研
究
・普
及
を
行
って
い
くこ
と

が
考
え
られ
る
。

31
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「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
推
進
に
つ
い
て

地
域
に
お
け
る
体
制
の
イ
メ
ー
ジ

地
域
の
全
関
係
機
関
の
参
画
に
よ
る
「幼
保
小
の
架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
」の

開
発
、実

施
、評

価
・改
善自
治
体
に
お
け
る
取
組

架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
開
発
会
議

•
幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園
、小

学
校

   
•
教
育
委
員
会
、子

育
て
担
当
部
局

•
教
員
等
養
成
や
研
修
に
関
わ
る
大
学
や
専
門
学
校

•
幼
保
小
の
関
係
団
体

・保
護
者
や
地
域
の
関
係
者

•
架
け
橋
期
の
コー
デ
ィネ
ー
ター
、幼

児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
、有

識
者

等

•
架
け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
の
開
発

•
カリ
キ
ュラ
ム
の
実
施
に
必
要
とな
る
研
修

•
持
続
的
・発
展
的
な
架
け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
に
必
要
な
支
援

•
国
に
よ
る
架
け
橋
期
の
教
育
の
質
保
障
の
枠
組
み
か
らの
助
言
や
各
園
・小
学
校

の
実
践
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
改
善

等

構 成 員 取 組 内 容

各
幼
児
教
育
施
設
・小
学
校
に
お
け
る
架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
を
踏
ま
え
た

教
育
課
程
編
成
・指
導
計
画
作
成
、実
施
、改
善

幼
保
小
の
円
滑
な
接
続
に
向
け
た
助
言
を
行
う架
け
橋
期
の
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
等

の
派
遣
な
ど、
持
続
的
・発
展
的
に
実
施
す
る
組
織
体
制
の
構
築

幼
保
小
の
架
け
橋
期
（
５
歳
児
か
ら
小
学
校
１
年
生
ま
で
の
２
年
間
）
の
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、0
歳
か
ら1

8歳
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性

を
踏
ま
え
、5
歳
児
の
カリ
キ
ュラ
ム
と小

学
校

1年
生
の
カリ
キ
ュラ
ム
を
一
体
的
に
捉
え
、地
域
の
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
関
係
者
が
連
携
・協

働
して
、カ
リキ
ュラ
ム
・教
育
方
法
の
充
実
・改
善
を
促
進
し
、域
内
の
全
て
の
子
供
に
学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む
こと
を
目
指
す
取
組
。

幼
保
小
の
先
生
が
、共

通
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら、
相
互
の
教
育
内
容
や
教
育
方
法
の
充
実
を
図
る
た
め
、

協
働
して
作
成
す
る
架
け
橋
期

(5
歳
児
か
ら
小
学
校

1年
生
ま
で
の

2年
間

)の
カ
リキ
ュラ
ム
。

※
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、令

和
4年

3月
に
、「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
向
け
て
の
手
引
き

(初
版

)」
と「
参
考
資
料

(初
版

)」
を
作
成

架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム

小
学
校

家
庭

地
域

設
置
者
や
施
設
類
型
を
問
わ
ず
、家

庭
や
地
域
の
状
況
に
か
か
わ
らず
、

全
て
の
子
供
に
格
差
な
く質
の
高
い
学
び
を
保
障


幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続


幼
保
小
の
相
互
理
解
、連

携
・協
働

保
育
所

認
定
こ

ども
園

幼
稚
園

子
供
に
関
わ
る
全
て
の
関
係
者
が

立
場
を
越
え
て
連
携
・協
働

保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
画

社
会
に
開
か
れ
た
カリ
キ
ュラ
ム

地
域
一
体
で
幼
児
教
育
の

質
を
高
め
合
う体

制
作
り

0歳
～

18
歳
の
学
び
の
連
続
性

教
育
の
連
続
性
・一
貫
性
の
確
保

架
け
橋
期
の

コー
デ
ィネ
ー
ター

幼
児
教
育

ア
ドバ
イザ
ー

架
け
橋
期
の
コー
デ
ィネ
ー
ター

兼
 幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー

教
育
委
員
会

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

保
健
・福
祉

担
当
部
局

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム

年
少

年
中

小小
学学
校校
11
年年
生生

小
学
校
2
年
生

小
学
校
3
年
生

年年
長長

教
育
の

連
続
性
・一
貫
性

の
確
保

架
け
橋
期

“架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
”

の
策
定
・実
施
・改
善
等
を
通
して

地
域
で
一
体
とな
って
幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
の
接
続
を
進
め
る
た
め
に
は
、教
育
委
員
会

が
主
導
的
な
役
割
を
発
揮
す
る
こと
が
必
要
。

【参
考
】

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
の

実
施
に
向
け
て
の
手
引
き

(初
版

)
等

32

小
学
校

保
育
所

幼
稚
園

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

進
学

地
域
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め

行
政
の
役
割
が
重
要

複
数
の
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
に
進
学

34

幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
し
た
幼
児
期
及
び

幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
向
上
に
関
す
る
体
制
イ
メ
ー
ジ

子
供
に
関
わ
る

全
て
の
関
係
者
が

立
場
を
越
え
て
連
携
・協
働


幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続


幼
保
小
の
相
互
理
解
、連
携
・協
働

架
け
橋
期
の

コー
デ
ィネ
ー
タ
ー地
域

小
学
校

家
庭

架
け
橋
期
の
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー

（
兼
）
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

保
健
・福
祉
担
当
部
局

教
育
委
員
会

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

連
携

幼
児
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

設
置
者
や
施
設
類
型
を
問
わ
ず
、家
庭
や
地
域
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、全
て
の
子
供
に
格
差
な
く質
の
高
い
学
び
を
保
障

保
育
所

認
定
こど
も
園

幼
稚
園


０
歳
～
１
８
歳
の
学
び
の
連
続
性


教
育
の
連
続
性
・一
貫
性
の
確
保

33


公
立
幼
稚
園
と
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
、
私
立
幼
稚
園
の
所
管
課
が
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
な
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
す
る
た
め
の
会
議
等
も
実
施
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
３
課
局
で
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
向
性
を
示
す
滋
賀
県
版
「
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
枠
を
開
発
。

（
滋
賀
県
）


小
学
校
初
任
者
研
修
で
は
「
園
・
所
に
お
け
る
保
育
体
験
」
と
し
て
、
小
学
校
の
初
任
者
を
対
象
に
、
幼
稚
園
・
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
保
育
体
験
を
行
う
こ
と
で
、
「
遊
び
は
学
び
」
と
い
う
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
基
本

的
な
考
え
方
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
園
・
所
に
お
け
る
子
供
の
見
取
り
や
支
援
の
在
り
方
等
を
体
感
し
、
自
身
の
小
学

校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
る
。
（
広
島
県
）


各
市
町
の
教
育
委
員
会
と
保
育
主
管
課
の
連
携
を
図
る
た
め
に
「
市
町
保
幼
小
連
携
担
当
者
研
修
会
」
を
開
催
し
、
全

市
町
の
教
育
委
員
会
と
保
育
主
管
課
の
担
当
者
が
参
加
し
、
各
市
町
に
お
け
る
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
・
実
践

・
検
証
・
改
善
に
関
す
る
取
組
を
協
働
し
て
考
え
る
場
を
設
け
る
。
（
山
口
県
）


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
会
議
の
委
員
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
域
の
公
立
・
私
立
保
育
園
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
長
、

小
学
校
の
校
長
が
入
る
こ
と
で
、
会
議
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
課
題
意
識
を
も
っ
て
園
・
校
運
営
に
取
り
組
む
。
（

高
知
県
）


公
立
幼
小
に
幼
保
小
連
携
・
接
続
主
任
の
設
置
と
民
間
の
幼
保
を
含
む
全
市
連
携
主
任
・
窓
口
担
当
者
一
覧
の
作
成
・

配
付
し
、
連
携
・
接
続
主
任
研
修
会
の
実
施
す
る
。
（
令
和
６
年
度
実
施
予
定
）
（
京
都
府
京
都
市
）

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
に
お
け
る
取
組
を
契
機
とし
て
、教
育
委
員
会
が
有
す
る
学
校
教
育
の
専
門
的
知
見
を
生
か
し

な
が
ら
、私

立
幼
稚
園
・保
育
所
・認
定
こど
も
園
な
どへ
も
積
極
的
に
関
与
す
る
こと
で
、設

置
者
や
施
設
類
型
を
問
わ
ず
、

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
質
的
向
上
に
向
け
た
取
組
を
一
体
的
に
推
進
して
い
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
お
け
る
各
教
育
委
員
会
の
取
組
等

※
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
採
択
自
治
体
の
報
告
書
よ
り

35
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
幼
保
小
の
先
生
か
ら
は
、
教
育
観
や
指
導
観
が
大
き
く
変
化
し
た
と
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
が
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

遊
び
や
学
習
の
中
で
「
子
供
に
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
尋
ね
る
」
「
子
供
の
思
い
を
聞
く
」
「
子
供
に
任
せ
て
待
つ
」
な
ど
子

供
主
体
の
保
育
や
授
業
を
意
識
し
た
援
助
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
高
知
県
）


小
学
校
の
先
生
の
変
容
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
の
た
め
に
本
当
に
必
要
な
支
援
と
は
何
か
を
考
え
、
授
業

に
お
い
て
発
問
の
精
選
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
他
教
科
や
前
時
と
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
子
供
た
ち

の
関
わ
り
の
中
で
得
ら
れ
た
気
付
き
や
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
遊
び
や
生
活
経
験
を
生
か
し
た
授
業
づ
く
り
を
心
が

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
広
島
県
）


小
学
校
に
お
い
て
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
を
意
識
し
た
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
幼
児
期
の

学
び
に
積
み
重
ね
て
い
く
意
識
や
子
供
へ
の
言
葉
か
け
の
変
化
や
、
す
べ
て
ゼ
ロ
か
ら
教
え
る
の
で
は
な
く
「
こ
う
い
う
時

、
ど
う
し
て
た
？
」
「
こ
う
い
う
の
知
っ
て
る
？
」
と
子
供
た
ち
に
投
げ
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
大
阪
府
箕
面
市
）


実
践
に
当
た
り
、
幼
児
教
育
施
設
で
実
践
し
て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
学
習
過
程
を
示
す
こ
と
に
よ

り
、
「
面
白
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
振
り
返
り
が
多
く
な
り
が
ち
な
子
供
も
、
「
あ
の
時
は
〇
〇
な
こ
と
が
あ
っ

て
〇
〇
風
に
し
た
か
ら
う
ま
く
い
っ
た
」
な
ど
と
自
ら
の
思
考
を
た
ど
り
、
具
体
的
に
振
り
返
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
。
（
宮
城
県
白
石
市
）


登
校
し
ぶ
り
や
離
席
す
る
子
が
少
な
く
な
り
、
子
供
の
集
中
力
や
活
動
へ
の
関
心
・
意
欲
の
持
続
が
伸
び
て
い
る
。

 (
静

岡
県
袋
井
市

)


こ
ど
も
園
と
小
学
１
年
生
と
の
交
流
よ
り
、
小
学
校
進
学
に
対
す
る
不
安
が
解
消
さ
れ
た
り
、
「
ま
ね
し
た
い
」
の
気
持

ち
や
言
葉
や
文
字
な
ど
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
。
（
福
島
県
西
会
津
町
）

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
お
け
る
採
択
自
治
体
か
ら
の
報
告
書
よ
り
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（
人

）不
登
校
の
状
況
に
つ
い
て

・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
約
３
４
万
６
千
人
（
過
去
最
多
）

・
全
学
年
で
前
年
度
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
が
、
近
年
、
小
学
校
低
学
年
の
増
加
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

小
・中

学
校

そ
れ
ぞ

れ
の

不
登

校
児

童
生

徒
数

の
推

移

学
年

別
不

登
校

児
童

生
徒

数
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 児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て

 
38

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

（
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り
）

※
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
事
業
の
採
択
自
治
体
（
６
道
県

13
市
町
）
の
道
県
に
お
い
て
は
、

道
県
の
回
答
及
び
連
携
市
町
か
らの
回
答
を
「採
択
自
治
体
」と
して
集
計
して
い
る
。

Q
．
幼
保
小
の
接
続
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
改
善
さ
れ
た
小
学
校
（
学
級
）
の
課
題
が
あ
れ
ば
、
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

（
当
て
は
ま
る
も
の
を
全
て
選
択
）

【
改
善
さ
れ
た
小
学
校
の
課
題
（
令
和
５
年
度
）
】
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学
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）
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も
変
化
が
あ
った

や
や
変
化
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あ
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も
い
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な
い

あ
ま
り変

化
が
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った

ま
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く変
化
が
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った
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年
度

小
学
校
（
学
級
担
当
）

とて
も
変
化
が
あ
った

や
や
変
化
が
あ
った

どち
らと
も
い
え
な
い

あ
ま
り変

化
が
な
か
った

ま
った
く変
化
が
な
か
った

不
明

12
.4

 

6.
6 

53
.3
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35
.3

 

7.
1 

9.
7 

0.
4 

0.
5 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

令
和
５
年
度

令
和
４
年
度

小
学
校
（
管
理
職
）

とて
も
変
化
が
あ
った

や
や
変
化
が
あ
った

どち
らと
も
い
え
な
い

あ
ま
り変

化
が
な
か
った

ま
った
く変
化
が
な
か
った

不
明

〇
一
人
一
人
の
児
童
の
実
態
や
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
た
指
導
、
児
童
の
幼
児
教
育
施
設
で
の
経
験
を
意
識
し
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
・
ま
だ
で
き
な
い
こ
と

を
考
慮
し
た
指
導
、
児
童
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
教
室
環
境
や
授
業
構
成
な
ど
、
幼
児
教
育
の
考
え
方
を
参
考
に
し
た
指
導
へ
の
変
化
を
回
答
す
る
割
合
が
増
え
た
。

〇
幼
児
教
育
施
設
に
お
い
て
は
、
小
学
校
教
育
を
見
通
し
、
人
前
で
自
分
の
意
見
や
気
持
ち
を
話
す
機
会
の
設
定
や
、
小
学
校
進
学
へ
の
興
味
や
期
待
を
膨
ら
ま
せ

る
指
導
、
子
供
自
身
が
時
間
を
意
識
で
き
る
よ
う
な
働
き
か
け
な
ど
、
小
学
校
の
生
活
や
学
び
へ
の
接
続
に
向
け
た
指
導
へ
の
変
化
を
回
答
す
る
割
合
が
増
え
た
。

Q
．
今
年
度
の
幼
保
小
の
接
続
の
取
組
を
通
し
て
、
貴
園
・
貴
校
の
先
生
に
よ
る
／
ご
自
身
の
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
や
指
導
方
法
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

39
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幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
し
た
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
促
進
事
業

R
7年

度
～

「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
推
進
に
つ
い
て

地
域
に
お
け
る
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」実
践
・成
果
の
検
証

R
4～

R
6年

度

モ
デ
ル
地
域
の
成
果
検
証

モ
デ
ル
地
域

(1
9自

治
体

)に
お
け
る
先
進
事
例
の
実
践

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
「幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
架
け
橋
特
別
委
員

会
」に
お
け
る
議
論
の
成
果
を
踏
ま
え
、モ
デ
ル
地
域
の

19
自
治
体
に
お
い
て
取
組
を
実
施
。

研
究
機
関
に
よ
る
実
地
調
査
や
ヒア
リン
グ
、ア
ン
ケ
ー
ト等

の
客
観
的
な
調
査
を
通
じて
、モ
デ
ル

地
域
に
お
け
る
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
」の
取
組
状
況
や
そ
の
成
果
を
検
証
。

•教
育
委
員
会
が
先
導
し
て
、域
内
の
幼
児
教
育
施
設
・小
学
校
と協

議
し
な
が
ら
モ
デ
ル
カ

リキ
ュラ
ム
を
策
定

•小
学
校
区
を
目
安
に
幼
児
教

育
施
設
と小

学
校
の
グ
ル
ー
プ
を

つ
くり
、架

け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム

を
策
定
す
る
た
め
の
協
議
の
場
を

設
定

等

取
組
内
容

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

69
.0

%

65
.5

%

51
.7

%

41
.4

%

6.
9%

6.
9%

3.
4%

19
.1

%

44
.3

%

12
.7

%

7.
9%

6.
2%

2.
1%

2.
1%

主
体
性
を
発
揮
す
る

児
童
の
姿
の
増
加

円
滑
な
学
級
経
営

(学
校
生
活

)の
ス
ター
ト

友
達
と協

働
的
に
関
わ
る

児
童
の
姿
の
増
加

登
校
渋
りの
児
童
の
減
少

児
童
同
士
の
トラ
ブ
ル
の
軽
減

保
護
者
か
らの
苦
情
の
軽
減

児
童
の
学
力
向
上

※
各
自
治
体
に
お
い
て
幼
保
小
の
接
続
の
取
り組

み
を
進
め
て
い
る
中
、採

択
自
治
体
に
お
い
て
は
、幼

保
小
の
架

け
橋
プ
ログ
ラム
の
手
引
き
に
基
づ
き
、架

け
橋
期

(5
歳
児
か
ら小

学
校

1年
生

)の
カリ
キ
ュラ
ム
の
開
発
、実

践
、

評
価
、改

善
に
重
点
を
置
き
、取

組
を
進
め
て
い
る

引
用
元

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
の
モ
デ
ル
地
域
に
お
け
る
成
果
に
係
る
調
査
研
究

(令
和

6年
7月

現
在
速
報
値

)

本
事
業
の
採
択
自
治
体
（

29
）

そ
の
他
の
自
治
体

（
80

8）

開
発
会
議
で
開
発
す
る

“架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
”

の
イメ
ー
ジ

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、自
治
体
に
お
け
る

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
し
た
、架
け
橋
期
の
コー

デ
ィネ
ー
タ
ー
等
の
育
成
・派
遣
を
推
進
す
る
こと
等
に
よ
り、

5歳
児
か
ら
小
学
校

1年
生
ま
で
の
架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
の
策
定
･実
施
・改
善
を
行
うた
め
の
体
制
を
構

築
し、
全
国
規
模
で
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
更
な
る
促
進
を
図
る
。

小
学
校
との
接
続
・連
携
に
係
る
支
援
（
小
学
校
接
続
加
算
）実

践
主
体

都
道
府
県

市
区
町
村

補
助
率

1/
2

一
部

1/
3

補
助
対
象

経
費

幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
や
架
け
橋
期
の
コー

デ
ィネ
ー
タ等

の
派
遣
・育
成
に
必
要
な
経
費
、

架
け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
会
議
等
の
開

催
に
必
要
な
経
費
、公

開
保
育
・研
修
等
の

実
施
に
必
要
な
経
費

 等

子
ども
・子
育
て
支
援
制
度
に
お
い
て
は
、子

供
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
確
保
して
、小

学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る

た
め
、交

流
活
動
等
を
通
じて
小
学
校
との
連
携
・接
続
に
係
る
取
組
を
行
う幼

稚
園
・保
育
所
・認
定
こど
も
園
に
対
す
る
支

援
を
行
って
お
り、
架
け
橋
期
の
教
育
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、令

和
６
年
度
か
ら「
小
学
校
と協

働
し
て
、５
歳
児
か
ら

小
学
校
１
年
生
の
２
年
間
の
カ
リキ
ュラ
ム
を
編
成
・実
施
（
小
学
校
との
継
続
的
な
協
議
会
の
開
催
等
に
よ
り具

体
的

な
編
成
に
着
手
し
て
い
る
と認

め
ら
れ
る
場
合
も
含
む
）
」の
取
組
等
を
行
う施

設
へ
の
加
算
額
を

31
7,

13
0円

に
増
額
。

(令
和
６
年

10
月

30
日

事
務
連
絡

)
  「
幼
児
教
育
施
設
及
び
小
学
校
に
お
け
る

架
け
橋
期
の
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
」

【参
考
】

【参
考
】

本
事
業
採
択
自
治
体

の
成
果
報
告
資
料
等
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幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置

  道
府
県
一
覧

1
北
海
道

２
青
森
県

３
岩
手
県

４
宮
城
県

５
秋
田
県

６
福
島
県

７
栃
木
県

８
千
葉
県

９
新
潟
県

10
富
山
県

11
石
川
県

12
山
梨
県

13
長
野
県

14
静
岡
県

15
愛
知
県

16
三
重
県

17
滋
賀
県

18
京
都
府

19
奈
良
県

20
鳥
取
県

21
島
根
県

22
岡
山
県

23
広
島
県

自
主
財
源
で
セ
ン
タ
ー
を
設
置
※
３

36
群
馬
県

37
福
井
県

38
大
阪
府

39
和
歌
山
県

青
色
：
補
助
等
に
よ
りセ
ン
ター
を
設
置

（
今
後
設
置
予
定
も
含
む
。）

黄
色
：
自
主
財
源
で
セ
ン
ター
を
設
置

1

6
9

7

10

37

12

13

15

38

20
21

16

18

19
25

24
22

35

3

4

36

8
14

17

2

5

23

※
１

R７
申
請
団
体
とは

「幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
した

  幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
促
進
事
業
」申
請
団
体
を
指
す
。

※
２

上
記
の
事
業
を
活
用
す
る
自
治
体
数
は

70
市
区
町
村

（
R7

.4
.1
時
点
）

※
３

R５
幼
児
教
育
実
態
調
査
の
結
果
よ
り

※
４

市
区
町
村
に
お
け
る
セ
ン
ター
設
置
数
：

97
自
治
体

（
R5
幼
児
教
育
実
態
調
査
よ
り）

24
山
口
県

25
徳
島
県

26
香
川
県

27
愛
媛
県

28
高
知
県

29
佐
賀
県

30
長
崎
県

31
熊
本
県

32
大
分
県

33
宮
崎
県

34
鹿
児
島
県

35
沖
縄
県

26
27

28

29

30
32

31

33

R
７
申
請
団
体
※
１

11

39

34

42

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
取
組
例

北
海
道
教
育
庁
義
務
教
育
課

幼
児
教
育
推
進
セ
ン
ター

幼
保
小
の
接
続
の
取
組
（
北
海
道
）

北
海
道
幼
児
教
育
推
進
セ
ン
ター
に
お
い
て
は
、市

町
村
や
、設

置
者
・施
設
類
型

問
わ
ず
全
て
の
幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こ
ども
園
、ま
た
は
小
学
校
に
対
し
、研

修
支
援
や
架
け
橋
期
の
ア
ドバ
イザ
ー
の
派
遣
等
を
通
して
、幼

児
教
育
施
設
と小

学
校

との
継
続
的
・計
画
的
な
連
携
・接
続
の
促
進
を
図
って
い
る
。

■
 北
海
道
版
幼
児
教
育
ス
タ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
つ
な
が
ろ
う 
つ
な
げ
よ
う 
子
ども
の
学
び
と育

ち
～

○
 R
４
～
６
年
度
に
、文

部
科
学
省
委
託
事
業
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ログ

ラム
事
業
」の
調
査
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
、幼

保
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラ

ム
を
推
進
す
る
際
の
手
順
や
方
法
等
を
示
した
「北
海
道
版
幼
児
教
育
ス

ター
トプ
ログ
ラム
」を
策
定
・普
及
し、
市
町
村
に
お
け
る
取
組
を
支
援
。

○
 幼
児
教
育
の
重
要
性
、幼

保
小
連
携
・接
続
の
ポ
イ
ン
ト、
道
内
に
お
け

る
実
践
例
等
を
ま
とめ
た
「幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
連
携
・接
続
ハ
ン

ドブ
ック
」を
作
成
し展

開
。

○
 幼
児
教
育
や
小
学
校
教
育
の
知
見
を
有
す
る
架
け
橋
期
の
ア
ドバ
イザ
ー
を
幼
児
教
育
施
設
や
小
学
校
、市

町
村
等
に
派
遣
し、
幼
保
小
接
続
の
取
組
状
況
や
課
題
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じた
支
援
を
実
施
。

○
道
内
全

14
管
内
で
の
配
置
に
向
け
た
架
け
橋
期
の
ア
ドバ
イザ
ー
の
育
成
。

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

架
け
橋
期
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
・育
成

○
地
域
に
お
け
る
架
け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
の
推
進
を
図
る
た
め
、施

設
類
型
問
わ
ず
幼
児
教
育
施
設
や

小
学
校
、市

町
村
の
関
係
者
が
、幼

児
教
育
と小

学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
に
向
け
た
カリ
キ
ュラ
ム
や
教
育

方
法
等
の
充
実
・改
善
に
つ
い
て
協
議
・情
報
交
換
す
る
「幼
小
つ
な
が
る
研
修
」を
、道

内
全

14
管
内
で
実
施
。

○
合
同
研
修
の
機
会
確
保
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
も
、幼

児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
理
解
促
進

を
図
る
た
め
、保

育
及
び
授
業
の
様
子
を
撮
影
した
オ
ン
デ
マ
ン
ド教

材
を
作
成
・配
信
しす
る
とと
も
に
、オ
ン
ライ

ン
を
活
用
した
公
開
保
育
・授
業
を
実
施
。

研
修
の
支
援

（
参
考
）
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大
分
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

幼
児
教
育
セ
ン
ター

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
育
成
・派
遣
（
大
分
県
）

大
分
県
幼
児
教
育
セ
ン
ター
に
お
い
て
は
、幼

児
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
幼

稚
園
、保
育
所
、認

定
こど
も
園
、小
学
校
、市
町
村
に
訪
問
し
、ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
支
援
を
行
うと
とも
に
、市

町
村
の
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育
成
や
研
修
支

援
等
を
行
って
い
る
。

■
 市
町
村
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

～
「し
ん
け
ん
遊
ぶ
子
」の
育
成
に
向
け
た
大
分
県
の
取
組
～

○
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
や
小
学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
等
の

取
組
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、県

幼
児
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
が
地
域
に
お
け
る
研
修
支
援
及
び
域
内
の
園
へ
の
助
言
等
を

行
う市

町
村
幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
を
育
成
。

○
 養
成
研
修
修
了
後
は
、市

町
村
幼
児
教
育
ア
ドバ
イ
ザ
ー
の
地

域
で
の
活
動
を
県
幼
児
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イザ
ー
が
継
続
支
援
。

市
町
村
の
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
・配
置
推
進

○
「幼
小
接
続
地
区
別
合
同
研
修
会
」に
お
い
て
、県

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
の
円

滑
な
接
続
の
在
り方

に
つ
い
て
、講

義
・協
議
を
行
い
、幼

稚
園
・保
育
所
・認
定
こど
も
園
等
と小

学
校
の
教

職
員
間
の
相
互
理
解
を
深
め
る
とと
も
に
、地

域
に
お
け
る
接
続
の
取
組
推
進
を
図
る
。

県
幼
児
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イザ
ー
の
派
遣

幼
稚
園
・保
育
所
・認
定
こど
も
園
、小

学
校

市
町
村

市
町
村
幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー

研
修
支
援

市
町
村
幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
・配
置
を
推
進

訪
問
支
援

訪
問
支
援

幼
保
小
接
続
の
推
進

（
国
東
市
・玖
珠
町
幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
動
の
様
子
）

（
参
考
）
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広
域
連
携
に
よ
る
市
町
村
事
務
の
共
同
実
施
モ
デ
ル
構
築
事
業

（
幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
の
維
持
・向
上
を
図
る
取
組
）

【総
務
省
自
治
行
政
局
市
町
村
課
及
び
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
に
よ
る
連
携
事
業
】

広
域
連
携

域
内
の
幼
児
教
育
の
質
の
維
持
・向
上
を
図
る
た
め
、都
道
府
県
が
自
治
体
間
の
広
域
連
携
を
支
援
し、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
人
材
育
成
の
た
め
の
取
組
の
実
施
や
、

幼
児
期
及
び
幼
保
小
の
接
続
期
の
教
育
に
関
し
て
知
見
を
有
す
る
専
門
人
材
の
域
内
全
体
で
の
配
置
・活
用
を
促
進
す
る
な
ど、
関
係
自
治
体
で
共
同
実
施
す
る
こと
で
、全

国
展

開
可
能
な
地
域
の
幼
児
教
育
の
質
の
維
持
・向
上
に
向
け
た
広
域
連
携
モ
デ
ル
を
検
討
し
提
案
す
る
。

○
公
私
・施
設
類
型
問
わ
ず
、人

口
減
少
下
に
あ
って
も
、地

域
全
体
の
幼
児
教
育
の
質
の
維
持
・向
上
を
図
る
た
め
に
は
、地

域
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
自
治
体
に
お
け
る
幼
児

教
育
推
進
体
制
の
充
実
・活
用
の
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

○
しか
し、
小
規
模
市
町
村
で
は
、複

数
の
施
設
類
型
が
存
在
す
る
幼
児
教
育
現
場
の
多
様
な
実
情
に
応
じた
支
援
を
実
施
す
る
た
め
の
専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
配
置
が
困
難
な

状
況
が
み
られ
る
こと
か
ら、
都
道
府
県
が
広
域
調
整
機
能
を
果
た
し域

内
の
市
町
村
間
の
連
携
や
、専

門
人
材
の
育
成
・活
用
等
の
取
組
を
支
援
して
い
くこ
とが
必
要
で
あ
る
。

都
道
府
県

保
健
・福
祉
担
当
部
局

教
育
委
員
会

連
携

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

＜
想
定
取
組
例
＞


域
内
全
体
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
質
の
維
持
・向
上
を
図
る
た
め
の
仕
組
み
作
り


幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
等
の
専
門
人
材
の
配
置
、育

成
方
法
の
検
討


幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
組
とし
て
、合

同
で
の
研
修
や
研
修
教
材
の
作
成

等

A市
B市

C町
D
村

連
携

支
援

背
景
・課
題

事
業
内
容

コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
等
の
派
遣

研
修
へ
の
参
加

幼
稚
園
等

共
同
実
施

研
修
の
共
同
開
催

公
開
保
育
の
共
同
実
施

講
師
の
派
遣

公
開
保
育
へ
の
参
加

【総
務
省
予
算
】

令
和
６
年
度
補
正
予
算
額

 2
.6
億
円
の
内
数 43
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コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進

（
委
員
）
保
護
者
代
表
・地
域
住
民

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
な

ど

学
校
運
営
協
議
会

学
校
運
営
や
学
校
運
営
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る
協
議
を
行
う

※
学
校
運
営
の
責
任
者
とし
て
教
育
活
動
等
を
実
施
す
る

権
限
と責

任
は
校
長
が
有
す
る

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
と学

校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
の
役
割

コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
）


校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認


学
校
運
営
に
つ
い
て
、教

育
委
員
会
又
は
校
長
に
意
見


教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
、教

育
委
員
会
に
意
見

学
校
運
営
の

基
本
方
針

学
校
運
営
・

教
育
活
動

説
明

説
明

承
認

意
見

校
長
等

※
地
域
学
校
協
働
本
部

地
域
の
人
々
や
団
体
に
よ
る
「緩
や
か
な
ネ
ット
ワ
ー
ク」

を
形
成
した
地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
す
る
体
制

地
域
学
校
協
働
活
動

地
域
と学

校
が
連
携
・協
働
し
て
行
う

学
校
内
外
に
お
け
る
活
動

教 育 委 員 会

意
見

教
職
員
の
任
用

任
命

委
嘱

学
校
運
営

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

（
委
員
）

10
～

15
人
程
度

・地
域
住
民
、保
護
者

・地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

・そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と認

め
る
者

（
例
：
近
隣
幼
稚
園
等
・小
中
学
校
関
係
者
）

 な
ど

地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
て
、

・放
課
後
等
に
お
け
る
学
習
支
援
・体
験
活
動
（
放

課
後
子
供
教
室
な
ど）

・授
業
補
助
、校

内
清
掃
、登

下
校
対
応
、部

活
動

補
助
な
どの
学
校
に
お
け
る
活
動

・地
域
の
防
災
活
動
や
お
祭
り等

地
域
の
伝
統
行
事

へ
の
参
画
な
ど地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
活
動

な
どを
実
施

情
報
共
有

情
報
共
有

社
会
教
育

団
体
・施
設

文
化
・ｽ
ﾎﾟ
ｰﾂ

団
体企
業
・N

PO

PT
A

地
域
住
民

保
護
者

子
ども
会

コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進

民
生
委
員

児
童
委
員

人
権
擁
護

委
員

消
防
団

教
育
・体
験
活
動
プ
ログ
ラム
等
の
利
用
者

と提
供
者
の
マ
ッチ
ン
グ
を
行
うポ
ー
タル
サ
イ

ト （
現
在
構
築
中
）
の
活
用

※
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

47
条
の

5

※
社
会
教
育
法
第

9条
の

7

※
社
会
教
育
法
第

5条

44

幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
し
た

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
促
進
事
業

・
幼
児
教
育
は
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う重

要
な
も
の
で
あ
り、
家
庭
や
地
域

の
状
況
に
関
わ
らず
、全

て
の
子
供
が
格
差
な
く質
の
高
い
学
び
を
享
受
で
き
、そ
の
後
の
学
び
へ

と接
続
で
き
る
よ
う、
幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
充
実
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・
国
に
お
い
て
は
、こ
の
趣
旨
を
実
現
す
る
た
め
、モ
デ
ル
地
域
に
お
け
る
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
実
践
・成
果
検
証
を
行
った
とこ
ろ
、小

学
校
入
学
当
初
の
教
師
の
指
導
方
法
が

変
わ
り、
子
供
の
主
体
的
な
姿
が
よ
り見

ら
れ
る
よ
うに
な
って
き
て
い
る
な
どの
成
果
が
上
が
って

い
る
。

・
一
方
で
、全

国
的
に
み
る
と幼

保
小
の
接
続
に
関
す
る
取
組
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り、
設
置
者

や
施
設
類
型
を
問
わ
ず
、各

地
域
に
お
い
て
幼
保
小
の
関
係
者
が
連
携
・協
働
し
子
供
の
発
達

や
学
び
の
連
続
性
を
確
保
し
た
カ
リキ
ュラ
ム
の
実
施
や
教
育
方
法
の
改
善
な
どが
必
要
で
あ
る
。

現
状
・課
題

グ
ラフ
等
デ
ー
タ

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、自

治
体
に
お
け
る
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
等
の
幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
した
、架

け
橋
期
の
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
等
の

育
成
・派
遣
を
推
進
す
る
こと
等
に
よ
り、
５
歳
児
か
ら
小
学
校
１
年
生
ま
で
の
架
け
橋
期
の
カ
リ

キ
ュラ
ム
の
策
定
･実
施
・改
善
を
行
うた
め
の
体
制
を
構
築
し
、全

国
規
模
で
「幼
保
小
の
架
け

橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
更
な
る
促
進
を
図
る
。

事
業
内
容

令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

5.
6億

円
（
前
年
度
予
算
額

5.
3億

円
）

補
助
対
象

経
費

◆
幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
や
架
け
橋
期
の
コー
デ
ィネ
ー
タ等

の
派
遣
・育
成
に
必
要
な
経
費

◆
架
け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
開
発
会
議
等
の
開
催
に
必
要
な
経
費

◆
実
践
研
究
、巡

回
訪
問
、公

開
保
育
・研
修
等
の
実
施
に
必
要
な
経
費

（
人
件
費
、会

議
費
、諸

謝
金
、旅

費
、委

託
費
等
）

◆
広
域
連
携
に
よ
り本

事
業
を
実
施
す
る
上
で
必
要
な
経
費

実
施
主
体

都
道
府
県

市
区
町
村

補
助
率

◆
架
け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
の
実
施
、人

材
育
成
：

1/
2

◆
幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
活
動
※
：

1/
3

◆
広
域
連
携
に
よ
る
実
施
：

1/
2

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）

教
育
委
員
会

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

福
祉
・保
健
等

担
当
部
局

小
学
校
等

保
育
所

認
定
こど
も
園

◆
架
け
橋
期
の
コー
デ
ィネ
ー
ター
の
派
遣

◆
架
け
橋
期
の
カリ
キ
ュラ
ム
策
定
・実
施
・改
善

◆
カリ
キ
ュラ
ム
の
実
践
研
究
、普

及
・啓
発
活
動

◆
幼
児
教
育
に
関
す
る
指
導
･助
言

◆
障
害
の
あ
る
幼
児
･外
国
人
幼
児
受
け
入
れ
等
の
課
題
を
持
つ
園
へ
の
支
援

◆
研
修
の
実
施

◆
研
修
教
材
の
作
成

「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
促
進

架
け
橋
期
の
カ
リキ
ュラ
ム
の
実
施

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動

人
材
育
成

幼
稚
園

※
「幼
児
教
育
推
進
体
制
を
活
用
した
地
域
の
幼
児
教
育
の
質
向
上
強
化
事
業
」及
び

本
事
業
の
実
施
実
績
が
２
年
以
下
の
自
治
体
が
対
象

連
携
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子
ども
・教
職
員
・保
護
者
・地
域
が
共
に
創
る
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸
せ
感
・充
足
感
）
の
実
現

◆
東
日
本
大
震
災
以
降
、本

県
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口
減
少
の
急
速
な
進
行
に
よ
り、
地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
や
、学

校
に
お
け
る
学
級
の
小
規
模
化
又
そ

れ
に
伴
う統

廃
合
の
問
題
が
、適

正
な
教
育
環
境
を
維
持
す
る
上
で
大
き
な
課
題
とな
って
い
る
。地

域
と学

校
が
協
働
して
、こ
れ
らの
課
題
の
解
消
に
取
り組

み
、学
校
や
地
域

の
教
育
活
動
の
魅
力
化
を
図
って
い
く必
要
が
あ
る
。

◆
常
葉
地
区
の
幼
小
中
の
学
校
運
営
協
議
会
は
、今

年
度
で

5年
目
を
迎
え
て
い
る
。「
子
ども
の
ウ
ェル
ビー
イン
グ
」の
実
現
の
た
め
に
は
、「
教
師
の
ウ
ェル
ビー
イン
グ
」を
確
保
し

、そ
れ
を
家
庭
、地

域
と共

に
広
げ
共
有
して
い
く必
要
が
あ
る
。す
べ
て
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
「対
話
か
ら
信
頼
」を
高
め
て
い
くた
め
に
、今

年
度
は
教
育
目
標
を
さら
に
よ
りよ
い

も
の
に
す
る
た
め
に
「熟
議
」を
複
数
回
行
い
、地

域
・学
校
・保
護
者
の
関
係
が
よ
り深

い
も
の
に
な
り、
学
校
経
営
が
改
善
され
る
と同

時
に
、子
ども
が
成
長
し
、地
域
が
元
気
に

な
る
とい
う視

点
を
大
事
に
す
る
。併

せ
て
幼
小
中
の
学
び
に
つ
い
て
系
統
性
・連
続
性
の
あ
る
教
育
を
目
指
し
、保

護
者
、地

域
と共

に
教
育
目
標
や
ビジ
ョン
を
明
確
に
す
る
。

背
景
・取
組
概
要

◆
「対
話
に
よ
る
信
頼
感
向
上
の
た
め
の
熟
議
」を
核
に
し
た
学
校
運
営
協
議
会

年
6回

の
協
議
会
の
中
核
に
「熟
議
」を
据
え
、学
校
教
育
目
標
や
学
校
経
営
ビ
ジ
ョン
に
つ
い
て
保
護
者
、地

域
の
方
々
と共

に
話
し合

う場
を
設
定
し、
令

和
7年

度
の
教
育
課
程
に
反
映
す
る
予
定
で
取
り組

ん
で
い
る
。

(４
月

25
日
・文
科
省

CS
マ
イス
ター
との
研
修
会
「コ
ミュ
ニ
テ
ィス
クー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
な
推
進
」)

(７
月

5日
・第
１
回
ミニ
熟
議
：
「子
ども
、家
庭
、地
域
の
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
」の
研
修
会
と感

想
交
流
会

常
葉
地
区
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
等
地
域
含
め
て

4０
名
が
参
加
、文

科
省

CS
マ
イス
ター
か
らの
助
言

)
(８
月
２
０
日
・第
１
回
熟
議
：
「常
葉
地
区
の
子
ども
た
ち
、学
校

(園
)、
地
域
を
どの
よ
うに
育
て
た
い
で
す
か
」

の
テ
ー
マ
の
も
と、

45
名
が
参
加
）

（
12
月

13
日
・第
２
回
熟
議
：
「子
育
て
あ
る
あ
る
」の
テ
ー
マ
の
も
と、

60
名
が
参
加
）

◆
支
援
す
る
者
、さ
れ
る
者
の
両
者
が
幸
せ
に
な
り、
充
足
感
が
持
て
る
地
域
学
校
協
働
活
動

各
ボ
ラン
テ
ィア
活
動
に
参
加
され
る
方
が
、ま
た
活
動
した
い
と思

え
る
よ
うな
環
境
づ
くり
の
推
進
。特

に
各
活
動
に
お
い
て
ボ
ラン
テ
ィア
の
支
援
を
受
け
る
だ
け
で

な
く、
各
活
動
の
事
後
に
子
ども
か
ら
の
感
想
や
意
見
を
フィ
ー
ド
バ
ック
す
る
機
会

(事
後
の
感
想
記
入
や
職
員
との
振
り返

りの
場
の
設
定

) 
を
作
る
こと
で
、

活
動
の
広
が
り（

例
：
そ
ば
打
ち
体
験
か
ら家

庭
科
で
の
ソ
バ
粉
を
使
った
ス
イー
ツ作

り、
そ
ば
の
種
ま
き
か
ら地

域
の
名
産
エ
ゴ
マ
作
りの
提
案
、夏

祭
りの
実
施

等
）
が
子
ども
か
ら
提
案
さ
れ
、支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な
く双
方
向
の
交
流
に
な
って
い
る
。

◆
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
、地
域
学
校
協
働
活
動
、幼

小
中
一
貫
教
育
の
三
位
一
体
的
推
進

幼
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
、小
中
教
員
の
乗
り入

れ
授
業
、全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
の
向
上
へ
つ
な
げ
る
授
業
研
究
会
、小
中
合
同
行
事
等
へ
の

学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
参
加
機
会
を
作
り、
現
場
で
の
意
見
交
換
を
教
育
課
程
の
編
成
に
役
立
て
て
い
る
。

ま
た
、今

年
度
複
数
回
実
施
して
い
る
熟
議
の
場
に
常
葉
地
区
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
の
メン
バ
ー
や
常
葉
公
民
館
の
職
員
等
の
重
要
な
地
域
関
係

者
が
参
加
して
い
る
こと
、進

捗
状
況
に
つ
い
て
学
校
等
へ
田
村
市
地
域
学
校
本
部
の
メン
バ
ー
が
視
察
に
来
る
等
の
特
徴
的
な
取
組
に
つ
い
て
、他
の
中
学
校

区
へ
も
活
動
の
広
が
りを
見
せ
て
い
る
。

工
夫
・ポ
イ
ン
ト
・特
徴
的
な
取
組

◆
①
常
葉
地
区
幼
小
連
携
、②

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
の
両
方
に
関
して
学
校
評
価
の
項
目
に
好
影
響
が
見
られ
る
。(
①
は
幼
小
の
架
け
橋
プ
ログ
ラム
の
検

討
へ
学
校
運
営
協
議
会
委
員
も
参
画
、②

は
学
校
評
価
の
項
目
）

例
：
合
同
授
業
研
究
会
の
継
続
や
共
通
道
徳
の
実
施
に
よ
る

A評
価

小
R
4・

50
%
→

小
R
5・

89
.5
％
、中
R
4・

18
.2
％
→
中
R
5・

64
.3
％

)
◆

多
様
な
地
域
学
校
協
働
活
動
の
ボ
ラン
テ
ィア
協
力
も
あ
り、
「夏
祭
り」
時
に
は
全
児
童
の
登
校
（

21
7名

）
とな
り不

登
校
児
童

0名
：
「Ｒ

6.
９

.９
現
在
」

が
続
い
て
い
る
。

◆
熟
議
の
継
続
開
催
に
よ
り、
教
師
、保

護
者
、地

域
の
方
々
が
【も
っと
、お
互
い
の
事
を
理
解
し
て
子
ども
た
ち
の
た
め
に
な
る
こと
を
し
て
い
き
た
い
。】
等
の
感

想
が
寄
せ
られ
て
い
る
。

成
果
・効
果

田
村
市
立
常
葉
幼
稚
園
・小
中
学
校

学
校

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
数

(
)は
内
、学
校
運
営
協
議
会
委
員
数

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
０
名
（
０
名
）

地
域
コー
デ
ィネ
ー
ター

 １
名
（
１
名
）

田
村
市
地
域
学
校
協
働
本
部

地
域
学
校
協
働
本
部

学
校
運
営
協
議
会

委
員
構
成

会
議
回
数

常
葉
幼
小
中

PT
A役

員
(現
・元
会
長

)
地
域
住
民

常
葉
地
域
学
校
協
働
コー
デ
ィネ
ー
ター

幼
稚
園
長
・小
中
校
長

地
域
の
有
識
者

な
ど1

2名

   
年
間
平
均
６
回
程
度

令
和
２
年
６
月

26
日

設
置

常
葉
幼
稚
園
・小
中
学
校
運
営
協
議
会

基
本
情
報

【第
1回

熟
議
の
様
子
】
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現
状
・課
題

令
和

8年
度
要
求
・要
望
額

0.
4億

円
（
新
規
）

委
託
先

都
道
府
県
、市

区
町
村

○
 小
学
校
低
学
年
に
お
い
て
、不

登
校
児
童
の
増
加
率
が
高
く、
ま
た
、い
じめ
の
認
知
件
数
が

多
い
こと
を
踏
ま
え
る
と、
不
登
校
・い
じ
め
対
策
の
観
点
か
ら
も
、幼
保
小
接
続
期
の
教
育

の
充
実
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、対
策
に
取
り組

む
こと
が
重
要
で
あ
る
。

○
幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
で
の
学
び
や
生
活
の
段
差
が
大
き
い
と、
子
供
が
不
安
や
戸
惑

い
を
感
じて
主
体
的
に
自
己
発
揮
しに
くく
な
って
しま
うこ
とな
ども
指
摘
され
て
お
り、
学
び
や

生
活
の
円
滑
な
接
続
に
取
り組

ん
で
い
くこ
とが
必
要
で
あ
る
。

委
託
対
象

経
費

調
査
研
究
に
必
要
な
経
費

（
人
件
費
、会

議
費
、委

員
旅
費
、謝

金
、委

託
費
等
）

件
数
・単
価

5箇
所

×
約

80
0万

円

グ
ラフ
等
デ
ー
タ

（
出
典
）
令
和

5年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
概
要

小
１

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

R
３

4
,5
34

7
,2
69

1
0,

28
9

1
4,

71
2

1
9,

69
0

2
5,

00
4

R
４

6
,6
68

1
0,

04
7

1
3,

82
3

1
8,

37
3

2
5,

43
0

3
0,

77
1

R
５

9
,1
54

1
3,

69
4

1
7,

99
7

2
3,

09
0

2
9,

84
7

3
6,

58
8

0

5
,0
00

1
0,

00
0

1
5,

00
0

2
0,

00
0

2
5,

00
0

3
0,

00
0

3
5,

00
0

4
0,

00
0

（
人
）

学
年
別
不
登
校
児
童
生
徒
数

2.
02

倍倍
1.

57
倍倍

1.
88

倍倍
1.

75
倍倍

1.
52

倍倍
1.

46
倍倍

不
登
校
・い
じ
め
対
策
等
に
資
す
る
た
め
、小

学
校
低
学
年
に
お
い
て
、そ
の
後
の
不
登
校
や

い
じめ
問
題
等
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
登
校
渋
りや
対
人
関
係
の
課
題
の
減
少
に
向
け
て
、

幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
間
の
学
び
や
生
活
の
円
滑
な
接
続
に
関
す
る
具
体
的
な
取
組
に

つ
い
て
実
践
研
究
を
行
い
、各

地
域
に
お
け
る
不
登
校
・い
じめ
対
策
等
の
推
進
を
図
る
。


登
校
渋
りの
児
童
の
減
少


対
人
関
係
の
課
題
の
減
少

等

取
組
イ
メ
ー
ジ

相
互
理
解
・実
態
把
握

学
び
や
生
活
の
円
滑
な
接
続


入
学
時
の
不
安
解
消
に
向
け
た
環
境
づ
くり


幼
児
教
育
の
考
え
方
を
取
り入

れ
た
小
学
校
教

職
員
の
児
童
との
関
わ
りや
指
導

等

効
果
検
証

事
業
内
容


幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
の
学
習
環
境
・生
活
環
境
や

教
育
実
践
に
つ
い
て
、教

職
員
の
相
互
理
解
の
促
進


登
校
渋
りや
対
人
関
係
の
課
題
等
の
実
態
把
握

等

参
考
事
例
の

創
出
・周
知

幼
保
小
接
続
に
よ
る
不
登
校
・い
じ
め
対
策
等
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
） 4

7
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〇
加

算
を

取
得

す
る

た
め

に
施

設
が

満
た

す
べ

き
要

件
を

二
段

階
立

て
と

し
て

、
下

記
要

件
の

う
ち

ⅰ
～

ⅱ
を

満
た

し
た

場
合

を
一

段
階

目
、

下
記

要
件

ⅰ
～

ⅲ
を

満
た

し
た

場
合

を
二

段
階

目
と

す
る

と
と

も
に

、
加

算
額

の
見

直
し

を
行

う
。

（
※

）
加

算
の

要
件

ⅰ
 小

学
校

と
の

連
携

・
接

続
に

関
す

る
業

務
分

掌
を

明
確

に
す

る
こ

と
。

ⅱ
 授

業
・

行
事

、
研

究
会

・
研

修
等

の
小

学
校

と
の

子
ど

も
及

び
教

職
員

の
交

流
活

動
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

。

ⅲ
 小

学
校

と
協

働
し

て
、

５
歳

児
か

ら
小

学
校

１
年

生
の

２
年

間
（

２
年

以
上

を
含

む
。

）
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
・

実
施

し
て

い
る

こ
と

。

（
小

学
校

と
の

継
続

的
な

協
議

会
の

開
催

等
に

よ
り

具
体

的
な

編
成

に
着

手
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
を

含
む

。
）

小
学

校
接

続
加

算
の

見
直

し
（

令
和

６
年

度
～

）

１１
．．
概概

要要

２２
．．
措措

置置
内内

容容

〇
本

加
算

で
は

、
こ

ど
も

の
発

達
や

学
び

の
連

続
性

を
確

保
し

て
小

学
校

へ
の

円
滑

な
接

続
を

図
る

た
め

、
交

流
活

動
等

を
通

じ
て

小
学

校
と

の
連

携
・

接
続

に
係

る
取

組
を

行
う

施
設

に
対

し
て

事
務

費
を

措
置

し
て

き
た

。

〇
中

教
審

「
学

び
や

生
活

の
基

盤
を

つ
く

る
幼

児
教

育
と

小
学

校
教

育
の

接
続

に
つ

い
て

～
幼

保
小

の
協

働
に

よ
る

架
け

橋
期

の
教

育
の

充
実

～
（

審
議

ま
と

め
）

」
（

令
和

5年
2月

27
日

）
に

お
い

て
は

、
全

て
の

こ
ど

も
が

格
差

な
く

質
の

高
い

学
び

へ
と

接
続

で
き

る
よ

う
幼

児
期

及
び

架
け

橋
期

の
教

育
の

質
を

保
障

す
る

た
め

に
、

幼
保

小
が

協
働

し
て

架
け

橋
期

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

作
成

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

が
提

言
さ

れ
た

。
〇

こ
れ

ま
で

幼
児

教
育

施
設

が
行

っ
て

き
た

小
学

校
と

の
連

携
・

接
続

の
取

組
が

継
続

さ
れ

る
よ

う
支

援
す

る
と

と
も

に
、

中
教

審
の

提
言

も
踏

ま
え

て
更

に
架

け
橋

期
の

教
育

を
充

実
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

費
用

を
措

置
す

る
。
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小
学
校
接
続
加
算
に
関
す
る

FA
Q
の
追
加
案
（
公
定
価
格
に
関
す
る

FA
Q
）

Ｑ
：
要
件
ⅲ
に
「
小
学
校
と
の
継
続
的
な
協
議
会
の
開
催
等
に
よ
り
具
体
的
な
編
成
に
着
手
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
取
組
が
想
定
さ
れ
る
か
。

A：
小
学
校
と
の
接
続
を
見
通
し
た
教
育
課
程
等
の
編
成
の
た
め
の
協
議
会
等
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

  で
き
れ
ば
、
具
体
的
な
編
成
に
着
手
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
要
件
ⅲ
を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素
案
等
を
作
成
す
る
こ
と
ま
で
を
直
ち
に
本
加
算
の
要
件
と
し
て
求
め
る
も
の
で
は
あ

 り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
年
度
途
中
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
・
実
施
に
着
手
し
た
場
合
、
要
件
ⅲ
の
継
続
的
な
協
議
会
の
開
催
等
は
年
度
を

跨
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
か
。

A：
小
学
校
と
の
接
続
を
見
通
し
た
教
育
課
程
等
の
編
成
の
た
め
の
協
議
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

  れ
ば
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
要
件
ⅲ
に
「
小
学
校
と
の
継
続
的
な
協
議
会
の
開
催
等
に
よ
り
」
と
あ
る
が
、
一
つ
の
園
で
実
施
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
合
同
の
協
議
会
を
開
催
し
そ
こ
に
対
象
施
設
の
担
当
者
が
参
加
す
る
形
で
も
問
題
な
い
の
か
。

A：
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
園
と
小
学
校
と
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
に
向
け
た
協
議
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が

  必
要
で
す
が
、
必
ず
し
も
各
施
設
と
小
学
校
が
１
対
１
で
個
別
に
協
議
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
例

え
ば
市
町
村
が
協
議
の
場
を
設
定
し
て
、
校
区
や
園
と
小
学
校
の
ま
と
ま
り
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
に
向
け
た
協
議

  を
行
う
こ
と
も
、
本
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
協
議
会
等
の
場
に
各
幼
児
教
育
施
設

  及
び
小
学
校
の
担
当
者
が
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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小
学
校
接
続
加
算
に
関
す
る
現
行
の

FA
Q
（
公
定
価
格
に
関
す
る

FA
Q
）

Ｑ
：
小
学
校
と
の
交
流
活
動
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
場
合
は
加
算
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A：
「
交
流
活
動
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
場
合
も
、
対
面
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
と
同
様
に
要
件
を
満
た
し
た
こ
と

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
市
町
村
に
お
い
て
５
歳
か
ら
小
学
校
１
年
生
ま
で
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
加
算

  の
要
件
を
満
た
す
か
。

A：
市
町
村
が
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と
に
各

施
設
が
小
学
校
と
協
働
し
て
５
歳
児
か
ら
小
学
校
１
年
生
の
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

  す
。

Ｑ
：
当
該
施
設
に
５
歳
児
が
在
籍
し
て
い
な
い
場
合
は
要
件
を
満
た
さ
な
い
か
。

A：
当
該
年
度
に
お
い
て
５
歳
児
が
在
籍
し
て
い
な
く
て
も
、
５
歳
児
が
在
籍
し
た
場
合
を
見
据
え
て
小
学
校
と
協
働
し
て

  カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
場
合
に
は
加
算
を
取
得
で
き

  ま
す
。

Ｑ
：
卒
園
し
た
児
童
が
通
学
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
全
て
の
小
学
校
と
連
携
・
接
続
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

A：
例
え
ば
小
学
校
区
な
ど
、
卒
園
し
た
児
童
が
通
学
す
る
と
考
え
ら
れ
る
小
学
校
と
の
接
続
・
連
携
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

  卒
園
し
た
児
童
が
通
学
す
る
と
考
え
ら
れ
る
全
て
の
小
学
校
と
の
接
続
ま
で
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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Ｑ
：
協
議
会
に
つ
い
て
、
例
え
ば
都
道
府
県
の
主
催
で
、
域
内
の
幼
児
教
育
施
設
や
小
学
校
の
関
係
者
が
参
加
で
き
る
大
規

模
な
合
同
協
議
会
を
開
催
し
て
お
り
、
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
が
、
実
際
に
連
携
・
接

続
す
る
園
と
小
学
校
で
の
協
議
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
要
件
ⅲ
の
対
象
と
な
る
の
か
。

A：
小
学
校
接
続
加
算
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た
小
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
の
促
進
を
図
る
た

   
  め

、
小
学
校
と
の
連
携
・
接
続
に
取
り
組
む
施
設
に
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
、
小
学
校
と
の
連
携
・
接
続
に
つ
い
て
は
、

FA
Q

 N
o.

23
0に

お
い
て
、
「
例
え
ば
小
学
校
区
な
ど
、
卒
園
し
た
児

童
が
通
学
す
る
と
考
え
ら
れ
る
小
学
校
と
の
接
続
・
連
携
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
」
と
お
示
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上
記
を
踏
ま
え
る
と
、
大
規
模
な
合
同
協
議
会
に
お
け
る
不
特
定
多
数
の
小
学
校
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
連

携
・
接
続
す
る
園
と
小
学
校
で
の
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
幼
児
教
育
施
設
と
小
学
校
と
が

協
働
し
て
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
着
手
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
た
め
、
本
加
算
要
件
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
自
治
体
で
策
定
し
て
い
る
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
園
ご
と
に
小
学
校
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し

て
い
る
が
、
園
と
小
学
校
で
協
議
を
行
わ
ず
個
別
に
作
成
し
て
い
る
の
み
の
場
合
は
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
か
。

A：
本

FA
Q

 N
o.

22
9に

お
い
て
、
「
市
町
村
が
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
モ
デ
ル

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と
に
各
施
設
が
小
学
校
と
協
働
し
て
５
歳
児
か
ら
小
学
校
１
年
生
の
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
」
と
お
示
し
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
園
と
小
学
校
が
協
働
す
る
こ
と

な
く
、
個
別
に
作
成
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
本
加
算
要
件
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

他
方
で
、
個
別
に
作
成
し
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
ち
寄
っ
て
、
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
に
向
け
た
協
議

を
園
と
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
本
要
件
の
「
着
手
し
て
い
る
」
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
当
た
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。小
学
校
接
続
加
算
に
関
す
る

FA
Q
の
追
加
案
（
公
定
価
格
に
関
す
る

FA
Q
）

51
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3要
領
・指
針
の
改
訂

52

○
不
確
実
性
の
高
ま
り（

少
子
化
・高
齢
化
、グ
ロー
バ
ル
情
勢
の
混
迷
、生

成
AI
等
デ
ジ
タル
技
術
の
発
展
等
）

 
→
子
供
た
ち
は
、激

しい
変
化
が
止
ま
る
こと
が
な
い
時
代
を
生
き
る

○
労
働
市
場
の
流
動
性
の
高
ま
り、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
モ
デ
ル
へ
の
転
換

→
自
らの
人
生
を
舵
取
りす
る
力
を
身
に
付
け
る
こと
の
重
要
性

○
内
な
る
グ
ロー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タル
化
の
負
の
側
面
等
に
よ
る
社
会
の
分
断
の
芽
へ
の
指
摘

→
多
様
な
他
者
と、
当
事
者
意
識
を
持
った
対
話
に
よ
り問

題
を
発
見
・解
決
で
き
る
「持
続
可
能
な
社
会
の
創

り手
」を
育
て
る
必
要
性

○
テ
クノ
ロジ
ー
は
変
化
に
伴
う困

難
だ
け
で
な
く多
様
な
個
人
の
思
い
を
具
現
化
す
る
チ
ャン
ス
も
生
み
出
す

→
生
産
年
齢
人
口
が
急
減
す
る
中
、あ
らゆ
る
資
源
を
総
動
員
し、
全
て
の
子
供
が
豊
か
な
可
能
性
を
開
花
で
き

 る
よ
うに
す
る
こと
が
不
可
欠

○
現
行
学
習
指
導
要
領
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」を
理
念
に
掲
げ
、

「何
を
学
ぶ
か
」だ
け
で
は
な
く、
「何
が
で
き
る
よ
うに
な
る
か
」を
明
確
化
し
、

「ど
の
よ
うに
学
ぶ
か
」の
重
要
性
を
強
調
し
、「
主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学

び
」の
視
点
か
らの
授
業
改
善
を
提
示

○
コロ
ナ
に
よ
る
制
約
に
苦
しみ

な
が
らも
、G

IG
A ス
クー
ル
構
想
に
よ
る
１
人
１

台
端
末
環
境
も
活
用
し、
精
力
的
な
授
業
改
善
が
行
わ
れ
て
き
た

○
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
や

O
EC

D
の

PI
SA
調
査
に
お
い
て
地
域
間
格

差
・学
力
格
差
の
改
善
も
見
られ
て
い
る

→
我
が
国
の
初
等
中
等
教
育
は
、質

の
高
い
教
師
の
努
力
と熱

意
に
支
え
ら

れ
、大

き
な
成
果
を
上
げ
続
け
て
い
る

初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
等
の
在
り方

に
つ
い
て

（
令
和
６
年

12
月

25
日
中
央
教
育
審
議
会
諮
問
）
【概
要
】

①
主
体
的
に
学
び
に
向
か
うこ
とが
で
き
て
い
な
い
子
供
の
存
在

•
学
ぶ
意
義
を
十
分
に
見
い
だ
せ
ず
、主

体
的
に
学
び
に
向
か
うこ
とが

で
き
て
い
な
い
子
供
の
増
加

•
不
登
校
児
童
生
徒
、特

別
支
援
教
育
の
対
象
とな
る
児
童
生
徒
や

外
国
人
児
童
生
徒
、特

定
分
野
に
特
異
な
才
能
の
あ
る
児
童
生

徒
へ
の
支
援
の
充
実
とと
も
に
、多

様
性
を
包
摂
し
、可

能
性
を
開

花
させ
る
教
育
の
実
現
が
喫
緊
の
課
題

•
これ
らに
向
き
合
うこ
とは
、「
正
解
主
義
」や
「同
調
圧
力
」へ
の
偏
り

か
ら脱

却
す
る
とと
も
に
、民

主
的
か
つ
公
正
な
社
会
の
基
盤
とし
て

学
校
を
機
能
させ
、分

断
や
格
差
の
拡
大
を
防
ぎ
、共

生
社
会
を
実

現
す
る
観
点
か
らも
重
要

②
学
習
指
導
要
領
の
理
念
や
趣
旨
の
浸
透
は
道
半
ば

•
習
得
し
た
知
識
を
現
実
の
事
象
と関

連
付
け
て
理
解
す
る

こと
、概

念
とし
て
の
知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解
を
す

る
こ
と、
自
分
の
考
え
を
持
ち
、根

拠
を
持
って
明
確
に
説

明
す
る
こと
、自

律
的
に
学
ぶ
自
信
が
あ
る
生
徒
が
少
な
い

こと
、

等
に
依
然
とし
て
課
題

•
子
供
の
社
会
参
画
の
意
識
、将

来
の
夢
を
持
つ
子
供
の

割
合
等
に
つ
い
て
も
、改

善
傾
向
も
見
られ

る
も
の
の
国
際

的
に
見
て
低
い
状
況

③
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の
効
果
的
な
活
用

•
デ
ジ
タル
学
習
基
盤
(※
)は
、一

人
一
人
の
よ
さを
伸

ば
し
、困

難
の
克
服
を
助
け
る
大
き
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
が
、効

果
的
な
活
用
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り

•
我
が
国
の
デ
ジ
タル
競
争
力
は
国
際
比
較
で
も
低
位

で
あ
り、
デ
ジ
タル
人
材
育
成
強
化
は
喫
緊
の
課
題

•
「 デ
ジ
タル
の
力
で
リア
ル
な
学
び
を
支
え
る
」と
の
基
本

的
な
考
え
に
立
ち
、バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
って
、積

極
的
に
取
り組

む
必
要

○
子
供
た
ち
が
社
会
で
活
躍
す
る

20
40
年
代
を
展
望
す
る
とき
、初
等
中
等
教
育
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
これ
ま
で
以
上
に
大
き
い

→
これ
ま
で
の
よ
い
部
分
を
継
承
し、
課
題
を
乗
り越

え
、高

等
教
育
との
接
続
改
善
や
国

 際
的
な
潮
流
に
も
配
意
しな
が
ら、
新
た
な
時
代
に
ふ
さわ
しい
在
り方

を
構
築
す
る
必
要

○
教
師
の
努
力
と熱

意
に
対
し
て
過
度
な
依
存
は
で
き
ず
、教
育
課
程
の
実
施
に
伴
う

負
担
へ
の
指
摘
に
真
摯
に
向
き
合
う必

要
性

→
令
和
６
年
８
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
基
づ
く教
員
の
勤
務
環
境
整
備
と

 整
合
させ
つ
つ
、「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」を
持
続
可
能
な
形
で
継
承
・発
展

顕
在
化
し
て
い
る
課
題

子
供
た
ち
を
取
り巻

くこ
れ
か
ら
の
社
会
の
状
況

※
別
途
諮
問
して
い
る
「多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成
を
加
速
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」に
係
る
検
討
と連

携

（
※
）

GI
GA

ス
クー
ル
構
想
に
よ
る
１
人
１
台
端
末
や
クラ
ウ
ド

環
境
等
の
デ
ジ
タル
学
習
基
盤

現
在
の
学
校
現
場
の
状
況
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幼
稚

園
教

育
要

領
は

、全
国

的
に

一
定

の
教

育
水

準
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、実
質

的
な

教
育

の
機

会
均

等
を

保
障

す
る

た
め

、 
  

国
が

学
校

教
育

法
に

基
づ

き
定

め
て

い
る

大
綱

的
基

準
。こ

れ
ま

で
概

ね
１

０
年

に
一

度
改

訂
が

行
わ

れ
て

き
た

。

昭
和

2
3

年
刊

行

○○
保保

育育
要要

領領
（（

文文
部部

省省
刊刊

行行
））

・ 
 最

初
の

幼
稚

園
・保

育
所

・
家

庭
に

お
け

る
幼

児
教

育
の

手
引

平
成

2
0

年
改

訂

○○
幼幼

稚稚
園園

教教
育育

要要
領領

（（
文文

部部
科科

学学
省省

告告
示示

））
・

幼
小

接
続

、預
か

り
保

育
や

子
育

て
の

支
援

等
を

充
実

平
成

2
9

年
改

訂

○○
学学

校校
教教

育育
法法

第
2

5
条

幼幼
稚稚

園園
のの

教教
育育

課課
程程

そそ
のの

他他
のの

保保
育育

内内
容容

にに
関関

すす
るる

事事
項項

はは
、第

2
2

条
及

び
第

2
3

条
の

規
定

に
従

い
、文文

部部
科科

学学
大大

臣臣
がが

定定
めめ

るる
。

 文
部

科
学

大
臣

は
、前

項
の

規
定

に
よ

り
幼

稚
園

の
教

育
課

程
そ

の
他

の
保

育
内

容
に

関
す

る
事

項
を

定
め

る
に

当
た

っ
て

は
、児

童
福

祉
法

（
昭

和
二

十
二

年
法

律
第

百
六

十
四

号
）

第
四

十
五

条
第

二
項

の
規

定
に

よ
り

児
童

福
祉

施
設

に
関

し
て

内
閣

府
令

で
定

め
る

基
準

（
同

項
第

三
号

の
保

育
所

に
お

け
る

保
育

の
内

容
に

係
る

部
分

に
限

る
。）

並
び

に
就

学
前

の
子

ど
も

に
関

す
る

教
育

、保
育

等
の

総
合

的
な

提
供

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

十
八

年
法

律
第

七
十

七
号

）
第

十
条

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
主

務
大

臣
が

定
め

る
幼

保
連

携
型

認
定

こ
ど

も
園

の
教

育
課

程
そ

の
他

の
教

育
及

び
保

育
の

内
容

に
関

す
る

事
項

と
の

整
合

性
の

確
保

に
配

慮
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 文

部
科

学
大

臣
は

、第
一

項
の

幼
稚

園
の

教
育

課
程

そ
の

他
の

保
育

内
容

に
関

す
る

事
項

を
定

め
る

と
き

は
、あ

ら
か

じ
め

、内
閣

総
理

大
臣

に
協

議
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

○○
学学

校校
教教

育育
法法

施施
行行

規規
則則

第
3

8
条

幼幼
稚稚

園園
のの

教教
育育

課課
程程

そそ
のの

他他
のの

保保
育育

内内
容容

にに
つつ

いい
てて

はは
、、こ

の
章

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、教

育
課

程
そ

の
他

の
保

育
内

容
の

基
準

と
し

て
文 文

部部
科科

学学
大大

臣臣
がが

別別
にに

公公
示示

すす
るる

幼幼
稚稚

園園
教教

育育
要要

領領
にに

よよ
るる

もも
のの

とと
すす

るる
。 

 

概
ね

1
0

年
ご

と
に

改
訂

○○
幼幼

稚稚
園園

教教
育育

要要
領領

（（
平平

成成
22

99
年年

33
月月

33
11

日日
    
  文文

部部
科科

学学
省省

告告
示示

第第
66

22
号号

））

根
拠

規
定

幼
稚

園
教

育
要

領
に

つ
い

て
概

要
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○
生
成

AI
が
発
展
す
る
状
況
の
下
、知

識
の
概
念
とし
て
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解
を
促
し、
学
ぶ
意

味
や
社
会
との
つ
な
が
りが
重
要
とな
る
中
、そ
うし
た
授
業
改
善
に
直
結
す
る
学
習
指
導
要
領
とす
る

た
め
の
方
策
（
特
に
、各

教
科
等
の
中
核
的
な
概
念
等
を
中
心
に
、目

標
・内
容
を
一
層
構
造
化
）

○
目
標
・内
容
の
記
載
に
表
形
式
等
を
活
用
す
る
こと
、学

校
種
間
・教
科
等
間
の
関
係
を
俯
瞰
しや
す

くす
る
こと
の
ほ
か
、デ
ジ
タル
技
術
を
活
用
した
工
夫
の
在
り方

○
重
要
な
理
念
の
関
係
性
の
整
理
（
「主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」、
「個
別
最
適
な
学
び
と協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
」、
「学
習
の
基
盤
とな
る
資
質
・能
力
」等
）

○
デ
ジ
タル
学
習
基
盤
の
活
用
を
前
提
とし
た
、資

質
・能
力
を
よ
りよ
く育
成
す
る
た
め
の
各
教
科
等
の

示
し方

○
学
習
改
善
・授
業
改
善
に
効
果
的
な
評
価
の
観
点
や
頻
度
、形

成
的
・総
括
的
評
価
の
在
り方

（
特
に
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り組

む
態
度
」を
は
じめ
観
点
別
学
習
状
況
の
把
握
を
よ
り豊

か
な

評
価
に
つ
な
げ
る
た
め
の
改
善
）

質
の
高
い
、深

い
学
び
を
実
現
し、
分
か
りや
す
く使
い
や
す
い

学
習
指
導
要
領
の
在
り方

１主
な
審
議
事
項

○
興
味
・関
心
や
能
力
・特
性
に
応
じて
子
供
が
学
び
を
自
己
調
整
し、
教
材
や
方

法
を
選
択
で
き
る
学
習
環
境
デ
ザ
イン
の
重
要
性
、デ
ジ
タル
学
習
基
盤
を
前
提
と

した
新
た
な
時
代
に
ふ
さわ
しい
学
び
や
教
師
の
指
導
性
の
在
り方

○
教
師
に
「余
白
」を
生
み
、教

育
の
質
の
向
上
に
資
す
る
可
能
性
も
含
め
た
、子

供
た
ち
の
可
能
性
が
輝
く柔
軟
な
教
育
課
程
編
成
の
促
進
の
在
り方

  （
各
種
特
例
校
制
度
等
を
活
用
しや
す
くす
る
こと
、標

準
授
業
時
数
に
係
る
柔
軟

性
、学

習
内
容
の
学
年
区
分
に
係
る
弾
力
性
、単

位
授
業
時
間
や
年
間
の
最

低
授
業
週
数
の
示
し方

）

○
高
等
学
校
の
生
徒
の
多
様
性
に
応
え
る
柔
軟
な
教
育
課
程
の
実
現
の
た
め
の
、

全
日
制
・定
時
制
・通
信
制
を
含
め
た
諸
制
度
の
改
善
の
在
り方

○
不
登
校
児
童
生
徒
や
特
定
分
野
に
特
異
な
才
能
の
あ
る
児
童
生
徒
な
ど、
各
学

校
が
編
成
す
る
一
つ
の
教
育
課
程
で
は
対
応
が
難
しい
子
供
を
包
摂
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
た
教
育
課
程
上
の
特
例
等
の
在
り方

多
様
な
子
供
た
ち
を
包
摂
す
る
柔
軟
な
教
育
課
程
の
在
り方

２ ○
教
育
課
程
の
実
施
に
伴
う過

度
な
負
担
や
負
担
感
が
生
じに
くい
在
り方

（
学
習

指
導
要
領
や
解
説
、教

科
書
、入

学
者
選
抜
、教

師
用
指
導
書
を
含
む
）

○
現
在
以
上
に
増
加
させ
な
い
こと
を
前
提
とし
た
年
間
の
標
準
総
授
業
時
数
の
在
り

方
、教

育
課
程
の
実
施
に
伴
う負

担
に
留
意
した
上
で
の
、現

代
的
な
諸
課
題
を

踏
ま
え
た
様
々
な
教
育
の
充
実
の
在
り方

○
新
た
な
学
び
に
ふ
さわ
しい
教
科
書
の
内
容
や
分
量
、デ
ジ
タル
教
科
書
の
在
り方

○
情
報
技
術
な
ど変

化
の
激
しい
分
野
に
お
い
て
、教

師
の
負
担
軽
減
を
図
りつ
つ
最

新
の
教
育
内
容
を
扱
うこ
とを
可
能
とす
る
た
め
の
方
策

○
各
学
校
で
の
柔
軟
な
教
育
課
程
編
成
を
促
進
し、
多
様
な
取
組
の
展
開
に
資
す
る
、

教
育
委
員
会
へ
の
支
援
強
化
、指

導
主
事
等
の
資
質
・能
力
の
向
上
の
在
り方

○
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
クー
ル
を
含
む
地
域
や
家
庭
との
連
携
・協
働
を
促
進
しつ
つ
、過

度
な
負
担
を
生
じさ
せ
ず
に
カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
トを
実
質
化
す
る
方
策

○
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
・内
容
に
つ
い
て
、保

護
者
を
は
じめ
社
会
全
体
と共

有
す

る
とと
も
に
、学

校
種
を
超
え
て
一
人
一
人
の
教
師
に
浸
透
を
促
す
方
法
の
在
り方

○
小
中
高
等
学
校
を
通
じた
情
報
活
用
能
力
の
抜
本
的
向
上
を
図
る
方
策
（
生
成

AI
等
に
関
わ
る

教
育
内
容
の
充
実
、情

報
モ
ラル
や
メデ
ィア
リテ
ラシ
ー
の
育
成
強
化
を
含
む
）

○
質
の
高
い
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、
「総
合
的
な
探
究
の
時

間
」の
改
善
の
在
り方

（
情
報
活
用
能
力
の
育
成
との
一
体
的
な
充
実
等
を
含
む
）

○
高
等
教
育
段
階
で
デ
ジ
タル
・理
数
分
野
へ
の
学
部
転
換
等
の
取
組
が
進
む
中
で
の
、初

等
中
等
教

育
段
階
に
お
け
る
文
理
横
断
・文
理
融
合
の
観
点
か
らの
改
善
の
在
り方

○
生
成

AI
の
活
用
を
含
め
た
今
後
の
外
国
語
教
育
の
在
り方

や
、手

軽
に
質
の
高
い
翻
訳
も
可
能
とな

る
中
で
の
外
国
語
を
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
の
考
え
方

○
教
育
基
本
法
、学

校
教
育
法
等
に
加
え
、こ
ども
基
本
法
の
趣
旨
も
踏
ま
え
た
主
体
的
に
社
会
参
画

す
る
た
め
の
教
育
の
改
善
の
在
り方

○
多
くの
教
科
・科
目
の
構
成
の
改
善
が
行
わ
れ
た
高
等
学
校
教
育
に
つ
い
て
、 
そ
の
一
層
の
定
着
を

図
る
とと
も
に
、職

業
教
育
を
含
め
た
今
後
の
改
善
の
在
り方

○
特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
に
係
る
特
別
の
教
育
課
程
、自

立
活
動
の
充
実
等
を
含
む
、障

害
の

あ
る
子
供
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じた
特
別
支
援
教
育
の
在
り方

○
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
の
改
善
の
在
り方

、設
置
者
や
施
設
類
型
を
問
わ
ず
、

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
共
通
的
方
策

３
各
教
科
等
や
そ
の
目
標
・内
容
の
在
り方

教
育
課
程
の
実
施
に
伴
う負

担
へ
の
指
摘
に
真
摯
に
向
き
合
うこ
とを

含
む
、学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
着
実
な
実
現
の
た
め
の
方
策

４

55
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教
育
課
程
企
画
特
別
部
会

令
和
７
年
９
月

2
5
日

中
央
教
育
審
議
会

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会

論
点
整
理

56

次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
検
討
の
基
盤
とな
る
考
え
方

補
足
イメ
ー
ジ
１
－
①

主
に
第

5,
7章

（
授
業
時
数
の
適
正
化
・平
準
化
、教

科
書
の
精
選
、構

造
化
、裁

量
的

な
時
間
な
ど様

々
な
方
策
に
よ
る
教
師
・子
供
双
方
の
「余
白
」の
創
出
、

カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
ト 
等
）

（
Fe

as
ib

ili
ty
）

主
に
第

3,
7章

（
調
整
授
業
時
数
制
度
、裁

量
的
な
時
間
、個

別
の
児
童
生
徒
に
係
る

教
育
課
程
の
仕
組
み
、デ
ジ
タル
学
習
基
盤
を
活
用
した
学
習
環
境
デ
ザ

イン
、個

別
最
適
な
学
び
・協
働
的
な
学
び

 等
）

②

多
様
な
子
供
た
ち
の
「深
い
学
び
」を
確
か
な
も
の
に

～
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
活
用
し
、三

位
一
体
で
具
現
化
～

学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
高
度
専
門
職
とし
て
の
教
師

「裁
量
的
な
時
間
」を
は
じ
め
柔
軟
な
教
育
課
程
に
よ
る
余
白デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
は
じ
め
とす
る
基
盤
整
備

総
合
的
な
勤
務
環
境
整
備

生
涯
に
わ
た
って
主
体
的
に
学
び
続
け
、多

様
な
他
者
と協

働
し
な
が
ら
、 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

自
ら
の
人
生
を
舵
取
りす
る
こと
が
で
き
る

民
主
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り手

を
み
ん
な
で
育
む

主
に
第

2,
3,

4,
6章

（
生
き
て
働
く「
確
か
な
知
識
」の
習
得
、資

質
・能
力
育
成
の
具
体

化
・深
化
、「
好
き
」を
育
み
「得
意
」を
伸
ば
す
、情

報
活
用
能
力

の
抜
本
的
向
上
、個

別
最
適
な
学
び
・協
働
的
な
学
び

 等
）

主
体
的
・対
話
的
で

多
様
性
の
包
摂

（
Ex

ce
lle

nc
e）

①
深
い
学
び
の
実
装

（
Eq

ui
ty
）

実
現
可
能
性
の
確
保

③

58

目
次

第
一
章
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

第
二
章
質
の
高
い
、深

い
学
び
を
実
現
し、

 分
か
りや
す
く使
い
や
す
い
学
習
指
導
要
領
の
在
り方

（
１
）
中
核
的
な
概
念
等
を
活
用
した
一
層
の
構
造
化
・

 表
形
式
化
・デ
ジ
タル
化

（
２
）
「学
び
に
向
か
う力

、人
間
性
等
」の
再
整
理

（
３
）
「見
方
・考
え
方
」の
再
整
理

（
４
）
デ
ジ
タル
学
習
基
盤
を
前
提
とし
た
学
び
の
在
り方

学
習
指
導
要
領
と「
個
別
最
適
な
学
び
と協

働
的
な
学
び
」

の
関
係
の
在
り方

第
三
章
多
様
な
子
供
た
ち
を
包
摂
す
る
柔
軟
な
教
育
課
程
の
在
り方

（
１
）
検
討
の
前
提
（
児
童
生
徒
の
実
態
と現

行
制
度
の
枠
組
み
）

 
（
２
）
義
務
教
育
段
階
（
「調
整
授
業
時
数
制
度
」の
創
設
等
）

（
３
）
高
等
学
校
段
階
に
お
け
る
教
育
課
程
の
柔
軟
化

（
４
）
個
別
の
児
童
生
徒
に
係
る
教
育
課
程
の
編
成
・実
施

の
仕
組
み

第
四
章
情
報
活
用
能
力
の
抜
本
的
向
上
と

 質
の
高
い
探
究
的
な
学
び
の
実
現

（
１
）
情
報
活
用
能
力
の
抜
本
的
向
上

（
２
）
質
の
高
い
探
究
的
な
学
び
の
実
現

第
五
章
「余
白
」の
創
出
を
通
じ
た
教
育
の
質
の
向
上
の
在
り方

第
六
章
豊
か
な
学
び
に
繋
が
る
学
習
評
価
の
在
り方

第
七
章
そ
の
他
諮
問
で
提
起
さ
れ
た
事
項
の
在
り方

（
１
）
カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
トの
在
り方

（
２
）
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

（
３
）
産
業
教
育

（
４
）
特
別
支
援
教
育

（
５
）
幼
児
教
育

（
６
）
子
供
の
よ
り主

体
的
な
社
会
参
画
に
関
わ
る
教
育
の
改
善

第
八
章
今
後
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュー
ル
や
検
討
の
在
り方

等

審
議
経
過

本
特
別
部
会
に
お
い
て
は
、令

和
6年

12
月
の
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
諮
問
を
受
け
、初

等
中
等
教
育
分
科
会
や
教
育
課
程
部
会
へ
の
報
告
を
交
え
つ

つ
、教

育
課
程
の
枠
組
み
に
関
す
る
事
項
や
教
科
横
断
的
な
事
項
を
中
心
とし
て
審
議
を
行
って
き
た
。今

般
、1

3回
に
わ
た
る
検
討
の
結
果
を
暫
定
的
に

取
りま
とめ
、今

後
の
本
特
別
部
会
に
お
け
る
更
な
る
検
討
の
深
化
や
各

W
G等

で
の
検
討
の
前
提
とし
て
整
理
した
。

※
本
論
点
整
理
に
お
い
て
「学
習
指
導
要
領
」と
い
う際

、第
一
章
～
第
二
章
に
お
い
て
は
「幼
稚
園
教
育
要
領
」を
含
む

・・
・Ｐ

2

・・
・Ｐ

7

・・
・Ｐ

47

・・
・Ｐ

62

・・
・Ｐ

70

・・
・Ｐ

79

・・
Ｐ

10
4

・・
Ｐ

10
7

・・
Ｐ

25

・・
・Ｐ

8
・・
・Ｐ

15

・・
・Ｐ

19

・・
・Ｐ

22

・・
・Ｐ

26

・・
・Ｐ

30
・・
・Ｐ

35

・・
・Ｐ

42

・・
・Ｐ

80
・・
・Ｐ

82

・・
・Ｐ

84
・・
・Ｐ

90
・・
・Ｐ

96

・・
Ｐ

10
0

・・
・Ｐ

48
・・
・Ｐ
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「裁
量
的
な
時
間
」を
は
じ
め
柔
軟
な
教
育
課
程
に
よ
る
余
白

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
は
じ
め
とす
る
基
盤
整
備

学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
高
度
専
門
職
とし
て
の
教
師

総
合
的
な
勤
務
環
境
整
備

総
合

課
題
設
定

の
充
実

小中高

「好
き
」を
育
み
、「
得
意
」を
伸
ば
す

×
当
事
者
意
識
を
持
って
、自

分
の
意
見
を

形
成
し
、対
話
と合

意
が
で
き
る

好 き ・ 得 意 を ベ ー ス と し た

主 体 的 な 進 路 選 択 の 促 進

特
別
活
動

児
童
生
徒
主
体
の
ル
ー
ル

形
成
や
学
校
生
活
改
善
、

行
事
の
創
造
等
の
明
確
化

（
み
ん
な
が
学
び
や
す
い
ル
ー
ル
や
環

境
の
構
築
を
含
む
）

納
得
解
を
形
成
し
よ
うと
す

る
こと
の
重
要
性
の
明
文
化

（
安
易
な
多
数
決
の
回
避
や
少
数
意

見
の
吟
味
）

興
味
・関
心
が
広
が
る

教
材
・学
習
方
法
の
選
択
を
促
進

考
え
、議
論
す
る

道
徳
の
徹
底

（
主
体
的
な
判
断
の

重
要
性
、知

・徳
・体

の
調
和
の
とれ
た
発
達

に
向
け
た
、道

徳
的
価

値
の
対
立
を
乗
り越

え
る
必
要
性
や
道
徳
的

実
践
の
強
調
）

自
分
の
意
見
を
表
現
す
る
活
動
の
充
実

探
究
的
な
要
素
を
持
つ
学
習
活
動
の
充
実

各
教
科
等

道
徳

【各
教
科
等
で
の
検
討
イ
メ
ー
ジ
】

（
興
味
・関
心
）

生
き
て
働
く「
確
か
な
知
識
」の
習
得

※
本
イメ
ー
ジ
図
は

,自
らの
人
生
を
舵
取
りす
る
力
と民

主
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り手

育
成
とい
う今

般
の
検
討
の
一
部
を
資
料
化
した
も
の
で
あ
り、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
関
わ
る
全
て
の
要
素
を
網
羅
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い

家
庭
学
習
の
内
容
を
自
律
的
に
決
め
ら

れ
る
よ
うな
段
階
的
指
導

(家
庭
学
習
は
じめ
学
習
習
慣
の
確
立
を
含
む

)

他
者
と関

わ
り協

同
す
る
力
の
育
成

障
害
や
認
知
特
性
等

多
様
な
実
態
を
踏
ま
え
た
調
整

（
教
科
等
、家

庭
学
習
含
む
）

科
学
的
知
見
も
生
か
した

効
果
的
な
指
導
計
画
・授
業
方
法

児
童
生
徒
の
学
習
方
略
の
指
導

多
様
な
子
供
を
誰
一
人
取
り残

さな
い

視
点
とし
て
の
個
別
最
適
な
学
び
と協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
充
実

全
て
の
活
動
の
基
盤
とし
て
の

心
理
的
安
全
性
の
確
保

幼
言
葉
を
用
い
て
思
考
を
深
め
て
い
く指
導

個 人 探 究

グ ル ー プ 探 究

「主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」の
実
現
を
通
じ
た

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
自
ら
の
人
生
を
舵
取
りす
る
力

民
主
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り手

と
育
成
（
今
後
の
検
討
イ
メ
ー
ジ
）

補
足
イメ
ー
ジ
１
－
②
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〇
意
図
的
に
用
意
しな
け
れ
ば
、幼

児
の
発
達
に
必
要
な
、様

々
な
人
や
も
の
と直

接
的
・具
体
的
に
関
わ
る
体
験
を
十
分
に
確
保
す
る
こと
が
困
難
に
な
って

い
る

〇
一
部
の
幼
児
教
育
施
設
に
お
い
て
は
、幼

児
の
興
味
・関
心
で
は
な
く、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
か
らの
偏
った
情
報
や
そ
れ
らに
影
響
を
受
け
た
一
部
の
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
を
優
先
す
る
な
どし
、幼

児
の
発
達
に
ふ
さわ
しく
な
い
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
との
指
摘
が
あ
る

幼
児
の
遊
び
や
生
活
に
関
す
る
現
状
と課

題

１
．
直
接
的
・具
体
的
な
体
験
の
一
層
の
充
実


どの
幼
児
教
育
施
設
に
お
い
て
も
、幼

児
の
自
発
的
な
活

動
とし
て
の
遊
び
を
通
して
資
質
・能
力
が
育
ま
れ
る
よ
う、

様
々
な
人
や
も
の
と直

接
的
・具
体
的
に
関
わ
る
体
験
を

一
層
充
実
す
る
方
向
性
で
検
討
す
べ
き

２
．
幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
の
推
進


幼
児
教
育
施
設
と小

学
校
の
両
者
が
、相

互
に
共
通
理

解
を
図
り、
各
園
・校
に
お
け
る
架
け
橋
期
（
５
歳
児
か

ら小
学
校
１
年
生
の
２
年
間
）
の
カリ
キ
ュラ
ム
の
作
成

や
ス
ター
ト
カ
リキ
ュラ
ム
の
充
実
等
の
取
組
も
含
め
、円

滑
な
接
続
を
一
層
推
進
す
る
方
向
性
で
検
討
す
べ
き

客
観
的
・抽
象
的
な
認
識
や
思
考
が

発
達
し
て
い
くこ
とに
な
る

小
学
校
以
降
の
生
活
や
学
習
の
基
盤
とな
る

【具
体
的
な
方
策
】

・子
供
の
資
質
・能
力
を
育
む
学
び
の
連
続
性
を
明
確
に
す
る
た
め
、幼

稚
園
教
育
要
領
等
に
お
い
て
も
、学

習
指
導
要
領
との
連
続
性
を
表
形
式
や
デ
ジ

タル
を
活
用
して
示
して
い
くべ
き

・子
供
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・関
心
や
一
人
一
人
の
個
性
に
応
じた
多
様
で
質
の
高
い
学
び
を
引
き
出
す
観
点
か
ら、
幼
児
教
育
の
「環
境
を
通
して
行
う教

育
」

と小
学
校
以
降
の
授
業
改
善
の
取
組
に
つ
い
て
相
互
理
解
が
図
られ
る
よ
う、
幼
小
中
高
の
指
導
方
法
の
趣
旨
の
一
貫
性
を
明
確
に
す
べ
き

幼
児
教
育
に
お
け
る
遊
び
の
中
で
の

直
接
的
・具
体
的
な
体
験
を
通
し
た
学
び

知
識
及
び
技
能

の
基
礎

思
考
力
、判
断
力
、

表
現
力
等
の
基
礎

学
び
に
向
か
う力

、
人
間
性
等

学
び
を
方
向
付
け
る

人
間
性

学
び
の

主
体
的
な
調
整

初
発
の
思
考
や
行
動
を

起
こす
力
・好
奇
心

他
者
との

対
話
や
協
働

一
体
的
に
育
成

※
補
足
イメ
ー
ジ
７
－
⑦
参
照

※
幼
稚
園
教
育
要
領
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
、保

育
所
保
育
指
針
の
改
訂
等
に
向
け
て
、こ
ども
家
庭
庁
と緊

密
に
連
携
しな
が
ら一

体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

考
え
ら
れ
る
方
向
性
と論

点
①
（
幼
稚
園
教
育
要
領
等
関
係
）

60

３
．
地
方
自
治
体
に
お
け
る
支
援
体
制
の
充
実
・強
化


全
て
の
幼
児
教
育
施
設
に
お
い
て
、直

接
的
・具
体
的
な
体
験
が
一
層
充
実
され
、幼

児
教
育
の
質
の
向
上
や
小
学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
が
図
られ
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。こ

の
た
め
、設

置
者
や
施
設
類
型
を
問
わ
ず
全
て
の
幼
児
教
育
施
設
を
支
え
る
、都

道
府
県

教
育
委
員
会
を
始
め
とす
る
各
地
域
の
体
制
づ
くり
の
推
進
に
向
け
て
、幼

児
教
育
セ
ン
タ

ー
の
全
都
道
府
県
へ
の
設
置
を
目
指
して
い
くべ
き


幼
児
教
育
セ
ン
ター
設
置
・活
用


幼
児
教
育
ア
ドバ
イ
ザ
ー
及
び
架
け
橋
期
コー
デ
ィネ
ー
ター
等
の
育
成
・配
置
、幼

児
教
育
施
設
・小
学
校
等
へ
の
指
導
・助
言
・援
助


幼
児
教
育
及
び
幼
保
小
接
続
に
関
す
る
研
修
の
実
施


教
育
委
員
会
が
有
す
る
学
校
教
育
の
専
門
的
知
見
を
生
か
し
な
が
ら、
幼
児
教
育
段

階
か
ら高

校
教
育
段
階
ま
で
の
教
育
の
一
貫
性
・連
続
性
を
踏
ま
え
た
施
策
の
展
開 な
ど

（
令
和
７
年
４
月
現
在
）

具
体
的
な
方
向
性
と論

点
②

 （
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
・幼
保
小
の
円
滑
な
接
続
を
支
え
る
体
制
づ
くり
関
係
）

62

例
え
ば
、


走
る
、飛

び
跳
ね
る
、這

う、
転
が
る
、背

伸
び
を
す
る
、階

段
を
上
り下

りす
る
、・
・・


鉄
棒
に
ぶ
ら下

が
る
、ブ
ラン
コに
乗
る
、滑

り台
を
滑
る
、・
・・


先
生
に
挨
拶
を
す
る
、友

達
とお
しゃ
べ
りを
す
る
、友

達
の
真
似
を
す
る
、・
・・


紙
を
ち
ぎ
る
、紙

を
丸
め
る
、テ
ー
プ
で
貼
る
、色

を
塗
る
、絵

を
描
く・
・・


植
物
に
水
や
りを
す
る
、虫

を
捕
ま
え
る
、生

き
物
に
餌
や
りを
す
る
、・
・・


絵
本
・図
鑑
を
読
む
、記

号
や
形
を
書
く、
名
前
を
書
く、
・・
・


数
を
数
え
る
、み
ん
な
で
同
じ数

ず
つ
分
け
合
う、
長
さを
比
べ
る
・・
・


箱
を
た
た
い
て
音
を
出
す
、歌

を
歌
う、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
、・
・・

な
ど

幼
児
は
、自

ら心
身
を
用
い
て
環
境
に
関
わ
る

体
験
を
して
い
る

身
体
の
諸
感
覚
を
働
か
せ
、多

様
な
体
験

 を
行
うこ
とが
重
要

※
環
境
：
用
具
、素

材
、絵

本
や
図
鑑
、

机
や
棚
、園

庭
、砂

場
、

遊
具
、動

植
物
、情

報
機
器
、

教
師
、他

の
園
児

 な
ど

幼
児
の
自
発
的
な
活
動
とし
て
の
遊
び
を
通
し
た
学
び
が
、小

学
校
以
降
の
生
活
や
学
習
の
基
盤
とな
る
こと
の
イ
メ
ー
ジ

幼
児
は
、体

験
を
積
み
重
ね
た
り

関
連
付
け
た
りす
る
こと
を
通
じて
、

気
付
い
た
り考

え
た
りし
て
い
る

例
え
ば
、


遊
び
の
中
で
、リ
ボ
ン
の
長
さを
比
べ
た
り、
運
ん
で
い
る
バ
ケ
ツの
水
の
重
さを
比
べ

た
り、
泥
団
子
の
大
き
さを
比
べ
た
りす
る
な
どし
た
体
験
の
積
み
重
ね
か
ら、
芋
掘
り

の
際
に
、誰

の
芋
が
一
番
か
比
べ
よ
うと
して
、様

々
な
尺
度
の
一
番
（
長
い
芋
、

重
い
芋
、大

き
い
芋
）
が
あ
る
こと
に
気
付
く


遠
足
で
木
立
の
間
を
散
策
して
い
る
時
に
、み
ん
な
で
読
ん
だ
絵
本
の
中
の
「こ
も
れ

び
」と
い
う言

葉
を
思
い
出
し、
木
の
下
か
ら空

を
見
上
げ
な
が
ら、
「こ
れ
、『
こも
れ

び
』だ
ね
」と
気
付
き
、友

達
と伝

え
合
う

な
ど

幼
児
は
、こ
れ
ま
で
の

体
験
を
生
か
して
試
行

錯
誤
しな
が
ら、
探
究

を
行
って
い
る

例
え
ば
、


冬
に
容
器
に
入
れ
た
水
が
凍
る
こと
に
気
付
き
、厚

い
氷
を
作
ろ
うと
競
争

す
る
中
で
、な
ぜ
あ
る
場
所
に
置
くと
厚
い
氷
が
で
き
る
の
だ
ろ
うか
と疑

問
が
生
ま
れ
、様

々
な
場
所
に
容
器
を
置
い
て
比
べ
た
り、
水
に
葉
っぱ
を
入

れ
た
らど
うな
る
か
な
ど、
予
想
を
立
て
た
り確

か
め
た
りす
る
。


ソ
ラマ
メを
育
て
よ
うと
、図

鑑
で
調
べ
た
り近

隣
の
農
家
の
方
に
教
え
て
も

らっ
た
りし
な
が
ら、
水
や
りを
し
た
り害

虫
予
防
を
した
りす
る
な
どの
世
話

を
して
、成

長
を
喜
び
収
穫
して
皆
で
味
わ
う

な
ど

小 学 校 以 降 の 生 活 や 学 習 に 必 要 な 多 様 な 体 験 で あ る と と も に 、

教 科 等 の 学 び ・ 探 究 の プ ロ セ ス の 原 体 験 に な る

幼
児
は
、興

味
や
関
心
を
も
った
も
の
に
対
して
自
分
か
ら関

わ
ろ
うと
す
る

この
自
らの
興
味
や
関
心
か
ら発

した
直
接
的
で
具
体
的
な
体
験
か
ら、
幼
児
は
、幼

児
な
りの
や
り方

で
、自

分
の
生
き
る
世
界
に
つ
い
て
学
び
、様

々
な
力
を
獲
得
して
い
く

幼
児
が
、遊

び
を
通
じて
学
ぶ
こと
の
楽
しさ
を
知
り、
積
極
的
に
物
事
に
関
わ
ろ
うと
す
る
気
持
ち
を
も
つ
よ
うに
な
る
過
程
こそ
、小

学
校
以
降
の
学
習
意
欲
へ
とつ
な
が
って
い
る

幼
児
期
に
多
様
な
体
験
を
し、
様
々
な
こと
に
興
味
や
関
心
を
広
げ
、そ
れ
ら

に
自
ら関

わ
ろ
うと
す
る
気
持
ち
を
も
つ
こと
が
重
要

【 教 師 の 関 わ り 】

例 え ば 、

◆ 遊 具 や 用 具 、 素 材 、 絵 本 ・ 図 鑑 、 情 報 機 器 な ど を 、 教 育 的 意 図

の 基 に 配 置 し 、 環 境 を 構 成 す る

◆ モ デ ル と し て 環 境 に 関 わ る 姿 を 見 せ る

◆ 肯 定 し た り 、 問 い か け た り 、 振 り 返 り を 促 し た り 、 共 に 喜 ん だ り す る

補
足
イメ
ー
ジ
７
－
⑦ 61

幼
稚
園
教
諭
等
の
養
成
課
程

63
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多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成
を

加
速
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
論
点
整
理
（
案
）

〈幼
児
教
育
関
係
抜
粋
〉

１１
 社社

会会
のの

変変
化化

やや
学学

習習
指指

導導
要要

領領
のの

改改
訂訂

等等
もも
見見

据据
ええ
たた
教教

職職
課課

程程
のの

在在
りり
方方

（
１
）
教

職
課

程
の

在
り
方

〇
学

校
種

ご
と
に
検

討
す
べ

き
課

題
、
求

め
ら
れ

る
専

門
性

が
異

な
る
こ
と
か

ら
、
今

後
詳

細
な
議

論
を
進

め
る
際

に
は

、
学

校
種

で
分

け
て
検

討
を
進

め
る

べ
き
で
は

な
い
か

。
 特

に
、
小 小

学学
校校

以以
上上

のの
学学

校校
種種

とと
のの

連連
携携

やや
保保

育育
士士

養養
成成

とと
のの

連連
携携

をを
踏踏

まま
ええ
たた
改改

革革
がが

必必
要要

なな
幼幼

稚稚
園園

教教
諭諭

（
略

）
にに
つつ
いい
てて
、、
教教

職職
課課

程程
全全

体体
のの

議議
論論

にに
加加

ええ
てて
、、
個個

別別
にに
どど
のの

よよ
うう
なな
改改

革革
方方

策策
がが

必必
要要

かか
、、
更更

なな
るる
検検

討討
がが

必必
要要

でで
はは

なな
いい
かか

。
 

〇
幼幼

稚稚
園園

教教
諭諭

のの
養養

成成
にに
おお
いい
てて
はは

、、
養養

成成
校校

とと
幼幼

稚稚
園園

がが
連連

携携
しし
、、
情情

報報
共共

有有
をを
はは

じじ
めめ
教教

職職
へへ

のの
興興

味味
やや

関関
心心

・・
理理

解解
をを
深深

めめ
てて
就就

職職
にに
向向

けけ
たた
意意

欲欲
をを
高高

めめ
るる
たた
めめ
のの

取取
組組

のの
充充

実実
、、
実実

習習
のの

在在
りり
方方

のの
見見

直直
しし
、、
教教

職職
課課

程程
にに
おお
けけ
るる
丁丁

寧寧
なな
進進

路路
指指

導導
が

重
要

で
は

な
い
か

。
 

２２
 教教

師師
のの

質質
をを
維維

持持
・・
向向

上上
ささ
せせ

るる
たた
めめ
のの

採採
用用

・・
研研

修修
のの

在在
りり
方方

（
１
）
採

用
の

在
り
方

〇
幼

稚
園

で
は

、
人

手
不

足
等

の
要

因
に
よ
り
、
採

用
試

験
を
受

け
れ

ば
比

較
的

早
期

に
採

用
さ
れ

る
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ

が
早

期
離

職
に
つ
な
が

る
ケ
ー

ス
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
採 採

用用
にに
当当

たた
っっ
てて
はは

応応
募募

者者
とと
のの

丁丁
寧寧

なな
ママ
ッッ
チチ
ンン
ググ
がが

重重
要要

でで
はは

なな
いい
かか

。

（
２
）
現

職
教

師
の

能
力

向
上

〇〇
幼幼

児児
教教

育育
をを
専専

門門
とと
すす
るる
担担

当当
者者

をを
配配

置置
しし
てて
いい
るる
教教

育育
委委

員員
会会

とと
、、
そそ
うう
でで
はは

なな
いい
教教

育育
委委

員員
会会

でで
はは

、、
研研

修修
のの

持持
ちち
方方

やや
、、
小小

学学
校校

教教
育育

とと
のの

接接
続続

のの
部部

分分
にに
関関

しし
てて
もも
重重

要要
性性

のの
認認

識識
にに
開開

きき
がが

ああ
るる
のの

でで
はは

なな
いい
かか

。。
「
幼

児
教

育
と
小

学
校

教
育

の
円

滑
な
接

続
に
向

け
た
取

組
の

改
善

」
を
充

実
推

進
さ
せ

て
い
く
た
め
に
も
、
教

育
委

員
会

に
お
い
て
幼

児
教

育
を
担

当
す
る
者

を
配

置
す
る
こ
と
が

重
要

で
は

な
い
か

。
併

せ
て
、
幼

稚
園

の
多

く
が

私
立

学
校

で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
入

職
後

の
教

師
の

資
質

能
力

の
維

持
・
向

上
に
あ
た
っ
て
は

、
地

方
自

治
体

と
幼

稚
園

関
係

団
体

、
養

成
校

が
緊

密
に
連

携
し
て

い
く
 こ

と
が

重
要

で
は

な
い
か

。
 〇

幼
稚

園
で
は

、
教

師
の

研
修

を
支

え
ら
れ

る
園

長
や

リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も
不

足
し
て
お
り
、
広広

くく
他他

のの
学学

校校
種種

のの
校校

長長
やや

リリ
ーー
ダダ
ーー
とと
のの

つつ
なな
がが

りり
やや

幼幼
児児

教教
育育

全全
体体

をを
考考

ええ
てて
いい
くく
ここ
とと
のの

でで
きき
るる
場場

づづ
くく
りり
、、
仕仕

組組
みみ

がが
必必

要要
でで
はは

なな
いい
かか

。

〇
幼

稚
園

教
諭

に
つ
い
て
は

、
入 入

職職
後後

のの
研研

修修
参参

加加
のの

意意
欲欲

をを
高高

めめ
るる
たた
めめ
のの

処処
遇遇

改改
善善

等等
のの

方方
策策

にに
つつ
いい
てて
もも
検検

討討
すす
るる
必必

要要
がが

ああ
るる
のの

でで
はは

なな
いい
かか

。

幼
児
教
育
の
重
要
性
の
理
解
促
進

66

幼
児
教
育
へ
の
投
資
の
効
果

○
 教

育
の

効
果

は
、

受
け

た
本

人
だ

け
で

な
く

、
社

会
に

対
し

て
も

効
果

が
大

き
い

。
○

 質
の

高
い

幼
児

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

加
は

、
将

来
の

所
得

の
向

上
や

生
活

保
護

受
給

率
の

低
下

等
に

つ
な

が
る

。

20
%

7%

45
%

15
%

41
%

29
%

65
%

49
%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%

生
活
保
護
非
受
給
率

月
収

$2
,0

00
以
上

高
校
卒
業

14
歳
で
の
基
本
的
な
到
達

質
の
高
い
幼
児
教
育
の
介
入
実

験
を
実
施
した
グ
ル
ー
プ

未
実
施
の
グ
ル
ー
プ

生
活
保
護
非
受
給
率

出
典

：
H

ec
km

an
 a

nd
 M

as
te

ro
v

(2
00

7)
 “

T
he

 P
ro

du
ct

iv
ity

 A
rg

um
en

t f
or

 In
ve

st
in

g 
in

 Y
ou

ng
 C

hi
ld

re
n”

※
  1

96
0年

代
の

ア
メ

リ
カ

・
ミ

シ
ガ

ン
州

に
お

い
て

、
低

所
得

層
ア

フ
リ

カ
系

ア
メ

リ
カ

人
３

歳
児

で
、

学
校

教
育

上
の

「
リ

ス
ク

が
高

い
」

と
判

定
さ

れ
た

子
供

を
対

象
に

、
一

部
に

質
の

高
い

幼
児

教
育

を
提

供
し

、
そ

の
後

約
40

年
に

わ
た

り
追

跡
調

査
を

実
施

し
て

い
る

も
の

。
（

ペ
リ

ー
就

学
前

計
画

）
67
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「幼
児
教
育
の
拡
充
が
少
年
期
の
非
行
等
を
抑
制

-1
96

0年
代
の
幼
児
教
育
改
革
が
も
た
らし
た
長
期
的
影
響
を
検
証

-」

•
20

25
年
３
月

31
日
付
で

Jo
ur

na
l o

f P
ub

lic
 

Ec
on

om
ic

s
誌
で
発
表
。東

京
大
学
、立

教
大
学
、専

修
大
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
が
明
らか
に
した
も
の
。

•
本
研
究
で
は
、1

96
0年

代
に
日
本
全
国
で
進
め
られ
た
就
学
前

教
育
の
拡
充
を
対
象
に
、就

園
率
が
大
幅
に
上
昇
した
県
（
青
線
）

と、
変
化
が
小
さか
った
県
（
緑
線
）
を
比
較
。

•
幼
児
教
育
の
拡
充
が
少
年
期
の
暴
力
犯
罪
等
の
減
少
に
寄
与
し

て
い
る
こと
を
確
認
。

•
幼
児
教
育
が
学
力
向
上
に
とど
ま
らず
、成

長
後
の
行
動
に
も
影
響

を
与
え
る
こと
を
示
唆
。

（
出

典
）
東

京
大

学
, “

幼
児

教
育

の
拡

充
が

少
年

期
の

非
行

と
10

代
の

妊
娠

を
抑

制
”,

 東
京

大
学

公
式

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
, (

20
25

年
4月

25
日

取
得

, h
tt

ps
:/

/w
w

w
.u

-t
ok

yo
.a

c.
jp

/c
on

te
nt

/4
00

26
24

22
.p

df
） 68

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
に
関
す
る
参
考
資
料

◆
幼
児
教
育
の
重
要
性
お
知
ら
せ
ポ
ス
タ
ー

◆
幼
児
期
の
大
切
な
学
び
が
分
か
る
動
画
シ
リー
ズ

幼
児
教
育
は
何
の
た
め
で
あ
る
の
か
、幼

稚
園
等

に
お
い
て
は
、子

供
た
ち
に
遊
び
を
通
して
、ど
の
よ
う

に
資
質
・能
力
を
育
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
各
動

画
で
解
説
して
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー

動
画

コン
テ
ン
ツ

（
文
部
科
学
省

H
P）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.g

o.
jp

/a
_m

en
u/

sh
ot

ou
/y

ou
ch

ie
n/

m
ex

t_
02

69
7.

ht
m

l

「遊
び
は
学
び
」っ
て
どう
い
うこ
と？

（
約

7分
）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.y

ou
tu

be
.c

om
/w

at
ch

?v
=

Ux
f

Al
3X

W
fG

o

「学
び
の
芽
」を
育
む
園
の
工
夫
って
？

（
多
様
な
遊
び
編
）
（
約

9分
）

ht
tp

s:
//

yo
ut

u.
be

/V
N

jO
w

pu
D

d4
4

「学
び
の
芽
」を
育
む
園
の
工
夫
って
？

（
どろ
だ
ん
ご
遊
び
編
）
（
約

7分
）

ht
tp

s:
//

yo
ut

u.
be

/V
uI

P2
CU

Kq
-U

幼
児
教
育
は
何
の
た
め
？
（
約

2分
）

✓
幼
児
期
の
大
切
な
学
び
が
分
か
る
動
画

   
 

ht
tp
s:
//
yo
ut
u.
be
/M
Ex
Ua
Z6
M
3G
0
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令
和
８
年
度
概
算
要
求

71
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（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上

令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

64
億
円

（
前
年
度
予
算
額

22
億
円
）

IC
T環
境
整
備
や
施
設
の
耐
震
化
等
、幼

児
教
育
の
質
を
支
え
る
教
育
環
境
整
備
を
支
援
す
る
。

○
 幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
に
向
け
て
、自
治
体
へ
の
支
援
、調
査
研
究
、教
育
環
境
の
整
備
等
に
よ
り、
全
て
の
子
供
に
対
し
て

 格
差
な
く質
の
高
い
学
び
を
保
障
す
る
。

自
治
体
に
お
け
る
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
して
、架
け
橋
期
（
５
歳
児
か
ら
小
学
校
１
年
生
ま
で
の

2年
間
）
の

カ
リキ
ュラ
ム
の
策
定
や
架
け
橋
期
の
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
の
育
成
・派
遣
を
行
うな
ど、
各
地
域
に
お
け
る
「幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
推
進
し
、

幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
を
図
る
。

1
幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
を
支
え
る
自
治
体
へ
の
支
援

６
億
円
（

5.
3億

円
）

幼
児
期
の
学
び
を
深
め
て
い
くた
め
の
調
査
研
究
や
、幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
の
た
め
の
実
証
・モ
デ
ル
事
業
、幼

児
教
育
が
子
供
の
発
達
や
小
学

校
以
降
の
学
習
や
生
活
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
の
大
規
模
な
追
跡
調
査
等
を
実
施
し、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
。

2
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
関
す
る
調
査
研
究
等

 
3.

6億
円
（

3.
4億

円
）

3
幼
児
教
育
の
質
を
支
え
る
教
育
環
境
の
整
備

   
 

 
 5

5億
円
（

13
億
円
）

※
四
捨
五
入
の
影
響
に
よ
り、
計
が
一
致
しな
い
場
合
が
あ
る
。

①
幼
児
教
育
推
進
体
制
等
を
活
用
し
た
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
促
進
事
業

 
②
幼
保
小
接
続
に
よ
る
不
登
校
・い
じ
め
対
策
等
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業

5.
6億

円
（

5.
3億

円
）

0.
4億

円
（
新
規
）

➀
幼
児
教
育
の
学
び
強
化
事
業

➁
幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
の
た
め
の
人
材
バ
ン
ク
創
設
・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
事
業

③
幼
児
教
育
に
関
す
る
大
規
模
縦
断
調
査
事
業

④
幼
児
教
育
の
理
解
・発
展
推
進
事
業

⑤
O

EC
D

 E
CE

C 
N

et
w

or
k事
業
へ
の
参
加

0.
7億

円
（

0.
7億

円
）

1.
2億

円
（
新
規
）

1.
1億

円
（

1.
1億

円
）

0.
4億

円
（

0.
3億

円
）

0.
2億

円
（

0.
2億

円
）

➀
 教
育
支
援
体
制
整
備
事
業
費
交
付
金

➁
 私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
金

31
億
円
（

8億
円
）

24
億
円
（

  5
億
円
）
＋
事
項
要
求

72

背
景
・課
題

事
業
内
容

 令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

1.
2億

円
（
新
規
）

幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
の
た
め
の

人
材
バ
ン
ク
創
設
・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
事
業

H
29

R
６

全
職
種

1.
35

1.
14

幼
稚
園
教
諭

1.
66

2.
71

保
育
士

2.
47

2.
95

有
効
求
人
倍
率
の
推
移
（
年
平
均
）

○
幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質
的
向
上
の
根
幹
を
成
す
幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
に
つ
い
て
は
、養

成
校
生
の
多
くが
他
業
種
へ
就
職
す
る
、

平
均
勤
続
年
数
が
少
な
い
、離

職
者
の
再
就
職
が
少
な
い
な
ど、
人
材
の
需
要
の
高
止
ま
りに
供
給
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

○
人
材
不
足
が
各
幼
稚
園
の
深
刻
な
課
題
とな
って
い
る
中
、多

くの
園
で
は
民
間
の
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
高
額
の
紹
介
手
数
料
を
支
払
って
人

材
確
保
を
図
って
お
り、
園
の
経
営
を
圧
迫
して
い
る
。こ
の
よ
うな
状
況
が
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
提
供
す
る
うえ
で
大
き
な
制
約
に
な
って
い
る
とい
う声

も
あ
る
。

①
人
材
バ
ン
ク
創
設
事
業

事
業
開
始
年
度

委
託
先

事
業
規
模

令
和
８
年
度
～

①
 7

50
万
円

８
団
体

②
 8

00
万
円

５
団
体

②
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
事
業

大
学
等

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
体
制
を
生
か
し
、

地
域
の
人
材
確
保
に
か
か
る

課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
を
実
施

コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
配
置

自
治
体
や
大
学
等
が
主
体
とな
り、
地
域
に
お
け
る
人
材
確
保
に
向
け
た
協
議
体
制
を
構
築

⇒
さら
に
、地
域
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
・協
働
の
在
り方

を
検
討
し、
そ
の
成
果
を
全
国
的

 に
普
及

地
元
企
業

県
・市
町
村

域
内
の
他
大
学

幼
稚
園
等

幼
稚
園
団
体

域
内
の
小
中
高
校

＜
想
定
さ
れ
る
課
題
の
例
＞

 ・
 養
成
校
入
学
者
数
の
減
少

 ・
 養
成
課
程
を
通
じた
希
望
者
数
の
減
少

 ・
 入
職
時
の
ミス
マ
ッチ
に
よ
る
早
期
離
職

 ・
 幼
稚
園
教
諭
や
専
門
人
材
等
の
人
材
不

足

＜
課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
＞

 ・
 外
部
人
材
の
活
用
・人
材
交
流

 ・
 教
育
実
習
の
実
施
に
関
す
る
統
一
マ
ニ
ュア
ル
等
の

策
定

 ・
 幼
稚
園
等
か
らの
相
談
受
入
れ
体
制
の
整
備

 ・
 広
報
活
動
等

自
治
体
、大

学
等

幼
稚
園
等

②
仲
介
・斡
旋
の
推
進

①
人
材
の
登
録

③
定
期
的
な
掲
載
情
報
の
更
新

自
治
体
・大
学

教
員
免
許
保
有
者

人
材
バ
ン
ク

①
幼
稚
園
等
の
登

録
域
内
の
他
大
学

自
治
体
や
大
学
等
が
、幼

稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
の
た
め
の
人
材
バ
ン
ク
を
創
設

⇒
地
域
全
体
の
公
益
性
の
高
い
人
材
確
保
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
構
築
し、
幼
稚
園
教
諭
の
人
材
不

 
足
に
対
処 幼
稚
園
団
体

子
育
て
支
援
員

幼
稚
園
教
諭

心
理
士

保
育
補
助
者

①
幼
稚
園
等
・人
材
の
登
録

 ・
 幼
稚
園
教
諭
・養
成
校
卒
業
生

   
等
に
対
して
、人

材
バ
ン
クに
登

録
す
る
メリ
ット
を
周
知
す
る
等
し

て
、登

録
を
促
進
。

 ・
 養
成
校
や
幼
稚
園
団
体
等
とも

協
働
し、
人
材
バ
ン
クへ
の
積
極

的
な
登
録
を
促
す
体
制
を
構
築

②
仲
介
・斡
旋
（
就
職
支
援
）
の
促

進
 ・

 主
に
復
職
希
望
者
を
対
象
。

 ・
 個
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ
った
求
人
情
報
の

  
掲
載
等
に
よ
り、
入
職
時
の
ミス
マ
ッチ

を
防
ぎ
、定

着
率
の
向
上
に
繋
げ
る
。

 ・
 追
加
的
な
取
組
み
とし
て
、人

材
バ
ン

クに
登
録
され
た
教
員
免
許
状
保
有

者
等
に
対
して
、ア
ウ
トリ
ー
チ
型
の
支

援
を
実
施
す
る
こと
も
想
定
。

③
定
期
的
な

   
掲
載
情
報
の
更
新

 ・
 日
頃
か
らの
各
主
体

と 
 の
密
な
連
携
に
よ
り、

 
定
期
的
な
掲
載
情
報

の
更
新
や
、登

録
者

へ
の
周
知
が
図
られ
る

よ
うな
、効

果
的
な
取

組
を
実
施
。

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）7

4

幼
児
教
育
の
学
び
強
化
事
業

委
託
先

研
究
機
関
、大

学
、都

道
府
県
、市

区
町
村
、幼

児
教
育
関
係
団
体

 等

背
景
・課
題

事
業
内
容

幼
児
期
の
教
育
は
、生

涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う重

要
な
も
の
で
あ
る
。幼

児
教
育
施
設
の
有
す
る
機
能
を
家
庭
や
地
域
に
提
供
す
る
こと
に
よ

り、
未
就
園
児
も
含
め
、幼

児
期
に
ふ
さわ
しい
学
び
を
深
め
て
い
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。そ
して
、幼

児
教
育
施
設
入
園
後
に
は
、幼

児
教
育
が
直
面
して
い
る

課
題
解
決
を
図
る
こと
に
よ
り、
幼
児
が
園
で
の
活
動
を
通
して
、学

び
を
深
め
て
い
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

委
託
対
象

経
費

調
査
研
究
に
必
要
な
経
費

（
人
件
費
、委

員
旅
費
、謝

金
等
）

件
数
・単
価

①
 5
箇
所

×
約

72
0万

円
②

 2
箇
所

×
約

72
0万

円
③

 2
箇
所

×
約

82
0万

円

①
 教
育
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究

幼
児
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
、幼

児
教
育
施
設
が
直
面
して
い
る
様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う。

（
研
究
の
視
点
の
例
）

 ・
 幼
児
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
質
に
関
す
る
評
価
の
在
り方

 ・
 幼
保
小
の
合
同
研
修
の
改
善
・充
実
の
在
り方

・ 
幼
稚
園
等
に
お
け
る
ス
クー
ル
カウ
ン
セ
ラー
等
の
活
用
の
在
り方

・ 
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
拠
点
とし
て
の
国
公
立
幼
稚
園
の
役
割

等

②
 幼
稚
園
教
諭
等
の
資
質
能
力
の
向
上
に
関
す
る
調
査
研
究

幼
稚
園
教
諭
等
保
育
者
の
幼
児
教
育
に
関
す
る
専
門
性
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、子

育
て
の
支
援
を
必
要
とす
る
保
護
者
へ
の
指
導
・助
言
、家

庭
教
育
とい
った
幼
児
教
育
を
巡

る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
力
を
養
う方

策
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う。

（
研
究
の
視
点
の
例
）

 ・
 幼
児
教
育
施
設
の
管
理
職
や
保
育
者
等
に
対
す
る
研
修
等
の
在
り方

  ・
 幼
児
教
育
ア
ドバ
イザ
ー
等
の
人
材
育
成
に
向
け
た
研
修
等
の
在
り方

等

対
象
校
種

幼
稚
園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園

事
業
開
始

年
度

令
和

4年
度
～

令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

0.
7億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
7億

円
）

③
 子
育
て
の
支
援
や
家
庭
等
との
連
携
強
化
に
関
す
る
調
査
研
究

未
就
園
児
も
含
め
、幼
児
教
育
施
設
の
機
能
を
家
庭
や
地
域
に
提
供
し
て
幼
児
の
学
び
を
深
め
て
い
くこ
とや
、遊
び
を
通
し
た
総
合
的
な
指
導
を
行
う幼

児
教
育
の
重
要
性
等
に

つ
い
て
家
庭
や
地
域
と認

識
を
共
有
し
て
意
識
を
高
め
る
こと
な
ど、
子
育
て
の
支
援
や
家
庭
等
との
連
携
強
化
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う。

（
研
究
の
視
点
の
例
）

・幼
児
教
育
施
設
の
機
能
を
生
か
した
子
育
て
の
支
援
の
在
り方

   
   

   
 ・

 幼
稚
園
に
お
け
る
預
か
り保

育
の
在
り方

等

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）

73

幼
児
教
育
の
理
解
・発
展
推
進
事
業

背
景
・課
題

幼
稚
園
教
育
要
領
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
、保

育
所
保
育
指
針
の
整
合
性
が
図
られ
て
お
り、
これ
らの
正
しい
理
解
の
下
、幼

児
教
育
施
設
が
一
体
とな
って
、幼
児
に
対
し
て
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う、
研
究
協
議
会
の
開
催
や
指
導
資
料
等
の
作
成
を
行
い
、先
進
的
な
実
践

や
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
理
解
を
深
め
る
こと
が
求
め
られ
て
い
る
。

ま
た
、令

和
６
年

12
月
に
、中
央
教
育
審
議
会
に
対
し、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
等
の
在
り方

に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ
、幼
児
教

育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
の
改
善
の
在
り方

等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
とこ
ろ
で
あ
り、
これ
らの
審
議
等
を
踏
ま
え
、幼
稚
園
教
育
要
領

及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
の
改
訂
を
着
実
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
内
容

幼
児
教
育
の
理
解
・発
展
推
進
事
業
（
事
業
開
始
年
度
：
平
成
１
２
年
度
～
）

各
都
道
府
県
に
お
い
て
、設

置
者
（
国
公
私
）
や
施
設
類
型
（
幼
稚

園
、保

育
所
、認

定
こど
も
園
）
を
問
わ
ず
、自

治
体
の
幼
児
教
育
担
当
者

や
幼
稚
園
教
諭
、保

育
士
、保

育
教
諭
等
を
対
象
とし
て
、幼

保
小
の
架
け

橋
プ
ログ
ラム
な
ど、
幼
児
教
育
に
関
す
る
専
門
的
な
研
究
協
議
等
を
行
う都

道
府
県
協
議
会
を
開
催
す
る
。ま
た
、都

道
府
県
協
議
会
に
お
け
る
成
果
を

中
央
協
議
会
に
お
い
て
発
表
・共
有
す
る
こと
で
、さ
らな
る
幼
児
教
育
の
振

興
・充
実
を
図
る
。

件
数
・単
価

47
箇
所

×
約

50
万
円

支
出
先

都
道
府
県

対
象
経
費

都
道
府
県
協
議
会
に
必
要
な
経
費

（
諸
謝
金
、委

員
等
旅
費
、教

職
員
研
修
費
）

令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

0.
4億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
3億

円
）

幼
稚
園
教
育
要
領
等
の
改
訂

令
和
６
年

12
月

中
央
教
育
審
議
会
諮
問

初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
等
の
在
り方

に
つ
い
て

【審
議
事
項
】

幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
の
改
善
の
在
り方

等

幼
児
教
育
実
施
の
た
め
の
指
導
資
料
の
作
成
等

幼
稚
園
教
育
要
領
等
に
基
づ
く活
動
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、そ
の

内
容
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
教
育
課
程
の
編
成
や
指
導
の
在
り方

等
に

関
す
る
指
導
資
料
等
を
作
成
す
る
。

幼
児
教
育
と小

学
校
教
育
との
円
滑
な
接
続
の
改
善
の
在
り方

、設
置
者
や
施
設
類
型
を
問
わ
ず
、幼

児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
共
通

的
方
策
に
つ
い
て
検
討
。

中
央
教
育
審
議
会
の
審
議
等
を
踏
ま
え
、幼

稚
園
教
育
要
領
及
び

幼
保
連
携
型
認
定
こど
も
園
教
育
・保
育
要
領
の
改
訂
を
着
実
に
実

施
す
る
とと
も
に
、そ
の
解
説
書
等
を
作
成
。

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）
75
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O
EC

D
 E

CE
C 

N
et

w
or

k事
業
へ
の
参
加

○
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
の
提
供
を
基
本
理
念
とす
る
「子
ども
・子
育
て
支
援
新
制
度
」の
開
始
、幼

児
教
育
・保
育
の
無
償
化
の
実
施
に
加
え
て
、令

和
２
年

9
月
の

G2
0教

育
大
臣
会
合
に
お
い
て
質
の
高
い
幼
児
教
育
へ
の
ア
クセ
ス
の
重
要
性
が
宣
言
され
る
な
ど、
国
内
外
で
幼
児
教
育
の
質
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
って
い

る
とこ
ろ
。

○
この
た
め
、O

EC
D
が
実
施
す
る
国
際
幼
児
教
育
・保
育
従
事
者
調
査
等
に
参
加
し、
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
提
供
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
の
整
備
に
貢
献
す
る
と

とも
に
、こ
れ
らの
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り、
国
際
比
較
可
能
な
幼
児
教
育
・保
育
施
設
の
活
動
実
態
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
、各

国
の
好
事
例
な
ど、
質
の
高
い
幼
児
教

育
の
提
供
に
向
け
た
施
策
展
開
の
た
め
の
重
要
な
基
礎
情
報
を
得
る
こと
とす
る
。

背
景
・課
題

下
記
の
事
業
に
参
画
し、
幼
児
教
育
の
質
向
上
の
た
め
の
施
策
立
案
に
活
か
す
。

事
業
内
容

 
令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

0.
2億

円
（
前
年
度
予
算
額

0.
2億

円
）

「O
EC

D
国
際
幼
児
教
育
・保
育
従
事
者
調
査
」

(S
ta

rt
in

g 
St

ro
ng

 T
ea

ch
in

g 
an

d 
Le

ar
ni

ng
 I

nt
er

na
tio

na
l S

ur
ve

y（
TA

LI
S 

St
ar

tin
g 

St
ro

ng
）
）

※
拠
出
金
に
つ
い
て
は
、文

部
科
学
省
、こ
ども
家
庭
庁
で
按
分
して
負
担
。

※
国
内
に
お
け
る
調
査
実
施
の
事
務
的
経
費
は
国
立
教
育
政
策
研
究
所
で
負
担
。

○
「O

EC
D
国
際
幼
児
教
育
・保
育
従
事
者
調
査
」（

20
18
年
）

勤
務
環
境
や
研
修
な
どの
保
育
者
の
資
質
・能
力
の
向
上
に
関
す
る
状
況
等

を
調
査
。

○
「質
の
高
い
包
括
的
な
幼
児
教
育
・保
育
を
目
的
とし
た
政
策
へ
の
研
究
の

転
換
」（

20
23
～

20
24
年
）

「幼
児
教
育
・保
育
を
通
じ
た
よ
り平

等
な
機
会
と包

括
性
の
確
保
」に
向
け
て
、

子
供
の
発
達
、学

習
、福

祉
に
関
す
る
最
新
の
研
究
を
基
に
、幼

児
教
育
･保
育
に

関
す
る
政
策
の
改
善
、新

しい
政
策
の
導
入
条
件
等
を
調
査
。

過
去
の
参
加
実
績

勤
務
環
境
や
研
修
な
どの
保
育
者
の
資
質
・能
力
の
向
上
に
関
す
る
状
況
等
に
関
す
る
第
２
期
調
査
が

20
21
年
か
ら
開
始
。

第
１
期
調
査

(2
01

8年
)で
は
、日

本
の
保
育
者
の
研
修
等
に
よ
る
専
門
性
向
上
へ
の
意
識
の
高
さ
な
どが
明
らか
に
な
った
一
方
、保

育
者
の
処
遇
や
社
会
的
評
価
、

保
育
者
の
不
足
等
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ
り、
調
査
結
果
を
参
考
に
施
策
立
案
に
活
用
。

「未
来
を
形
作
る
：
幼
児
教
育
・保
育
を
通
し
て
人
生
を
変
革
す
る
」

（
Sh

ap
in

g 
th

e 
Fu

tu
re

 :
 T

ra
ns

fo
rm

in
g 

liv
es

 th
ro

ug
h 

Ea
rly

 C
hi

ld
ho

od
 E

du
ca

tio
n 

an
d 

Ca
re
）

EC
EC

ne
tw

or
kに
お
け
る

25
年
に
わ
た
る
幼
児
教
育
・保
育
に
関
す
る
国
際
的
な
政
策
レ
ビ
ュー
を
未
来
に
向
け
た
考
察
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、幼

児
教
育
・保
育
に

関
す
る
指
標
の
ダッ
シ
ュボ
ー
ドの
作
成
、人

材
の
確
保
、研

修
、定

着
に
関
す
る
政
策
文
書
の
作
成
等
に
取
り組

む
。2

02
5 年

か
ら

20
26
年
に
か
け
て
調
査
・公
表
予
定
。

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
） 76

４
ア
ス
ベ
ス
ト等

対
策

・・
・

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
トの
除
去
等

私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
金

令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

24
億
円
＋
事
項
要
求

（
前
年
度
予
算
額

5億
円
）

令
和
６
年
度
補
正
予
算
額

23
億
円

私
立
の
幼
稚
園

対
象

校
種

国
１

/３
、事

業
者
２

/３
 

※
地
震
に
よ
る
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
い
施
設
の
耐
震
補
強
・耐
震
改
築

   
特
別
防
犯
対
策

国
１

/２
、事

業
者
１

/２

補
助

割
合

工
事
費
、実

施
設
計
費
、耐

震
診
断
費
等

対
象

経
費

２
a

防
犯
対
策

・・
・

門
・フ
ェン
ス
・防
犯
監
視
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置

現
状
・課
題
・事
業
内
容

事
業
者
（
学
校
設
置
者
）

昭
和

42
年
度
～

実
施

主
体

事
業
開
始

年
度

○
喫
緊
の
課
題
とな
って
い
る
国
土
強
靭
化
の
取
組
を
推
進
す
る
園
舎
や
外
壁
等
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、こ
ども
の
命
を
守
る

防
犯
対
策
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
向
け
た
エ
コ改

修
、バ
リア
フリ
ー
化
等
の
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
。

耐
震
補
強

・・
・

耐
震
補
強
、非

構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、耐

震
診
断
、防

災
機
能
強
化

１

新
築
・増
築
・改
築

・・
・

新
築
、増

築
、耐

震
改
築
、そ
の
他
危
険
建
物
の
改
築

（
R8
：

Is
値

0.
3未

満
等
の
耐
震
改
築
に
つ
い
て
は
、補

助
率
の
嵩
上
げ

1/
3→

1/
2に
よ
る
促
進
）

３

屋
外
教
育
環
境
整
備

・・
・

ア
ス
レ
チ
ック
遊
具
、屋

外
ス
テ
ー
ジ
、防

音
壁
等
の
整
備

５

エ
コ改

修
・・
・

太
陽
光
発
電
、省

エ
ネ
型
設
備
等
の
設
置
・改
修

６

内
部
改
修

・・
・

預
か
り保

育
、衛

生
環
境
改
善
の
た
め
の
園
舎
改
修
（
トイ
レ
の
乾
式
化
、空

調
整
備
等
）

（
R8
：
特
別
支
援
教
育
対
策
の
た
め
の
設
備
経
費
を
新
た
に
計
上
）

７

バ
リア
フリ
ー
化

・・
・

ス
ロー
プ
の
設
置
、ト
イレ
の
バ
リア
フリ
ー
化
等
の
整
備

８

特
別
防
犯
対
策

・・
・

防
犯
カメ
ラ・
オ
ー
トロ
ック
シ
ス
テ
ム
・非
常
通
報
装
置
等
を
含
め
た
防
犯
対
策
整
備

（
R5

~
：
補
助
率
の
嵩
上
げ

1/
3→

1/
2を

R1
0ま
で
延
長
）

２
b

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）
78

教
育
支
援
体
制
整
備
事
業
費
交
付
金

令
和

8年
度
要
求
・要
望
額

31
億
円

（
前
年
度
予
算
額

8億
円
）

令
和

6年
度
補
正
予
算
額

17
億
円

 

都
道
府
県

  幼
稚
園
、幼

稚
園
型
認
定
こど
も
園
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園

幼
稚
園
、認

定
こど
も
園
、保

育
所

   
 幼
稚
園

幼
稚
園
、幼

稚
園
型
認
定
こど
も
園
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園

１

国
１

/２
等

園
務
平
準
化
の
た
め
の
業
務
体
制
へ
の
支
援

IC
T環
境
整
備
の
支
援

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
支
援

教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、教

職
員
を
対
象
とし
た

研
修
を
支
援

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
緊
急
環
境
整
備

 

（
1）

安
心
・安
全
の
た
め
の
園
務
平
準
化
に
必
要
な
経
費
を
支
援

（
2）

認
定
こど
も
園
等
へ
移
行
す
る
た
め
の
準
備
経
費
を
支
援

現
状
・課
題
・事
業
内
容

２ ３ ４

１ ２ ３ ４

  物
品
等
の
購
入
費
等

研
修
参
加
費
等

   
 事
務
職
員
雇
用
費
等

端
末
・シ
ス
テ
ム
導
入
費
等

1
3 4

2子
供
の
学
び
に
必
要
な
遊
具
、運

動
用
具
、保

健
衛
生

用
品
等
の
整
備
を
支
援

※
熱
中
症
対
策
支
援
を
増
額

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
、教

育
に
係
る
資
料
の
電
子
化

等
に
必
要
な

IC
T環

境
の
整
備
に
係
る
費
用
を
支
援

※
こど
も
性
暴
力
防
止
法
の
施
行
に
向
け
た
端
末
購
入
等
の
支
援
を
増
額

平
成

27
年
度
～

補
助
割
合

対
象

校
種

主
な

対
象
経
費

実
施

主
体

事
業
開
始
年
度

○
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
と幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、認

定
こど
も
園
の
設
置
を
支
援
す
る
とと
も
に
、預

か
り保

育
や

こど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
本
格
実
施
も
踏
ま
え
た
こど
も
の
学
び
に
必
要
な
環
境
整
備
、D

Xを
推
進
し教

員
が
こど
も
と向

き
合
う時

  
間
を
確
保
す
る
た
め
の

IC
T環
境
整
備
等
を
支
援
す
る
。

（
担
当
：
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）
77

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助

令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

 1
,0

50
億
円

（
前
年
度
予
算
額

1,
00

3億
円
）

事
業
内
容

○
私
立
高
等
学
校
等
の
教
育
条
件
の
維
持
向
上
や
学
校
経
営
の
健
全
性
の
向
上
等
を
図
る
とと
も
に
、自

主
性
に
基
づ
く特
色
あ
る
質
の
高
い
教
育
を
充
実
す
る
た
め
、国

が
都
道
府
県

に
よ
る
経
常
費
助
成
等
に
対
して
補
助
を
行
う。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

●
一
般
補
助

 
86

0億
円
（

83
3億

円
）

都
道
府
県
が
、私

立
の
高
等
学
校
、中

学
校
、小

学
校
及
び
幼
稚
園
等
の
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
助
成
す
る
場
合
、国

が
都
道
府
県
に
対
して
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補
助
。

○
物
価
上
昇
等
へ
の
対
応
、私

立
学
校
に
お
け
る
教
育
の
高
度
化
等
に
必
要
な
幼
児
児
童
生
徒
１
人
当
た
り単

価
の
増
額

○
幼
稚
園
教
諭
等
の
継
続
的
な
賃
上
げ
及
び
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
処
遇
改
善
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

●
特
別
補
助

 
15

0億
円
（

13
7億

円
）

 教
育
改
革
推
進
特
別
経
費

<
66
億
円

>
   

   
都
道
府
県
が
、私

立
学
校
の
特
色
あ
る
取
組
等
に
助
成
を
行
う場

合
、国

が
都
道
府
県
に
対
して
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補
助
。

   
 ①
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
学
校
支
援
経
費
の
充
実
（
次
世
代
を
担
う人

材
育
成
の
促
進
、外

国
人
入
学
生
の
受
入
れ
の
た
め
の
環
境
整
備
、

IC
T教

育
環
境
の
整
備
、

 
教
育
相
談
体
制
の
整
備
、安

全
確
保
の
推
進
、教

員
業
務
支
援
員
の
配
置
等
）

<
25
億
円

>
   

 ②
子
育
て
支
援
推
進
経
費
（
預
か
り保

育
推
進
事
業
、幼

稚
園
の
子
育
て
支
援
活
動
の
推
進
）

<
40
億
円

>
幼
稚
園
等
特
別
支
援
教
育
経
費

<
80
億
円

>
   

   
都
道
府
県
が
、特

別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
が
１
人
以
上
就
園
して
い
る
私
立
の
幼
稚
園
等
に
特
別
な
助
成
を
行
う場

合
、国

が
都
道
府
県
に
対
して
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補
助
。

 授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
特
別
経
費

 <
3億

円
>

私
立
の
小
中
学
校
等
が
、家

計
急
変
等
の
経
済
的
理
由
か
ら授

業
料
の
納
付
が
困
難
とな
った
児
童
生
徒
に
対
し授

業
料
減
免
措
置
を
行
い
、都

道
府
県
が
そ
の
減
免
額
に
助
成

を
行
う場

合
、国

が
都
道
府
県
に
対
して
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補
助
。

過
疎
高
等
学
校
特
別
経
費

<
1.

5億
円

>
   

   
都
道
府
県
が
、過

疎
地
域
に
所
在
す
る
私
立
高
等
学
校
の
経
常
的
経
費
に
助
成
を
行
う場

合
、国

が
都
道
府
県
に
対
して
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補
助
。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
補
助

●
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

40
億
円
（

33
億
円
）

 特
別
支
援
学
校
等
に
対
して
、国

が
そ
の
教
育
の
推
進
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
。

※
単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、計

が
一
致
しな
い
場
合
が
あ
る
。

※
（

  ）
 は
前
年
度
予
算
額

私
立
高
等
学
校
等
は
、多

様
な
人
材
育
成
や
特
色
あ
る
教
育
を
行
うこ
とに
よ
り、
我

が
国
の
学
校
教
育
の
発
展
に
大
き
く貢
献
して
い
る
。私

立
高
等
学
校
等
が
我
が
国
の

初
等
中
等
教
育
に
果
た
し
て
い
る
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、都

道
府
県
に
よ
る
経
常

的
経
費
へ
の
助
成
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

背
景
説
明

私
立
高
等
学
校
等
の
教
育
条
件
の
維
持
向
上
や
学
校
経
営
の
健
全
性
の
向
上
等
を

図
る
こと
に
よ
り、
私
立
高
等
学
校
等
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
とと
も
に
、私

立
高
等

学
校
等
に
お
け
る
多
様
な
人
材
育
成
や
特
色
あ
る
教
育
を
充
実
す
る
。

目
的
・目
標
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私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助

 生
徒
等
１
人
当
た
り単

価
令
和
８
年
度
概
算
要
求
に
お
け
る
生
徒
等
１
人
当
た
り単

価

近
年

、学
校

で
対

応
す

る
課

題
は

多
様

化
・複

雑
化

し
て

お
り、

私
立

高
等

学
校

等
の

所
轄

庁
で

あ
る

都
道

府
県

の
補

助
に

お
け

る
生

徒
等

１
人

当
た

り単
価

の
実

績
は

年
々

増
加

傾
向

に
あ

る
。

背
景
説
明

※
この

ほ
か

、加
算

分
に

つ
い

て
は

別
途

所
要

額
を

計
上

。

令
和
８
年
度
概
算
要
求
で
の
対
応

物
価

高
騰

等
に

よ
る

経
常

的
経

費
増

加
へ

の
対

応
、私

立
学

校
に

お
け

る
教

育
の

高
度

化
等

に
必

要
な

経
費

を
勘

案
し、

生
徒

等
１

人
当

た
りの

国
庫

補
助

単
価

を
増

額
【2

.0
％

増
】

厳
しい

財
政

事
情

で
は

あ
る

が
、国

も
私

学
助

成
の

充
実

に
努

め
て

い
く中

で
、所

轄
庁

で
あ

る
都

道
府

県
に

お
い

て
も

、生
徒

等
１

人
当

た
り単

価
の

増
額

や
私

立
高

等
学

校
等

の
特

色
あ

る
取

組
へ

の
支

援
の

拡
充

な
ど、

私
学

助
成

の
充

実
を

図
る

こと
が

期
待

され
る

。

全
日

制
・定

時
制

課
程

60
,3

92
（

59
,2

08
）

広
域

以
外

の
通

信
制

課
程

18
,2

43
（

17
,8

85
）

後
期

課
程

 
60

,3
92

（
59

,2
08

）

前
期

課
程

52
,8

58
（

51
,8

22
）

52
,8

58
（

51
,8

22
）

後
期

課
程

 
52

,8
58

（
51

,8
22

）

前
期

課
程

51
,1

94
（

50
,1

90
）

51
,1

94
（

50
,1

90
）

26
,0

31
（

25
,5

21
）

高
等

部
1,

65
4,

84
8

（
1,

62
2,

40
0）

高
等

部
以

外
1,

64
1,

01
7

（
1,

60
8,

84
0）

60
8,

62
2

（
59

6,
68

8）

29
,5

50
（

29
,5

50
）

中 等 教 育 学 校

区
　分

生
徒

等
１

人
当

た
り単

価
（

円
）

※
括

弧
書

き
は

前
年

度
単

価
高 等 学 校

広
域

通
信

制
高

等
学

校

中
　　

学
　　

校

義 務 教 育 学 校

小
　　

学
　　

校

幼
　　

稚
　　

園

特 別 支 援 学 校

特
別

支
援

学
級

 令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

15
億
円

（
前
年
度
予
算
額

12
億
円
）

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
支
援

事
業
内
容

都
道
府
県
が
、幼

児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
、幼

稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
を
実
施
して
い
る
私
立
幼
稚
園
に
助
成
を
行
う場

合
、

国
が
都
道
府
県
に
対
して
そ
の
助
成
額
を
補
助
。

背
景

①
継
続
的
な
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善

（
教
職
員
対
象
）

一
般
補
助

②
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
処
遇
改
善

（
教
員
対
象
）

教
職
員
を
対
象
とす
る
継
続
的
な
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善
を
行
う私

立
幼

稚
園
の
取
組
を
支
援
す
る
とと
も
に
、幼

児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
処
遇

改
善
に
取
り組

む
私
立
幼
稚
園
を
支
援
す
る
こと
で
、人

材
確
保
を
図
る
。

背
景
説
明

目
的
・目
標

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
は
、質

の
高
い
教
職
員
を
持
続
的
に

確
保
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
幼
稚
園
教
諭
等
の
処
遇
改
善
等
に
取

り組
む
こと
が
必
要
。

※
②
に
つ
い
て
は
、①

を
実
施
して
い
る
園
を
対
象
とし
て
、中

核
リー
ダ
ー
・専
門
リー
ダ
ー
・若
手
リー
ダ
ー
とな
る
教
員
の
発
令
や
専
修
免
許
状
・一
種
免
許
状
へ
の
上
進
に
対
す
る
処
遇
改
善
を
支
援
。

以
下
の
処
遇
改
善
を
実
施
して
い
る
私
立
幼
稚
園
を
補
助
。

①
継
続
的
な
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善
の
実
施

②
①
に
加
え
、教

員
の
キ
ャリ
ア
ア
ップ
や
マ
ネ
ジ
メン
ト力

の
強
化
等
を
目
的
とし
た
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
処
遇
改
善
の
実
施

補
助
対
象
の
範
囲

一
般
補
助
を

増
額
補
正

補
助
対
象
の
範
囲

国
庫
補
助
の
メ
ニ
ュー

負
担
割
合

支
援 ①

教
職
員
を
対
象
とし
た
継
続
的
な

賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善

継
続
的
な
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善
に
対
す
る

 都
道
府
県
補
助
の
一
部

国 1/
4

都
道
府
県

1/
4 園 1/
2

支
援 ②

①
の
実
施
に
加
え
、教

員
を
対
象

とし
た
研
修
に
よ
る
技
能
の
習
得
を

通
じた
キ
ャリ
ア
ア
ップ
や
免
許
の

上
進
を
踏
ま
え
た
処
遇
改
善

○
中
核
リー
ダー
・専
門
リー
ダー

40
,0

00
円
（
月
額
）

○
若
手
リー
ダー 5,

00
0円

（
月
額
）

○
専
修
免
許
状
・一
種
免
許
状
へ
の
上
進
者

5,
00

0円
（
月
額
）

※
月
額
は
全
て
上
限
額
で
あ
り、
上
記
処
遇

 改
善
に
対
す
る
都
道
府
県
補
助
の
一
部

※
そ
の
他
、専

修
免
許
状
・一
種
免
許
状
の
取
得
の
促
進
に
つ
い
て
も
支
援
。

教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
（
高
校
等
：
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
学
校
支
援
経
費
）

事
業
内
容

都
道
府
県
が
、教

育
の
質
の
向
上
に
取
り組

む
学
校
に
助
成
を
行
う場

合
、国

が
都
道
府
県
に
対
して
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補
助
。

＜
取
組
み
メ
ニ
ュー
＞

①
次
世
代
を
担
う人

材
育
成
の
促
進

   
   

グ
ロー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
英
語
教
育
の
強
化
、国

際
交
流
の
推
進
、数

理
・デ
ー
タサ
イエ
ン
ス
・A

I教
育
等
の
推
進
等

（
外
部
講
師
の
活
用
等
に
よ
り、
教
育
の
質
の
充
実
に
資
す
る
取
組
が
対
象
）

②
外
国
人
入
学
生
受
入
れ
の
た
め
の
環
境
整
備

外
国
人
入
学
生
受
入
の
た
め
の
校
内
サ
イン
の
設
置
、学

校
生
活
等
の
た
め
の
通
訳
や
サ
ポ
ー
ト人

材
等
の
配
置
等

③
IC

T教
育
環
境
の
整
備
推
進

情
報
通
信
技
術
活
用
支
援
員
の
配
置
、校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、I

CT
機
器
の
管
理
委
託
（
リー
ス
含
む
）
等

④
教
育
相
談
体
制
の
整
備

 ス
クー
ル
カウ
ン
セ
ラー
や
ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
等
の
活
用
、不

登
校
の
生
徒
等
の
教
育
機
会
に
つ
い
て
の
支
援

等
⑤
職
業
・ボ
ラ
ン
テ
ィア
・文
化
・健
康
・食
等
の
教
育
の
推
進

職
業
体
験
、ボ
ラン
テ
ィア
活
動
、伝

統
・文
化
体
験
、自

然
体
験
、地

域
社
会
や
産
業
界
等
と連

携
・協
同
した
取
組
、

栄
養
教
諭
の
活
用
な
ど食

に
関
す
る
指
導
の
充
実

等
⑥
安
全
確
保
の
推
進

防
犯
・安
全
対
策
の
た
め
の
警
備
員
（
ガ
ー
ドマ
ン
）
等
の
配
置
、登

下
校
時
に
お
け
る
交
通
安
全
指
導
員
等
の
人
員
配
置
、

児
童
生
徒
等
へ
の
講
習
会
（
防
犯
、防

災
、交

通
安
全
）
の
実
施
、地

域
住
民
や
関
連
機
関
等
との
合
同
防
犯
訓
練
の
実
施

等
⑦
特
別
支
援
教
育
に
係
る
活
動
の
充
実

教
員
の
専
門
性
向
上
の
た
め
の
研
修
や
講
師
派
遣
、個

別
の
支
援
計
画
の
策
定
等
を
は
じめ
とす
る
児
童
生
徒
の
学
習
・生
活
・進
学
・就
職
等
を
サ
ポ
ー
トす
る

支
援
体
制
の
構
築
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
コー
デ
ィネ
ー
ター
の
配
置
な
ど）

等
⑧
外
部
人
材
活
用
等
の
推
進

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
学
習
指
導
員
、部

活
動
指
導
員
等
の
専
門
ス
タッ
フや
外
部
人
材
等
の
活
用

等
（
教
員
が
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等
に
注
力
で
き
る
よ
う、
外
部
人
材
の
配
置
促
進
を
図
る
取
組
が
対
象
）

⑨
教
員
業
務
支
援
員
の
活
用
の
推
進

教
員
が
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等
に
注
力
で
き
る
体
制
整
備
の
た
め
の
教
員
業
務
支
援
員
の
配
置

等

 令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

25
億
円

（
前
年
度
予
算
額

18
億
円
）

※
①
か
ら⑨

毎
に
都
道
府
県
補
助
金
の
対
象
とな
った
学
校
数
に
、単

価
を
乗
じた
額
を
補
助
。た
だ
し、
都
道
府
県
補
助
額
の

1/
2を
上
限
とす
る
。

※
補
助
対
象
とな
る
学
校
種
に
つ
い
て
、③

は
幼
稚
園
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園
は
除
く。
⓻
は
幼
稚
園
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園
、特

別
支
援
学
校
及
び
特
別
支
援
学
級
を
置
く学
校
は
除
く。
⑨
は
①
～
⑧
に
該
当
す
る
取
組
は
除
く。

※
補
助
要
件
は
前
年
度
と同

様
の
予
定
。

教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
（
幼
稚
園
等
：
子
育
て
支
援
推
進
経
費
）

事
業
内
容

子
ども

・子
育

て
支

援
の

更
な

る
質

の
向

上
を

図
る

とと
も

に
、多

様
な

保
育

の
受

け
皿

を
拡

充
す

る
た

め
、幼

稚
園

に
お

け
る

預
か

り保
育

や
子

育
て

支
援

活
動

を
支

援
す

る
。

①
預
か
り保

育
推
進
事
業

幼
稚

園
の

教
育

時
間

終
了

後
や

休
業

日
に

「預
か

り保
育

」を
実

施
す

る
私

立
の

幼
稚

園
等

に
特

別
な

助
成

措
置

を
講

じる
都

道
府

県
に

対
して

、国
が

そ
の

助
成

額
の

１
／

２
以

内
を

補
助

。

②
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
活
動
の
推
進

 
親

子
登

園
や

未
就

園
児

の
受

入
れ

、教
育

相
談

な
ど、

施
設

を
広

く地
域

に
開

放
す

る
こと

を
積

極
的

に
推

進
す

る
私

立
の

幼
稚

園
等

に
特

別
な

助
成

措
置

を
講

じる
都

道
府

県
に

対
して

、国
が

そ
の

助
成

額
の

１
／

２
以

内
を

補
助

。

 令
和

８
年

度
要

求
・要

望
額

40
億

円
（

前
年

度
予

算
額

38
億

円
）

－
預

か
り保

育
時

間
５

時
間

～
６

時
間

/日
預

か
り保

育
時

間
６

時
間

～
７

時
間

/日
預

か
り保

育
時

間
７

時
間

以
上

/日

－
15

0,
00

0円
　4

00
,0

00
円

　7
00

,0
00

円

預
か

り保
育

担
当

者
数

２
人

/日
25

0,
00

0円
60

0,
00

0円
1,

05
0,

00
0円

1,
55

0,
00

0円

預
か

り保
育

担
当

者
数

３
人

以
上

/日
50

0,
00

0円
97

0,
00

0円
1,

60
0,

00
0円

2,
25

0,
00

0円

預
か

り保
育

担
当

者
数

２
人

/日
預

か
り保

育
担

当
者

数
３

人
以

上
/日

40
0,

00
0円

預
か

り保
育

推
進

事
業

単
価

表
（

令
和

８
年

度
）

① 通 常 の 預 か り 保 育

【Ａ
】開

園
日

の
4/

5以
上

の
日

数
、　

１
日

４
時

間
以

上
開

設
   

   
 加

え
て

、1
8時

以
降

（
18

時
を

含
む

）
も

開
設

   
   

   
   

   
   

   
   

   
の

場
合

70
0,

00
0円

加
算

単
価

　次
の

要
件

に
該

当
す

る
幼

稚
園

等

【Ｂ
】開

園
日

の
4/

5以
上

の
日

数
、　

１
日

４
時

間
以

上
開

設
   

   
   

   
   

   
の

場
合

60
0,

00
0円

基
礎

単
価

【Ｃ
】開

園
日

の
4/

5以
上

の
日

数
、　

１
日

２
時

間
以

上
か

ら４
時

間
未

満
開

設
   

 （
教

育
時

間
と合

わ
せ

て
８

時
間

以
上

）
の

場
合

② 長 期 休 業 日 等 預 か り 保 育

基
礎

単
価

（
１

）
長

期
休

業
日

の
１

０
日

以
上

の
日

数
、１

日
２

時
間

以
上

開
設

80
,0

00
円

（
２

）
休

業
日

の
１

９
日

以
上

の
日

数
、１

日
２

時
間

以
上

開
設

15
0,

00
0円

加
算

単
価

　次
の

要
件

に
該

当
す

る
幼

稚
園

等

　　
14

0,
00

0円
　　

20
0,

00
0円

　　
26

0,
00

0円
　　

37
0,

00
0円

【Ｄ
】開

園
日

の
4/

5以
上

の
日

数
、　

１
日

２
時

間
以

上
か

ら４
時

間
未

満
開

設
   

 （
教

育
時

間
と合

わ
せ

て
８

時
間

未
満

）
の

場
合

20
0,

00
0円

（
１

）
長

期
休

業
日

（
２

）
休

業
日
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事
業
内
容

私
立
幼
稚
園
等
の
特
別
支
援
教
育
へ
の
支
援

都
道
府
県
が
、特

別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
が
１
人
以
上
就
園
して
い
る
私
立
の
幼
稚
園
等
に
特
別
な
助
成
を
行
う場

合
、国

が
都
道
府
県
に

対
して
そ
の
助
成
額
の
一
部
を
補
助
。

年
度

R4
年
度

R5
年
度

R6
年
度

R7
年
度

R8
年
度

概
算
要
求

予
算
額

68
億
円

71
億
円

75
億
円

77
億
円

80
億
円

対
象
幼
児
数

1.
82
万
人

1.
9万

人
2.

04
万
人

2.
1万

人
2.

15
万
人

幼
稚
園
等
特
別
支
援
教
育
経
費
の
推
移
（
予
算
額
・対
象
幼
児
数
）

都
道
府
県

国
①
所
轄
庁
で
あ
る
都
道
府
県

が
特
別
な
助
成
を
実
施

②
国
が
都
道
府
県
に
対
して

助
成
額
の
一
部
を
補
助

特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
が

就
園
して
い
る
私
立
の
幼
稚
園
等

背
景

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
の
実
施
等
の
観
点
か
ら、

特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
へ
の
早
期
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
って
い

る
。背
景
説
明

特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
が
、幼

稚
園
等
に
お
い
て
適
切
な
教
育
が
受
け
ら

れ
な
い
事
態
を
未
然
に
防
ぐと
とも
に
、幼

児
期
の
子
育
て
支
援
の
充
実
の
観
点

か
らも
、私

立
幼
稚
園
等
に
お
け
る
受
入
れ
に
対
す
る
支
援
を
行
う。

目
的
・目
標

 令
和
８
年
度
要
求
・要
望
額

80
億
円

（
前
年
度
予
算
額

77
億
円
）

年
度

S5
3年

度
S6

0年
度

H
2年

度
H

4年
度

H
6年

度
H

11
年
度

R6
年
度

人
数

8人
以
上

7人
以
上

5人
以
上

4人
以
上

3人
以
上

2人
以
上

1人
以
上
※

特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
数
の
補
助
基
準
の
推
移

※
1人

受
け
入
れ
園
の
補
助
対
象
は

80
人
未
満
の
園
に
限
定

〇
幼
児
は
、
自
分
と
他
者
の
気
持
ち
の
区
別
が
十
分
に
つ
か
な
か
っ
た
り
、
し
て
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、

心
身
の
成
長
の
過
程
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
幼
児
の
行
為
を
い
じ
め
や
暴
力
行
為
と
し
て
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

〇
こ
う
し
た
観
点
も
踏
ま
え
、
幼
稚
園
等
は
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
対
象
と
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
就
学
前
の
幼
児
に
お
い
て
も

“い
じ
め

”と
思
わ
れ
る
行
為
は
あ
り
得
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
法
の
対
象
で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
各
園
で
い
じ
め
防
止
に
係
る
基
本
方
針
等
を

定
め
る
な
ど
、
各
自
治
体
及
び
園
に
お
い
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
。

幼
稚
園
等
に
お
け
る
い
じめ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

【
幼
稚
園
教
育
要
領
（
平
成

29
年

3月
告
示
）
「
第
２
章

ね
ら
い
及
び
内
容
」
の
「
人
間
関
係
」
よ
り
】

２
内
容

(7
) 
友
達
の
よ
さ
に
気
付
き
，
一
緒
に
活
動
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

(9
) 
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
，
考
え
な
が
ら

行
動
す
る
。

(1
0)

 友
達
と
の
関
わ
り
を
深
め
，
思
い
や
り
を
も
つ
。

３
内
容
の
取
扱
い

(4
) 
（
略
）
幼
児
が
他
の
幼
児
と
の
関
わ
り
の
中
で
他
人
の
存
在
に
気
付
き
，
相
手
を

尊
重
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
，
（
略
）
。
特
に
，
人
に
対
す

る
信
頼
感
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
は
，
葛
藤
や
つ
ま
ず
き
を
も
体
験
し
，
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
り
次
第
に
芽
生
え
て
く
る
こ
と
に
配
慮
す
る
こ
と
。

(5
) 
（
略
）
互
い
に
思
い
を
主
張
し
，
折
り
合
い
を
付
け
る
体
験
を
し
，
き
ま
り
の
必

要
性
な
ど
に
気
付
き
，
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
す
る
力
が
育
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

＜
基
本
方
針
等
の
項
目
例
＞

・
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
考
え
方

・
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
組
織

・
い
じ
め
の
未
然
防
止

・
い
じ
め
の
早
期
発
見

・
い
じ
め
発
生
時
の
対
応

・
重
大
事
態
へ
の
対
処

等

＜
い
じ
め
防
止
に
係
る
基
本
方
針
等
を
定
め
る
各
園
の
取
組
例
＞

１
．
私
立
幼
稚
園

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
以
下
を
位
置
付
け
。

い
じ
め
は
、
園
児
の
心
と
身
体
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
か
え
が
え
の
な
い
命
さ
え
失
い
か
ね
な
い
極
め
て
重
大

な
問
題
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
。

２
．
公
立
幼
稚
園

幼
児
期
に
お
け
る
い
じ
め
に
つ
い
て
以
下
を
位
置
付
け
。

幼
児
期
は
、
（
略
）
幼
児
が
自
分
で
考
え
、
自
分
の
気
持
ち

を
伝
え
な
が
ら
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
し
た
り
認
め
た
り
す
る

体
験
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
幼
児

で
あ
っ
て
も
、
い
ざ
こ
ざ
の
範
囲
を
超
え
、
相
手
に
与
え
る
苦

痛
が
頻
回
で
執
拗
な
も
の
に
つ
い
て
は
い
じ
め
と
認
識
し
、
重

大
な
事
案
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
未
然
防
止
と
再
発
防
止
を
強

化
し
、
保
護
者
と
協
力
し
て
幼
児
が
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築

け
る
よ
う
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
．
国
立
大
学
附
属
幼
稚
園

い
じ
め
防
止
に
係
る
年
間
計
画
を
策
定
。
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そ
の

他
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法
案
の
趣
旨

施
行
期
日

法
案
の
概
要

令
和
７
年

10
月
１
日
（
た
だ
し
、（

２
）
②
は
令
和
８
年
４
月
１
日
、（

３
）
②
は
公
布
の
日
か
ら起

算
し
て
１
年
６
月
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
、

（
３
）
③
は
公
布
の
日
か
ら起

算
して
６
月
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
に
施
行
す
る
。）

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
７
年
法
律
第

29
号
）
の
概
要

保
育
人
材
の
確
保
等
に
関
す
る
体
制
の
整
備
及
び
虐
待
を
受
け
た
児
童
等
へ
の
対
応
の
強
化
を
図
る
た
め
、保

育
士
・保
育
所
支
援
セ
ン
ター
の
法
定
化
、国

家
戦
略
特
別
区
域

に
お
け
る
関
係
す
る
特
例
の
一
般
制
度
化
を
行
うほ
か
、保

育
所
等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通
報
義
務
等
の
創
設
、一

時
保
護
委
託
の
登
録
制
度
の
創
設
及
び
児
童
虐
待
を

行
った
疑
い
の
あ
る
保
護
者
に
対
す
る
一
時
保
護
中
の
児
童
との
面
会
制
限
等
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う。

（
１
）
保
育
士
・保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
法
定
化

【児
童
福
祉
法
】

現
在
予
算
事
業
とし
て
行
わ
れ
て
い
る
保
育
士
・保
育
所
支
援
セ
ン
ター
に
よ
る
保
育
士
確
保
の
た
め
の
都
道
府
県
等
の
業
務
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し、
都
道
府
県
等
が
潜
在
保

育
士
の
復
職
支
援
等
を
行
うた
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う。

 

（
２
）
保
育
の
体
制
の
整
備
に
係
る
特
例
の
一
般
制
度
化

【児
童
福
祉
法
、子

ども
・子
育
て
支
援
法
、国

家
戦
略
特
別
区
域
法
】

①
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
限
り認

め
られ
て
い
る
地
域
限
定
保
育
士
制
度
を
一
般
制
度
化
し、
登
録
した
都
道
府
県
等
に
お
い
て
の
み
保
育
士
とし
て
業
務
を
行
うこ
とが
で
き
、登

録
後
３
年
経
過
し一

定
の
勤
務
経
験
が
あ
る
場
合
に
は
、通

常
の
保
育
士
とし
て
当
該
都
道
府
県
等
以
外
で
も
業
務
を
行
うこ
とが
可
能
な
資
格
制
度
を
創
設
す
る
。

②
３
～
５
歳
児
の
み
を
対
象
とし
た
小
規
模
保
育
事
業
は
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
限
り認

め
られ
て
い
る
とこ
ろ
、こ
れ
を
全
国
展
開
す
る
。

（
３
）
虐
待
対
応
の
強
化

【児
童
福
祉
法
、認

定
こど
も
園
法
、学

校
教
育
法
、児

童
虐
待
防
止
法
、こ
ども
性
暴
力
防
止
法
】

①
保
育
所
等
（
※
）
の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通
報
義
務
等
を
創
設
す
る
。

（
※
）
も
っぱ
ら保

護
者
と離

れ
た
環
境
下
に
お
い
て
、児

童
に
保
育
や
居
場
所
の
提
供
等
を
行
う以

下
の
施
設
・事
業
を
対
象
とす
る
。

保
育
所
、幼

保
連
携
型
認
定
こど
も
園
、幼

稚
園
、特

別
支
援
学
校
幼
稚
部
、家

庭
的
保
育
事
業
、小

規
模
保
育
事
業
、居

宅
訪
問
型
保
育
事
業
、事

業
所
内
保
育

事
業
、認

可
外
保
育
施
設
、一

時
預
か
り事

業
、病

児
保
育
事
業
、乳

児
等
通
園
支
援
事
業
、児

童
自
立
生
活
援
助
事
業
、放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、子

育
て

短
期
支
援
事
業
、意

見
表
明
等
支
援
事
業
、妊

産
婦
等
生
活
援
助
事
業
、児

童
育
成
支
援
拠
点
事
業
、母

子
生
活
支
援
施
設
、児

童
館

②
児
童
福
祉
施
設
、里

親
等
以
外
の
者
が
一
時
保
護
委
託
を
受
け
る
場
合
の
登
録
制
度
を
創
設
す
る
。ま
た
、当

該
登
録
を
受
け
た
者
を
こど
も
性
暴
力
防
止
法
の
学
校
設
置
者

等
とし
て
位
置
付
け
る
。

③
一
時
保
護
児
童
と保

護
者
との
面
会
等
制
限
に
つ
い
て
、児

童
虐
待
が
行
わ
れ
た
場
合
に
加
え
、児

童
虐
待
を
行
った
疑
い
が
あ
る
と認

め
られ
る
場
合
も
、児

童
の
心
身
に
有
害

な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
大
き
い
と認

め
る
とき
に
、保

護
者
の
同
意
が
な
くと
も
面
会
等
制
限
を
可
能
とす
る
。併

せ
て
、面

会
等
制
限
を
児
童
へ
の
意
見
聴
取
等
措
置
の
実
施

対
象
に
加
え
る
。
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保
育
所
等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通
報
義
務
等
に
つ
い
て

○
保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
等
の
不
適
切
事
案
が
相
次
い
で
お
り
、
こ
ど
も
や
保
護
者
が
不
安
を
抱
え
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
保

育
所
等
に
通
う
・
こ
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
児
童
養
護
施
設
等
や
障
害
児
者
施
設
、
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
虐
待
等
の
発
見
時
の
通
報
義
務
等
の
仕
組
み

が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
仕
組
み
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

（
※
）
な
お
、
保
育
所
等
や
自
治
体
に
お
い
て
適
切
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
「
保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
等
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
通
知
を
発
出
（
令
和
５
年
５
月
）
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

①
制
度
の
現
状
・
背
景

②
改
正
内
容

○
保
育
所
等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
等
を
改
正
し
、
児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
と
同
様
、

下
記
の
規
定
を
設
け
る
。

・
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者
の
通
報
義
務

・
都
道
府
県
等
に
よ
る
事
実
確
認
や
児
童
の
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

・
都
道
府
県
等
が
行
っ
た
措
置
に
対
す
る
児
童
福
祉
審
議
会
等
に
よ
る
意
見

・
都
道
府
県
に
よ
る
虐
待
の
状
況
等
の
公
表

・
国
に
よ
る
調
査
研
究

等

○
も
っ
ぱ
ら
保
護
者
と
離
れ
た
環
境
下
に
お
い
て
、
児
童
に
保
育
や
居
場
所
の
提
供
等
の
支
援
を
行
う
以
下
の
施
設
・
事
業
を
、

通
報
義
務
等
の
対
象
と
し
て
追
加
す
る
。

【
対
象
施
設
・
事
業
】
：
保
育
所
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
、
家
庭
的
保
育
事
業
、

小
規
模
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
、
認
可
外
保
育
施
設
、
一
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事

業
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
意
見
表

明
等
支
援
事
業
、
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
館

施
行
日
：
令
和
７
年

10
月
１
日
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保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
概
要
①
）


保
育
所
等
に
対
す
る
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、虐

待
の
考
え
方
や
虐
待
の
防
止
等
に
関
して
保
育
所
等
・自

治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
られ
る
事
項
等
を
整
理
した
ガ
イド
ライ
ン
を
令
和
５
年
５
月
に
発
出
。


児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
７
年
法
律
第

29
号
）
に
お
い
て
、保

育
所
等
に
お

け
る
虐
待
の
通
報
義
務
等
の
仕
組
み
を
設
け
、法

律
上
、通

報
が
あ
った
場
合
の
自
治
体
の
対
応
を
明
確

化
した
とこ
ろ
。


併
せ
て
、令

和
６
年
度
に
は
「保
育
所
等
に
お
け
る
不
適
切
な
保
育
に
関
す
る
調
査
研
究
」を
実
施
し、
虐

待
に
係
る
判
断
プ
ロセ
ス
や
判
断
を
行
う際

の
指
標
を
整
理
した
とこ
ろ
で
あ
り、
改
正
法
や
調
査
研
究
を
踏

ま
え
、ガ
イド
ライ
ン
の
内
容
の
拡
充
を
実
施
。

概
要

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
目
次

概
念
の
再
整
理
：
「不
適
切
な
保
育
」に
つ
い
て


従
前
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、「
不
適
切
な
保
育
」を
「虐
待
等
が
疑
わ
れ
る
事
案
」と
捉
え
、不

適
切

な
保
育
の
中
に
は
虐
待
等
が
含
ま
れ
得
る
も
の
で
あ
り、
不
適
切
な
保
育
自
体
が
未
然
防
止
や
改
善
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
とし
て
、必

要
な
対
応
を
講
じて
い
く必
要
が
あ
る
も
の
と整

理
を
し、
ま
た
、「
不
適
切
な
保
育
」

の
外
側
に
「こ
ども
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら望

ま
しく
な
い
と考

え
られ
る
か
か
わ
り」
が
あ
る
も
の
と整

理
して
い

た
。


一
方
で
、日

々
保
育
の
現
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
は
、仮

に
そ
の
１
つ
１
つ
が
虐
待
に
は
該
当
しな
い
も

の
で
あ
った
とし
て
も
、日

々
の
振
り返

りの
中
で
改
善
が
図
られ
な
け
れ
ば
、そ
うし
た
行
為
の
繰
り返

し等
に

よ
って
虐
待
に
な
り得

る
、す
な
わ
ち
、日
々
の
行
為
の
延
長
に
虐
待
が
あ
る
と解

す
べ
き
。


ま
た
、今

般
の
改
正
法
に
お
い
て
、身

体
的
虐
待
・性
的
虐
待
・ネ
グ
レ
クト
・心
理
的
虐
待
の
４
つ
を
「虐

待
」と
定
義
し、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
通
報
義
務
を
設
け
た
こと
も
踏
ま
え
、 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、

「不
適
切
な
保
育
」や
「こ
ども
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
望
ま
し
くな
い
と考

え
ら
れ
る
か
か
わ
り」
とい
う概

念
は
用
い
ず
、「
虐
待
」の
概
念
を
軸
に
講
ず
る
べ
き
対
応
等
を
再
整
理
。


この
再
整
理
は
、「
虐
待
」に
該
当
しな
い
も
の
に
つ
い
て
、未

然
防
止
や
改
善
の
取
組
を
要
しな
い
こと
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。前

述
の
とお
り、
日
々
の
行
為
の
延
長
に
虐
待
が
あ
る
も
の
で
あ
り、
日
々
の
保
育
実

践
に
お
い
て
、よ
り良

い
保
育
に
向
け
た
振
り返

りが
実
施
され
、改

善
に
つ
な
が
る
一
連
の
「流
れ
」を
つ
くる
、

そ
うし
た
不
断
の
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

Ⅰ
は
じ
め
に

１
．
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置
づ
け

 
２
．
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
７
年
法
律
第

29
号
）
に
つ
い
て

 
３
．
保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
に
つ
い
て

（
１
）
虐
待
に
つ
い
て

（
２
）
「
不
適
切
な
保
育
」
に
つ
い
て

Ⅱ
保
育
所
等
に
お
け
る
対
応

１
．
よ
り
良
い
保
育
に
向
け
た
日
々
の
保
育
実
践
の
振
り
返
り
等

 
（
１
）
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

（
２
）
各
職
員
や
施
設
単
位
で
、
日
々
の
保
育
実
践
に
お
け
る
振
り
返
り
を
行
う
こ
と

（
３
）
職
員
一
人
ひ
と
り
が
こ
ど
も
の
人
権
・
人
格
を
尊
重
す
る
意
識
の
共
有
を
す
る
こ
と

２
．
市
町
村
等
へ
の
相
談

（
１
）
虐
待
と
疑
わ
れ
る
事
案
と
確
認
し
た
場
合

（
２
）
虐
待
と
疑
わ
れ
る
事
案
に
該
当
し
な
い
と
確
認
し
た
場
合

 
３
．
市
町
村
等
の
指
導
等
を
踏
ま
え
た
対
応

 
４
．
さ
ら
に
よ
り
良
い
保
育
を
目
指
す

Ⅲ
市
町
村
・
都
道
府
県
（
所
管
行
政
庁
）
に
お
け
る
対
応

 
１
．
未
然
防
止
に
向
け
た
相
談
・
支
援
、
よ
り
良
い
保
育
に
向
け
た
助
言
等

 
２
．
虐
待
対
応
の
全
体
像
と
体
制
整
備
に
つ
い
て

 
（
１
）
虐
待
対
応
の
全
体
像

 
（
２
）
体
制
整
備

 
３
．
保
育
所
等
か
ら
の
相
談
や
通
報
を
受
け
た
場
合

 
（
１
）
通
報
受
理
時
に
確
認
す
る
事
項
等

 
（
２
）
個
人
情
報
保
護
と
の
関
係

 
（
３
）
通
報
に
よ
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
に
つ
い
て

 
４
．
事
実
確
認
の
準
備
と
実
施

 
（
１
）
通
報
内
容
の
情
報
共
有
の
実
施

 
（
２
）
都
道
府
県
・
市
町
村
の
連
携
及
び
対
応
の
協
議
に
つ
い
て
（
例
：
保
育
所
の
場
合
）

（
３
）
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
保
育
所
に
お
い
て
虐
待
が
発
生
し
た
場
合

 
（
４
）
初
動
対
応
の
決
定

 
（
５
）
事
実
確
認
の
実
施

 
５
．
虐
待
の
有
無
の
判
断
、
課
題
の
整
理
、
対
応
方
針
の
決
定

 
（
１
）
虐
待
の
具
体
的
な
判
断
過
程

 
（
２
）
都
道
府
県
・
市
町
村
の
連
携
及
び
対
応
の
協
議
に
つ
い
て
（
例
：
保
育
所
の
場
合
）

（
３
）
虐
待
と
判
断
さ
れ
る
行
為
の
指
標

（
４
）
指
標
に
基
づ
く
判
断
の
具
体
例
に
つ
い
て

（
５
）
判
断
後
の
対
応

 
（
６
）
虐
待
と
判
断
し
た
場
合
の
対
応

（
７
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

 
（
８
）
児
童
福
祉
審
議
会
へ
の
報
告
等

 
（
９
）
虐
待
の
状
況
の
定
期
的
な
報
告
・
公
表

 
Ⅳ

参
考
資
料
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保
育
所
等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通
報
義
務
等
に
つ
い
て


改
正
法
に
お
い
て
は
、
保
育
所
等
に
お
い
て
虐
待
が
発
生
し
た
場
合
は
、
「
所
管
行
政
庁
」
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
児
童
福
祉
法
施

行
令
（
昭
和

23
年
政
令
第

74
号
）
及
び
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

22
年
政
令
第

16
号
）
を
改
正
し
、
指
定
都
市
・
中
核
市
・
児
童
相
談
所
設
置
市
（
以
下
「
指

定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
が
指
導
監
督
を
行
う
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
指
定
都
市
等
を
「
所
管
行
政
庁
」
と
す
る
。


改
正
法
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
毎
年
度
、
管
内
の
市
町
村
に
お
け
る
虐
待
の
状
況
を
と
り
ま
と
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
児
童
福
祉
法

施
行
令
及
び
地
方
自
治
法
施
行
令
を
改
正
し
、
指
定
都
市
等
に
お
け
る
虐
待
の
状
況
を
含
め
、
都
道
府
県
知
事
が
と
り
ま
と
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

※
改
正
法
に
よ
り
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成

18
年
法
律
第

77
号
。
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
法
律
上
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
都
市
・
中
核
市
に

お
け
る
虐
待
の
状
況
を
と
り
ま
と
め
て
公
表
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

府
令

政
令

【
①
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
】


所
管
行
政
庁
が
児
童
福
祉
審
議
会
等
に
報
告
す
る
事
項
と
し
て
、
以
下
を
規
定
す
る
。

・
虐
待
に
係
る
施
設
等
の
名
称
、
所
在
地
及
び
種
別

・
虐
待
を
受
け
た
又
は
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
の
性
別
、
年
齢
及
び
そ
の
他
の
心
身
の
状
況

・
虐
待
の
種
別
、
内
容
及
び
発
生
要
因

・
虐
待
を
行
っ
た
施
設
職
員
等
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
職
種

・
所
管
行
政
庁
等
が
講
じ
た
措
置
の
内
容

・
虐
待
が
行
わ
れ
た
施
設
等
に
お
い
て
改
善
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
内
容

【
②
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
】


市
町
村
長
が
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
、
都
道
府
県
知
事
が
公
表
す
る
事
項
等
と
し
て
、
法
律
上
定
め
ら
れ
た
事
項
（
虐
待
の
状
況
、
事
実
確
認
等
の
講
じ
た
措

置
の
内
容
、
市
町
村
か
ら
報
告
を
受
け
た
事
項
）
に
加
え
、
以
下
を
規
定
す
る
。

・
虐
待
を
行
っ
た
職
員
等
の
職
種

【
③
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
】


都
道
府
県
知
事
等
が
虐
待
の
状
況
等
を
公
表
す
る
際
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

※
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
に
つ
い
て
も
、
上
記
と
同
様
の
改
正
を
行
う
。

※
上
記
の
他
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成

26
年
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
１

号
）
に
お
い
て
、
改
正
法
に
よ
り
認
定
こ
ど
も
園
法
上
「
入
園
児
虐
待
」
を
新
た
に
定
義
し
た
こ
と
に
伴
う
改
正
等
、
各
設
備
運
営
基
準
の
所
要
の
改
正
を
行
う
。
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幼
稚
園
等
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て


虐
待
の
通
報
が
され
た
場
合
、所

管
行
政
庁
は
、

①
情
報
収
集
・事
実
確
認

②
虐
待
有
無
の
判
断
・指
導
等
の
方
針
決
定

③
安
全
確
保
措
置
の
実
施
・こ
ども
に
対
す
る
支
援

④
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
※
へ
の
報
告

等
に
つ
い
て
、実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
学
校
教
育
法
に
お
い
て
、幼

稚
園
等
に
お
け
る
虐
待
つ
い
て
は
、「
教
育
、医

療
、心

理
、

福
祉
又
は
法
律
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
の
うち
か
ら当

該
所
管
行
政
庁
が
あ

らか
じめ
指
定
す
る
者
（
以
下
「専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
」と
い
う。
）
」へ
報
告
す
る
こと

とさ
れ
て
い
る
。対
応
フ
ロ
ー

施
設

改
善
勧
告
等
の
権
限
を

有
す
る
行
政
機
関

根
拠
規
定

学
校
教
育
法

幼
稚
園
等

都
道
府
県

第
13
条
（
閉
鎖
命
令
）

第
14
条
（
変
更
命
令
）

■
指
導
、勧

告
、命

令
等
の
権
限
規
定

※
私
立
の
幼
稚
園
等
に
つ
い
て
は
第

14
条
（
変
更
命
令
）
は
適
用
され
な
い
が
、直

ち
に
同
条
第

13
条
に
基
づ
く閉
鎖
を
命
じる
の
で
は
な
く、
事
前
に
行
政
手
続
法
第
２
条
第
６
号
に
基
づ
く行
政
指

導
とし
て
、変

更
の
勧
告
等
が
行
わ
れ
る
こと
が
望
ま
しい
。

■■
虐虐
待待
対対
応応
のの
全全
体体
像像
（（
例例
：：
幼幼
稚稚
園園
のの
場場
合合
））

91



― 36 ―

行
為
の
内
容

判
断

３
歳
児
の
こど
も
が
、苦

手
な
も
の
を
食
べ
る
こと
を
嫌
が
った
た
め
、 イ
苦
手
を
克
服
させ

る
意
図
で
、 ア
繰
り返

し
食
べ
る
よ
う促

して
い
た
。し
か
し、
こど
も
が
引
き
続
き
嫌
が
り、
席

を
立
とう
とし
た
た
め
、席

に
連
れ
戻
して
、そ
の
こど
も
を
ア
大
声
で
注
意
し、

ア
こど
も
の
口
元

に
苦
手
な
も
の
が
乗
った
ス
プ
ー
ン
を
当
て
る
と、
こど
も
は
嫌
々
な
が
らそ
れ
を
食
べ
た
。そ
の

後
も
、保

育
士
は
そ
の
イ
こど
も
が
嫌
々
食
べ
て
い
る
こと
を
知
りな
が
ら、
同
様
の
行
為
を
ア

毎
日
の
よ
うに
繰
り返

し
た
。し
ば
らく
し
て
、保

護
者
か
ら、
「 ウ
給
食
の
時
間
が
嫌
で
、こ
ど

も
が
保
育
園
に
行
き
た
が
らな
くな
った
。」
と相

談
が
あ
った
。

虐
待

（
考
え
方
の
ポ
イン
ト）

【プ
ロセ
ス
①
】

○
行
為
に
着
目
す
る
と、
「ア
大
声
で
注
意
し」
て
い
る
点
に
つ
い
て
、直

ち
に
虐
待
に
該
当
す
る
とは
言
え
な
い
。

○
ま
た
、「

ア
こど
も
の
口
元
に
苦
手
な
も
の
が
乗
った
ス
プ
ー
ン
を
当
て
る
」こ
と自

体
は
、無

理
や
り食

事
を
押
し込

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く、
直
ち
に
虐
待
に
該
当
す
る
とは
言
え
な
い
。

【プ
ロセ
ス
②
】

○
一
方
で
、「
嫌
が
る
こど
も
に
無
理
や
り食

べ
させ
る
」と
い
った
行
為
が
「ア
毎
日
の
よ
うに
繰
り返

し」
行
わ
れ
て
い
る

こと
も
勘
案
す
る
と、
不
必
要
な
指
導
が
行
わ
れ
て
お
り、
虐
待
に
該
当
す
る
。

（
【プ
ロセ
ス
③
】）

○
な
お
、当

初
は
「イ
苦
手
を
克
服
させ
る
意
図
」で
あ
った
が
、そ
の
後
、「

イ
嫌
が
る
こど
も
に
無
理
や
り食

べ
させ
る
」

以
外
の
他
の
方
法
を
検
討
せ
ず
に
同
じ行

為
が
繰
り返

され
て
お
り、
そ
の
点
に
お
い
て
保
育
士
の
専
門
性
に
欠
け

た
行
為
で
あ
る
と考

え
られ
る
。

○
保
育
士
に
よ
る
行
為
の
結
果
、こ
ども
は
「ウ
保
育
園
に
行
き
た
が
らな
くな
っ」
て
お
り、
こど
も
へ
の
重
大
な
影
響
が

あ
った
と捉

え
られ
る
。

保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
概
要
④
）


虐
待
に
該
当
す
る
事
案
が
発
生
した
場
合
に
は
、下

記
の
プ
ロセ
ス
に
従
って
判
断
を
行
う。


虐
待
の
判
断
に
つ
い
て
は
、ま
ず
は
こど
も
に
対
して
行
わ
れ
た
行
為
が
、ガ
イド
ライ
ン
に
示
す
虐
待
に
該
当
す
る
か
どう
か
を
検
討
す
る
。そ
の
後
、そ
の
行
為
だ
け
で
は
判

断
で
き
な
い
場
合
に
は
、主

とし
て
「ア

行
為
の
強
度
・頻
度
」「
イ
保
育
士
・保
育
教
諭
等
の
意
図
」「
ウ
こど
も
の
状
況
・こ
ども
へ
の
影
響
」を
勘
案
し、
虐
待
に
該

当
す
る
の
か
を
判
断
す
る
。

※
ま
ず
は
、行

わ
れ
た
行
為
を
も
って
、虐

待
と判

断
で
き
る
か
どう
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
殴
る
」「
蹴
る
」「
叩
く」
「逆
さ吊

りに
す
る
」「
ご
飯
を
押
し込

む
」

とい
った
身
体
的
虐
待
の
一
部
な
どに
つ
い
て
は
上
記
の
指
標
を
勘
案
す
る
以
前
に
虐
待
と判

断
され
る
も
の
で
あ
る
と考

え
られ
る
。

虐
待
の
判
断

虐
待
に
係
る
判
断
プ
ロ
セ
ス

判
断
の
指
標
・具
体
例

◆
行
為
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
場
合
に
は
、主

とし
て
、以

下
を
勘
案
し、

 虐
待
に
該
当
す
る
か
どう
か
を
判
断
。

ア
行
為
の
強
度
・頻
度

イ
保
育
士
・保
育
教
諭
等
の
意
図

ウ
こど
も
の
状
況
・こ
ども
へ
の
影
響

行 為 ベ ー ス で の 検 討

【
プ

ロ
セ

ス
①

】
行

わ
れ

た
行

為
の

み
を

も
っ

て
、

虐
待

に
該

当
す

る
と

判
断

で
き

る

【
プ

ロ
セ

ス
②

】
行

わ
れ

た
行行

為為
のの

強強
度度

やや
頻頻

度度
のの

情情
報報

を
も

っ
て

、
虐

待
に

該
当

す
る

と
判

断
で

き
る

（
指

標
ア

）

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

【
プ

ロ
セ

ス
③

】
行行

為為
以以

外外
のの

要要
素素

をを
勘勘

案案
し

て
、

虐
待

に
該

当
す

る
と

判
断

で
き

る
（

指
標

イ
・

ウ
）

【
プ

ロ
セ

ス
④

】
行

為
を

行
っ

た
保

育
士

・
保

育
教

諭
等

へ
の

対
応

や
保

育
所

等
に

対
す

る
処

分
等

を
検

討
す

る

※
行
為
を

行
っ

た
保

育
士

・
保

育
教

諭
等

が
置
か
れ
て
い
た
職
場
環
境
等
に
つ
い
て
は
、
処
分
等
の
検
討

に
際
し

て
考

慮
す

る
。

類 型 を 判 断

行 為 以 外 の 要 素 も 考 慮

Y
E
S

N
O

92
94

こど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

就 労 要 件 あ り 就 労 要 件 な し

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳

保
育
所
、認

定
こど
も
園
等

幼
稚
園

こど
も
誰
で
も
通
園
制
度

・就
労
要
件
を
問
わ
な
い

・月
一
定
時
間
ま
で
の
利
用
可
能
枠

・時
間
単
位
の
柔
軟
な
利
用

小
学
校

〇
令
和
６
年
６
月
に
成
立
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
月
一
定
時
間

ま
で
の
利
用
可
能
枠
の
中
で
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
等
で
柔
軟
に
利
用
で
き
る
新
た
な
通
園
給
付
と

し
て
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
創
設
。
【

R7
.4

.1
 制
度
化
、

R8
.4

.1
 給
付
化
】

【本
格
実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュー
ル
】

令
和
６
年
度

○
制
度
の本

格
実
施
を見
据
えた
試
行
的
事
業

・ 
11

8自
治
体
に
内
示
（
令
和
６
年
８
月

30
日
現
在
）

※
年
末
ま
で
に
令
和
７
年
度
の
事
業
内
容
（
人
員
・設
備
の

基
準
等
）
の
方
針
に
つ
い
て
決
定
。

令
和
７
年
度

○
法
律
上
制
度
化
（
地
域
子
ども
・子
育
て
支
援
事
業
）

・自
治
体
の
判
断
に
お
い
て
実
施

※
年
末
ま
で
に
令
和
８
年
度
の
事
業
内
容
（
給
付
の
詳
細

等
）
の
方
針
に
つ
い
て
決
定
。

令
和
８
年
度

○
法
律
に
基
づ
く新
た
な
給
付
制
度

・ 
全
自
治
体
で
実
施

※
満
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
ま
で

※
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
を
想
定

※
小
学
校
就
学
ま
で

※
満
６
歳
に
達
し

た
日
の
翌
日
以

後
に
お
け
る
最

初
の
学
年
の
初

め
か
ら

「こ
ども
政
策
に
関
す
る
国
と地

方
の
協
議
の

場
（
令
和
６
年
度
第
２
回
）
」

（
令
和
６
年

11
月

26
日
）
資
料

93
95
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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行政報告②

■演　　題　　「保育政策の動向について」

■講　　師　　横田　　愛（こども家庭庁　成育局　成育基盤企画課長）

平成 14 年に文部科学省に入省。初等中等教育局幼児教育課、教育課程課、生涯

学習政策局生涯学習推進課、高等教育局学生・留学生課、私学部参事官付等を経

験。幼児教育行政と私学行政に関わる部署との縁が多くあった。そのほか、外務

省、北九州市教育委員会、観光庁への出向経験有り。
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研究講座 1・教育

『創りだそう！こどもの未来を拓く良質な乳幼児期の教育を』

　一層深刻さを増す現代の少子時代は、社会情勢に影を落とし、教育の現場に

おいてもその影響は大きい。このような時代の中でも、私たちは「人を育てる」

という尊い営みを通し、目の前のこどもたちの生涯にわたる人格形成の基礎を

培うという、重要な役割を担い質の高い幼児教育を目指しています。そのため

には、社会全体が「こどもは愛おしく、社会にとってかけがえのない存在である」

という思いを抱き、こどもを一人の「主体者」として尊重し、その権利を保障

することが重要です。またその尊重のうえにこそ、良質な環境と教育が構築さ

れると思っています。この度は誕生から成人期までの、連続した学びを保障し

ていこうとする世界の教育動向も踏まえ、こどもが持つ「有能性」を存分に発

揮できる『こどもがまんなか』ということを、様々な発達段階における、主体

的な活動としての遊びを中心とした、保育実践を通して考える機会としたいと

思います。基調講演を受けて、参加者の皆様とも『こどもがまんなか』につい

て語り合う時間も設けております。皆様のご参加をお待ちしております。

第 1 部　基調講演「世界は美しくて面白い

　　　　　　　　　～子どもの有能性から保育をはじめよう～」

■講 　 　 師　　上垣内伸子（十文字学園女子大学　名誉教授）

第 2 部　フロアディスカッション

■登　壇　者　　上垣内伸子（十文字学園女子大学　名誉教授）

　　　　　　　　安家　周一（（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構理事長）

　　　　　　　　丸谷　雄輔（（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構教育研究委員会委員）

　　　　　　　　熊谷　知子（（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構教育研究委員会委員）

■進　　　行　　岡本　潤子（（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構教育研究委員会委員長）
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世
界

は
美

し
く

て
面

白
い

～
子

ど
も

の
有

能
性

か
ら

保
育

を
始

め
よ

う
～

令
和

7年
度
第

40
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会

20
25

.1
0.

28

元
十
文
字
学
園
女
子
大
学

上
垣
内
伸
子
（
か
み
が
い
ち
の
ぶ
こ
）

研
究
講
座

1.
教
育
『
創
り
だ
そ
う
！
こ
ど
も
の
未
来
を
拓
く
良
質
な
乳
幼
児
教
育
を
』

ぼ
く

が
こ

こ
に

ま
ど

・
み

ち
お

ぼ
く
が

こ
こ
に

い
る
と
き

ほ
か
の

ど
ん
な
も
の
も

ぼ
く
に

か
さ
な
っ
て

こ
こ
に

い
る
こ
と
は

で
き
な
い

も
し
も

ゾ
ウ
が

こ
こ
に

い
る
な
ら
ば

そ
の
ゾ
ウ
だ
け

マ
メ
が

い
る
な
ら
ば

そ
の
一
つ
ぶ
の

マ
メ
だ
け

し
か

こ
こ
に

い
る
こ
と
は

で
き
な
い

あ
あ

こ
の
ち
き
ゅ
う
の

う
え
で
は

こ
ん
な
に

だ
い
じ
に

ま
も
ら
れ
て
い
る
の
だ

ど
ん
な
も
の
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
に

い
る
と
き
に
も

そ
の
「
い
る
こ
と
」
こ
そ
が

な
に
に
も

ま
し
て

す
ば
ら
し
い
こ
と

と
し
て

Be
in

g 
/ I

de
nt

ity
 / 

 D
ig

ni
ty

1つ
の
と
き
は

な
に
も
か
も

は
じ
め
て
だ
っ
た
。

2つ
の
と
き
は

ぼ
く
は
ま
る
っ
き
り
し
ん
ま
い
だ
っ
た
。

3つ
の
と
き

ぼ
く
は
や
っ
と
ぼ
く
に
な
っ
た
。

4つ
の
と
き

ぼ
く
は
お
お
き
く
な
り
た
か
っ
た
。

5つ
の
と
き

な
に
か
ら
な
に
ま
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

今
は

6つ
で

ぼ
く
は
あ
り
っ
た
け

お
り

こ
う
で
す
。

だ
か
ら

い
つ
ま
で
も

6つ
で
い
た
い
と

ぼ
く
は
お
も

い
ま
す
。

A．
A．

ミ
ル
ン

（
周
郷
博
訳
）

W
he

n 
I w

as
 o

ne
, I

 h
ad

 ju
st

 b
eg

un
.

W
he

n 
I w

as
 tw

o,
 I 

w
as

 n
ea

rly
 n

ew
.

W
he

n 
I w

as
 th

re
e,

 I 
w

as
 h

ar
dl

y 
m

e.
W

he
n 

I w
as

 fo
ur

, I
 w

as
 n

ot
 m

uc
h 

m
or

e.
W

he
n 

I w
as

 fi
ve

, I
 w

as
 ju

st
 a

liv
e.

Bu
t n

ow
 I 

am
 s

ix
, I

'm
 a

s 
cl

ev
er

 a
s 

cl
ev

er
.

So
 I 

th
in

k 
I'l

l b
e 

six
 n

ow
 fo

r e
ve

r a
nd

 
ev

er
. 

プ
ロ

ロ
ー

グ
２

編
の

詩
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

ま
し

ょ
う

「
６

つ
に

な
っ

た
」

N
ow

 W
e 

Ar
e 

Si
x

Un
sc

ho
ol

ed
 m

in
d

子
ど

も
の

未
来

を
拓

く
良

質
な

乳
幼

児
の

教
育

ko

有
能
性

誕
生
か
ら
の
教
育
を
受
け
る
権
利

主
体
性
を
発
揮
す
る
保
育

個
が
尊
重
さ
れ
る
保
育

教
育
自
体
の
変
革

・
tra

ns
fo

rm
in

g
・
教
育
者

・
制
度

・
方
法

・
内
容

Gl
ob

al
 ci

tiz
en

sh
ip

 e
du

ca
tio

n 
Cu

ltu
re

 o
f p

ea
ce

Su
st

ai
na

bl
e 

De
ve

lo
pm

en
t
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Co
nt

en
ts

プ
ロ
ロ
ー
グ

2編
の
詩
か
ら
～

１
．
誕
生
か
ら
の
教
育
を
受
け
る
権
利

２
．
有
能
性
（

co
m

pe
te

nc
e）

３
．
あ
ら
た
め
て
、
子
ど
も
主
体
の
保
育
と
は
？

エ
ピ
ロ
ー
グ

再
び
、
「
こ
れ
か
ら
の
保
育
が
め
ざ
す
も
の
」

今
、

世
界

の
保

育
者

が
目

指
す

質
の

高
い

幼
児

教
育

・
保

育
と

は
➢
遊
び
を
中
心
と
す
る
包
括
的
な
保
育

➢
幼
保
一
元
化

0歳
か
ら

6歳
（

8歳
）
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育

➢
乳
児
保
育
（
未
満
児
保
育
）
の
充
実

➢
無
償
化
と
予
算
投
入

（
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
）

➢
CR

C（
国
連
子
ど
も
の
権
利
条
約
）
を
土
台
と
し
た
子
ど
も
主
体
の
保
育

➢
Ag

en
cy
が
発
揮
さ
れ
る
保
育

➢
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
を
育
て
る

ES
D～

Gr
ee

ni
ng

 E
du

ca
tio

n
➢
人
権
と
平
和
の
普
遍
的
な
文
化
の
構
築
に
参
画
す
る
保
育

➢
Pr

of
es

sio
na

lD
ev

el
op

m
en

t（
現
任
者
研
修
）

１
．

誕
生

か
ら

の
教

育
を

受
け

る
権

利
19

51
年

児
童
憲
章

19
89
年

子
ど
も
の
権
利
条
約

第
28
条
教
育
を
受
け
る
権
利

19
90
年

万
人
の
た
め
の
教
育
世
界
会
議
：
万
人
の
た
め
の
教
育
（

EF
A）

タ
イ
ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
宣
言
「
学
習
は
誕
生
か
ら
始
ま
る
」

20
00
年

世
界
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
ダ
カ
ー
ル
行
動
枠
組
「
特
に
最
も
脆
弱
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
包
括
的
な
幼
児
ケ
ア
と
教
育
を
拡
大
・
改
善

す
る
」

20
05
年

国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
一
般
的
注
釈

7号
「
乳
幼
児
期
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利
の
実
施
」

20
05

-2
01

4年
国
連
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
教
育
（

ES
D）

の
10
年

20
10
年

ユ
ネ
ス
コ

W
CE

CC
E（

世
界
幼
児
教
育
会
議
）
モ
ス
ク
ワ

EF
A目

標
が
「
緊
急
か
つ
断
固
た
る
行
動
を
取
ら
な
い
限
り
、

20
15
年
ま
で
に
達
成
で
き
な
い
大
き
な

リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
警
告

20
15
年

世
界
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
チ
ョ
ン
宣
言
「
万
人
の
た
め
の
、
包
摂
的
で
公
正
な
質
の
高
い
教
育
の
確
保
と
生
涯
教
育
の
推
進
」

教
育

20
30
行
動
計
画

20
15
年

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

20
30
ア
ジ
ェ
ン
ダ

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（

SD
Gs
：

Su
st

ai
na

bl
e 

De
ve

lo
pm

en
t G

oa
ls）

SD
G4

.2

20
18
年

G2
0 
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
宣
言
「
幼
少
期
か
ら
生
涯
学
習
の
観
点
で
，
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
促
進
す
る
包
括
的
な
戦
略
を
構
築
す
る
」

20
19
年

ES
D 

fo
r 2

03
0
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
：

SD
Gs
の
実
現
に
向
け
て
」

20
22
年

国
連
変
革
教
育
サ
ミ
ッ
ト
（

TE
S:

Tr
an

sf
or

m
in

g 
Ed

uc
at

io
n 

Su
m

m
it）

幼
児
教
育
の
法
的
枠
組
み
の
強
化

20
22
年

国
連
教
育
の
権
利
委
員
会
報
告
書
（
乳
幼
児
期
の
教
育
の
脆
弱
さ
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
教
育
の
必
要
性
）

20
22
年

W
CE

CC
E世

界
幼
児
教
育
会
議

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
宣
言

20
23
年

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
＋
１

20
23
年

こ
ど
も
基
本
法

20
23
年

国
連
「
平
和
、
人
権
、
国
際
理
解
、
協
力
、
基
本
的
自
由
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
及
び
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
勧
告
」

ピピ
スス

トト
イイ

アア
市市

のの
教教

育育
のの

基基
本本

方方
針針

「「
教教

育育
はは

子子
どど

もも
主主

導導
でで

なな
ささ

れれ
るる

」」
•外

部
環
境
と
の
つ
な
が
り
を
良
好
に
す
る

•あ
ら
ゆ
る
子
ど
も
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る

施
設
に
す
る

•子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
、
ま
た
友
達
と
と
も

に
学
ぶ
権
利
を
守
る

•子
ど
も
と
大
人
の
審
美
観
（
美
し
い
も
の

を
見
分
け
る
力
）
を
培
う

•保
育
者
の
専
門
的
、
文
化
的
成
長
を
促
す

•家
庭
の
参
加
を
促
進
す
る

0～
6歳

ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
教
育
省
が
策
定
し
た

イ
タ
リ
ア
を
例
に
あ
げ
て
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質
の

高
い

幼
児

教
育

・
保

育
は

子
ど

も
の

当
然

の
権

利
ユ

ネ
ス

コ
主

催
世

界
幼

児
教

育
会

議
（

ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
,2

02
2）

W
CE

CC
E（

W
or

ld
 C

on
fe

re
nc

e 
on

 E
ar

ly
 C

hi
ld

ho
od

 C
ar

e 
an

d
Ed

uc
at

io
n）

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
宣
言

W
or

ld
 C

on
fe

re
nc

e 
on

 E
ar

ly
 C

hi
ld

ho
od

 C
ar

e 
an

d 
Ed

uc
at

io
n:

 Ta
sh

ke
nt

 D
ec

la
ra

tio
n 

an
d 

Co
m

m
itm

en
ts

 
to

 A
ct

io
n 

fo
r T

ra
ns

fo
rm

in
g 

Ea
rly

 C
hi

ld
ho

od
 C

ar
e 

an
d 

Ed
uc

at
io

n,
 1

6 
No

ve
m

be
r 2

02
2 

- U
NE

SC
O 

Di
gi

ta
l L

ib
ra

ry

す
べ
て
の
子
ど
も
に
公
正
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を

幼
児
教
育
・
保
育
は
、
万
人
の
教
育
の
権
利
を
確
か
な
も
の
に
す
る
鍵

・
子
ど
も
中
心
で
遊
び
を
基
本
と
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
環
境
に
配
慮
し
た
保
育

・
弱
い
立
場
、
リ
ス
ク
の
あ
る
学
習
者
の
優
先
と
幼
児
期
か
ら
の
介
入

・
紛
争
、
自
然
災
害
を
含
む
危
機
を
子
ど
も
と
家
族
が
乗
り
越
え
る
た
め
の
回
復
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
支
援

・
質
の
高
い
無
償
の
義
務
教
育
と
し
て
就
学
前
教
育
の
最
低

1年
間
の
確
保

・
幼
児
期
か
ら
の

ES
Dの

強
化

（
Ed

uc
at

io
n 

fo
r S

us
ta

in
ab

le
 D

ev
el

op
m

en
t: 
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）

・
家
族
や
養
育
者
へ
の
子
育
て
支
援

・
デ
ジ
タ
ル
技
術
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
公
平
性

・
保
育
者
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会
提
供

子
ど

も
の

権
利

条
約

(C
RC

)で
保

育
者

が
大

切
に

し
た

い
ポ

イ
ン

ト
  C

RC
:

Co
nv

en
tio

n 
of

 th
e 

Ri
gh

ts
 o

f t
he

 c
hi

ld

➢
子
ど
も
の
権
利
は
誕
生
か
ら
始
ま
る

第
１
条

Ri
gh

ts
 fr

om
 th

e 
St

ar
t

➢
生
き
る
権
利
・
育
つ
権
利

第
6条

➢
意
見
表
明
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

第
12
条

意
見
は
“o

pi
ni

on
”で
は
な
く
“v

ie
w

s”
➢
教
育
を
受
け
る
権
利

第
28
条

➢
遊
ぶ
権
利
、
休
む
権
利

第
31
条

➢
文
化
と
芸
術
の
享
受
者
で
は
な
く
参
加
す
る
者

第
31
条

遊
び
の
質
、
保
育
の
質
が
問
わ
れ
る

保
育
へ
の
子
ど
も
の
参
画

タ
ー

ゲ
ッ

ト
4.

2
乳

児
期

か
ら

の
質

の
高

い
保

育
へ

の
ア

ク
セ

ス
SD

G４
Ta

rg
et

4.
2 

 (外
務
省
訳

)
20

30
年
ま
で
に
、
全
て
の
子
供
が
男
女
の
区
別
な
く
、
質
の
高
い
乳
幼
児
の

発
達
・
ケ
ア
及
び
就
学
前
教
育
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
等
教
育

を
受
け
る
準
備
が
整
う
よ
う
に
す
る
。

By
 2

03
0,

 e
ns

ur
e 

th
at

 a
ll 

gi
rls

 a
nd

 b
oy

s h
av

e 
ac

ce
ss

 to
 q

ua
lit

y 
ea

rly
 

ch
ild

ho
od

 d
ev

el
op

m
en

t, 
ca

re
 a

nd
 p

re
-p

rim
ar

y 
ed

uc
at

io
n 

so
 th

at
 th

ey
 a

re
 

re
ad

y 
fo

r p
rim

ar
y 

ed
uc

at
io

n

SD
Gs

:持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
中
で
の
位
置
づ
け

⇒
保

育
の

核
が

明
確

に
な

っ
た

子
ど
も
の
権
利
条
約
／
こ
ど
も
基
本
法

•
権
利
主
体
と
し
て
の
子
ど
も

•
対
等
性
と
相
互
性

•
参
画

•
誕
生
か
ら
始
ま
る

幼
児
教
育
・
保
育

•
子
ど
も
が
主
体
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
、
主
体
的
に

と
ら
え
、
か
か
わ
り
、
支
え
る

『
自
ら
育
つ
も
の
を
育
た
せ
よ
う
と
す
る
心
、
そ
れ
が

育
て
の
心
で
あ
る
。
～
育
つ
も
の
と
育
て
る
も
の
と
が
、

互
い
の
結
び
つ
き
に
於
て
相
楽
し
ん
で
い
る
心
で
あ

る
。
』
（
倉
橋
惣
三
）

•
子
ど
も
の
声
を
聴
く
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２
．

有
能

性
有
能
性
（
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
：

co
m

pe
te

nc
e）

の
発
揮

•
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
：
積
極
的
に
能
動
的
に
自
分
か
ら
外
界
に
働
き
か
け
変
革
し
て
い
く
力

•
子
ど
も
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
自
分
か
ら
人
や
ま
わ
り
の
世
界
に
関
わ
り
探
究
し
て
い
こ
う
と
す
る

能
動
的
・
主
体
的
な
存
在

地
元
の
カ
フ
ェ
の
ベ
ン
チ
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
時
、
一
緒
に
い
た
生
後
８
ヵ
月
の
女
の
子
が
ベ
ン
チ
に
登
り
始
め
、
前

に
の
め
り
頭
を
壁
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
私
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
と
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
女
の
子
は
じ
っ
と
動
か
ず
、
私
は
こ
れ
で
こ
の
出
来
事
は
終
わ
り
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
。 と
こ
ろ
が
、
女
の
子
は
頭
を
も
た
げ
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
注
意
深
く
頭
を
壁
に
ぶ
つ
け
た
の
で
す
。
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド

を
変
え
な
が
ら
、
何
回
か
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
痛
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
程
度
で
し
た
。
こ
の
注
意
深
い

前
後
の
頭
の
動
き
が
、
彼
女
と
場
所
と
の
関
係
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
最
初
は
痛
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
は

創
造
的
に
自
分
の
ス
キ
ル
を
、
事
故
を
防
ぐ
ス
キ
ル
を
培
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
は

2つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
第
１
に
子
ど
も
が
自
己
と
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
を
探
検
し
て
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
、

第
２
に
私
自
身
の
喜
び
で
す
。
私
は
こ
の
女
の
子
の
創
造
力
に
感
心
し
、
彼
女
の
新
し
い
戦
略
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
自

分
の
身
体
と
ス
ペ
ー
ス
と
の
関
係
の
探
求
と
い
う
。
私
は
そ
こ
で
何
か
起
こ
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
は
そ
の
女
の
子
を
驚
き
と
尊
敬
を
も
っ
て
見
た
の
で
す
。
こ
の
女
の
子
は
新
し
い
世
界
を
私
に
開
い
て

く
れ
た
の
で
す
。
（

OM
EP

 世
界
大
会

20
10
に
お
け
る
ブ
ロ
ウ
イ
ン
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
の
観
察
記
録
よ
り
）

思
わ

ず
引

き
込

ま
れ

る
子

ど
も

の
遊

ぶ
姿

子
ど
も
の
目

い
つ
も
真
正
面
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
に
相
手
を
見
る
目
。
い

つ
も
あ
か
ら
さ
ま
に
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
、
心
の
隅
ま

で
隠
す
と
こ
ろ
の
な
い
目
。

い
つ
も
一
ぱ
い
に
見
開
い
て
、
し
っ
か
り
物
そ
の
も
の
を

見
つ
め
る
目
。
い
つ
も
新
鮮
さ
に
冴
え
て
興
味
の
心
に
輝

く
目
。

い
つ
も
柔
ら
か
い
な
つ
か
し
味
を
湛
え
て
い
る
目
。
人
の

心
の
明
る
さ
を
受
け
て
明
る
く
、
自
ら
も
ま
た
容
易
に
、

相
手
の
心
の
中
に
溶
け
て
ゆ
こ
う
と
す
る
目
。

そ
れ
よ
り
も
な
お
、
な
ん
と
い
う
清
さ
に
澄
ん
で
い
る
こ

と
ぞ
。
曇
り
も
な
く
、
濁
り
も
な
く
、
た
と
え
ば
こ
の
頃

の
澄
ん
だ
空
の
清
さ
を
、
そ
の
ま
ま
人
界
に
落
と
し
来

た
っ
た
よ
う
な
目
。

そ
れ
が
子
ど
も
の
目
で
あ
る
。

『
育
て
の
心
』
倉
橋
惣
三
文
庫
③

p.
22

 (フ
レ
ー
ベ
ル
館

,2
00

8)

•
子
ど
も
は
潔
く
自
分
を
さ
ら
け

出
し
て
い
る
。
自
分
を
取
り
巻

く
世
界
を
信
じ
て
ま
っ
す
ぐ
に
。

•
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
子
ど

も
か
ら
、
人
間
に
つ
い
て
、
生

き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る

だ
か
ら
･･

･
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
（
有
能
性
）
を
基
本
に
お
い
て
子
ど
も
を
見
つ
め
よ
う

•
子
ど
も
は
本
気
で
探
索
し
て
い
る
／
知
り
た
が
っ
て
い
る
／
ま
わ
り
に
働
き
か
け
て
い
る

•
毎
日
出
会
う
新
し
い
世
界
を
、
見
て
い
る
、
聞
い
て
い
る
、
感
じ
て
い
る
、
試
し
て
い
る

•
自
分
な
り
に
理
解
し
て
い
る
、
確
か
め
て
い
る

•
み
ご
と
に
生
き
て
い
る
／
世
界
と
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
て
い
る

子
ど
も
の
行
動
を
ど
う
見
る
か
、
大
人
の
側
の
子
ど
も
の
見
方
が

子
ど
も
と
の
関
係
の
質
を
決
め
る

•
ね
ら
い
と
内
容
、
援
助
、
環
境
構
成
、
指
導
計
画
へ
反
映
さ
れ
る

⇒
⇒
質
の
高
い
保
育
へ
の
出
発
点

•
子
ど
も
は
大
人
が
考
え
て
い
る
以
上
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
た
り
感
じ
た
り
し
て
い
る

⇒
⇒
大
人
の
子
ど
も
の
存
在
を
尊
重
す
る
姿
勢
は
子
ど
も
に
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る

誕
生

か
ら

の
教

育
を

受
け

る
権

利
と

有
能

性
を

土
台

と
す

る
質

の
高

い
乳

幼
児

期
か

ら
の

教
育

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

（
１
）
成
長
主
体
と
し
て
の
子
ど
も
の
有
能
性
、
成
長
可
能
性
へ
の

信
頼
と
尊
重

“主
体
的
に
生
き
る
こ
と
を
支
え
る
”

（
２
）
多
様
性
を
前
提
と
し
て
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る

（
３
）
自
発
的
な
活
動
と
し
て
の
遊
び
を
基
本
と
す
る

（
４
）
持
続
可
能
な
環
境
と
の
共
生

“自
然
と
の
共
生
”

（
５
）
０
～
６
歳
ま
で
の
一
貫
し
た
幼
児
教
育
～
生
涯
教
育

（
６
）
地
域
特
性
を
活
か
し
た
協
働
の
保
育

“村
中
み
ん
な
で
”
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３
．

あ
ら

た
め

て
、

子
ど

も
主

体
の

保
育

と
は

？
主

体
性

を
発

揮
す

る
保

育
、

個
が

尊
重

さ
れ

る
保

育
1.

安
心
感
の
保
障

2.
自
発
的
活
動
と
し
て
の
遊
び

「
子
ど
も
が
始
め
た
遊
び
が
大
事
」

3.
成
長
主
体
と
し
て
の
子
ど
も
の
有
能
性

成
長
可
能
性
へ
の
信
頼
と
尊
重

4.
環
境
を
通
し
て
の
保
育

5.
主
体
性
と
相
互
性

保
育
者
が
目
指
す

子
ど
も
が
感
じ
る

質
の
高
い
保
育

歌
い
だ
し
た
く
な
る
保
育

ま
ず

は
安

心
感

世
界

に
対

す
る

基
本

的
信

頼
感

と
自

分
に

対
す

る
自

己
肯

定
感

•肯
定
的
な
ま
な
ざ
し
の
中
で
育
つ

•丸
ご
と
受
け
止
め
ら
れ
、
見
守
ら
れ
、
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
自
発
的
に

行
動
す
る

•善
意
の
中
で
育
ま
れ
、
調
和
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

⇒⇒
⇒⇒
安

心
し
て
、
自
信
を
も
っ
て
大
き
く
な
る

挑
戦

（
自

発
的

な
遊

び
）

へ
の

援
助

こ
そ

が
保

育
者

の
専

門
性

で
は

な
い

の
か

？

（
１

）
子

ど
も

が
始

め
た

遊
び

が
大

事

こ
ど
も
家
庭
庁

「
は
じ
め
の

10
0か

月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」

そ
し

て
挑

戦
：

始
ま

り
は

直
接

体
験

「
や

っ
て

み
る

」

•自
分
自
身
が
五
感
を
用
い
て
世
界
を
感
受
す
る

•自
分
か
ら
ま
わ
り
の
も
の
に
近
づ
き
、
触
れ
、
操
作
し
て
、
世
界

（
相
手
）
と
自
分
を
知
る

•世
界
の
成
り
立
ち
や
原
理
を
自
分
な
り
に
理
解
す
る

•命
あ
る
も
の
で
世
界
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る

•ご
っ
こ
遊
び
を
通
し
て
「
な
る
こ
と
で
わ
か
る
」

⇒⇒
⇒⇒
こ

れ
が
乳

幼
児

期
の
生

き
方
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だ
か

ら
、

子
ど

も
が

始
め

た
遊

び
が

大
事

•子
ど
も
自
身
が
生
み
出
す
自
発
活
動
と
し
て
の
遊
び
こ
そ
が
保
育
の
中
核

•自
分
の
頭
で
考
え
て
自
分
の
体
を
使
っ
て
自
分
で
行
動
し
て
最
後
ま
で
や

り
き
る
こ
と
、
そ
こ
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
引
き
受
け
る
こ
と

➢
「
プ
リ
ン
は
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
」

…
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
の
砂
遊
び

•や
り
た
い
こ
と
を
、
自
分
の
や
り
た
い
よ
う
に
、
心
ゆ
く
ま
で
や
り
き
る

こ
と
を
保
障
す
る
⇒
“主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
”

•考
え
る
余
地
、
考
え
る
道
を
開
く

➢
タ
ケ
ヒ
ロ
く
ん
と
電
車

•好
き
な
遊
び
が
「
自
分
」
を
作
り
、
生
涯
を
通
じ
て
の
楽
し
み
が
で
き
る

➢
自
分
の
遊
び
を
遊
ぶ

生
活

か
ら

生
ま

れ
る

遊
び

は
ES

Dで
も

あ
る

•
SD

Gs
：

Su
st

ai
na

bl
e 

De
ve

lo
pm

en
t G

oa
ls

持
続
可
能
な
開
発
目
標

と
•

ES
D：

Ed
uc

at
io

n 
fo

r S
us

ta
in

ab
le

 D
ev

el
op

m
en

t
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

•
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
の
、
今
起
き
て
い
る
問

題
に
向
き
合
い
解
決
す
る
た
め
の
、
発
想
力
や
行
動
力
を
育

て
る
教
育

•
持
続
可
能
な
未
来
を
創
り
だ
す
た
め
に
必
要
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
行
動
と

価
値
観
を
学
習
す
る

•
「
学
習
指
導
要
領
」
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
に
示
さ
れ
る

重
要
課
題

（
文
科
省
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会

HP
よ
り
）

生
活

の
リ

ア
リ

テ
ィ

は
遊

び
の

エ
ン

ジ
ン

「「
むむ

らら
おお

かか
やや

ごご
っっ

ここ
しし

よよ
うう

」」
•「

む
ら
お
か
や
ご
っ
こ
」
と
「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」

•ど
こ
が
ち
が
う
？
な
に
が
ち
が
う
？

•幼
児
の
自
発
的
／
主
体
的
な
遊
び
は
、
そ
の
子
ど
も
の

生
活
性
（
生
活
の
リ
ア
リ
テ
ィ
）
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

•そ
れ
故
に
、
保
育
者
の
生
活
者
と
し
て
の
側
面
が
問
わ
れ
る

➢
A君

が
始
め
た
お
風
呂
ご
っ
こ

ご
っ
こ
遊
び
は
世
界
を
作
る
根
っ
こ

ご
っ
こ
遊
び
は
世
界
を
知
る
入
口

子
ど

も
か

ら
始

ま
る

遊
び

に
は

“必
然

”が
あ

り
、

“必
然

”が
“意

欲
”と

“主
体

的
態

度
”を

導
く

•形
骸
化
し
た
協
同
遊
び
を
展
開
し
て
は
い
な
い
か
？

•年
間
計
画
に
載
せ
、
内
容
も
保
育
者
が
主
導
し
て
決
め
た
協
同
遊
び
に
、

子
ど
も
に
と
っ
て
の
必
然
は
あ
る
の
か
？

•＊
子
ど
も
が
最
も
学
ぶ
瞬
間
は
、
自
分
の
中
に
問
い
が
有
り
、
ア
イ
デ

ア
が
有
り
、
遊
ぶ
こ
と
の
必
然
が
あ
る
と
き
で
あ
る
。

•＊
自
分
自
身
の
生
活
と
地
つ
な
が
り
の
遊
び
は
、
子
ど
も
の
中
に
展
開

の
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

•「「
ボボ

クク
、、

ナナ
ンン

デデ
、、

イイ
ママ

、、
ココ

ココ
デデ

、、
ココ

ンン
ナナ

ココ
トト

シシ
テテ

イイ
ルル

ンン
ダダ

ロロ
ウウ

？？
」」
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（
２

）
成

長
主

体
と

し
て

の
子

ど
も

の
有

能
性

、
成

長
可

能
性

倉
橋

惣
三

の
保

育
論

か
ら

自
ら
育
つ
も
の
を
育
た
せ
よ
う
と
す
る
心
。

そ
れ
が
育
て
の
心
で
あ
る
。

世
の
中
に
こ
ん
な
楽
し
い
心
が
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
明
る
い
世
界
で
あ
る
。

温
か
い
世
界
で
あ
る
。

育
つ
も
の
と
育
て
る
も
の
と
が
、
互
い
の
結
び
つ
き
に
於
て
相
楽
し
ん
で
い
る
心
で
あ
る
。

『
育
て
の
心
』
序
文

昭
和

11
年

•
成
長
へ
の
信
仰
に
も
似
た
信
頼
と
確
信
が
保
育
者
に
は
あ
る

•
だ
か
ら
こ
そ
、
自
発
性
の
尊
重
が
保
育
の
出
発
点
に
な
る

津
守

真
の

保
育

論
か

ら

子
ど
も
の
中
に
育
て
る
も
の

➢
存
在
感

➢
能
動
性

➢
相
互
性

➢
自
我

保
育
者
の
行
為

➢
出
会
う

➢
交
わ
る
ー
表
現
と
理
解

➢
現
在
を
形
成
す
る

➢
省
察
す
る

『
保
育
者
の
地
平
』
津
守
真
（

19
97
年
）

幼
児

の
自

発
自

発
生

活
の

尊
重

自
発

保
育

➢
「
幼
児
教
育
の
特
色
」
（
大
正

4年
19

15
年
）

・
自
発
的

相
互
的

具
体
的

情
緒
的

➢
「
幼
児
の
自
ら
育
つ
も
の
を
」
（
昭
和

27
年

19
52
年
）

・
保
育
は
幼
児
の
自
発
に
よ
る

・
自
発
の
力
以
上
に
自
発
の
内
容
に
驚
嘆
に
値
す
る
も
の
が
あ
る

「
美
に
感
ず
る
性
が
、
善
を
好
む
性
が
、
真
を
好
む
性
が
あ
る
。
」
（

Aち
ゃ
ん
）

「
幼
児
の
好
意
が
あ
る
、
親
愛
が
あ
る
、
喜
悦
が
あ
る
。
」
（

Bち
ゃ
ん
）

・
自
発
の
力
に
よ
る
自
発
保
育
ば
か
り
で
な
く
、
自
発
の
内
容
に
よ
る
自
発
保
育

自
発
保
育
の
尊
重
と
は
子
ど
も
に
内
在
す
る
〔
真
・
善
・
美
〕
の
尊
重 26

•有
能
性
と
は
、
積
極
的
に
能
動
的
に
自
分
か
ら
外
界
に
働
き
か
け
る
力

⇒
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
質
が
重
要
と
な
る

環
境
を
通
し
て
の
保
育
＝
子
ど
も
主
体
の
保
育

世
界
は
美
し
く
、
心
地
よ
く
、
面
白
く
、
そ
し
て
優
し
い

優
美
知

快
大
人
が
美
し
い
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
の
教
育
的
な
意
味

・
子
ど
も
自
ら
が
考
え
行
動
し
な
が
ら
学
ん
で
い
く
際
の
土
台
と
な
る
、
安
定
感
や
快
と
い
う

部
分
の
保
障
に
「
美
」
が
関
わ
っ
て
い
る
。

・
認
知
能
力
と
感
動
は
平
行
し
て
発
達
す
る
も
の
で
、
美
は
２
つ
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
。

有
能

性
を

土
台

に
お

く
保

育
の

鍵
は

環
境

（
３
）
環
境
を
通
し
て
の
保
育
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環
境

と
保

育
の

関
係

W
el

l-b
ei

ng
と

Be
ne

ss
er

e(
ベ

ネ
ッ

セ
ー

レ
)

イ
タ
リ
ア
、
ピ
ス
ト
イ
ア
の
保
育
か
ら
学
ん
だ
こ
と

➢
W

el
l-b

ei
ng
と
は
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態
、
子
ど
も
に
と
っ
て

究
極
的
に
善
い
状
態
。
幸
福
。

➢
Be

ne
ss

er
eと

は
、
子
ど
も
の
包
括
的
な
幸
せ
、
心
身
と
も
に
い
い
状
態
で
い
る
こ
と
。

➢
教
育
は

be
ne

ss
er

eな
状
況
の
下
に
成
立
す
る
。

➢
美
し
い
環
境
で
あ
る
こ
と
が

Be
ne

ss
er

e 
で
あ
る
こ
と
を
支
え
て
い
る
。

①
意
味
が
わ
か
り
易
く
整
理
さ
れ
、
気
配
り
が
行
き
届
い
て
い
る

②
美
し
い
場
所
に
豊
か
な
素
材
が
あ
る
こ
と
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、

探
究
心
や
表
現
す
る
気
持
ち
を
刺
激
す
る
材
料
が
用
意
さ
れ
て
い
る

③
自
然
の
神
秘
に
出
会
え
る
こ
と

④
世
界
は
、
面
白
く
て
、
美
し
く
、
優
し
い

➢
主
体
的
に
生
き
る
こ
と
、
探
求
し
思
索
す
る
こ
と
、
周
り
に
や
さ
し
く
な
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く

安
心
感

心
地
よ
さ

自
発
的
・

能
動
的
な

学
び

他
者
へ
の

優
し
さ

大
切
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

の
自
尊
心

美
し

い
環

境
は

子
ど

も
の

身
体

、
情

緒
、

認
識

、
人

間
関

係
の

ベ
ネ

ッ
セ

ー
レ

を
支

え
る

31

美
は
見
た
目
の
き
れ
い
さ

以
上
の
内
的
な
も
の

美
し
い
環
境
に
い
る
と

子
ど
も
は
こ
れ
ら
を
身
に

着
け
る
。

美
的

環
境

を
通

し
て

子
ど

も
の

全
人

的
な

発
達

を
育

む
（

例
：

ピ
ス

ト
イ

ア
）

ピ
ス
ト
イ
ア
の
保
育
者
が
大
切
に
作
り
出
し
て
い
る
環
境
は
・
・
・

〇
視
覚
的
聴
覚
的
な
ス
ト
レ
ス
の
な
い
落
ち
着
い
た
環
境

〇
子
ど
も
の
目
線
で
考
え
ら
れ
た
居
心
地
よ
く
安
定
で
き
る
生
活
空
間

〇
子
ど
も
の
好
奇
心
や
探
索
心
を
刺
激
し
、
知
識
を
得
た
り
創
造
し
た
り

想
像
し
た
く
な
る
環
境

〇
大
事
に
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
空
間

〇
他
者
と
つ
な
が
り
た
く
な
る
空
間
環
境

⇒
こ
れ
ら
を
満
た
す
空
間
と
は
・
・
・
・
美
し
い
環
境

30

自
然

：
本

質
に

出
会

う
環

境
～

自
分

が
生

き
る

世
界

の
探

求
•天

は
火
、
つ
ま
り
星
を
も
っ
て
い
ま
す
。

•雲
は
上
空
に
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。

•鳥
が
雲
の
下
を
飛
ん
で
い
ま
す
。

•魚
が
水
中
を
泳
い
で
い
ま
す
。

•大
地
に
は
山
、
森
、
畑
が
あ
り
、
動
物
、
人

間
が
い
ま
す
。

•こ
の
よ
う
に
世
界
と
い
う
大
き
な
身
体
は
四

つ
の
要
素
か
ら
成
り
、
居
住
者
で
満
ち
て
い

ま
す
。

コ
メ
ニ
ウ
ス
の
「
世
界
図
絵
」
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世
界

は
何

で
で

き
て

い
る

？
元

素
・

本
質

・
真

理
と

出
会

う
こ

と
は

子
ど

も
の

自
然

な
欲

求


ギ

リ
シ

ャ
哲

学
に

お
け

る
4元

素
・

・
・

火
・

風
・

水
・

土


中
国

の
五

行
説

・
・

・
木

・
火

・
土

・
金

・
水

•4
元

素
は

、
興

味
関

心
、

追
求

す
る

心
を

育
て

る
•真

・
善

・
美

は
、

ま
わ

り
へ

の
優

し
さ

を
生

み
出

す
•五

感
を

呼
び

覚
ま

す
•「

美
」

と
「

不
思

議
」

は
、

深
い

思
考

と
情

緒
を

呼
び

覚
ま

す
➢
光
と
影

➢
風
➢
水
➢
生
き
物

世
界

の
根

本
か

ら
保

育
内

容
や

環
境

を
考

え
て

み
ま

せ
ん

か

遊
び

は
「

つ
な

が
り

」
を

生
み

出
す

•
遊
び
の
求
心
力

一
人
一
人
の
遊
び
の
充
実
（
ど
の
子
ど
も
に
も
）

発
達
特
性
を
超
え
た
個
の
尊
重

•
遊
び
が
結
節
点
（
つ
な
ぎ
め
、
む
す
び
め
）
に
な
る

空
間
に
意
味
が
生
ま
れ
る

•
遊
び
の
充
実

物
語
ら
れ
る

続
く

つ
な
が
る

皆
が
自
分
を
投
入
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
う

⇒
協
働
的
学
習
の
ア
カ
デ
ミ
ア

仲
間

と
育

つ
～

有
能

性
は

相
互

的
・

対
話

的
学

び
を

導
く

二
人
は
、
モ
ノ
を
探
す
互
い
の
活
動
に
関
心
を
も
ち
な
が
ら
、
モ
ノ
自
体

に
も
興
味
を
示
し
て
い
る
。
ジ
ュ
リ
ア
が
マ
ラ
カ
ス
を
手
に
取
り
、
回
し

た
り
振
っ
た
り
し
て
そ
の
音
を
聴
い
て
い
る
と
、
そ
の
動
き
が
マ
ル
テ
ィ

ナ
の
注
意
を
引
い
た
。
二
人
は
微
笑
み
と
声
を
交
わ
し
あ
い
、
そ
れ
は
ま

さ
に
ジ
ュ
リ
ア
の
発
見
を
話
題
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
ピ
ス
ト
イ
ア
市
の
保
育
園
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
）

（
４
）
主
体
性
と
相
互
性

•
主
体
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
と
相
互
に
尊
重
す
る

/さ
れ
る
こ
と

•
私
も
あ
な
た
も
、
キ
ミ
も
ボ
ク
も
、
大
切
な
「
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
」
存
在

•
主
体
と
し
て
生
き
る
と
は
互
い
を
思
い
や
り
共
に
過
ご
す
こ
と

•
こ
ど
も
同
士
も
、
子
ど
も
と
保
育
者
も

➢
リ
レ
ー
遊
び

（
５

）
保

育
者

の
役

割
•
個
へ
の
着
目

個
と
集
団

集
団
の
中
で
の
一
人
一
人
が
見
え
る

•
遊
び
の
可
視
化

見
え
る
（
動
き
、
モ
ノ
）

聞
こ
え
る
（
音
・
言
葉
）

言
葉
が
つ
な
ぐ
、
意
味
づ
け
る

自
分
自
身
の
存
在
で

共
鳴
箱
と
し
て
の
保
育
者

•
環
境
の
再
構
成
（
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
を
意
識
し
て
）

モ
ノ
の
使
い
方
、
素
材
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
場
の
使
い
方

•
タ
イ
ミ
ン
グ

卒
啄
同
時

「
時
は
今
雨
の
下
し
る
五
月
か
な
」

「
鳴
く
ま
で
待
と
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

熟
成

•
焚
火
番

消
え
ぬ
よ
う
に
、
燃
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

ま
き
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に

Co
-A

ge
nc

yと
し
て
の
保
育
者
自
身
の
主
体
性

子
ど
も
の
主
体
性
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
こ
と

へ
の
主
体
的
な
取
り
組
み

共
創
者
と
し
て
の
主
体
性
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エ
ピ

ロ
ー

グ
再

び
、

「
こ

れ
か

ら
の

保
育

が
め

ざ
す

も
の

」
保
育
実
践
の
中
心
とな
る
の
は
・・
・P

la
y 

ba
se

d 
Ed

uc
at

io
n

Ch
ild

 c
en

te
re

d 
Ed

uc
st

io
n

➢
思
い
切
り体

を
動
か
し太

陽
の
下
で
遊
ぶ
こと
、豊

か
な
自
然
環
境
は
子
ども
の
成
長
に
は

欠
か
せ
な
い

➢
自
然
の
も
つ
美
と不

思
議
、本

質
と出

会
う環

境
を

➢
子
ども
自
身
が
生
み
出
す
自
発
活
動
とし
て
の
遊
び
こそ
が
幼
児
教
育
・保

育
の
中
核

➢
子
ども
も
保
育
者
も
主
体
的
に
保
育
の
場
で
行
動
す
る

➢
自
分
を
取
り巻

く全
て
の
モ
ノと
の
対
話
は
欠
か
せ
な
い

➢
対
話
的
知
性
を
も
つ

幼
児

教
育

・
保
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研究講座 2・振興

『�～幼児教育の質に対する振興を考える～質向上のプランへ『良い幼児教育

の“質”とは？』質の評価スケールの策定は可能か？』

　待機児童解消の量的拡充を目的とした国の『新子育て安心プラン』が終わり、

新たなプランの策定に入りました。これからは「質の向上」を重点としたプラ

ンを掲げています。こども家庭庁の今年度の調査研究事業に「保育の質や保育

所等の職員配置に係る指標の在り方」をテーマに挙げています。この新たな質

に対する振興の試みは、全日私幼連が悲願として掲げてきた“幼児教育振興法”

と重なる部分でもあります。幼児教育振興法は、質の高い幼児教育を振興してい

くことを目的としています。まず、質の向上を考える前に「良質な幼児教育」と

は何か？「良い教育の定義」とは？ はたして客観的、定量的に教育の質を評価

できるのか？ 特に幼児教育は、義務教育以降の教育とはあらゆる点で異なるだ

けに、客観的に質を評価するには難しい側面があります。また私学の学校法人は、

それぞれに建学の精神があることも難しいところです。なお認定こども園におい

ては、福祉と教育を包含するため教育の線引きが難しいという課題があります。

特に、０～２歳児の乳幼児においての教育とはどのようなものを指すのか？

　前半、国立教育政策研究所・幼児教育センターから示された「幼児教育の質

評価スケール案」について、（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構副理事

長の宮下友美惠先生と共に「幼児教育の質」について考えます。そのエビデン

スに対し、教育財源・補助金をどのようにアプローチしていくべきか？ これか

らの新しい振興策『質重視の振興』への展望を考えます。

後半は、教育の定義、評価の方式について説明。また現場で保育・教育の質の

向上を掲げて実践しているパネラーの委員から報告していただきます。現場で

の報告等を通して、良質な幼児教育の質とは何か？ これからの新たな振興活動

の方向性を皆様と考えたいと思います。

第１部　対談

「�幼児教育の質とは？国立教育政策研究所の評価スケールと ECEQ®比較にみる展望と課題」

■講　　　師　　宮下友美惠（（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構副理事長）

　　　　　　　　石田　明義（全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員長）

第２部　報告及び説明

�「教育の定義」「私学における質重視の事例報告」「評価の方式」等について

■パネリスト　　若山　清和（全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員）

　　　　　　　　福田　大海（全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員）

　　　　　　　　堂山　宗敬（全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員）

　　　　　　　　荻野　玉惠（全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員）

■コーディネーター　　石田　明義（全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員長）
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振興 第一部 資料 
           （一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 副理事長  宮下友美惠 

 
■公開保育を活用した幼児教育の質向上システム「ECEQ®」 
   （一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構が開発した ECEQ®（公開保育を活用した幼児教育の質
向上システム）は、幼稚園や認定こども園等が公開保育や園内研修を通して自園の良さや課題を自覚し、
幼児教育の質向上につなげていくためのシステム。ECEQ®実施園が「やってよかった」と実感でき、実
効性のあるシステムとして実施園や専門機関から高く評価されている。 

  
ECEQ®の目的 
・公開保育を実施し外部の視点を導入することによって、より多面的で多角的な評価・改善を行う 
・園内研修を通して自園の保育の良さや課題を共有し、取り組むべき課題を明らかにする 
・園として学校評価を持続的に実施し、教育の質を向上し続けていくための組織風土をつくりあげて
いく 

 
ECEQ®の特徴 
 ・公開保育を含んだ ５つの STEP を踏みながら園全体で教育の評価・改善を進める 
 ・一連の取組に ECEQ®コーディネーターが関わって支援する 
 
ECEQ®の質的検証 
  東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター（CEDEP）が ECEQ®の質的検証を
行った。 

 
■第三者評価の実施方法としての ECEQ® 

ECEQ®は、以下の 3 つの根拠により第三者評価の実施方法の一つと考えられる。 
 
①「学校評価ガイドライン」（文部科学省） 
文部科学省「幼稚園における学校評価ガイドライン」（平成 23 年改訂）では、第三者評価の実施体制に
ついて、以下のような文言がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

具体的な実施体制については、地域や学校の実情等に応じて、次のような取組を含め柔軟
に対応することが考えられる。 
（ア）学校関係者評価の評価者の中に、学校運営に関する外部の専門家を加え、学校関係
者評価と第三者評価の両方の性格を併せ持つ評価を行う 
（イ）一定の地域内の複数の学校が協力して、互いの学校の教職員を第三者評価の評価者
として評価を行う 
（ウ）学校運営に関する外部の専門家を中心とする評価チームを編成し、評価を行う 
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ECEQ®は、このうち（イ）に該当する。 
②「公定価格の FAQ」（こども家庭庁） 
国が発出している「公定価格に関する FAQ（よくある質問）」には、以下のような文言がある。 
 
 
 

 
 
 
 
この FAQ を根拠にしても、ECEQ®は第三者評価とすることができるが、第三者評価受審加算の取得の
ためには、報告書等により「その結果を HP 等により広く公表」することが条件となる。 
 
③リベルタス・コンサルティング報告書（文部科学省委託事業） 
株式会社リベルタス・コンサルティング 
令和 6 年度文部科学省委託「幼児教育の学び強化事業」 
「幼稚園における学校評価の実施状況等に関する調査 報告書」（令和 7 年 3 月） 
 
報告書には、「第三者評価の実施方法」として以下の記載がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文部科学省委託の報告書の中で、第三者評価の実施方法として ECEQ®が位置づけられている。 
 
■ECEQ®はなぜ幼児教育の質向上につながるのか 
・「問い」という共通の課題意識をもった多様な他者との対話によって、 
新たな気づきや学び合いが生まれる 

・自らの保育を問いかける基礎が培われ、PDCA が機能するようになる 
                 ↓ 
ECEQ®は評価のための評価に終わらない、幼児教育の質向上につながる評価 

NO.68 
事項：第三者評価受審加算 
問：第三者評価受審加算の具体的な加算要件はどのようなものか。 
答：「福祉サービス第三者評価基準ガイドライン」や「幼稚園における学校評価ガイドライ
ン」等に沿って第三者評価を受審しており、その結果をＨＰ等により広く公表している場
合に加算を行うこととしています。 
 
 
 

 

今回のヒアリングから、第三者評価の実施方法は、大きく以下の 3 種類に分けることができ
る。 
（１）学校関係者評価の委員に、専門家を加えて第三者評価委員とする。 
（２）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構「公開保育を活用した幼児教育の質向上システム
（ECEQ）」の実施と参加 
（３）第三者評価機関による評価 
①自治体設置の公立学校の第三者評価委員会 
②福祉サービス第三者評価機関 
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２

フ
ェ
ー
ズ
１
の
取
組
の
検
証
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
見
直
し
、
フ
ェ
ー
ズ
１

で
の
実
施
園
の
フ
ォ
ロ
ー

フ
ェ
ー
ズ
３

フ
ェ
ー
ズ
２
ま
で
の
取
組
の
継
続
と
、
調
査
研
究
全
体
の
検
証

第
三
者
評
価
を
通
じ
た
保
育
の
質
の
向
上
を
実
効
的
に
推
進

1
4

令
和
８
年
度
概
算
要
求
額
：０

．
２
億
円

超
少
子
化
社
会
、
こ
れ
か
ら
の
給
付
・
振
興
の
動
向
は
？

超
少
子
化

公
定
価
格

×
園
児
数

保
育
の
質

＝

安
定
的
＝

減
収

維
持

給
付
・
振
興
の
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
へ

 

（
園
児
減
少
）

※
１

: 今
後
も
公
定
価
格
は
「
積
み
上
げ
方
式
」
で
維
持
さ
れ
て
い
く

※
１

実
員
・
人
数
に

影
響
さ
れ
る

実
員
・
人
数
に

影
響
さ
れ
に
く
い

「
量
」
か
ら
「
質
」
へ

【
主
な
調
査
研
究
の
観
点
（
例
）
】

・
実
施
体
制
、
評
価
機
関
の
認
証

・
実
施
園
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
保
育
の
改
善

・
自
己
評
価
と
の
関
連
付
け

・
評
価
の
公
表

・
監
査
と
の
役
割
分
担

・
評
価
者
の
育
成

【
対
象
施
設
】

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
事
業

等

令
和
８
年
度
概
算
要
求
額

0.
2億

円

成
育
局
成
育
基
盤
企
画
課

保
育
所
等
に
お
け
る
第
三
者
評
価
改
善
モ
デ
ル
事
業

事
業
の
目
的


保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
い
て
は
、
保
育
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
上
で
、
自
己
評
価
の
取
組
に
加
え
、
よ
り
多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
る
観
点
か

ら
、
第
三
者
評
価
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
。
第
三
者
評
価
の
結
果
を
保
護
者
や
地
域
と
共
有
す
る
こ
と
は
、
協
働
体
制
の
構
築
に
も
資
す
る
。


一
方
、
第
三
者
評
価
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
保
育
そ
の
も
の
の
改
善
に
十
分
に
踏
み
込
め
て
い
な
い
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。


こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
三
者
評
価
の
改
善
を
図
り
、
そ
れ
を
活
用
し
た
各
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
の
保
育
の
質
の
向
上
の
取
組
を
推
進
す
る
。

事
業
の
概
要

都
道
府
県
等
か
ら
３
年
程
度
モ
デ
ル
地
域
を
継
続
的
に
指
定
し
、
国
内
の
質
評
価
ス
ケ
ー
ル
等
（
※
）
を
活
用
し
た
第
三
者
評
価
の
実
施
、
当
該
評
価
を

活
用
し
た
保
育
実
践
の
見
直
し
・
改
善
、
保
育
士
等
や
評
価
者
の
育
成
等
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
開
発
を
行
う
。

※
国
立
教
育
政
策
研
究
所
幼
児
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
「
幼
児
教
育
に
お
け
る
保
育
実
践
の
質
評
価
ス
ケ
ー
ル
案
」
等

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
都
道
府
県
・
市
町
村
【
委
託
基
準
額
】
都
道
府
県
等
１
か
所
当
た
り

50
0万
円
程
度

新
規

フ
ェ
ー
ズ
１

評
価
者
の
育
成
や
、
質
評
価
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る

第
三
者
評
価
の
試
行
的
実
施

フ
ェ
ー
ズ
２

フ
ェ
ー
ズ
１
の
取
組
の
検
証
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
見
直
し
、

フ
ェ
ー
ズ
１
で
の
実
施
園
の
フ
ォ
ロ
ー

フ
ェ
ー
ズ
３

フ
ェ
ー
ズ
２
ま
で
の
取
組
の
継
続
と
、
調
査
研
究
全
体
の
検
証

53
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ミミ
ドド
ルル

リリ
ーー

ダダ
ーー

にに
よよ
るる
地地

域域
のの

保保
育育

のの
質質

のの
向向

上上

各
園

ひ
い

て
は

地
域

全
体

の
保

育
の

質
向

上
に
向

け
て
、
園
内
研
修
や
公
開
保
育
等
の
取
組
の

中
核

を
担

う
こ
と
が

期
待

さ
れ

る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
保
育
士
の
育
成
や
活

動
に
係

る
費

用
等
を

補
助
す
る
仕
組
み
を
創
設

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
に
よ
る
保
育
の
質
向
上

推
進
事
業

令
和
８
年
度
概
算
要
求

ミミ
ドド
ルル

リリ
ーー
ダダ
ーー
保保

育育
士士

自
園
・他

園
の
保
育
所
等
の
質
の
向

上
（
園
内
研
修
や
公
開
保
育
な
ど
）
保
育
実
践
の
見
合

い
・意

見
交
換
に

よ
る
学
び
合
い

（
支
援
経
費
の
例
）

〇
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
研

修
の

実
施

経
費

〇
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
保

育
現

場
を
不
在
時

の
雇
上

げ
費
用

〇
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
他

園
へ

の
園

内
研

修

〇
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
公

開
保

育
等

の
支

援
の

費
用

〇
外
部
有
識
者
の
協

力
を
得

た
研

修
・
公

開
保

育
等

費
用
を

補
助

地
域
全
体
の
保
育
の
質
の
向
上

を
図
る
新

た
な
仕
組
み
を
創

設

1
3

令
和
８
年
度
概
算
要
求
額
：１

億
円

（
中
核
的
機
能
の
例
）


保
育
指
導
職
の
配
置


幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
や
大
学
等
と
の
連
携
等
に
よ
る
保
育
の
質
の

確
保
・
向
上
の
た
め
の
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

（
想
定
さ
れ
る
取
組
の
例
）


地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
た
独
自
の
研
修
の
実
施


公
開
保
育
に
よ
る
交
流
の
機
会
の
創
出


公
立
園
の
拠
点
化


法
人
を
ま
た
ぐ
施
設
間
の
職
員
の
交
流
等

事
業
の
概
要

都
道
府
県
等
か
ら
３
年
程
度
モ
デ
ル
地
域
を
継
続
的
に
指
定
し
、
地
域
単
位
で
、
保
育
内
容
に
関
す
る
課
題
の
把
握
、
地
域
に
お
け
る
保
育
実
践
・
改
善

に
関
す
る
指
導
助
言
、
研
修
等
の
企
画
立
案
等
を
担
う
中
核
的
機
能
を
構
築
し
、
域
内
の
保
育
所
等
の
保
育
の
質
の
確
保
・
向
上
の
た
め
の
取
組
を
進
め
つ

つ
、
持
続
的
に
地
域
全
体
で
保
育
の
質
を
確
保
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
の
モ
デ
ル
開
発
を
行
う
。

＜
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
・
普
及
促
進
事
業
＞

令
和
８
年
度
概
算
要
求
額

0.
6億

円
（

0.
5億

円
）

成
育
局
成
育
基
盤
企
画
課

地
域
に
お
け
る
保
育
の
質
の
向
上
の
体
制
整
備
調
査
研
究

事
業
の
目
的

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
治
体
が
中
核
と
な
り
、
地
域
全
体
で
保
育
の
質
の
確
保
・
向
上
を
推
進
す
る
体
制
整
備
の
モ
デ
ル
開
発
を
行
い
、

地
域
ぐ
る
み
で
質
の
高
い
保
育
を
保
育
所
等
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
。

実
施
主
体
等

※
令
和
７
年
度
に
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
を
優
先
す
る
）

【
実
施
主
体
】

①
都
道
府
県
、
指
定
都
市
・
中
核
市
、

10
万
人
程
度
以
上
の
市
町
村
（
計
６
箇
所
程
度

②
上
記
以
外
の
市
町
村
（
計
４
箇
所
程
度
）
【
拡
充
】

【
委
託
基
準
額
】

①
都
道
府
県
等
１
か
所
当
た
り

80
0万
円
程
度
、
②
市
町
村
１
か
所
当
た
り

40
0万
円
程
度

地
域
全
体
の
保
育
の
質
の
向
上

【
認
定
こ
ど
も
園
】

【
保
育
所
】

【
養
成
校
】

【
行
政
】

拡
充

52

自
治
体
に
お
い
て
、
地
域
で
中
核
と
な
っ
て
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
け
る
保
育
の
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー

を
募
り
、
参
加
す
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
学
び
合
い
に
よ
る
資
質
向
上
や
、
当
該
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
勤
務
す
る
園
は
も
と
よ
り
、
自
園
以
外
の
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
け
る
保
育
の
質
向
上
に
向
け
た
取
組
の
支
援
、
そ
れ
ら
の
勤
務
園
で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
の

取
組
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
。

（
支
援
経
費
の
例
）


ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
研
修
の
実
施
経
費


ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
保
育
現
場
を
不
在
に
す
る
こ
と
に
伴
う
雇
上
げ
費
用


ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
他
園
へ
の
園
内
研
修
や
公
開
保
育
等
の
支
援
に
関
す
る
費
用


外
部
有
識
者
の
協
力
を
得
た
園
内
研
修
・
公
開
保
育
等
の
実
施
費
用

等

令
和
８
年
度
概
算
要
求
額

１
億
円

成
育
局
成
育
基
盤
企
画
課

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
に
よ
る
保
育
の
質
向
上
推
進
事
業

事
業
の
目
的

各
園
に
お
け
る
保
育
の
質
向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
園
内
研
修
や
公
開
保
育
等
の
取
組
な
ど
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
保
育
者
が
保
育
実

践
を
互
い
に
見
合
い
学
び
合
う
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
保
育
を
進
め
、
互
い
の
保
育
実
践
を
見
合
い
意
見
交
換

等
を
進
め
た
り
、
有
識
者
等
か
ら
の
助
言
等
を
受
け
た
り
す
る
中
で
、
自
園
や
保
育
者
自
身
の
保
育
の
良
さ
や
課
題
を
見
直
し
改
善
し
て
い
く
機
運
の
醸
成

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
自
園
や
他
園
の
園
内
研
修
・
公
開
保
育
な
ど
の
企
画
・
実
施
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ーの

育
成
、
園
・
保
育
士
同
士
の
学
び
合
い
を
中
心
と
し
た
協
働
的
な
取
組
を
推
進
し
、
各
園
ひ
い
て
は
地
域
全
体
の
保
育
の
質
向
上
を
図
る
。

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
都
道
府
県
又
は
市
町
村

【
補
助
基
準
額
】
１
自
治
体
当
た
り

50
0万
円

【
補
助
割
合
】
国
：
１
／
２
、
都
道
府
県
・
市
町
村
：
１
／
２

新
規

51
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調
査
研
究
課
題

○
○

C
or

po
ra

tio
n

15

「
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
満
た
さ
れ
、

豊
か
に
生
き
て
い
く
事
を
支
え
る
環
境
や
経
験
」

令
和
２
年
６
月

厚
生
労
働
省
（
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
質
の
確
保
・
向
上
に
係
る
関
連
資
料
）
よ
り

「
保
育
プ
ロ
セ
ス
の
質
は
、
何
か
一
つ
も
し
く
は
い
く
つ
か
の
要
素
に

起
因
す
る
と
言
う
事
は
で
き
な
い
。

多
層
的
で
多
様
な
要
素
が
か
ら
み
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
質
向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
」

令
和
２
年
６
月

厚
生
労
働
省
（
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
質
の
確
保
・
向
上
に
係
る
関
連
資
料
）
よ
り

教
育
基
本
法
第
十
一
条

「
～
良
好
な
環
境
の
整
備
、
そ
の
振
興
に
努
め
な
れ
け
ば
な
ら
な
い
」

教
育
基
本
法

第
十
一
条

（
引
用
：
独
立
行
政
法
人

教
職
員
支
援
機
構
よ
り
）

16

厚
生
労
働
省

文
部
科
学
省
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国
立
教
育
政
策
研
究
所
に
お
け
る
「
幼
児
教
育
の
保
育
実
践
の
質
評
価
ス
ケ
ー
ル
案
」

「
幼
児
期
か
ら
の

育
ち
･学
び
と
プ

ロ
セ
ス
の
質
に
関

す
る
研
究
：
幼
児

教
育
に
お
け
る
プ

ロ
セ
ス
の
質
に
関

す
る
研
究
」
報
告

書
（
第

2巻
）

幼
児
教
育
に
お
け
る
保
育
実
践
の
質
評
価
ス
ケ
ー
ル
案

→
第

2巻
pp

. 1
31

-1
32

.
項
目

ⅠⅠ
健
康
と
安
全
へ
の
配
慮
と
指
導

子
供
の
健
康
、
衛
生
、
安
全
の
た
め
、
保
育
者
が
配
慮
し
指
導
し
て
い
る
内
容

幼
児
教
育
に
お
け
る
保
育
実
践
の
質
評
価
ス
ケ
ー
ル
案
（
９
項
目

11
2指

標
）

I.
健
康
と
安
全
へ
の
配
慮
と
指
導
：

子
供
の
健
康
、
衛
生
、
安
全
の
た
め
、
保
育
者
が
配
慮
し
指
導
し
て
い
る
内
容

II
.
社
会
情
緒
的
な
育
ち
を
促
す
援
助
：

応
答
的
に
関
わ
り
、
子
供
の
社
会
情
緒
的
な
育
ち
を
促
し
て
い
る
内
容

II
I.
主
体
的
な
遊
び
や
活
動
の
援
助
：

子
供
が
主
体
的
に
遊
び
、
活
動
す
る
よ
う
に
促
し
支
え
て
い
る
内
容

IV
.
好
奇
心
を
育
む
環
境
構
成
：

子
供
の
興
味
・
関
心
を
促
し
、
好
奇
心
を
高
め
る
よ
う
な
環
境
を
構
成
す
る
内
容

V.
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
言
葉
の
援
助
：

子
供
が
人
と
や
り
と
り
し
て
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
、
話
し
合
い
、
言
葉
を
使
用
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
内
容

VI
.
言
語
的
な
表
現
の
援
助
：

絵
本
・
物
語
・
歌
・
言
葉
遊
び
等
の
遊
び
や
活
動
を
通
し
て
、
子
供
の
言
語
的
な
表
現
を
育
み
促
し
て
い
る
内
容

VI
I.
数
量

•図
形
や
科
学
へ
の
興
味

•関
心
、
感
覚
の
援
助
：

子
供
の
身
近
な
自
然
や
数
量

•図
形
、
科
学
へ
の
興
味

•関
心
や
感
覚
、
考
え
方
を
育
み
促
し
て
い
る
内
容

VI
II

.思
考
し
探
究
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
援
助
：

子
供
が
考
え
な
が
ら
作
っ
た
り
調
べ
た
り
し
て
、
探
究
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
支
え
広
げ
て
い
く
内
容

IX
.
協
同
や
課
題
解
決
に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
の
援
助
：

子
供
た
ち
が
協
同
し
て
取
り
組
み
、
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
内
容

平
成

29
-令
和

4年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

「
幼
児
期
か
ら
の
育
ち

•学
び
と
プ
ロ
セ
ス

の
質
に
関
す
る
研
究
：
幼
児
教
育
に
お

け
る
プ
ロ
セ
ス
の
質
に
関
す
る
研
究
」

報
告
書
（
第

2巻
）

国
立
教
育
政
策
研
究
所

幼
児
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

全
国
教
育
研
究
担
当
者
会
議

（
20

25
.1

.2
0.
）
掘
越
紀
香

•資
料
よ
り

質
評
価
ス
ケ
ー
ル
案
：
概
要
と
評
価
の
観
点

項
目
Ⅳ

好
奇
心
を
育
む
環
境
構
成

子
供
の
興
味
・
関
心
を
促
し
、
好
奇
心
を
高
め
る
よ
う
な
環
境
を
構
成
す
る
内
容

【
概
要
】
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
、
子
供
は
身
近
な
環
境
と
出
会
い
、
も
の
や
人
へ
の
興
味
・

関
心
が
芽
生
え
る
。
興
味
を
持
っ
た
環
境
（
素
材
や
教
材
、
遊
具
等
）
に
対
し
、
子
供
は
主
体

的
に
関
わ
り
、
様
々
な
関
わ
り
方
を
試
し
た
り
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
興
味
・
関

心
を
深
め
、
探
究
す
る
よ
う
に
な
る
。
保
育
者
は
、
一
人
一
人
の
子
供
の
発
達
や
興
味
・
関
心

に
よ
っ
て
、
環
境
と
の
関
わ
り
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
子
供
の
好
奇
心
を
育
み
、
興

味
・
関
心
を
広
げ
深
め
る
よ
う
な
環
境
を
構
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
評
価
の
観
点
】
こ
の
項
目
で
は
、
子
供
が
様
々
な
環
境
と
出
会
い
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て

関
わ
る
よ
う
に
、
保
育
者
が
工
夫
し
て
環
境
構
成
や
再
構
成
を
し
て
い
る
か
、
子
供
と
一
緒
に

環
境
を
整
え
た
り
創
っ
た
り
し
て
い
る
か
、
子
供
な
り
の
や
り
方
や
工
夫
を
認
め
、
好
奇
心
や

探
究
心
を
高
め
る
よ
う
な
環
境
や
援
助
に
な
っ
て
い
る
か
等
に
焦
点
を
当
て
る
。

→
第

2巻
pp

.1
45

-1
46

.
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質
評
価
ス
ケ
ー
ル
案
：
指
標
と
解
説

項
目
Ⅳ

好
奇
心
を
育
む
環
境
構
成

子
供
の
興
味
・
関
心
を
促
し
、
好
奇
心
を
高
め
る
よ
う
な
環
境
を
構
成
す
る
内
容

3－
4
保
育
者
は
、
遊
び
や
活
動
の
場
を
用
意
す
る
と
き
、
子
供
が
興
味
・
関
心
を
持

て
る
よ
う
に
素
材
や
教
材
等
を
一
緒
に
準
備
し
て
い
る
。

子
供
は
、
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
遊
び
や
活
動
を
選
択
し
て
い
る
が
、
保
育
者
と
一
緒
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
更
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
保
育
者
は
、
遊
び
や
活
動

を
始
め
る
際
や
そ
の
最
中
に
、
新
た
な
素
材
や
道
具
、
遊
具
を
一
緒
に
準
備
し
た
り
、
関
わ
り

方
や
新
た
な
遊
び
方
を
提
案
し
た
り
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
子
供
と
一
緒
に
テ
ー
ブ
ル
を
テ
ラ

ス
へ
運
ん
だ
り
、
色
水
作
り
に
使
う
た
め
の
草
花
を
摘
み
に
行
っ
た
り
、
す
り
鉢
・
す
り
こ
ぎ

や
ボ
ウ
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
そ
ろ
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
供
が
そ
の
遊
び
や
活
動
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

→
第

2巻
pp

.1
45

-1
46

.

020406080空
間
と
家
具

養
護

言
葉
と
絵
本

活
動

相
互
関
係

保
育
の
構
造

保
育
環
境
評
価
ス
ケ
ー
ル
（
0
,
1
.
2
歳
児
）

020406080空
間
と
家
具

養
護

言
葉
と
文
字

活
動

相
互
関
係

保
育
の
構
造

保
育
環
境
評
価
ス
ケ
ー
ル
（
３
歳
児
以
上
～
）

E
C
E
R
S
（

エ
カ

ー
ズ

）
IT

E
R
S
（

イ
タ

ー
ズ

）
(I

n
fa

n
t 

T
o
d
d
le

r 
E
n
v
ir
o
n
m

en
t 

R
at

in
g
 S

ca
le
）

(E
ar

ly
 C

h
il
d
h
o
o
d
 E

n
v
ir
o
n
m

en
t 

R
at

in
g
 S

ca
le
）

保
育
環
境
評
価
ス
ケ
ー
ル
（
ア
メ
リ
カ
）

各
国
の
保
育
の
質
的
評
価
尺
度
（
ス
ケ
ー
ル
）
ア
セ
ス
メ
ン
ト

SS
TE

W

E
C
E
R
S
（

エ
カ

ー
ズ

）
3
・

4
・

5
歳

児
の

保
育

環
境

評
価

ス
ケ

ー
ル

■
サ

ブ
ス

ケ
ー

ル
１

空
間
と
家
具
…

子
ど

も
の

遊
び

と
幼

児
期

に
ふ

さ
わ

し
い

学
び

を
支

え
る

室
内

空
間

を
魅

力
的

に
構

成
す

る

１
，

室
内

空
間

気
持

ち
の

良
い

生
活

が
で

き
る

２
，

養
護

・
遊

び
・

学
び

の
た

め
の

家
具

安
全

し
、

楽
し

く
過

ご
せ

る

３
，

遊
び

と
学

び
の

た
め

の
室

内
構

成
好

き
な

遊
び

を
選

び
、

じ
っ

く
り

取
り

組
む

４
，

ひ
と

り
又

は
ふ

た
り

の
た

め
の

室
内

空
間

ひ
と

り
で

落
ち

着
く

、
ま

た
は

共
に

考
え

深
め

つ
づ

け
る

５
，

子
ど

も
に

関
係

す
る

展
示

自
ら

気
づ

き
、

振
り

返
り

、
他

の
人

と
興

味
関

心
を

分
か

ち
合

う

６
，

粗
大

運
動

遊
び

の
空

間
身

体
を

十
分

に
動

か
し

て
充

実
感

や
満

足
感

を
得

る

７
，

粗
大

運
動

遊
び

の
設

備
・

用
具

適
切

な
活

動
を

選
び

、
進

ん
で

運
動

す
る

1
,1

戸
外

に
も

屋
内

に
も

身身
体体

をを
動動

かか
しし

てて
遊

べ
る

空
間

が
な

い

～ 3
,1

戸
外

ま
た

は
屋

内
に

身身
体体

をを
動動

かか
しし

てて
遊遊

ぶぶ
のの

にに
差差

しし
支支

ええ
なな

いい
空

間
が

あ
り

、
最

低
1

5
分

は
使

わ
れ

て
い

る

～ 5
.1

身
体

を
動

か
し

て
遊

べ
る

広
い

空
間

が
あ

り
、

走走
りり

回回
っっ

たた
りり

車車
輪輪

のの
ああ

るる
遊遊

具具
をを

乗乗
りり

回回
しし

たた
りり

でで
きき

るる
よ

う
な

～
  
動

き
の

多
い

遊
び

が
で

き
る

7
,1

身
体

を
動

か
し

て
遊

ぶ
場

所
の

表
面

が
、

硬硬
いい

もも
のの

とと
柔柔

らら
かか

いい
もも

のの
とと

いい
うう

よよ
うう

にに
最最

低低
22
種種

類類
ああ

りり
、

異異
なな

るる

～～
    

種種
類類

のの
運運

動動
がが

可可
能能

に
な

っ
て

い
る

。

7
.3

  
 

異異
なな

るる
運運

動動
がが

おお
互互

いい
にに

妨妨
げげ

にに
なな

らら
なな

いい
よよ

うう
に

場
所

が
使

わ
れ

て
い

る
（

例
：

乗
り

物
の

場
所

は
登

る
遊

具
や

  
ボ

ー
ル

遊
び

の
場

か
ら

離
れ

て
い

る
）

〈 不不 適適 切切 〉〉 〈〈 最最 低低 限限 〉〉 〈〈 良良 いい 〉〉 〈〈 とと てて もも 良良 いい 〉〉
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私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

「
良
質
な
教
育
」
「
評
価
ス
ケ
ー
ル
」

を
考
え
る

・
よ
り
良
い
保
育
教
育
の
「
質
」
と
は
何
か
？

・
客
観
的
な
評
価
ス
ケ
ー
ル
づ
く
り
は
可
能
か
？

・
主
体
的
、
対
話
的
、
協
同
的
な
学
び
、
自
立
、
自
律
（
認
知
）

・
個
別
、
最
適
、
探
求
、
協
調
、
粘
り
強
さ
、
独
創
（
非
認
知
）

・
見
通
す
力
、
メ
ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
、
予
測
す
る
力
、
批
判
的
思
考

・
構
造
の
質
、
プ
ロ
セ
ス
の
質
、
成
果
の
質
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

・
環
境
、
施
設
、
自
然
、
人
権
、
指
導
者
の
質
（
研
鑽
・
研
修
）

・
水
の
ご
と
く
柔
軟
に
、
臨
機
応
変
（
ア
ジ
リ
テ
ィ
）
、
透
明
性

・
バ
ラ
ン
ス
力
、
読
み
取
る
力
、
伸
び
し
ろ
を
理
解
、
客
観
性

・
対
応
力
、
柔
軟
性
、
瞬
発
性
、
公
正
、
多
様
性
、
利
他
性

・
良
さ
（
弱
点
）
を
見
つ
け
る
セ
ン
ス
力
、
評
価
者
の
資
質
能
力

【
良
質
な
教
育
の
質
】
主
な
も
の

【
評
価
ス
ケ
ー
ル
の
視
点
】
主
な
も
の

「
最
強
」
？

≒
「
最
良
」

最
良
の
教
育
と
最
強
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
類
似
性

「
園
庭
整
備
に
よ
る
介
入
が
こ
ど
も
の
身
体
面
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
」

～
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
研
究
エ
ビ
デ
ン
ス
～

園
庭
を
「
緑
化
」
「
砂
場
」
「
土
壌
」
に
大
幅
に
介
入
す
る
こ
と
で
、

こ
ど
も
た
ち
の
「
皮
膚
の
菌
叢
改
善
（
炎
症
マ
ー
カ
ー
減
少
）
」

「
免
疫
系
が
上
が
る
（
抑
制
）
」

…
エ
ビ
デ
ン
ス
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29

【
提
案
】

新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
「
質
の
向
上
」
へ

保
育
の
受
け
皿
（
待
機
児
童
解
消
）
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
た

「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」
が
予
定
通
り
令
和

6年
度
末
に
終
了
。

こ
れ
か
ら
新
た
な
子
育
て
プ
ラ
ン
の
策
定
に
入
る
が
、
量
的
拡
充

が
目
的
の
従
来
プ
ラ
ン
か
ら
、
質
の
向
上
・
質
の
改
善
を
目
的
と
し

た
プ
ラ
ン
へ
シ
フ
ト
す
る
予
定
。

私
立
幼
稚
園
と
由
来
の
認
定
こ
ど
も
園
は
、
設
置
基
準
か
ら
屋
外
遊
戯
場
「
園
庭
」
を
有
し
て
い
る
。

幼
稚
園
教
育
は
環
境
を
通
し
て
行
う
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
質
の
高
い
教
育
を
保
障
す
る
必
須
な
場
＝
園
庭
で
あ
る
。

今
後
、
園
庭
を
通
し
て
質
の
高
い
教
育
を
展
開
し
て
い
る
施
設
に
「
質
向
上
の
加
算
」
等
を
提
案
す
る
。

「
園
庭
」
で
の
活
動
を
通
し
た
質
の
高
い
教
育
へ
加
算
を
～
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学
校
法
人

宮
村
学
園

日
野
・
多
摩
平
幼
稚
園

福
田

大
海

福
田

大
海
（
ふ
く
だ

お
お
み
）

・
19

75
年
生
ま
れ

3人
兄
弟
。

・
父
の
他
界
に
よ
り

18
歳
か
ら
社
会
に
出
る
。

・
2年

後
、
昼
は
幼
稚
園
、
夕
方
専
門
学
校
。

・
平
成

9年
か
ら
、

3年
間
、

2年
間
他
の
幼
稚
園
で
勉
強
。

・
平
成

14
年
自
園
へ
、

19
年
副
園
長
、

29
年
園
長
に
就
任
。

・
平
成

20
年
認
定
こ
ど
も
園
幼
稚
園
型
を
開
設
。

・
平
成

29
年

4月
、
小
規
模
保
育
開
設

た
ま
だ
い
ら

1.
2 

Sm
ile

 H
ou

se

日
野
市
の
状
況

・
人
口

18
6,

00
0人

・
年
齢
別
人
口

0歳
1,

13
9人

・
1歳

1,
27

9人
2歳

1,
25

9人
・

3歳
1,

29
7人

・
4歳

1,
38

3人
人

5歳
1,

42
2人

・
6歳

1,
50

8人
地
域
に
よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
た
地
域
は

微
増
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
人
口
減
の
減
少
。
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日
野
・
多
摩
平
幼
稚
園
の
状
況

・
ク
ラ
ス
数

満
3歳

児
ク
ラ
ス

1ク
ラ
ス

7名
3歳

児
ク
ラ
ス

3ク
ラ
ス

59
名

4歳
児
ク
ラ
ス

3ク
ラ
ス

54
名

5歳
児
ク
ラ
ス

3ク
ラ
ス

74
名

合
計

19
4名

・
1.

2歳
小
規
模
保
育

共
に

6名
定
員

12
名

日
野
・
多
摩
平
幼
稚
園

の
特
色

・
こ
ど
も
主
体
の
保
育

・
キ
リ
ス
ト
教
の
主
義
を
取
り
入
れ
て
い
る
保
育

・
あ
そ
び
を
大
切
に
し
て
い
る
保
育

・
課
外
教
室
を
い
く
つ
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

・
木
育
、
食
育
、
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
体
験
が
で
き
る

・
目
的
に
よ
り
、
保
育
中
で
も
様
々
な
公
園
へ
行
け
る

お
祈
り
の
様
子
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ク
ラ
ス
の
様
子

木
育
・
外
遊
び

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
に
い
ら
し
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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--
--

--
未
来
の
学
び
の
土
台
を
育
む

--
--

--
-

私私
立立
幼幼
稚稚
園園
のの
多多
様様
性性
がが
全全
国国
にに
豊豊
かか
ささ
をを
もも
たた
らら
すす

学
校
法
人
森
山
学
園
正
進
幼
稚
園

国
の
標
準
化
を
補
完
す
る
存
在
と
し
て
の
私
学

幼幼
保保
連連
携携
型型
認認
定定
ここ
どど
もも
園園

はは
なな
のの
やや
まま
ここ
どど
もも
ええ
んん

（（
開開
園園
３３
年年
目目
））
定定
員員

1100
00名名

企
業
主
導
型
保
育
園

ク
ル
メ
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

０
〜
１
歳

30
名

今
年
で
開
園
８
年
目

病
児
保
育
も
実
施

０
歳
〜
小
学
６
年
生
ま
で

保
護
者
支
援
と
し
て
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

保
護
者
の
交
流
の
場
・
読
み
聞
か
せ
の
場
提
供
と
し
て

活
用

「
0歳

か
ら
就
学
前
ま
で
一
貫
し
た
教
育
理
念
」

沿
革
と
姉
妹
園

--
--

50
年
の
歩
み
、

0歳
か
ら
就
学
前
ま
で
を
支
え
る

3園
体
制
ま
で

--
--

--
昭
和
５
１
年
４
月

正
進
幼
稚
園
を
開
園

定
員
８
０
名

創
設
者

父
森
山
時
雄
が

 4
7歳

〜
82
歳

(3
5年

間
)

前
身

--
昭
和

40
年
各
種
学
校
久
留
米
中
央
経
理
専
門
学
校
を
設
立
。

情
熱
を
も
ち
商
業
教
育
を
実
施
す
る
が
、

教
育
は
幼
児
教
育
か
ら
が
大
切
だ
！
の
決
意
で
幼
稚
園
設
立
へ
。

平
成
２
３
年
４
月

理
事
長
交
代

荻
野
玉
惠
就
任

平
成
３
０
年
４
月

正
進
幼
稚
園

定
員
４
０
０
名
認
可
取
得

令
和

５
年
４
月

佐
賀
県

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
は
な
の
や
ま
こ
ど
も
え
ん
」
開
園

０
〜
５
歳

在
園
児
数
１
０
３
名

建
学
の
精
神

令
和

７
年
４
月

正
進
幼
稚
園

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
移
行

２
歳
児
〜
５
歳
児

在
園
児
３
４

2名
（
２
歳
児

65
名

年
少

90
名

年
中

84
名

年
長

10
3名

）

平
成
２
７
年
４
月

企
業
主
導
型
保
育
園
「
ク
ル
メ
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」

0~
1歳

対
象
在
園
児

30
名
設
置

病
児
保
育
実
施

0~
小
学

6年
生
対
象

正正
進進
幼幼
稚稚
園園

創創
立立

5500
年年

「「
知知
・・
徳徳
・・
体体
・・
食食
」」
＋＋
「「
たた
たた
ずず
まま
いい
教教
育育
」」

モ
ッ
ト
ー
：

遊
び
な
が
ら
グ
ン
グ
ン
育
て
！

感
動
す
る
心
を
育
て
よ
う
！
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----
--たた

たた
ずず
まま
いい
教教
育育

----
--

・
美
し
い
姿
勢
で
、
「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
と
い
う
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
い
う
、

 挨
拶
や
・
目
を
見
て
、
人
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
・

足
を
揃
え
る
・
・

な
ど
の
人
と
し
て
の
基
本
的
な
あ
り
方
や
心
の
豊
か
さ
を
育
み
ま
す
。

 

•“
無
理
に
座
ら
せ
る

”の
で
は
な
く
、

--
-
遊
び
や
学
び
の
楽
し
さ
の
中
で
姿
勢
や
道
徳
心
・
集
中
力
が
育
つ

--
-

こ
れ
が
こ
の
園
の
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳徳
育育
の
実
践

 
三
層
構
造
（
立
ち
姿
・
心
の
姿
・
生
き
方
）

----
----

--体体
育育
（（
安安
田田
式式
体体
育育
遊遊
びび
指指
導導
法法
導導
入入
））

----
----

----
----

--
自自
園園
でで
体体
育育
専専
門門
講講
師師
とと
しし
てて
採採
用用
・・
育育
成成

み
ん
な
で
楽
し
い
ス
キ
ッ
プ
４
分
間
！

実
は
マ
ラ
ソ
ン
に
な
る
！

体
育
遊
び
は
、
楽
し
く
効
果
的
に
技
能
向
上
に
繋
が
る
遊
び

子
ど
も
達
が
共
感
し
て
仲
良
く
燃
え
る
集
団
に
な
る
仕
組
み
を
実
施

毎
日
の
熱
中
ト
ラ

イ
&エ

ラ
ー
で
感

覚
統
合
が
促
さ
れ

成
長
と
上
達
を
体

感
し
ま
す
。

み
ん
な
で
自
由
遊
び
入
る
時

０
歳
か
ら
就
学
前
教
育
の
乳
幼
児
教
育
大
切
に
考
え
る

な
ぜ
な
ら
：
幼
児
期
０
〜
６
さ
い
ま
で
の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
大
切
な
時
期
で
あ
る
か
ら
。

 

○
愛
着
行
動
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て

保
護
者
支
援
を
す
る
。

○
乳
幼
児
教
育
を
実
施
す
る
。

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

10
分

１
歳
児
の
体
育
サ
ー
キ
ッ
ト

10
分

「
0歳

か
ら
就
学
前
ま
で
一
貫
し
た
教
育
理
念
」

０
歳
１
歳
児
の
知
育
教
育
を
実
施

例
え
ば
・
・
・
日
々
の
体
育
サ
ー

キ
ッ
ト

13
分
で
充
実
し
た
内
容
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ママ
ーー
チチ
ンン
ググ
・・
合合
唱唱
・・
合合
奏奏

協協
働働
・・
憧憧
れれ
・・
成成
功功
体体
験験
がが
伝伝
統統
をを
つつ
なな
ぐぐ

音
楽
は
「
協
調
性
・
集
中
力
・
表
現
力
・
を
育
て
、

子
ど
も
た
ち
の

“感
動
す
る
心

”を
大
き
く
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

 

徳
育
の
実
践

 

合
唱
（
井
上
式
指
導
法
導
入
）

仲仲
間間
とと

心心
をを
一一
つつ
にに
しし
てて
活活
動動
すす
るる
ママ
ーー
チチ
ンン
ググ
はは
、、
成成
功功
体体
験験
がが
でで
きき
るる
大大
切切
なな
活活
動動
とと
なな
っっ
てて
いい
まま
すす

  
発
声
練
習
風
景
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合 奏

○○
英英
語語
（
グ
レ
ー
プ
シ
ー
ド
）
００
歳歳
〜〜
年年
長長

正正
課課
はは
週週
１１
回回

英
語
課
外
は
週
３
回
（
小
学
２
年
生
ま
で
継
続
）

○○
ニニ
キキ
ーー
チチ
ンン
積積
木木

月
１
回
（
年
少
〜
年
長
）

○○
ププ
リリ
ンン
トト
・
・
週
３
〜
４
回

 （
２
歳
児
〜
年
長
）

も
じ
・
か
ず
・
ち
え
・
英
語

○○
心心
訓訓
・
・
毎
朝
１
回
２
分

（
1歳

児
〜
年
長
）

○○
ププ
ロロ
ググ
ララ
ミミ
ンン
ググ
（（

sspp
rriinn

ggiinn
））

年
１

0回
（
年
長
の
み
）

30
分

--
--

--
--

--
--

--
--

-
知
的
分
野
の
取
組

--
--

--
--

--
--

--
--

--

○○
瞑瞑
想想
・
・
毎
朝
１
回
２
分

（
1歳

児
〜
年
長
）

正
し
い
姿
勢
で
腹
式
呼
吸

福
沢
諭
吉
・
・
心
訓
唱
和

宮
沢
賢
治
・
・
雨
に
も
負
け
ず

俳
句
・
・
・
な
ど

右
脳
・
左
脳
へ
の

概
念
遊
び
で
語
彙
の
イ
ン
プ
ッ
ト
！

右
脳
教
育
で
は
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
概
念
あ
そ
び

（
文
字
・
か
ず
・
知
恵
）

知
育
の
分
野

活
動
時
間

20
分

・・
茶茶
道道
（（
年年
２２
回回
））
・・

・・
生生
花花
（（
年年

11回回
））

•
日
本
文
化
の
体
験
は
（
茶
道
、
生
花
）

子
ど
も
達
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
活

動
な
の
で
す
。

•
お
も
て
な
し
の
丁
寧
に
す
る
心
や
美
し

い
所
作
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
本
文
化
の
継
承
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日日
本本
文文
化化
のの
継継
承承

「「
偉偉
人人
伝伝
講講
話話

  〜〜
園園
とと
家家
庭庭
をを
結結
ぶぶ
教教
育育
〜〜
」」

「
子
ど
も
の
憧
れ
を
育
み
、
家
庭
に
学
び
を
つ
な
ぐ
」

•保
護
者
が
子
ど
も
と
共
に
読
み
、
家
庭
で
も
話
し
合
う
機
会
に

•→
 「
子
ど
も
の
学
び
」
と
「
保
護
者
教
育
」
が
一
体
と
な
る
私
学
の
取
り
組
み

福
沢
諭
吉
の
『
心
訓
』
を
軸
に
、

日
本
の
精
神
や
生
き
方
を
学
ぶ

年
10
回

年
中

/年
長
の
み

家
庭
で
親
子
が
一
緒
に
話
す

夕
方
ま
で
の
預
か
り
保
育
は

18
:4

5ま
で
（
専
任
保
育
士
）

安
心
・
学
び
続
け
る
保
育

（
横
割
り
→
縦
割
り
の
保
育
で
心
も
体
も
育
つ
）

・
15
時
お
や
つ
の
後
か
ら
の
横
割
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

例
：
・
概
念
カ
ー
ド
遊
び
・
歌
・
体
育
遊
び
・
紙
芝
居
は
毎
日

・
カ
プ
ラ
（
積
木
）
・
お
習
字
・
制
作

・
体
育
・
自
由
遊
び

・
17
時
か
ら
の
縦
割
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

食食
育育
・・
自自
然然
体体
験験
とと
しし
てて

・
秋
の
秋
刀
魚
焼
き
・
新
米
の
釜
戸
ご
飯

・
ピ
ザ
窯
で
の
ピ
ザ
焼
き

(各
学
年

/年
１
回

) ・
焼
き
芋

・
ク
ッ
キ
ン
グ
活
動

（
各
学
年

/年
４
回
）

2歳
児
〜
年
長

・
畑
で
の
野
菜
の

栽
培
収
穫
体
験

（
一
年
中
）

・
ソ
ー
メ
ン
流
し

・
焼
き
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

・
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン

ク
ッ
キ
ン
グ

•
試
す
・
組
み
立
て
る

•
作
る
・

•
直
感
的
な
操
作
に
よ
り
体

験
型

ST
EM

教
育
で
楽
し

い
経
験
を
し
ま
す
。

IP
AD
を
使
っ
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ア
プ
リ

SP
RI

NG
IN

を
使
用
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２
歳
児
（
３

号
）
の
教
育

活
動

・
保
護
者
を
支
え
る
の
も

教
育
の
一
部

保
護
者
支
援

•現
代

保
護

者
＝

情
報

過
多

だ
が

実
体

験
不

足
 →

 不
安

が
大

き
い

•月
3回

の
直

接
対

話

•公
式

LI
NE

（
各

学
年

毎
）

で
の

成
長

共
有

動
画

や
写

真
の

配
信

お
知

ら
せ

・
週

案
も

配
信

教教
育育
をを
担担
うう
教教
職職
員員
のの
育育
成成
（（
成成
長長
））
とと
職職
場場
環環
境境
づづ
くく
りり

○
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
教
育
に
反
映
す
る
。

（
体
育
・
け
ん
玉
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
）

○
互
い
に
助
け
合
う
職
場
環
境
作
り
。

○
多
様
な
人
材
が
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
働
け
る
環
境

○
有
給
を
自
由
に
希
望
で
き
る
環
境
、
懇
親
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

○
園
内
研
修
の
充
実
（
専
門
講
師
に
よ
る
研
修
と
日
々
の
自
己
研
修
）

○
男
性
も
女
性
も
、
生
涯
働
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成

「
育
成
教
育
と
は
、
子
ど
も
を
支
え
る
人
を
支
え
る
こ
と
」

地
域
と
共
に
育
つ
多
様
性

地 地
域域
・・
学学
校校
・・
家家
庭庭
とと
繋繋
がが
るる
！！

・
交
流
体
育
遊
び
・
け
ん
玉

・
さ
ん
ま
焼
き

・
50
周
年
記
念
大
同
窓
会

・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
幼
保
小
の
連
携
と
し
て

・
合
同
体
育
遊
び
実
施

○
小
学
校
と
の
交
流
の
と
し
て

・
小
学
校
の
組
体
操
と

幼
稚
園
の
マ
ー
チ
ン
グ
を

互
い
に
発
表

・
秋
刀
魚
焼
き
交
流

○
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

・
け
ん
玉
遊
び
を
交
流

○
５
０
周
年
記
念
台
同
窓
会
で
、
第
１

期
生
か
ら
在
園
児
ま
で
、
県
立
体
育
館

に
て
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

資
金
と
し
て
、
協
賛
金
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

園
と
地
域
が
共
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

「
共
に
育
つ
社
会
モ
デ
ル
を
目
指
す
」
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子
ど

も
子

育
て

会
議

の
中

で
、

子
ど

も
の

保
護

者
と

の
愛

着
形

成
に

つ
い

て
等

の
話

に
な

っ
た

内
容

が
、

保
育

園
部

門
２

号
３

号
の

保
護

者
へ

手
紙

が
配

布
さ

れ
ま

し
た

。

久
留
米
市
の
発
信

「
土

曜
日

利
用

に
つ

い
て

」

家
庭
・
地
域
・
行
政
の
三
層
連
携

私
立
幼
稚
園
の
多
様
性
が

全
国
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

そ
し
て
未
来
へ

子
ど
も
自
身
が
幸
せ
を
感
じ

自
己
肯
定
感
を
も
ち
、

未
来
に
羽
ば
た
け
ま
す
よ
う
に
・
・
・

行
政
と
共
に
価
値
を
未
来
へ

園
児
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
遊
戯
会

１ 年 間 の 総 仕 上 げ

結
び
に

•本
園
の
実
践
は
、
国
の
標
準
化
を
補
完
す
る
私
学
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
や
不
登
校
な
ど
の
社
会
課
題
に
対
し
、

「
私
立
幼
稚
園
の
多
様
性
が
全
国
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
未
来
の
学
び
の
土
台
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す

•改
め
て
、
私
学
の
独
自
性
こ
そ
が
全
国
の
幼
児
教
育
を
豊
か
に
す
る
力
で
す
。

本
園
の
取
り
組
み
が
、
国
の
政
策
に
新
し
い
視
点
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

私
学
の
自
由
な
発
想
こ
そ
、
社
会
全
体
の
“教
育
文
化
の
多
層
性
”を
支
え
て
い
ま
す
。

「
小
さ
な
一
園
一
園
が
、
教
育
の
未
来
を
見
せ
て
い
る
」
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研究講座 3・経営

『あなたの園はその時どう動くか ～安心・安全な保育のための管理者の備え～』

地震や豪雨などの自然災害、園外活動中の事故、不審者対応、SNS 発信によ

る炎上リスクなど、私たちの園経営を取り巻く環境は、年々複雑化・多様化し

ています。突然の事態が起きた時、果たして自園の職員はどのように動くのか、

園長として何を判断し、どこに連絡し、保護者にはどう伝えるべきなのか。い

ざという時の判断力と、平時の備えが問われる時代です。

本分科会では、ジャーナリストとして多くの保育現場を取材され、現在は駒

沢女子短期大学保育科教授・子ども安全計画研究所代表理事としてご活躍の猪

熊弘子先生をお迎えし、実際の事例をもとに「危機管理とは何か」を設置者・

園長の立場から深掘りします。また、民間の立場から保育施設の安全体制づく

りを支援されている株式会社アイギスの代表取締役社長脇貴志氏には、災害や

トラブルに備えるための「リスクマネジメント」や「コンプライアンス」の視

点から、今必要とされる経営判断のポイントをお話しいただきます。大切なのは、

マニュアルに書かれた通りに動くことではなく、現実の中で判断し、実行でき

る力を身につけておくことです。この分科会では、日常からできる備えとともに、

万が一の時に職員と子どもたちを守り抜くための視点と行動力を養います。

園を取り巻くリスクは、誰のもとにも等しく訪れます。その時、落ち着いて

指揮をとれる園であるために。日常の忙しさの中では後回しになりがちな、非

常時への備え。しかし、それは未来の子どもたちを守るための経営判断でもあ

ります。参加された皆様にとって、自園を守り、職員を守り、子どもたちを守

るための新たな視点と学びを得られる機会となることを願っています。

第 1 部　基調講演「�子どもの命を守る私立幼稚園の役割
～非常時に問われる日常の保育」

■講　　　師　　猪熊　弘子（駒沢女子短期大学保育科教授）

第 2 部　「事故後対応の重要性～先達はあらまほしきことなり」

■講　　　師　　脇　　貴志（株式会社アイギス　代表取締役社長）

■コーディネーター　　佐々木慈舟（全日本私立幼稚園連合会経営研究委員会委員長）
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⼦⼦
どど
もも
のの
＜＜
いい
のの
ちち
＞＞
をを

守守
るる
私私
⽴⽴
幼幼
稚稚
園園
のの
役役
割割

〜〜
⾮⾮
常常
時時
にに
問問
わわ
れれ
るる
⽇⽇
常常
のの
保保
育育

猪猪
熊熊

弘弘
⼦⼦

（（
駒駒

沢沢
⼥⼥

⼦⼦
短短

期期
⼤⼤

学学
保保

育育
科科

    教教
授授

））

1

2200
2255
//11
00//
2288

第第
4400
回回
全全
⽇⽇
本本
私私
⽴⽴
幼幼
稚稚
園園
連連
合合
会会

設設
置置
者者
・・
園園
⻑⻑
研研
修修

研研
究究
講講
座座
３３
経経
営営

第第
⼀⼀
部部
基基
調調
講講
演演

©
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20
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1

１１
..    
幼幼
児児
教教
育育
・・
保保
育育
でで

いい
ちち
ばば
んん
⼤⼤
切切
なな
ここ
とと
はは

⼦⼦
どど
もも
のの
命命
をを
守守
るる
ここ
とと
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2

2

園園
のの
リリ
スス
クク
はは
多多
岐岐
にに
わわ
たた
るる

•
死
亡
事
故
・
重
⼤
事
故
に
⾄
る
ケ
ガ
／
ア
レ
ル
ギ
ー
／
誤
飲
・
誤
嚥
／
窒
息
／
溺
⽔

…
et

c.
•
散
歩
な
ど
園
外
活
動
中
、
登
園
・
降
園
中
の
交
通
事
故

•
感
染
症
（
法
定
感
染
症
、

O
15

7等
)

•
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
、
い
じ
め

…
）

•
職
員
同
⼠
の
関
係
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
労
務
管
理

…
et

c.
•
個
⼈
情
報
漏
洩
（
⼦
ど
も
や
保
護
者
の
情
報
、

HP
の
管
理
、
写
真
の
管
理
、
職
員
の
情

報
管
理

…
）

•
⾃
然
災
害
（
地
震
・
津
波
・
⽔
害
、
落
雷
、
⼭
崩
れ
な
ど
）
／
⽕
災

•
地
域
と
の
関
わ
り
（
ク
レ
ー
ム
含
む
）

•
保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
、
ク
レ
ー
マ
ー
対
応
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3

3

重
⼤
事
故
で
失
わ
れ
る
「
命
」
と
「
信
頼
」

☆
少
⼦
化
が
進
む
中
、
重
⼤
事
故
を
起
こ
す
こ
と
は

園
に
と
っ
て
⼤
き
な
危
機
！

「
重
⼤
な
事
故
」
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
＝
園
へ
の
最
⼤
の
信
頼

・
重
⼤
な
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
園
の
存
続
に
関
わ
る
。

・
信
頼
は
、
な
か
な
か
取
り
戻
せ
な
い
。

⇒
「
あ
あ
、
あ
の
事
故
の
あ
っ
た
園
ね
」

→
「
不
適
切
保
育
（
虐
待
）
」
も
重
⼤
事
故
と
同
じ
。

©
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4

4
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⼦
ど
も
も
、
園
も
職
員
も
守
る

•重
⼤
事
故
・
不
適
切
保
育
に
関
わ
っ
た
先
⽣
⽅
は
、
多
く
が
保

育
の
現
場
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。

•⼦
ど
も
の
命
だ
け
で
な
く
、
先
⽣
た
ち
の
仕
事
や
⼈
⽣
も
変

わ
っ
て
し
ま
う
。
時
に
は
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
。

•⼤
切
な
⼦
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と

＝
職
員
⼀
⼈
⼀
⼈
の
⼈
⽣
と
、
園
を
守
る
こ
と
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5

5

⼦
ど
も
の
「
命
を
守
る
」
と
は
？

•い
の
ち
＝
①
⽣
き
物
と
し
て
⽣
き
て
い
る
こ
と
、
「
命
」
が
あ
る
こ
と

  
   

   
   

 ②
⼀
⼈
⼀
⼈
の
⼦
ど
も
あ
り
の
ま
ま
の
存
在

•命
を
守
る
＝
⼦
ど
も
⼀
⼈
ひ
と
り
の
存
在
を
⼤
切
に
し
、
守
る
こ
と
。

→
た
と
え
⽣
き
物
と
し
て
の
「
命
」
が
守
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
あ
り
の
ま
ま
の

⾃
分
を
認
め
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
い
た
ら
居
⼼
地
が
悪
い
状
態
で
あ
っ
た
ら
「
安
全
」

と
は
⾔
え
な
い
の
で
は
？

•園
は
⼦
ど
も
が
安
⼼
し
て
⽣
き
ら
れ
る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

＝
⼦
ど
も
の
⽣
き
る
権
利
が
守
ら
れ
る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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6

6

幼
稚
園
教
育
要
領
「
⼀
⼈
⼀
⼈
」
11
か
所

•幼
児
の
発
達
は
，
⼼
⾝
の
諸
側
⾯
が
相
互
に
関
連
し
合
い
，
多
様
な
経
過

を
た
ど
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
幼
児
の

⽣
活
経
験
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
，
幼
児
⼀
⼈
⼀
⼈

の
特
性
に
応
じ
，
発
達
の
課
題
に
即
し
た
指
導
を
⾏
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

•そ
の
際
，
教
師
は
，
幼
児
の
主
体
的
な
活
動
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
幼
児
⼀

⼈
⼀
⼈
の
⾏
動
の
理
解
と
予
想
に
基
づ
き
，
計
画
的
に
環
境
を
構
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
教
師
は
，
幼
児
と
⼈
や
も
の

と
の
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
教
材
を
⼯
夫
し
，
物
的
・

空
間
的
環
境
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
幼
児
⼀
⼈
⼀
⼈
の

活
動
の
場
⾯
に
応
じ
て
，
様
々
な
役
割
を
果
た
し
，
そ
の
活
動
を
豊
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

20
23

/7
/1
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7

7

•
指
導
計
画
は
，
幼
児
の
発
達
に
即
し
て
⼀
⼈
⼀
⼈
の
幼
児
が
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
⽣

活
を
展
開
し
，
必
要
な
体
験
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
，
具
体
的
に
作
成
す
る

も
の
と
す
る
。

•
幼
児
の
⾏
う
活
動
は
，
個
⼈
，
グ
ル
ー
プ
，
学
級
全
体
な
ど
で
多
様
に
展
開
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
幼
稚
園
全
体
の
教
師
に
よ
る
協
⼒
体
制
を
作
り
な
が
ら
，

⼀
⼈
⼀
⼈
の
幼
児
が
興
味
や
欲
求
を
⼗
分
に
満
⾜
さ
せ
る
よ
う
適
切
な
援
助
を
⾏
う
よ

う
に
す
る
こ
と
。

•
幼
児
理
解
に
基
づ
い
た
評
価
の
実
施
幼
児
⼀
⼈
⼀
⼈
の
発
達
の
理
解
に
基
づ
い
た
評
価

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

•
指
導
の
過
程
を
振
り
返
り
な
が
ら
幼
児
の
理
解
を
進
め
，
幼
児
⼀
⼈
⼀
⼈
の
よ
さ
や
可

能
性
な
ど
を
把
握
し
，
指
導
の
改
善
に
⽣
か
す
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
他
の
幼

児
と
の
⽐
較
や
⼀
定
の
基
準
に
対
す
る
達
成
度
に
つ
い
て
の
評
定
に
よ
っ
て
捉
え
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

•
⼀
⼈
⼀
⼈
を
⽣
か
し
た
集
団
を
形
成
し
な
が
ら
⼈
と
関
わ
る
⼒
を
育
て
て
い
く
よ
う
に

す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
集
団
の
⽣
活
の
中
で
，
幼
児
が
⾃
⼰
を
発
揮
し
，
教
師
や
他
の

幼
児
に
認
め
ら
れ
る
体
験
を
し
，
⾃
分
の
よ
さ
や
特
徴
に
気
付
き
，
⾃
信
を
も
っ
て
⾏

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

20
23

/7
/1
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幼
児
教
育
の
基
盤
と
な
る
も
の
は

「
ケ
ア
」
＝
「
養
護
」

•⼀
⼈
ひ
と
り
の
違
い
を
把
握
し
、
認
め
、
て
い
ね
い
に
寄
り
添
う
幼
児
教

育
・
保
育
が
、
安
全
の
た
め
に
は
最
も
重
要
。

Ø
「
教
育
を
⽬
的
と
し
て
出
発
し
た
時
で
も
、
幼
児
事
業
で
あ
る
か
ら
に
は

ケ
ヤ
ー
を
放
す
事
は
で
き
ぬ
の
で
あ
る
。
」
（
倉
橋
惣
三
『
学
校
教
育
法

に
お
け
る
幼
稚
園

(⼀
)』

•「
⼀
⼈
ひ
と
り
」
へ
の
保
育
を
い
か
に
実
践
す
る
か
？

⇒
こ
こ
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
安
全
な
保
育
に
つ
な
が
る
。

※
か
ら
だ
の
安
全
（
⽣
命
の
保
持
）

+こ
こ
ろ
の
安
全
（
情
緒
の
安
定
）
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9

9

２２
..安安
全全
なな
保保
育育
のの
たた
めめ
のの

基基
礎礎
知知
識識
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10

保
育
中
の
重
⼤
事
故
は
…
…

•誰
か
ひ
と
り
の
保
育
者
が
ミ
ス
を
し
た
か
ら
起
き
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
園
の
保
育
の
や
り
⽅
が
間
違
っ
て
い
た
り
、
多
く

の
保
育
者
の
間
違
い
が
重
な
る
こ
と
で
起
き
る
。

⇩
•⽇
頃
、
ど
の
よ
う
な
保
育
を
し
て
い
る
か
が
問
題
。

•「
保
育
」
は
⼈
間
同
⼠
の
関
わ
り
の
中
で
⾏
わ
れ
る
も
の
。

⇒
保
育
の
重
⼤
事
故
も
⼈
と
⼈
と
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
防
ぐ
し
か
な
い
！
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11

11

組組
織織
がが
事事
故故
をを
引引
きき
起起
ここ
すす
！！

園園
運運
営営
・・
組組
織織
のの
ああ
りり
⽅⽅
をを
再再
確確
認認
しし
よよ
うう

•保
育
の
重
⼤
事
故
を
起
こ
す
の
も
、
防
ぐ
の
も
、
⼈
と
⼈
と
の
つ
な
が
り

の
中
に
あ
る
。

「
こ
れ
っ
て
お
か
し
い
よ
ね
？
」

「
こ
う
し
た
⽅
が
良
い
か
も
？
」

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
」

⼦
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
、
誰
か
に
忖
度
し
た
り
せ
ず
、
⾃
由
に
意
⾒
を

出
し
合
え
る
（
＝
対
話
）
職
場
に
す
る
こ
と
が
必
要
。

⇒
職
場
で
、
ど
の
よ
う
に
組
織
作
り
を
⾏
う
か
？
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スス
イイ
スス
チチ
ーー
ズズ
モモ
デデ
ルル ©
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ro

ko
 In

ok
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a 
20

25
13

チ
ー
ズ
の
⽳
が
、
偶
然
に
重
な
り
あ
う
と
重
⼤
事
故
に
な
る
。

１
枚
の
チ
ー
ズ
は
１
⼈
の
保
育
者
。

枚
数
を
た
く
さ
ん
重
ね
て
い
き
、
⽳
の
位
置
を
少
し
ず
ら
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
重
⼤
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

13

保保
育育
中中

もも
っっ
とと
もも

危危
険険
なな
場場

⾯⾯
とと
年年
齢齢

①
睡
眠
中
…
０
・
１
歳
児

②
⾷
事
中
…
全
年
齢

③
プ
ー
ル
・
⽔
遊
び
中
…
３
歳

以
上
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14

死
亡
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
！

知
っ
て
お
き
た
い

「
保
育
所
保
育
指
針
」

「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
保
育
要
領
」

第
３
章
健
康
と
安
全

14

あ
ぶ
な
い
の
は

「
く
う
・
ね
る
・
み
ず
あ
そ
び
＋
お
さ
ん
ぽ
」

•く
う
（
食
べ
る
）
…
１
・
２
歳
以
上

•ね
る
（
睡
眠
）
…
０
～
１
歳

•み
ず
あ
そ
び
…
３
歳
以
上

（
プ
ー
ル
、
水
遊
び
、
お
泊
ま
り
保
育
な
ど
で

の
水
辺
で
の
活
動
）

＋
園
外
活
動
・
お
散
歩
等
＆
見
失
い

©
Hi

ro
ko

 In
ok

um
a 

20
25

15

15

（
１
）
く
う
＝
１
・
２
歳
児
〜
５
歳
ま
で
全
年
齢

⾷
べ
物
等
に
よ
る
窒
息
を
防
ぐ

①
「
食
べ
る
こ
と
＝
危
険
」
と
い
う
共
通
認
識
を
持
つ
。

45
×3

2m
m
程
度
以
下
の
⼤
き

さ
で
、
喉
に
詰
ま
り
や
す
い
形
状
の
物
（
丸
い
、
ツ
ル
ツ
ル
な
ど
）
に
注
意
。

②
保
護
者
と
共
に
、
⼦
ど
も
の
嚥
下
の
発
達
、
⻭
の
⽣
え
⽅
、
⾷
べ
ら
れ
る
も
の
を
把

握
す
る
。

③
⼦
ど
も
が
き
ち
ん
と
飲
み
込
ん
で
い
る
か
確
認
す
る
。
保
育
者
は
⼦
ど
も
の
顔
が
⾒

え
る
位
置
で
介
助
や
⾒
守
り
を
⾏
う
。
⾜
が
床
に
き
ち
ん
と
付
く
よ
う
に
座
ら
せ
る
。

④
眠
く
な
ら
な
い
時
間
に
⾷
事
を
提
供
す
る
。
年
中
・
年
⻑
に
も
急
い
で
⾷
べ
さ
せ
な

い
。
お
弁
当
に
注
意
。
⾏
事
⾷
に
注
意
。

©
Hi
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ko
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ok
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a 

20
25

16

16
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⾃
分
の
⼿
を
「
は
か
り
」
に
し
て
、

⾷
べ
も
の
や
玩
具
の
⼤
き
さ
を
み
る
習
慣
を

©
Hi

ro
ko

 In
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20
25

17

何
ミ
リ
？

45
×

32
m

m
く
ら
い

の
⼤
き
さ
の
も
の

は
、
⼦
ど
も
の
⼝

に
⼊
る
。

（
3歳
児
の
⼝
の
⼤

き
さ
が

40
m

m
）

17

窒
息
し
や
す
い

も
の
に
注
意
！

©
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18

乾
い
た
⾖
、
ナ
ッ
ツ
類
（
喉
に
⼊
っ
て
⽔
で

膨
ら
む
）

飴
、
チ
ー
ズ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
せ
ん
べ

い
、
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ

ブ
ド
ウ
、
プ
チ
ト
マ
ト
、
り
ん
ご
、
た
く
あ

ん
、
⽣
の
ニ
ン
ジ
ン
、
セ
ロ
リ

も
ち
、
⽩
⽟
団
⼦
、
う
ず
ら
の
卵
、
ち
く

わ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
⿂
⾁
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
⾁
⽚

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
⼩
さ
な
お
も
ち
ゃ
類

18

⽣
の
り
ん
ご
は
危
険
で
す
！
！

•
り
ん
ご
は
⼦
ど
も
に
良
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
り
ん
ご
に
よ
る
死
亡
事
故
は
過
去
に
も

何
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

（
パ
サ
パ
サ
し
て
い
て
、
喉
に
詰
ま
り
や
す
い
）

•
「
⻭
」
が
⽣
え
そ
ろ
っ
て
い
な
い
⼦
に
は
⽣
の
り

ん
ご
は
与
え
な
い
こ
と
。

•
奥
⻭
で
す
り
つ
ぶ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
し
っ
か
り

飲
み
込
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
必
ず
加
熱
。

•
ア
レ
ル
ギ
ー
も
あ
る
の
で
要
注
意
！ ©

Hi
ro

ko
 In

ok
um

a 
20

25
19

19

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
で
の
事
故
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20

ピ
オ
ー
ネ
で
窒
息
。

令
和

2年
（

20
20

 年
）

9⽉
7⽇
、
都
内
の

私
⽴
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
で
発
⽣
。

3歳
児
ク
ラ
ス
園
児
（
当
時

4歳
が
給
⾷
で

提
供
さ
れ
た
ぶ
ど
う
（
直
径

3c
m

 程
度
の

⼤
粒
の
ピ
オ
ー
ネ
）
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
、

緊
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
死
亡
が

確
認
さ
れ
た

20
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⼩⼩
ささ
なな
おお
もも
ちち
ゃゃ
類類
、、
磁磁
⽯⽯
にに
もも
注注
意意

•⼦
ど
も
の
⼝
に
⼊
る
⼤
き
さ
の
玩
具
＝
⼦
ど
も
の
喉
に
も
⼊

り
、
窒
息
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

•⽇
本
の
玩
具
安
全
基
準
で
は
、
直
径
44
.5
m
m
以
下
の
玩
具
に
は

窒
息
の
危
険
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

•「
何
歳
な
ら
⼤
丈
夫
？
」
→
「
こ
の
⼦
な
ら
⼤
丈
夫
」

認
知
⼒
も
合
わ
せ
て
⼀
⼈
⼀
⼈
の
状
態
か
ら
環
境
設
定
。

•磁
⽯
類
＝
⼦
ど
も
が
飲
み
込
む
と
、
内
蔵
の
中
で
く
っ
つ
い

て
、
胃
や
腸
が
癒
着
し
た
り
、
⽳
が
あ
く
危
険
が
あ
る
。

©
Hi

ro
ko

 In
ok

um
a 

20
25

22

22
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25

岐
⾩
県
で

20
20
年

11
⽉
、

嘔
吐
（
お
う
と
）
し
て
病
院
で

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
受
け
た

4歳
⼥
児

の
胃
に

3個
の
異
物
が
⾒
つ
か
っ
た
。

そ
の
⽇
、
パ
ズ
ル
が
壊
れ
て
内
部
の
磁
⽯
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
家
族
が
気
付
い
た
。

⼿
術
で
磁
⽯
を
摘
出
し
た
が
、

胃
と
腸
管
壁
に
⽳
が
開
い
て
い
た
。

21
年

9⽉
に
は
、
静
岡
県
で
も

2歳
の
男
児
が

誤
飲
す
る
事
故
が
起
き
て
い
る
。

25

玩
具
の
誤
嚥
に
よ
る
窒
息

©
Hi
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33

Ｃ
ｆ．
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
木
製
の
球
体
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
部
品
、
ゴ
ム
風
船
な
ど

●
直
径
４
４
．
５
ｍ
ｍ
以
下
の
玩
具
は
窒
息
の
危
険
が
！
（
玩
具
安
全
基
準
）

●
パ
ー
ツ
を
バ
ラ
に
し
た
と
き
の
大
き
さ
で
計
り
ま
し
ょ
う
！

日
本
小
児
科
学
会
・
傷
害
速
報
よ
り

33

（
２
）
ね
る

乳
児
の
睡
眠
中
の
死
亡
を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
4つ
の
ル
ー
ル

©
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36

①
必
ず
仰
向
け
で
寝
か
し
つ
け
、
「
う
つ
ぶ
せ
寝
」
に
し
な
い
。

②
⼦
ど
も
の
表
情
や
顔
⾊
が
⾒
え
る
明
る
い
部
屋
で
寝
か
せ
る
。

③
必
ず
タ
イ
マ
ー
を
使
い
、
体
に
触
れ
て
、
確
実
に
呼
吸
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

④
寝
具
な
ど
が
顔
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
周
囲
の
も
の
に
気
を
つ
け
る
。

36
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な
ぜ
、
明
る
い
部
屋
で
午
睡
す
る
の
？

①
⼦
ど
も
の
体
調
の
急
変
に
備
え
る
た
め
⇒
先
⽣
も
安
⼼
！

午
睡
中
は
⼦
ど
も
の
体
調
が
急
変
し
や
す
い
。
痙
攣
を
起
こ
し
た
り
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
起
こ

す
⼦
ど
も
も
い
る
。
体
調
の
急
変
が
あ
っ
た
ら
を
⾒
逃
さ
な
い
た
め
に
、
表
情
が
⾒
え
る
よ

う
な
明
る
さ
が
必
要
。

②
⼦
ど
も
の
⽣
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め

午
睡
中
に
真
っ
暗
に
し
て
寝
か
せ
る
と
、
夜
、
眠
り
に
く
く
な
る
⼦
ど
も
も
い
る
。
⼦
ど
も

の
⽣
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に
も
明
る
い
部
屋
が
良
い
。

©
Hi

ro
ko

 In
ok

um
a 

20
25

38

38

（
３
）

み
ず
あ
そ
び
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45

①
10
cm
の
深
さ
で
も
、
⼦
ど
も
は
溺
れ
る
。

②
溺
れ
る
時
は
、
静
か
に
溺
れ
る
！

③
必
ず
「
監
視
」
す
る
⼈
を
お
く
。
沈
ん
で

い
る
⼦
が
い
な
い
か
確
認
す
る
。

④
⼦
ど
も
の
体
調
、
⽔
の
深
さ
に
注
意
す

る
。

45

園
バ
ス
熱
中
症
事
故
＝
⾒
失
い
事
故

Ø
「
⾒
失
い
」
に
も
う
⼀
つ
の
条
件
が
重
な
り
死
亡
事
故
な
ど
の
重
⼤
事
故
に

な
っ
た
事
例
は
何
度
も
起
き
て
い
る
。
「
⾒
失
い
＋

α」
＝
超
重
⼤
事
故

•園
内
の
本
棚
の
下
の
引
き
⼾
に
⼊
り
込
ん
だ
園
児
を
⾒
失
っ
た
結
果
、
熱
中

症
で
亡
く
な
っ
た
（

20
05
年
、
埼
⽟
県
上
尾
市
＝
『
死
を
招
い
た
保

育
』
）
。

•園
外
保
育
で
⾒
失
っ
た
⼦
ど
も
が
墓
⽯
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
（

20
18

年
、
⻑
野
県
）
。

•園
を
抜
け
出
し
た
園
児
を
⾒
失
っ
た
結
果
、
川
で
溺
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
た

（
20

22
年
、
広
島
県
）
。

•公
園
等
へ
の
置
き
忘
れ
、
置
き
去
り
事
故
も
重
⼤
事
故
未
遂
。
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52

52

⼦
ど
も
の
⼈
数
確
認
、
存
在
把
握
を
確
実
に
⾏
い
、

置
き
去
り
・
⾒
失
い
事
故
を
防
ぐ
に
は
？

Ø
⼈
数
の
数
え
⽅
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
〜
「
先
輩
を
⾒
て
覚
え
る
」
は

N
G

Ø
ア
プ
リ
等
の

IC
Tを
使
っ
て
も
、
出
席
確
認
は
ア
ナ
ロ
グ
で
⾏
う
。

Ø
職
員
間
の
共
有
を
確
実
な
も
の
に
す
る
⇒
イ
ン
カ
ム
等
を
使
い
、
職
員
間

が
こ
ま
め
に
連
絡
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
。

Ø
園
バ
ス
通
園
、
早
番
、
遅
番
等
、
通
常
の
保
育
時
間

+α
の
時
間
が
あ
る
園

児
に
関
す
る
出
席
確
認
の
⽅
法
を
確
⽴
す
る
。

Ø
保
護
者
へ
の
協
⼒
を
求
め
る

★
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
＝
⼈
数
把
握
の
⽅
法
（
数
え
る
・
お
名
前
を
呼
ぶ
）
を
確
認

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
し
て
お
こ
う

※
⾒
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
→
不
適
切
な
保
育
を
防
ぐ
た
め
に
も
有
効
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54
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『
�
�
�
�
�
�
�
』

→
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

•全
部
で
8⼈
も
の
先
⽣
が
こ
の
引
き

⼾
の
中
に
⼦
ど
も
が
⼊
っ
て
遊
ん
で

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
！

•職
員
関
係
の
悪
さ
な
ど
か
ら
共
有
で

き
ず
、
こ
の
部
分
の
危
険
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

•事
前
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

れ
ば
、
安
全
な
場
所
に
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
の
で
は
？
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20

25
/0

7/
29

57
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58

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⇒
改
善

20
25

/0
7/

29

58

⾒
取
り
図
か
ら
気
に
な
る
！
問
題
が
あ
る
！
と
感
じ

た
ら
、
「
ハ
ー
ド
」
と
「
ソ
フ
ト
」
を
変
え
る

①
ハ
ー
ド
＝
環
境
、
そ
の
モ
ノ
の
形
状
な
ど
、
そ
の
モ
ノ
の
置
き
方

…
等
。
問
題
が
あ
る
モ
ノ
、
そ
の
も
の
を
変
え
る
。

②
ソ
フ
ト
＝
人
の
あ
り
か
た
。
人
の
関
わ
り
方
…
な
ど
。

人
間
の
関
わ
り
方
、
関
係
性
な
ど
、
人
間
が
で
き
る
こ

と
を
変
え
る
。
子
ど
も
と
の
お
約
束
、
ル
ー
ル
。

©
Hi

ro
ko

 In
ok

um
a 

20
25

59

59

『
死
を
招
い
た
保
育
』
で
⼦
ど
も
が
亡
く
な
っ
た
本

棚
は
事
故
後
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
？

「
ハ
ー
ド
」
を
変
え
る
と
は
？

©
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60

60
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外
遊
び
で
の
事
故

•
園
舎
の
テ
ラ
ス
に
置
い
て
あ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
網
に
⾜
を
取
ら
れ
て
転

倒
し
た
6歳
児
（
5歳
児
ク
ラ
ス
）
が
、
翌
朝
死
亡
（
20
16
年
12
⽉
・
神
奈
川

県
）

•
園
庭
に
置
い
て
あ
っ
た
「
う
ん
て
い
」
に
⾸
を
は
さ
ん
で
し
ま
っ
た
3歳
児
（
3

歳
児
ク
ラ
ス
）
が
死
亡
（
20
17
年
4⽉
・
⾹
川
県
）

•
下
⾒
を
せ
ず
園
外
活
動
に
出
か
け
、
４
歳
児
（
３
歳
児
ク
ラ
ス
）
が
墓
⽯
の
下

敷
き
に
な
っ
て
死
亡
（
20
18
年
２
⽉
・
⻑
野
県
）

•
柵
を
増
設
し
て
い
た
園
庭
遊
具
で
⾸
を
挟
ん
で
し
ま
っ
た
2歳
児
が
死
亡

（
20
21
年
10
⽉
・
岡
⼭
県
）

•
築
⼭
に
設
置
し
て
い
た
ロ
ー
プ
が
⾸
に
巻
き
付
き
、
3歳
児
（
3歳
児
ク
ラ
ス
）

が
意
識
不
明
に
（
20
23
年
5⽉
・
埼
⽟
県
）
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61

61

治
療
に
30
⽇
以
上
か
か
る
ケ
ガ
は

国
へ
の
報
告
義
務
が
あ
る

20
25

/0
7/

29
©
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０
歳

5⼈
１
歳

24
⼈

２
歳

32
⼈

３
歳

50
⼈

４
歳

84
⼈

５
歳

10
2⼈

６
歳

50
⼈

（
合
計

34
7⼈
）

年
齢
別

事
故
件
数

62

�
�
�
�
�
�
多
�
�

�� ①
⾻
折
�
最
�
多
�

•０
歳
１
⼈

•１
歳

10
⼈

•２
歳

21
⼈

•３
歳

38
⼈

•４
歳
６
２
⼈

•5
歳

82
⼈

•6
歳

46
⼈

（
合
計

26
0⼈

全
体
の
74
.9
%
）

20
25

/0
7/

29
©
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63

⾻
折
の
年
齢
別
件
数

②
⻭
・
⻭
�
脱
⾅

•１
歳

2⼈
•２
歳
５
⼈

•３
歳

7⼈
•４
歳

10
⼈

•５
歳

8⼈
•６
歳

3⼈
（
合
計

35
⼈

全
体
の
10
％
）

63

遊
具
の
安
全
〜
ど
ん
な
遊
具
で
ケ
ガ
を
す
る
？

す
べ
り
台

雲
梯

ブ
ラ
ン
コ

鉄
棒

１
歳

2
２
歳

3
1

３
歳

8
1

1
４
歳

8
7

6
5

５
歳

10
8

4
6

６
歳

5
3

5
4

合
計

36
19

16
16
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68
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頭頭
部部
・・
胴胴
体体
のの
挟挟
みみ
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて
（（
遊遊
具具
のの
安安

全全
にに
関関
すす
るる
規規
準準

JJPP
FFAA
--SS
：：
2200
0088
よよ
りり
抜抜
粋粋
））

•
遊
具
に
は
胴
体
を
通
り
抜
け
さ
せ
な
い
⽬
的
開
⼝
と
通
り
抜
け
さ
せ
る
開
⼝
の

2種
類

が
あ
る
。

ア
)通
り
抜
け
さ
せ
な
い
開
⼝

•
開
⼝
部
は

10
0m

m
×

15
7m

m
以
下
と
す
る
。

•
開
⼝
部
は

Φ
12

7以
下
に
す
る

•
柵
な
ど
の
隙
間
は

10
0m

m
以
下
と
す
る

イ
)通
り
抜
け
さ
せ
る
開
⼝

•
開
⼝
部
は

Φ
23

0以
上
と
す
る
。
⼜
そ
の
下
に
障
害
物
な
ど
設
け
な
い
こ
と
。

→
こ
れ
ら
の
基
準
を
全
く
知
ら
な
い
園
が
と
て
も
多
い
！
！
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園園
のの
中中
でで
はは
、、
保保
育育
者者
のの
連連
携携
・・
連連
帯帯
がが

⼦⼦
どど
もも
をを
守守
るる
最最
⼤⼤
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

•「
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う
意
識
が
必
要
。

•無
関
⼼
で
い
た
ら
、
い
つ
『
死
を
招
い
た
保
育
』
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

①
環
境
整
備

②
点
検
と
修
繕

③
ね
ら
い
の
明
確
化

   
   

   
   

   
   

   
 ⇒
こ
れ
ら
を
職
員
間
で
共
有
し
、
常
に
続
け
て
い
く
。

※
も
し
、
ケ
ガ
を
し
た
ら
、
ど
こ
の
病
院
に
⾏
く
か
！
？

ベ
ス
ト
の
病
院
を
普
段
か
ら
探
し
て
お
く
。
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77

77

ケ
ガ
は
⼦
ど
も
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
！

•「
ダ
メ
と
⾔
っ
て
も
⼦
ど
も
が
⾛
る
の
で
…
」

•「
⼦
ど
も
と
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
す
」

•「
⼦
ど
も
に
も
っ
と
良
く
⾒
る
よ
う
に
⾔
い
ま
す
」

・
・
・
・
⼦
ど
も
の
せ
い
に
す
る
の
は
⽌
め
よ
う
！

⼤
原
則
「
⼦
ど
も
は
発
達
す
る
か
ら
ケ
ガ
を
す
る
」

次
に
ど
う
い
う
動
き
を
す
る
？
と
考
え
て
環
境
設
定
を
。

↓ ケ
ガ
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
は
「
保
育
者
が
ど
う
だ
っ
か
」
を
考
え
よ
う
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78

78

３３
..防防
災災
にに
強強
いい
園園
にに
なな
ろろ
うう

〜〜
そそ
のの
とと
きき
どど
うう
動動
くく
かか
？？

どど
のの
よよ
うう
にに
備備
ええ
るる
かか
？？
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83

83
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◎◎
災災
害害
発発
生生
前前
にに
市市
区区
町町
村村
にに
おお
いい
てて
事事
前前
にに
決決
めめ
てて
おお
くく
事事
項項

警
戒
レ
ベ
ル
が
発
令
さ
れ
た
時
の
各
レ
ベ
ル
毎
の
対
応

（
例
）
ど
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
時
に
臨
時
休
園
の
判
断
を
行
う
の
か
。
保
育
中
に
警
戒
レ
ベ
ル

が
発
令
さ
れ
た
時
の
対
応
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
応
じ
た
各
保
育
所
毎
の
対
応

（
例
）
浸
水
地
域
に
あ
る
保
育
所
へ
の
対
応
。

臨
時
休
園
等
の
判
断
に
関
す
る
保
育
所
・
保
護
者
へ
の
連
絡
方
法
・
タ

イ
ミ
ン
グ

（
例
）
当
日
の
連
絡
経
路
等
の
整
理
が
必
要
。

代
替
保
育
が
必
要
と
さ
れ
る
家
庭
の
把
握
と
保
育
の
代
替
措
置
の
設
定

（
例
）
職
種
や
各
家
庭
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
対
象
の
家
庭
を
把
握
す
る
。

上
記
事
項
に
関
し
て
、
入
園
説
明
会
等
を
通
じ
た
保
護
者
等
へ
の
周
知

※
基
準
の
策
定
や
当
日
の
対
応
に
つ
い
て
、
平
時
か
ら
保
育
担
当
部
局
と

防
災
担
当
部
局
が
連
携
を
と
る
こ
と
が
重
要

予
想

出
来

る
災

害
・

予
想

で
き

な
い

災
害

   
 

→
分

け
て

考
え

る
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最
近
は
、
い
き
な
り
の

台
⾵
発
⽣
・
線
状
降
⽔
帯

ゲ
リ
ラ
豪
⾬
な
ど
で
、

⼤
⾬
も
「
予
想
で
き
な
い
」

に
⼊
る
こ
と
が

増
え
て
き
た
！
！

93

①
⼤

⾬
・

⽔
害

（
お

お
む

ね
事

前
に

予
想

で
き

る
災

害
）

⇒
休

園
基

準
を

明
確

化
•川
な
ど
が
近
く
に
あ
る
場
合
。
何
ミ
リ
以
上
／
時
間
の
⾬
が
振
っ
た
ら
休

園
、
な
ど
最
初
か
ら
基
準
を
明
確
に
し
て
お
く
。

•な
る
べ
く
前
⽇
に
は
判
断
し
て
お
く
（
送
迎
時
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
）

•近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
最
近
で
は
い
き
な
り
の
台
⾵
発
⽣
・
線
状
降

⽔
帯
発
⽣
、
ゲ
リ
ラ
豪
⾬
な
ど
で
、
⼤
⾬
も
「
予
想
で
き
な
い
」
に
⼊
る

こ
と
が
増
え
て
き
た
。

→
「
予
想
」
は
あ
く
ま
で
も
判
断
基
準
の
⼀
つ
。

あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要
。
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94

②
予
想
が
で
き
な
い
災
害
〜
地
震

•地
震
が
い
つ
起
き
た
か
？
朝
？
⽇
中
？
夜
？

⇒
⼦
ど
も
が
い
る
時
間
で
あ
れ
ば
、
避
難
す
る
か
し
な
い
か
判

断
。

•職
員
が
出
勤
で
き
な
い

⇒
地
震
や
津
波
で
、
職
員
が
出
勤
で
き
な
い
場
合
。

•園
が
避
難
所
に
！
？

⇒
誰
が
何
を
す
る
！
？

→
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
重
要

©
Hi

ro
ko

 In
ok

um
a 

20
25

99

99

本
気
で
避
難
訓
練
を
や
っ
て
い
ま
す
か
？

•な
ん
と
な
く
、
毎
⽉
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
避
難
訓
練
・
・
・

•予
想
で
き
る
災
害
・
予
想
で
き
な
い
災
害
・
災
害
の
種
類
等
に
わ
け
て
、

チ
ャ
ー
ト
に
従
っ
て
避
難
訓
練
を
実
施
計
画
を
⽴
て
よ
う
。

•避
難
訓
練
の
計
画
は
誰
が
⽴
て
て
い
ま
す
か
？

•抜
き
打
ち
の
避
難
訓
練
を
し
て
い
ま
す
か
？

•事
前
に
避
難
訓
練
を
し
て
い
た
か
、
し
て
い
な
か
っ
た
か
で
、
実
際
に
災

害
が
起
き
て
避
難
す
る
際
に
違
っ
て
く
る
。

•保
護
者
も
巻
き
込
ん
だ
避
難
訓
練
の
実
施
は
必
須
！
！
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（
３
）
想
定
に
対
す
る
対
策

①
園
の
建
物
、
設
備
・
環
境
を
整
え
る

【
地
震
の
場
合
】

•地
震
の
場
合
、
最
初
の

30
秒
〜

1分
を
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
最
も
重
要
！

建
物
さ
え
壊
れ
な
け
れ
ば
、
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

→
何
よ
り
も
必
要
な
の
は
、
耐
震
対
策
、
耐
震
補
強
。

•園
舎
内
の
危
険
を
取
り
除
く
。
家
具
や
ピ
ア
ノ
等
の
転
倒
防
⽌

(ピ
ア
ノ
の
ス

ト
ッ
パ
ー
は
耐
震
⽤
に
）
。
ガ
ラ
ス
や
蛍
光
灯
の
破
損
防
⽌
。

•避
難
経
路
を
考
え
る
。
避
難
場
所
は
ど
こ
か
？

「
園
舎
内
に
と
ど
ま
る
」

「
園
舎
に
避
難
す
る
」
と
い
う
選
択
。
避
難
す
る
間
に
被
災
す
る
可
能
性
と
⽐

較
し
、
ど
ち
ら
が
よ
り
安
全
か
を
考
え
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
と
ど
ま
っ
た

⽅
が
安
全
な
こ
と
も
。
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④
避
難
場
所
へ
の
避
難
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

•⼀
次
避
難
場
所
、
⼆
次
避
難
場
所
等
、
地
域
で
定
め
ら
れ
て
い
る
避
難
場
所
を

確
認
⇒
園
に
と
ど
ま
る
の
と
、
避
難
す
る
の
と
ど
ち
ら
が
安
全
か
？

→
⼦
ど
も
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
園
に
と
ど
ま
る
⽅
が
安
全
な
こ
と
も
！

•名
簿
の
持
ち
出
し
、
頻
繁
な
⼈
数
確
認
。
名
簿
が
持
ち
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
⼦
ど
も
の
名
前
・
顔
を
覚
え
る
の
が
鉄
則
。

⇒
安
全
管
理
の
第
⼀
歩
＝
⼦
ど
も
の
顔
と
名
前
を
⼀
致
さ
せ
る

•デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ
グ
の
両
⽅
の
⼿
段
を
使
い
、
ど
こ
に
い
る
か
を
連
絡
で
き

る
よ
う
に
！

•お
迎
え
に
来
ら
れ
な
い
保
護
者
と
⼦
ど
も
へ
の
対
応
。

•災
害
の
規
模
が
想
定
を
超
え
て
し
ま
い
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
う
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
！
と
考
え
て
お
く
。
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園
を
い
ち
ば
ん
安
全
な
場
所
に
！

園
に
避
難
で
き
る
と
い
ち
ば
ん
良
い

•「
避
難
し
な
い
選
択
」

•避
難
所
が
必
ず
安
全
と
は
限
ら
な
い
！

→
不
審
者
・
⼦
ど
も
を
狙
う
⼈
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

•静
か
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
、
⼦
ど
も
と
⼀
緒
に
い
る
の
が
不
快
と
感
じ

る
⼈
も
多
い
。

•そ
も
そ
も
避
難
所
は
「
避
難
」
に
向
い
て
い
な
い

→
雑
⿂
寝
、
寒
さ
、
暑

さ
、
⾷
糧
や
ト
イ
レ
の
問
題
。

• 
災
害
時
に
助
け
て
く
れ
る
⼈
を
探
し
て
お
く
（
近
隣
の
⼯
場
・
学
校
等
）

•「
本
気
の
避
難
訓
練
」
も
必
要
！ ©
Hi

ro
ko
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４４
..不不
適適
切切
なな
保保
育育
がが

重重
⼤⼤
事事
故故
にに
つつ
なな
がが
るる
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１
歳
2か
⽉
児
が
給
⾷
の
り
ん
ご
で
窒
息
死

•
20

20
年

2⽉
12

⽇
(⽔

)1
1 

時
30

 分
ご

ろ
、
⼤

阪
市

内
の

認
可
保

育
所
で

1歳
2か

⽉
の

男
児
が

給
⾷
中
に

⾷
べ

物
を

喉
に

詰
ま
ら
せ
、

搬
送

先
の

病
院
で
死
亡

確
認
。

•
こ
の
園
で
は
、

0歳
児
ク
ラ
ス
で
も
園
全
体
と
同
様
に
全

量
⾷

べ
き
る
こ
と
と

時
間

内
に

終
わ
ら
せ
る
こ
と
を

⽬
標
に
し
て
、

⾷
事
の
援
助
を
⾏
っ
て
い
た
。

•
事
故
の
当

⽇
も
、
当

該
児

童
に
は

苦
⼿
な
り

ん
ご
か
ら

⾷
べ
さ
せ
る
よ
う

B保
育
⼠
（

主
任
）
か
ら
の
指

⽰
。

A保
育
⼠
は
そ
の
指

⽰
に

従
い
り

ん
ご
か
ら

⾷
べ
さ
せ
た
。

途
中
で

嫌
が
っ
て

⼝
の
中
に
あ
っ
た
り

ん
ご
を

ペ
ッ
と

吐
き

出
し
た
が
、

再
び

⼩
さ

く
切
っ
た
り

ん
ご
を

⼝
に

⼊
れ
、
飲

み
込

み
や
す
い
よ
う
に
と
ハ
ン

バ
ー
グ
も

⼝
に

⼊
れ
た
。

•
他
の
保

育
⼠
も
こ
の
よ
う
な

⾷
べ
さ
せ

⽅
を
し
て
い
た
。
⼀
⼈
⼀
⼈
の

⾷
べ
る

ペ
ー
ス
や

量
に

合
わ
せ
る
こ
と
よ
り
、

決
め
ら
れ
た

時
間

内
に

⾷
べ

終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
意

識
が

向
い

て
お
り
、

⾷
事
中
は

担
当
保

育
⼠
の

気
持

ち
に

焦
り
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
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実
は
よ
く
⾒
か
け
る
「
不
適
切
？
」
な
保
育

•
⼦
ど
も
を
頭
ご
な
し
に
叱
り
⾶
ば
し
て
い
る
先
⽣

•
⼦
ど
も
を
怒
っ
て
泣
か
し
て
い
る
先
⽣

→
発
表
会
＆
運
動
会
の
前
の
時
期
に
よ
く
⾒
ら
れ
る
。

そ
の
⾏
事
そ
の
も
の
が
不
適
切
な
の
で
は
？

•
遊
ぶ
も
の
が
何
も
な
く
、
た
だ
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
る
園

•
⼦
ど
も
の
発
達
に
あ
わ
な
い
お
も
ち
ゃ
し
か
な
い
園
…
…

•
⼦
ど
も
の
エ
プ
ロ
ン
を
テ
ー
ブ
ル
に
敷
い
て
⾷
べ
さ
せ
る

⇒
「「
⼦⼦
どど
もも
のの
権権
利利
」」
がが
全全
然然
守守
らら
れれ
てて
いい
なな
いい
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「
不
適
切
な
保
育
」
の
⾏
為
類
型
（
20
21
年
）

不
適

切
な
保
育
の
具
体
的
な
⾏

為
類

型
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

1 
⼦
ど
も
⼀
⼈
⼀
⼈
の
⼈

格
を

尊
重
し
な
い
関
わ
り

2 
物
事
を
強
要
す
る
よ
う
な
関
わ
り
・

脅
迫
的
な
⾔

葉
が
け

3 
罰
を

与
え
る
・

乱
暴
な
関
わ
り

4 
⼦
ど
も
⼀
⼈
⼀
⼈
の
育
ち
や
家

庭
環
境
へ
の

配
慮
に

⽋
け
る
関
わ
り

5 
差
別
的
な
関
わ
り

『
不

適
切
な
保
育
の
未

然
防
⽌

及
び
発
⽣
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
⼿
引
き
』

（
20

21
厚
⽣

労
働

省
）
よ
り
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⼈
権
擁
護
の
た
め
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

•保
育
の
中
で
「

私
は
、
⼦
ど
も
の
権
利
を
守
っ
て
い
る
か
な
？
」
と
考
え
る
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人
権
擁
護
の
た
め
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

ht
tp
://
w
w
w
.z
-
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df

不
適
切
な
保
育
を
防
ぐ
。
不
適
切
な
⾔
葉
か
け
を
防
ぐ
。

⼦
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
＝
⼦
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ
と

⇒
⼦
ど
も
の
そ
ば
に
い
て
、
⼦
ど
も
の
⼒
を
知
っ
て
い
る
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

＝
⼦
ど
も
が
安
全
に
⽣
き
る
権
利
を
確
実
に
守
る
。

「
こ
の
⾔
葉
は
⾔
っ
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
っ
た
！
！
」
と
思
っ

て
「
次
は
⾔
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
思
え
る
か
ど
う
か

が
課
題
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
元
に
、
園
内
で
話
し
あ
っ
て
み
よ
う
。

12
8
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「
⼿
引
き
」
→
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定

『
⼿
引
き
』
（
20
21
年
）
を
作
成

↓
「
保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
等
の
防
⽌
及
び
発
⽣
時
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
（
こ
ど
も
家
庭
庁
20
23
）

→
「
保
育
現
場
に
お
い
て
少
し
で
も
気
に
な
る
⾏
為
が
直
ち
に
虐
待
等
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
⼼
配
し
、
⽇
々
の
保
育
実
践
の
中
で
の
過
度
な
萎
縮
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
」
「
不
適
切
な
保
育
や
虐
待
等
そ
れ
ぞ
れ
で
取
る
べ
き
対
応
が
必
ず
し
も
整

理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
各
⾃
治
体
に
お
い
て
も
必
要
な
対
応
の
遅
れ
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ど
の
懸
念
も
指
摘
」
→
20
23
年
5⽉
、
新
た
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
へ

ht
tp
s:
//
ww
w.
cf
a.
go
.jp
/a
ss
et
s/
co
nt
en
ts
/n
od
e/
ba
sic
_p
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e/
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/e
4b
81
7c
9-
52
82
-4
cc
c-
b0
d5
-
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15
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01
8c
/1
3e
27
3c
2/
20
23
05
12
_p
ol
ici
es
_h
oi
ku
_3
.p
df
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保
育
者
に
よ
る
「
虐
待
」
の
定
義

※
こ
れ
ま
で
「
虐
待
」
は
家
庭
内
で
⾏
わ
れ
る
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
た
が
…

1.
⾝
体
的
虐
待
:保
育
所
等
に
通
う
こ
ど
も
の
⾝
体
に
外
傷
が
⽣
じ
、
⼜
は
⽣
じ
る
お

そ
れ
の
あ
る
暴
⾏
を
加
え
る
こ
と
。

2.
性
的
虐
待
:保
育
所
等
に
通
う
こ
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
⾏
為
を
す
る
こ
と
⼜
は
保

育
所
等
に
通
う
こ
ど
も
を
し
て
わ
い
せ
つ
な
⾏
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

3.
ネ
グ
レ
ク
ト
:保
育
所
等
に
通
う
こ
ど
も
の
⼼
⾝
の
正
常
な
発
達
を
妨
げ
る
よ
う
な

著
し
い
減
⾷
⼜
は
⻑
時
間
の
放
置
、
当
該
保
育
所
等
に
通
う
他
の
こ
ど
も
に
よ
る

⾏
為
の
放
置
そ
の
他
の
保
育
所
等
の
職
員
と
し
て
の
業
務
を
著
し
く
怠
る
こ
と
。

4.
⼼
理
的
虐
待
:保
育
所
等
に
通
う
こ
ど
も
に
対
す
る
著
し
い
暴
⾔
⼜
は
著
し
く
拒
絶

的
な
対
応
そ
の
他
の
保
育
所
等
に
通
う
こ
ど
も
に
著
し
い
⼼
理
的
外
傷
を
与
え
る

⾔
動
を
⾏
う
こ
と
。
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8 
 （「
虐
待
等
」
と
「
虐
待
等
と
疑
わ
れ
る
事
案
（
不
適
切
な
保
育
）」
の
概
念
図
）

 

 （
３
）
保
育
所
等
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
お
け
る
対
応
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

 
○

 
上
記
の
整
理
を
踏
ま
え
、
保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
等
の
防
止
に
向
け
た
対
応
や
発
生

時
の
対
応
に
関
し
て
、保
育
所
等
、自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
対
応
を
次
頁
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
に
整
理
し
て
い
る
。
各
保
育
所
等
、
各
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
番

号
に
沿
っ
て
具
体
的
な
対
応
を
ま
と
め
た
下
記
２
、３
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
、必
要
な
対
応

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
   

 

こ こ ま で 避 け た い ！

13
1

１
.⾝
体
的
虐
待

•⾸
を
絞
め
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
布
団
蒸
し
に
す
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
逆
さ
吊
り
に

す
る
、
異
物
を
飲
ま
せ
る
、
ご
飯
を
押
し
込
む
、
⾷
事
を
与
え
な
い
、
⼾

外
に
閉
め
出
す
、
縄
な
ど
に
よ
り
⾝
体
的
に
拘
束
す
る
な
ど
の
外
傷
を
⽣

じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
⾏
為
及
び
意
図
的
に
こ
ど
も
を
病
気
に
さ
せ
る

⾏
為

•打
撲
傷
、
あ
ざ
(内
出
⾎
)、
⾻
折
、
頭
蓋
内
出
⾎
な
ど
の
頭
部
外
傷
、
内

臓
損
傷
、
刺
傷
な
ど
外
⾒
的
に
明
ら
か
な
傷
害
を
⽣
じ
さ
せ
る
⾏
為
な
ど
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２
.性
的
虐
待

•
下
着
の
ま
ま
で
放

置
す
る

•
必
要
の
無
い
場
⾯
で
裸
や

下
着
の

状
態
に
す
る

•
こ
ど
も
の
性
器
を
触
る
ま
た
は
こ
ど
も
に
性
器
を
触
ら
せ
る
性
的
⾏
為

(教
唆
を
含

む
)

•
性
器
を

⾒
せ
る

•
本
⼈
の

前
で
わ
い
せ
つ
な
⾔
葉
を
発
す
る
、

⼜
は
会
話
す
る
。
性
的
な
話
を
強
要

•
す
る

(無
理
や
り
聞
か
せ
る
、
無
理
や
り
話
さ
せ
る

)
•
こ
ど
も
へ
の
性
交
、
性
的
暴
⾏
、
性
的
⾏
為
の
強
要
・
教
唆
を
⾏
う

•
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
な
ど
を
強
要
す
る

⼜
は
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

⾒
せ

る
な
ど
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３
.ネ
グ
レ
ク
ト

•
こ
ど
も
の
健
康
・
安
全
へ
の
配
慮
を
怠
っ
て
い
る
な
ど
。
例
え
ば
、
体

調
を
崩
し
て
い
る
こ

ど
も
に
必
要
な
看
護
等
を
⾏
わ
な
い
、
こ
ど
も
を
故
意
に
⾞
の
中
に
放

置
す
る
な
ど

•
こ
ど
も
に
と
っ
て
必
要
な
情
緒
的
欲
求
に
応
え
て
い
な
い

(愛
情
遮
断
な
ど

) ・
お
む
つ
を
替

え
な
い
、
汚
れ
て
い
る
服
を
替
え
な
い
な
ど

⻑
時

間
ひ
ど

く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
な
ど

•
泣

き
続

け
る
こ
ど
も
に

⻑
時

間
関
わ
ら

ず
放

置
す
る

•
視
線
を

合
わ
せ
、
声
を
か

け
、
抱

き
上
げ
る
な
ど
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら

ず
保

育
を
⾏
う

•
適
切
な

⾷
事
を

与
え
な
い

•
別
室
な
ど
に
閉
じ

込
め
る
、

部
屋
の
外
に
締
め

出
す

◎
虐

待
等
を
⾏
う
他
の
保

育
⼠
・
保

育
教
諭
な
ど
の
第
三
者
、
他
の
こ
ど
も
に
よ
る
⾝
体
的

虐
待
や
性
的

虐
待
、
⼼
理
的

虐
待
を
放

置
す
る

◎
他
の
職
員
等
が
こ
ど
も
に
対
し

不
適
切
な
指
導
を
⾏
っ
て
い
る

状
況
を
放

置
す
る

•
そ
の
他
職
務

上
の
義
務
を
著
し

く
怠
る
こ
と
な
ど
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４
.⼼
理
的
虐
待

•
こ
と
ば
や
態
度
に
よ
る
脅
か
し
、
脅
迫
を
⾏
う
な
ど

•
他
の
こ
ど
も
と
は
著
し

く
差
別
的
な
扱
い
を
す
る

•
こ
ど
も
を
無
視
し
た
り
、
拒
否
的
な
態
度
を

⽰
し
た
り
す
る
な
ど

•
こ
ど
も
の
⼼
を
傷
つ

け
る
こ
と
を
繰
り
返
し
⾔
う
な
ど
（
例
え
ば
、

⽇
常
的
に

か
ら
か
う
、

「
バ

カ
」

「
あ
ほ

」
な
ど
侮
蔑
的
な
こ
と
を
⾔
う
、
こ
ど
も
の
失

敗
を
執
拗
に
責
め
る
な
ど
）

•
こ
ど
も
の
⾃
尊
⼼
を
傷
つ

け
る
よ
う
な
⾔
動
を
⾏
う
な
ど
（
例
え
ば
、

⾷
べ
こ

ぼ
し
な
ど
を
嘲
笑
す
る
、

「
ど
う
し
て
こ

ん
な
こ
と
が
で

き
な
い
の

」
な
ど
と

⾔
う
、
こ
ど
も
の
⼤
切
に
し
て
い
る
も
の
を
乱
暴
に
扱
う
、
壊
す
、
捨
て
る
な

ど
）

•
他
の
こ
ど
も
と
接
触
さ
せ
な
い
な
ど
の
孤
⽴
的
な
扱
い
を
⾏
う

•
感
情
の
ま
ま
に
、
⼤
声
で
指

⽰
し
た
り
、
叱
責
し
た
り
す
る
な
ど
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同
じ
園
内
で
も
「
虐
待
」
が
起
き
て
い
れ
ば

通
報
の
義
務
が
あ
る
→
通
報
し
な
け
れ
ば
ネ
グ
レ
ク
ト

◎
虐
待
等
を
⾏
う
他
の
保
育
⼠
・
保
育
教
諭
な
ど
の
第
三
者
、
他
の
⼦
ど
も

に
よ
る
⾝
体
的
虐
待
や
性
的
虐
待
、
⼼
理
的
虐
待
を
放
置
す
る

◎
他
の
職
員
等
が
⼦
ど
も
に
対
し
不
適
切
な
指
導
を
⾏
っ
て
い
る
状
況
を
放

置
す
る

Ø
⼦
ど
も
の
命
に
危
険
が
あ
る
な
ら
す
ぐ
に
通
報
だ
が
、
な
ぜ
そ
こ
に
⾄
っ

て
し
ま
っ
た
の
？

な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
に
修
正
で
き
な
か
っ
た
の
？

Ø
同
僚
と
し
て
話
し
合
い
、
解
決
す
る
べ
き
で
は
？

Ø
特
に
「
⼿
の
か
か
る
⼦
」
に
対
す
る
関
わ
り
⽅
が
課
題
に
な
り
が
ち
。
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「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
再
改
訂

「
保
育
所
や
幼
稚
園
等
に
お
け
る
虐
待
の
防
⽌
及
び
発
⽣
時
の
対
応
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
こ
ど
も
家
庭
庁
・
⽂
部
科
学
省

20
25
年
８
⽉
）

h:
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7c
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52
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d7
b5
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8c

/c
3c

02
be

e/
20

25
09

08
_p
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ic

ie
s_

ho
ik

u_
15

3.
pd

f

→
10
⽉

1⽇
か
ら
の
児
童
福
祉
法
改
正
を
前
に
、
内
容
の
追
補
、
充
実
を
図
る
た

め
に
改
訂
。

⼀
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
乳
児
等
通
園
⽀
援
事
業
及
び
幼
稚
園
等
に

つ
い
て
も
、
保
育
所
等
と
同
様
に
虐
待
の
通
報
義
務
等
の
規
定
を
設
け
た
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 （
２
）
「
不
適
切
な
保
育
」
に
つ
い
て

 
○

 
従
前
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
「
不
適
切
な
保
育
」
を
「
虐
待
等
が
疑
わ
れ
る
事
案
」
と
捉
え
、
不
適
切
な
保
育
の

中
に
は
虐
待
等
が
含
ま
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
不
適
切
な
保
育
自
体
が
未
然
防
止
や
改
善
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

必
要
な
対
応
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
整
理
を
し
、
ま
た
、「
不
適
切
な
保
育
」
の
外
側
に
「
こ
ど
も
の
人
権
擁
護

の
観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
」
が
あ
る
も
の
と
整
理
し
て
い
た
。

 
 ○

 
一
方
で
、
日
々
保
育
の
現
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
は
、
仮
に
そ
の
１
つ
１
つ
が
虐
待
に
は
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
日
々
の
振
り
返
り
の
中
で
改
善
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
行
為
の
繰
り
返
し
等
に
よ
っ
て
虐
待
に
な

り
得
る
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
日
々
の
行
為
の
延
長
に
虐
待
が
あ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

 
 ○

 
ま
た
、
今
般
の
改
正
法
に
お
い
て
、
身
体
的
虐
待
・
性
的
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
・
心
理
的
虐
待
の
４
つ
を
「
虐
待
」
と
定
義

し
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
通
報
義
務
を
設
け
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、「
不
適
切
な
保
育
」

や
「
こ
ど
も
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
」
と
い
う
概
念
は
用
い
ず
、「
虐
待
」
の
概

念
を
軸
に
講
ず
る
べ
き
対
応
等
を
再
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
 ○

 
こ
の
再
整
理
は
、「
虐
待
」
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
未
然
防
止
や
改
善
の
取
組
を
要
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
日
々
の
行
為
の
延
長
に
虐
待
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
日
々
の
保
育
実
践
に
お
い
て
、
よ
り
良

い
保
育
に
向
け
た
振
り
返
り
を
実
施
さ
れ
、
改
善
に
つ
な
が
る
一
連
の
「
流
れ
」
を
つ
く
る
、
そ
う
し
た
不
断
の
取
組
が
重
要

で
あ
る
。

 
 ○

 
な
お
、
各
自
治
体
の
運
用
の
中
で
、
従
前
の
「
不
適
切
な
保
育
」
や
「
こ
ど
も
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
と

考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。
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20
25

14
1

改
正
法
に
お
い
て
、
⾝
体
的
虐
待
・
性
的
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
・

⼼
理
的
虐
待
の
４
つ
を
「
虐
待
」
と
定
義
し
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る

場
合
の
通
報
義
務
を
設
け
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
は
、
「
不
適
切
な
保
育
」
や
「
こ
ど
も
の
⼈
権
擁
護
の

観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
」
と
い
う
概

念
は
⽤
い
ず
、
「
虐
待
」
の
概
念
を
軸
に
講
ず
る
べ
き
対
応
等
を

再
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

各
⾃
治
体
の
運
⽤
の
中
で
、
従
前
の

「
不
適
切
な
保
育
」
や
「
こ
ど
も
の

⼈
権
擁
護
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く
な

い
と
考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
」
と
い

う
概
念
を
⽤
い
る
こ
と
は
差
し
⽀
え

な
い
。

14
1

⽇
々
の
保
育
の
中
で
⼤
切
な
「
振
り
返
り
」

※
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り

•
⽇
々
の
保
育
の
振
り
返
り
の
中
で
、
『
⼈
権
擁
護
の
た
め
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
』
等
を
活
⽤

•
⾔
葉
で
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
こ
ど
も
の
気
持
ち
を
汲
み
取
り
、
こ
ど
も
の
⼈

権
擁
護
の
観
点
か
ら
「
望
ま
し
い
」
と
考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
が
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
振
り
返
る

•
「
望
ま
し
く
な
い
」
と
考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
を
し
て
い
た
場
合
も
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
も
、
個
々
の
振
り
返
り
や
職
員
間
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
お
け
る

対
話
を
通
じ
て
保
育
の
実
践
を
と
ら
え
な
お
す
必
要
。

→
⽇
々
の
振
り
返
り
を
⾏
っ
て
も
な
お
、
こ
ど
も
の
⼈
権
擁
護
の
観
点
か
ら
「
望

ま
し
く
な
い
」
と
考
え
ら
れ
る
か
か
わ
り
に
改
善
が
⾒
ら
れ
な
い
場
合
や
事
態
が

悪
化
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、
保
育
所
等
の
会
議
の
場
な
ど
で
共
有
し
、
保
育

所
等
と
し
て
、
虐
待
と
疑
わ
れ
る
事
案
か
ど
う
か
確
認
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14
2

14
2

通
報
す
る
⼈

©
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20
25

14
6

保
育
⼠
、
職
員

な
ど
、
園
内
の

⼈
保
護
者

そ
の
他

法
律
上
、
保
護
者

や
職
員
で
あ
る
か

に
か
か
わ
ら
ず
、

虐
待
と
疑
わ
れ
る

事
案
を
発
⾒
し
た

者
は
、
速
や
か
に

⾃
治
体
へ
通
報
す

る
こ
と
を
義
務
化

14
6
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「
こ
ど
も
性
暴
⼒
防
⽌
法
」
関
連
に
も
注
視

＝
学
校
設
置
者
等
及
び
⺠
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
⼒

等
の
防
⽌
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
６
年
法
律
第

69
 号
）

•「
横
断
指
針
」
（
＝
教
育
・
保
育
等
を
提
供
す
る
事
業
者
に
よ
る
児
童
対

象
性
暴
⼒
等
の
防
⽌
等
の
取
組
を
横
断
的
に
促
進
す
る
た
め
の
指
針
、
令

和
7年
４
⽉
こ
ど
も
家
庭
庁
）
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7

14
7

普
段
か
ら
の
運
営
を
⼤
切
に
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
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20
25

結
局
は
普
段
の
園
の
運
営
が
問
わ
れ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
＝
「
法
律
」
を
守
っ
て
い
る
か
？

ガ
バ
ナ
ン
ス
＝
「
組
織
」
と
し
て
の
正
当
な
運
営
が
で
き
て
い
る
か
？

守
れ
て
い
な
い
園
で
、
重
⼤
事
故
や
虐
待
が
起
き
て
い
る
。

14
8

14
8

５５
..⼦⼦
どど
もも
主主
体体
のの
保保
育育
なな
らら

不不
適適
切切
にに
なな
りり
よよ
うう
がが
なな
いい

©
Hi

ro
ko

 In
ok

um
a 

20
25

14
9

14
9

⼦
ど
も
を

⼀
⼈
の
⼈
間

と
し
て
尊
重

す
る
保
育
・

幼
児
教
育

• • •
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15
0

15
0
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「
⼦
ど
も
主
体
の
保
育
」
に
シ
フ
ト
し
よ
う

•「
⼦
ど
も
主
体
の
保
育
」
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

•⼦
ど
も
の
声
を
聞
い
て
、
保
育
し
て
い
ま
す
か
？

•先
⽣
が
や
り
た
い
保
育
、
や
ら
せ
た
い
保
育
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

•結
局
は
、
保
育
内
容
が
問
題
！

→
「
⼦
ど
も
主
体
の
保
育
」
を
し
て
い
れ
ば
、
不
適

切
に
な
り
よ
う
が
な
い
。
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20
25

15
1

15
1

本
当
の
「
⼦
ど
も
主
体
」
の
保
育
と
は
？

〜
ま
ず
、
⼦
ど
も
の
声
を
聞
こ
う

•「
や
ら
せ
る
」
保
育
で
は
な
い
。

•「
放
任
・
放
任
」
で
も
な
い
。

•⼦
ど
も
の
「
や
り
た
く
な
い
！
」
と
い
う
主
体
性
に
も
向
き
合

う
（
⼦
ど
も
の
⾔
葉
や
態
度
は
、
本
⼼
・
気
持
ち
と
は
違
う
こ
と
も
あ
る
。
時
に
は
SO
S

の
こ
と
も
あ
る
。
⾔
葉
や
態
度
の
意
味
を
理
解
す
る
）

〜
強
制
・
矯
正
で
は
な
く
「
共
⽣
」
／
「
共
感
」
Em
pa
th
y

※
「
教
え
る
」
こ
と
も
必
要
＝
例
：
は
さ
み
の
使
い
⽅
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15
2

15
2

⼦
ど
も
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
⾒
る
こ
と
の
⼤
切
さ

•⼦
ど
も
は
「
イ
ヤ
な
こ
と
を
す
る
存
在
」
で
は
な
い

•怒
る
前
に
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
前
に
「
こ
の
⼦
は
何
を

訴
え
て
る
の
？
」

と
、
⽴
ち
⽌
ま
っ
て
！
（
⼦
ど
も
の

思
い
＝
意
⾒

表
明
を

汲
み
取
る
）

→
⼦
ど
も
の
や
る
こ
と
に
は
す
べ
て
意
味
が
あ
る
！
！

•⼦
ど
も
の
良
い
⽅
、
で
き
た
こ
と
を
み
る

(L
ea

rn
in

g 
St

or
y)

⇒
そ
う
し
な
い
と
「
保
育
そ
の
も
の
」
が
悪
く
な
る
。

×
⼦
ど
も
を
し
か
り
つ
け
、

ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
み
る
保
育
（
不

適
切
に
な
る
）

＝
⼦
ど
も
主
体
で
は
な
い
。
⼦
ど
も
を
理
解
し
て
い
な
い
。

計
画
性
の
な
い
た
だ
の
「

託
児
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
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3

15
3

「
こ
の
⼦
の
た
め
を
思
っ
て
」
と
い
う

保
育
⼠
の
思
い
を
ど
う
す
る
？

•「
こ
の
⼦
の
た
め
を
思
っ
て
」
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
る
。

•で
も
、
そ
れ
は
⾃
分
の
尺
度
な
の
で
は
？

•個
⼈
で
は
な
く
、
組
織
で
考
え
て
み
て
は
？

→
そ
の
⼦
に
ど
う
関
わ
れ
ば
良
い
か
？

ど
ん
な
⾔
葉
か
け
を
す

る
べ
き
な
の
か
？

•そ
の
⼦
の
「
い
や
だ
」
を
ど
う
受
け
⽌
め
た
ら
良
い
？
（
家
庭
状

況
・
体
調
・
お
友
だ
ち
と
の
関
係
な
ど
）

•ま
ず
は
、
そ
の
⾔
い
⽅
を
考
え
て
！

⾃
分
が
そ
ん
な
⾔
い
⽅
さ

れ
た
ら
嫌
じ
ゃ
な
い
？

•⼦
ど
も
の
た
め
に
最
も
良
い
⾔
葉
、
良
い
態
度
を
！
！
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4

15
4
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⾃
分
が
や
ら
れ
て
嫌
な
こ
と
は

⼦
ど
も
に
と
っ
て
も
嫌
な
こ
と
で
す

•し
ゃ
が
ん
で
地
⾯
に
い
る
蟻
を
⾒
て
い
る
時
に
、
急
に
後
ろ
か
ら
抱
き
上

げ
ら
れ
た
ら
？

•い
き
な
り
⿐
を
拭
か
れ
た
ら
？

•い
き
な
り
⼿
を
引
っ
張
ら
れ
た
ら
？

•い
き
な
り
オ
ム
ツ
を
下
ろ
さ
れ
た
ら
？

→
⾃
分
が
や
ら
れ
て
嫌
な
こ
と
は
、
⼦
ど
も
に
も
し
な
い
。

ま
ず
は
⼀
声
か
け
る
こ
と
か
ら
変
わ
れ
る
！
！

「
抱
っ
こ
し
て
い
い
？
」
「
お
⿐
ふ
い
て
い
い
？
」
「
こ
っ
ち
に
来
て
み
よ

う
か
？
」
「
オ
ム
ツ
ど
う
か
な
？

⾒
て
も
い
い
？
」
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5

15
5

「
国
連
⼦
�
�
�
権
利
条
約
」

�
�
�
�
⼀
般
原
則
）
→
「
�
�
�
基
本
法
」
�

• • • •
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9

15
9

⾚
ち
ゃ
ん
・
⼦
ど
も
の
泣
き
声
は

「
⾔
葉
」

•泣
き
声
は
⾚
ち
ゃ
ん
の
「
意
⾒
表
明
」
。

•⼦
ど
も
は
泣
き
声
や
、
態
度
で
「
意
⾒
表
明
」
し
て
い
る
！

⇒
そ
の
思
い
を
く
み
取
っ
て
！
！

•
「
⼤
⼈
と
⼦
ど
も
は
対
等
で
あ
る
」
が
、
現
実
に
は
「
対
等
」

で
は
な
い
。
⇒
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
「
⼦
ど
も
の
権
利
」
を

考
え
れ
ば
、
「
育
て
る
・
育
て
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
⼀
⽅

的
な
関
係
に
は
な
ら
な
い
は
ず
。
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2

必
要

な
の

は
”D

iv
er

si
ty

”の
考

え
⽅

 
〜

「
多

様
性

」
を

⼤
切

に
す

る
保

育
・

幼
児

教
育

•⼦
ど
も
も
、
職
員
も
、
保
護
者
も
安
⼼
で
き
る
園
に
す
る
た
め
に
必

要
な
Di
ve
rs
ity
の
考
え
⽅
。

Di
ve
rs
ity
＝
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」

例
）
様
々
な
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
⼦
・
職
員
・
保
護
者

病
気
や
障
害
が
あ
る
⼦
・
職
員
・
保
護
者

貧
困
・
虐
待
な
ど
課
題
の
あ
る
家
庭
で
育
つ
⼦
・
職
員
・
保
護
者

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
⼦
・
職
員
・
保
護
者
…
等
等

Ø
そ
こ
に
集
ま
る
⼈
々
が
み
ん
な
幸
せ
に
、
居
⼼
地
よ
く
い
ら
れ
る
よ

う
に
。
不
適
切
な
保
育
、
不
適
切
な
⼈
間
関
係
が
起
き
な
い
た
め
に

必
要
な
考
え
⽅
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「事故後対応の重要性
～先達はあらまほしきことなり～」

全日本私立幼稚園連合会
第４０回設置者・園長全国研修大会

２０２５年１０月２８日

講師：株式会社アイギス 脇 貴志

１．事故が起きる準備ができている保育施設

※参考図 ①

保育内容

職員（チーム）の危機管理能力

安全に保育できるレベル

３

３

７

７

危険な領域で保育
していることになる

・職員（チーム）の危機管理能力が３（７）の園がレベル３（７）の
保育内容をするのは安全に保育が行われている

・職員（チーム）の危機管理能力が３の園がレベル７の保育内容を
するのは危険領域で保育をしていることになる

・保育現場に職員の数を増やしても安全は向上しない
職員（チーム）に対して安全教育（訓練）をしないと安全は向上しない
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３．想定外のことでした…が通るか！？

２．事故事例で見てみましょう

・２０１７年８月 さいたま市の認可保育所で当時４歳の園児が溺れて死亡

・２０１４年９月 花巻市の豊沢川で保育園の行事中にいかだが転覆し、
当時５歳の園児が溺れて死亡

Ａ園（職員）の想定範囲

過去に保育施設で起きた事故の事例

Ａ園にとっての
想定外の範囲
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５．先達はあらまほしきことなり

・みなさまは「１９番目のカルテ」をご存じですか？

・情報には１次、２次、３次を見分けられますか？

・安きにありて危うきを思う 思えばすなわち備えあり 備えあれば憂いなし（「書経」）

４．事故現場では何が起きているのか？

・法律的に正しいか、どうかは、すでに決まっている

・保護者の反応もほぼほぼ決まっている

・園が残るか、どうかは、事故後対応の印象（イメージ）によって決まる
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第40回全⽇本私⽴幼稚園連合会
設置者・園⻑全国研修会

第３分科会
独⽴⾏政法⼈

⽇本スポーツ振興センターについて
令和７年１０⽉２８⽇

全⽇本私⽴幼稚園連合会
副会⻑︓角⾕正雄

⽇本スポーツ振興センター（JSC）とは

１ 災害共済給付制度
成り⽴ち、性格
制度について
歴史的背景
考え方
特色
情報提供

２ 災害共済給付事業
(１)災害共済給付の説明
(２)事故防止に関する情報発信
①動画（YouTubu、DVD）
②ハンドブック、パンフレット
③熱中症予防情報・資料サイト
④事故事例、統計データ

-1-
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３ 事業と経営
災害共済給付の加⼊状況（令和６年度）

幼稚園・幼保連携型認定こ
ども園の加⼊率

他学校種と比較して
非常に低い

幼稚園
79.2%

幼保連携型認定こども園
84.6％

小学校・中学校
99.7％

日本スポーツ振興センター（JSC）の
利⽤⽅法について

・説明会への講師派遣

・災害給付オンライン請求システムの
リニューアルについて

-2-
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研究講座 4・認定こども園

『０. １. ２歳児の保育・教育を考える～子どもたちの豊かな育ちとは～』

平成 27 年に「子ども・子育て支援新制度」が始まり、10 年が経過。全日私

幼連加盟園も半数以上が施設型給付や認定こども園に移行しました。2024 年の

出生数は前年比 5.7％減の 68 万 6061 人と、統計開始以来初めて 70 万人を割

り込みました。待機児童の減少に伴い、国の施策も、保育の量の拡大から「質

の向上」に軸足を移し、こども家庭庁から「はじめの 100 か月の育ちビジョン」

も示されました。認定こども園制度の諸課題も踏まえながら、子ども達の豊か

な育ちについて０. １. ２歳児の教育・保育を中心に考えていきたいと思います。

本講座では、まず保育 SoW ラボ代表・非営利団体コドモノミカタ代表理事の

井桁容子先生より、基調講演を頂き、後半ではパネラーの先生から各地域での

認定こども園の諸課題や、保育の質向上に向けた取り組みを報告頂き、保育・

教育の質を考えていきたいと思います。

第 1 部　基調講演

　　　　「�人生のはじまりをしっかり支え、人間らしさを豊かに育む保育

～誰もが幸せを感じて生きるために～」

■講　　　師　　井桁　容子（保育 S o W ラボ 代表）

第 2 部　パネルディスカッション

■パネリスト　　井桁　容子（保育 S o W ラボ 代表）

　　　　　　　　鮎川　　剛（全日本私立幼稚園連合会認定こども園委員会副委員長）

　　　　　　　　濵本　智子（全日本私立幼稚園連合会認定こども園委員会委員）

　　　　　　　　湯目　崇史（全日本私立幼稚園連合会認定こども園委員会専門委員）

■コーディネーター　　徳本　達之（全日本私立幼稚園連合会認定こども園委員会委員長）
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始
め
る
前
の
お
願
い

こ
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
使
わ
れ
る
子
ど
も
の
写
真
は

東
京
家
政
大
学
ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム
と
一
般
家
庭
、

小
西
貴
士
氏
（
写
真
家
）
の

許
可
を
得
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

写
真
の
撮
影
や
保
存
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

井
桁
が
こ
れ
ま
で
の

保
育
実
践
・
保
育
者
養
成
と
研
究
か
ら
確
信
す
る
こ
と

１
．
子
ど
も
は
大
人
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

２
．
安
心
・
安
全
と
感
じ
る
時
に
、
そ
の
人
の
持
っ
て
い
る

力
が
良
く
発
揮
で
き
る

３
．
こ
れ
か
ら
は
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
大
切
な
時
代

20
25
年

10
月

28
日
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
：
講
座
４
認
定
こ
ど
も
園

『
０
１
２
歳
児
の
保
育
・
教
育
を
考
え
る
～
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
と
は
～
』

  井
桁
容
子

乳
幼
児
教
育
実
践
研
究
家

保
育

So
W
ラ
ボ
代
表

非
営
利
団
体
コ
ド
モ
ノ
ミ
カ
タ
代
表
理
事

『
人
生
の
は
じ
ま
り
を
し
っ
か
り
支
え
、

人
間
ら
し
さ
を
豊
か
に
育
む
保
育
」

～
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
て
生
き
る
た
め
に
～

「
心
の
力
を
育
み
発
達
を
支
え
る

保
育
に
お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」

遠
藤
利
彦
著

チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
よ
り

乳
児
観
の
移
り
変
わ
り

19
70
年
代
か
ら
乳
児
に
関
す
る
研
究
が
進
展

 無
能

   
有
能

受
動
的

能
動
的

無
個
性

個
性
的

そ ば に い る 大 人 の 認 識 に よ っ て

人 格 の 土 台 に 影 響 す る

１
．
子
ど
も
は
大
人
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
分
か
っ
て
い
る
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ヒ
ト
の
子
ど
も
の
特
徴
を
知
る
と

保
育
観
・
子
育
て
観
が
変
わ
る

・
未
熟
で
生
ま
れ
る

身
体
運
動
能
力
、
体
温
調
節
能
力
、
飲
食
能
力

な
ど

  ・
他
の
霊
長
類
と
比
べ
て
重
い

ゴ
リ
ラ
は

2㎏
弱

  ・
子
育
て
期
間
が
長
い

  ・
脳
の
発
達
が
著
し
い

ヒ
ト
は

40
0ｇ
で
生
ま
れ
て
、
大
人
に
な
る
ま
で
に

3倍
に
な
る

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
大
人
の
８
０
～
９
０
％
の
大
き
さ
で
生
ま
れ
る

み ん な で 育 て て き た

歴 史 の ほ う が 長 い

「 三 項 関 係 」 「 社 会 的 参 照 」

生 後 ９ ヵ 月 以 降

「
共
同
注
意
」

生
後
９
ヵ
月
頃

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
芽
生
え

胎
児
期

・
触
覚
は

12
週
で
全
身
の
表
面
が
反
応
。
口
が
敏
感

・
母
親
の
感
じ
て
い
る
匂
い
や
風
味
の
多
く
を
感
じ
て
い
る

・
味
覚
は
胎
児
の
頃
に
か
な
り
の
訓
練
を
積
む

羊
水
は
味
蕾
の
細
胞
を
興
奮
さ
せ
る
科
学
物
質
を
含
ん
で
い
る

羊
水
は
常
に
変
化
（
母
親
が
食
べ
た
も
の
・
胎
児
の
尿
）

赤
ち
ゃ
ん
の
脳

・
大
人
の
脳
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
で
は
な
い

・
脊
髄
と
脳
幹
は
誕
生
時
に
ほ
ぼ
完
全
に
発
達
。
生
き
延
び
る
、
成
長
す
る
、

保
護
者
と
の
絆
を
結
ぶ
な
ど
新
生
児
の
基
本
的
な
必
要
性
を
満
た
し
て
い
る

・
大
脳
皮
質
は
未
発
達
な
状
態
（
学
習
マ
シ
ー
ン
）

・
神
経
系
を
発
達
さ
せ
る
手
順
は
遺
伝
子
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
が
、

各
段
階
に
お
け
る
発
達
の
質
は
環
境
要
因
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
。W

HA
T’

S 
 G

OI
NG

  O
N

IN
  T

HE
RE

?
Ho

w 
th

e 
 B

ra
in

  a
nd

 
M

in
d 

 D
ev

el
op

  i
n 

 th
e

Fi
rs

t  
Fi

ve
  Y

ea
rs

  o
f  

Li
fe

Li
se

 E
lio

t
赤

ち
ゃ

ん
の

脳
と

心
で

何
が

起
こ

っ
て

い
る

の
？

リ
ザ

・
エ

リ
オ

ッ
ト

（
神

経
科

科
学

教
授

）
小

西
行

郎
（

日
本

語
版

監
修

）
福

岡
洋

一
（

訳
）

楽
工

社
20

17
年

科
学
的
根
拠
が
乳
児
理
解
を
深
め
る
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乳
児
は

保
育
者
の
行
為
か
ら

ど
ん
な
人
か
が
分
か
っ
て
い
る

こ
ど
も
真
ん
中

こ
ど
も
の
権
利
条
約

19
89
年

11
月

20
日

国
連
総
会
で
採
択
（

19
6か
国
・
地
域
）

19
94
年
日
本
が
批
准

こ
ど
も
基
本
法

20
24
年

4月
施
行

こ
ど
も
家
庭
庁

「
は
じ
め
の

10
0か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」第

3条
（
基
本
理
念
）

こ
ど
も
施
策
は
、
次
に
揚
げ

る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
全
て
の
こ
ど
も
に
つ
い

て
、
そ
の
年
齢
及
び
発
達
の

過
程
に
応
じ
て
、
そ
の
意
見

が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の

利
益
が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ

る
こ
と
。

２
．
安
心
・
安
全
と
感
じ
る
時
に
、

そ
の
人
の
持
っ
て
い
る
力
が
良
く
発
揮
で
き
る

こ
ど
も
の
権
利
と
は 「
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
」

「
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
や
め
て
と
言
え
る
」

「
し
て
ほ
し
い
と
言
え
る
」

と
、
子
ど
も
自
身
が
感
じ
て
い
る
こ
と

安
心
・
安
全
の
保
障
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は
じ
め
の
１
０
０
か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

こ
ど
も
家
庭
庁
」
冊
子
よ
り

ビ
ジ
ョ
ン
１
こ
ど
も
の
権
利
と
尊
厳
を
守
る

ビ
ジ
ョ
ン
２
「
安
心
と
挑
戦
の
循
環
」
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

高
め
る

ビ
ジ
ョ
ン
３
「
こ
ど
も
の
誕
生
前
」
か
ら
切
れ
目
な
く
育
ち
を
支
え
る

ビ
ジ
ョ
ン
４
保
護
者
・
養
育
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
成
長
の
支
援
・
応
援
を
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
５
こ
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
環
境
や
社
会
の
厚
み
を
増
す

非
認
知
的
能
力
が
育
つ
た
め
に
重
要
な
こ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

（
ジ
ョ
ン
・
ボ
ウ
ル
ビ
ィ
：
イ
ギ
リ
ス
の
児
童
精
神
科
医
が
提
唱
）

※
「
愛
情
」
「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」
と
は
視
点
が
異
な
る

安
心

信
頼

＜
安
心
で
き
る
環
境
＞

あ
ら
ゆ
る
不
安
か
ら
解
放

チ
ャ
レ
ン
ジ

思
い
切
り
遊
ぶ

探
索
冒
険

心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

疲
れ
た

痛
い

空
腹

ビ
ッ
ク
リ

恐
れ

不
安

＜
安
全
を
感
じ
る
人
＞

必
ず
慰
め
て
も
ら
え
る

し
っ
か
り
く
っ
つ
き
、
安
心
感

を
取
り
戻
す

元
気
に
な
る

再
び
勇
敢
に
外
界
へ

「
安
心
と
挑
戦
の
循
環
」
を
保
障
す
る
保
育
者
の
役
割

子
ど
も
が
泣
い
た
ら
？

 あ
や
す

抱
っ
こ

時
に
は
そ
の
ま
ま

泣
い
て
い
る
理
由
を
的
確
に
洞
察
し
満
た
す
こ
と
が
専
門
性

共
感

認
知
的
共
感

情
動
的
共
感

対
応
の
根
拠
は
？
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1
対

1
一
人
一
人

「
保
育
者
に
必
要
な
２
つ
の
敏
感
性
」

「
心
の
力
を
育
み
発
達
を
支
え
る
保
育

に
お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」

遠
藤
利
彦
著
：
東
京
大
学
大
学
院
教
授

チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

20
25
年

2月
参
考

「
二
者
関
係
に
関
連
し
た
敏
感
性
」

「
集
団
生
活
に
関
連
し
た
敏
感
性
」

二
者
関
係
の
み
を
重
視
し
た
か
か
わ
り
は
、

集
団
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
一
人
一
人
の

子
ど
も
の
関
係
が
悪
化
す
る

「
二
者
関
係
に
関
連
し
た
敏
感
性
」

こ
ど
も
同
士
で
楽
し
く
遊
べ
る
こ
と
や
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
に
配
慮
し
支
え
て

く
れ
る
保
育
者
に
信
頼
を
寄
せ
る
。

子
ど
も
同
士
の
関
係
が
良
好

い
ま
、
「
年
長
児
が
幼
い
」

自
分
の
気
持
ち
を
表
現
で
き
な
い

  話
が
聞
け
な
い

  
衝
動
的

落
ち
着
か
な
い
・
・
・

et
c

ひ
と
は
言
わ
れ
た
言
葉
で
心
が
育
つ

・
「
強
い
」
と
言
っ
た
あ
と
握
力
を
測
る
と
・
・
・

・
コ
ー
チ
が
変
わ
る
と
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
変
わ
る
の
は
・
・
・

・
「
プ
ラ
ス
な
こ
と
ば
」

(感
謝
・
思
い
や
り

)o
r「
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
ば
」
（
ず
る
い
・
意
地
悪
）

で
作
文
。
直
前
に
触
れ
た
言
葉
が
行
動
に
影
響
（
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
効
果
）

・
ほ
め
る
だ
け
で
リ
ス
ク
を
与
え
な
い
リ
ー
ダ
ー
は
カ
リ
ス
マ
性
が
減
る

・
「
で
も
」
と
「
か
も
」
魔
法
の
言
葉

・
選
択
さ
せ
ら
れ
る
と
脳
が
活
性
化 西

剛
志

（
に
し

た
け
ゆ
き
）
監
修

「
保
育
ナ
ビ
」
特
集

P４
～
９
参
考

フ
レ
ー
ベ
ル
館

「
安
全
感
」
「
温
か
い
関
わ
り
」
の
重
要
さ

『
ポ
リ
ヴ
ェ
ー
ガ
ル
理
論
』

『
ポ
リ
ヴ
ェ
ー
ガ
ル
理
論
入
門
ー
心
身
に
変
革
を
お
こ
す
「
安
全
」
と
「
絆
」
ー
』

ス
テ
フ
ァ
ン
・

W
・
ポ
ー
ジ
ェ
ス
著

花
丘
さ
く
ら
訳

春
秋
社
参
考

津
田
真
人
氏
講
演
よ
り
参
考
（
小
学
館
教
育
編
集
部
主
催
）

・
19

94
年

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ポ
ー
ジ
ェ
ス
博
士
（
ア
メ
リ
カ
）
が
提
唱

・
「
ポ
リ
（
多
数
の
）
」
と
「
ヴ
ェ
ー
ガ
ル
（
迷
走
神
経
）
」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

◎
自
律
神
経

・
交
感
神
経
：
活
動
、
緊
張
、
覚
醒
に
関
わ
る
危
険
か
ら
の
（
能
動
的
な
）
防
御
を
担
当

・
副
交
感
神
経

背
側
迷
走
経
複
合
体
：
個
体
の
生
命
維
持
と
生
死
の
か
か
っ
た
極
度
の
危
険
か
ら
の

（
受
動
的
な
）
防
御
を
担
当

原
始
的
。
乳
児
期
は
優
位

腹
側
迷
走
経
複
合
体
：
社
会
的
つ
な
が
り
の
安
全
感
の
構
築
に
関
与

生
ま
れ
た
時
に
未
完
成

哺
乳
類
特
有
の
神
経
系
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自
分
の
意
思
で
食
卓

に
つ
い
て
い
る
か

美
味
し
く
楽
し
く
食
べ

る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
る
か

大
人
の
都
合
で
待

た
せ
て
い
な
い
か

例
え
ば

0歳
1歳
児
の
食
事
風
景
か
ら

大 人 は 「 名 前 の あ る 世 界 」 に い き て い ま す が 、

子 ど も は 「 名 前 の な い 世 界 」 を 見 て い ま す 。

保 育 者 は 「 名 前 の な い 世 界 」 と 「 名 前 の あ る 世 界 」

の 間 に 立 ち 、 環 境 を 通 し て 子 ど も の 育 ち を 支 え る

専 門 職 で す 。
執 筆 ・ 監 修 細 田 直 哉

（ 国 立 市 幼 児 教 育 セ ン タ ー 所 長 ）

「 保 育 ナ ビ 」 二 〇 二 五 年 三 月 号

フ レ ー ベ ル 館 よ り

「
子
ど
も
ら
し
さ
」
と
は
？

①
も
の
ご
と
に
夢
中
に
な
る
こ
と

②
不
誠
実
さ
に
は
進
ん
で
拒
絶
す
る
こ
と

③
驚
き
を
受
け
入
れ
る
こ
と

④
柔
軟
に
（
こ
だ
わ
り
な
く
）
探
索
す
る
こ
と

⑤
も
の
ご
と
に
「
聴
き
入
る
」
こ
と

「
子
ど
も
っ
て
、
み
ご
と
な
人
間
だ
！
」

ー
保
育
が
変
わ
る
子
ど
も
の
見
方
ー

佐
伯
胖
・
井
桁
容
子
共
著

20
21
年
（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）
よ
り

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」

意
見
表
明
権

(v
ie

w
s)

:こ
ど
も
の
権
利

何
が
嫌
な
の
か
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
事

そ
ば
に
い
る
大
人
と
の
関
係
性
で
変
わ
る

②
不
誠
実
さ
に
は
進
ん
で
拒
絶
す
る
こ
と
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音
環
境
は
心
の
育
ち
に
影
響

日
本
建
築
学
会
に
よ
る
と

・
「
学
会
奨
励
値
」
・
・
・
騒
音
レ
ベ
ル

４
８

db
残
響
音

0.
4~

0.
5秒

平
均
吸
音
率

0.
25

園
舎
の
建
築
要
件

に
紐
づ
け
さ
れ
て

い
な
い

日
本
の
多
く
の
保
育
室
の
現
状

食
事
・
自
由
遊
び
７
０
～
７
５

db
歌
、
リ
ズ
ム
遊
び
８
０
～
９
０

db

聴
覚
の
発
達
に
悪
影
響

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害

集
中
力
の
低
下
、
ス
ト
レ
ス

頑
張
ら
な
い
と
許
さ
れ
な
い

（
自
信
を
無
く
す
）

み
ん
な
と
同
じ
で
な
い
と
不
安

（
同
調
圧
力
を
生
む
）

人
間
関
係
の
フ
ラ
ッ
ト
化

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
）

若
者
の
自
殺
が
世
界
で
一
番

子
ど
も
の
自
殺
の
増
加

い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
の
増
加

◆
◆
子
ど
も
・
若
者
・
保
護
者
か
ら

見
え
て
く
る
こ
と

◆
◆

３
．
こ
れ
か
ら
は
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

大
切
な
時
代

園
に
慣
れ
る

園
で
安
心
で
き
る
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経
験
年
数
が
多
い
こ
と
の
落
と
し
穴

慣
れ
合
い

妥
協

規
範

役
割
の
固
定
化

 自
己
防
衛

他
者
に
関
し
て
の
無
関
心

（
鈴
木
健
史
氏
（
立
正
短
期
大
学
）

子
ど
も
の
文
化
学
校
研
修
会
資
料
参
考
）

自
己
批
判
・
謙
虚
さ
を
保
つ
た
め
に

ア
ン
ラ
ー
ン
の
必
要
性

・
古
い
学
習
観
か
ら
新
し
い
学
習
観
へ

 ・
間
違
え
た
子
育
て
観
か
ら
正
し
い
子
育
て
観

 ・
研
修

対
話

・
科
学
知
と
実
践
知
（
か
ん
・
コ
ツ
）

・
伝
え
合
う
・
聴
き
合
う
・
語
り
合
う
関
係

つ
な
が
り

目
に
見
え
る
つ
な
が
り

  

目
に
見
え
な
い
つ
な
が
り

つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る

子
ど
も
と
保
育
者
（
園
の
職
員
）

子
ど
も
と
子
ど
も

子
ど
も
と
保
護
者

保
育
者
（
園
の
職
員
）
と
保
護
者

保
護
者
と
保
護
者

園
と
地
域

こ
れ
か
ら
の
時
代
は

創
造
的
に
暮
ら
す
時
代

消
費
社
会

情
報
社
会

創
造
社
会

そ
し
て
、
違
い
を
活
か
し
合
っ
て

つ
な
が
り
が
重
要
な
時
代

慎
重
派

行
動
派

痛
そ
う
・
・

ど
ん
な
感
じ

か
な
？

違
い
を
尊
重
し
て
、
子
ど
も
・
保
護
者
を
つ
な
げ
る
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A児
が
使
っ
て
い
た
箱
車
を

B児
が
取
り

A児
が
泣
い
た

１
．
ど
の
よ
う
に

関
わ
り
ま
す
か
？

２
．
こ
の
経
験
は
子
ど
も
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
学
び
に
な
り
ま
す
か
？

3
3

子
ど
も
同
士
を
つ
な
ぐ
関
わ
り
が
大
切

大
谷
翔
平
さ
ん
の
座
右
の
銘

「
先
入
観
は
可
能
を
不
可
能
に
す
る
」

「
保
育
者
の
地
平
」
津
守
真
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

19
77
年
）

P2
11

２
．
保
育
者
は
子
ど
も
と
か
か
わ
る
た
び
に
自
分
を
新
し
く
す
る

（
略
）

外
側
か
ら
見
れ
ば
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
保
育
者
と
見
え
て
も
、

内
面
は
日
々
新
た
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
成
長

し
つ
つ
あ
る
子
ど
も
が
満
足
す
る
は
ず
が
な
い
。

も
と
も
と
失
敗
す
る
経
験
か
ら
考
え
、

工
夫
し
て
い
く
中
で
つ
い
て
く
る
力

継
続
す
る
中
で
分
か
り
合
っ
て
い
く
こ
と

 

ケ
ン
カ
を
し
な
い
子
ど
も
が
い
い
子
？

ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
保
育
を
目
指
す
？

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
社
会
性
）
と
は

「
対
話
的
か
か
わ
り
」
の
重
要
さ

「
幸
せ
」
・
「
不
幸
」
は
伝
染
す
る

肯
定
的
な
表
現
が
多
い

否
定
的
な
表
現
が
多
い

「
言
霊
」
（
こ
と
だ
ま
）
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完
璧
な
人
は
い
な
い

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
逆
境
か
ら
立
ち
上
が
る
力
）

他
者
を
信
頼
し
て
、
「
助
け
て
！
」
と
言
え
る

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て
補
い
合
う

ひ
と
は
み
ん
な
違
っ
て
い
る

「「
やや
ささ
しし
ささ
にに
包包
まま
れれ
たた
なな
らら

きき
っっ
とと
目目
にに
映映
るる

すす
べべ
てて
のの
ここ
とと
はは
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
～～
」」

荒
井
由
実
：
作
詞
作
曲

「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
」
よ
り

Aさ
ん
「
で
き
な
い
、
無
理
！
」

Bさ
ん
「
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
！
」

大
変
な
時
に
こ
そ
、
そ
の
人
の
力
が
分
か
る
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01
2才才

児児
のの

保保
育育

をを
考考

ええ
るる

令令
和和

7年年
10

月月
28

日日

全全
日日

私私
幼幼

連連
設設

置置
者者

・・
園園

長長
全全

国国
研研

修修
茨茨

城城
大大

会会

山山
梨梨

県県
認認

定定
ここ

どど
もも

園園
かか

おお
りり

幼幼
稚稚

園園
園園

長長
鮎鮎

川川
剛剛

平
成

27
年

認
定

こ
ど

も
園

に
移

行
当

初
・

・
・

•
当

時
の

職
員

構
成

●
自
園
の
職
員
、
自
園
の
元
職
員
、
私
立
保
育
園
元
職
員
、
公
立
保
育
園
元

職
員
、
新
卒
職
員
、
無
認
可
保
育
所
元
職
員
、
複
数
の
園
を
転
々
と
し
て

い
る
職
員

●
・
・
・
経
歴
が
異
な
る
職
員
、
保
育
観
も
様
々
。
も
め
事
多
い

●
そ
れ
ま
で
自
園
の
職
員
し
か
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク

•
当

時
の

方
針

●
法
令
遵
守

●
保
育
事
故
を
起
こ
さ
な
い

●
細
か
い
と
こ
ろ
は
現
場
任
せ

•
園

名
認

定
こ

ど
も

園
か
お

り
幼
稚

園

•
平平

成成
27

年年
度度

幼幼
保保
連連

携携
認認
定定

ここ
どど
もも

園園
にに
移移

行行

•
0歳

児
6名

•
1歳

児
12

名

•
2歳

児
21

名

•
3歳

児
50

名

•
4歳

児
67

名

•
5歳

児
72

名

•
合

計
22

8名
•

周
囲

は
田
園

地
帯

園
の

概
要

大
人

の
都

合
で

保
育

し
て

い
ま

せ
ん

か
？

～
感

じ
た

違
和

感

•
昼

食
の

時
間
、

椅
子
に

座
っ
て

大
泣
き

を
し
て

い
る

1歳
児

の
子

ど
も

が
い

た
。

•
抱

き
上

げ
て

、
あ

や
し

て
い

る
と

・
・

・

•
保

育
者

A「
園

長
先

生
！
そ

の
子
を

抱
っ
こ

し
な
い

で
く

だ
さ

い
、
い

ま
抱

っ
こ

す
る

と
眠

っ
て

し
ま

っ
て

、
昼

食
を

食
べ

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

な
い

ん
で

す
。

起
き

て
か

ら
昼

食
だ

と
大

変
な

ん
で

す
。

」

•
園

長
「

あ
ー

ご
め

ん
な

さ
い

」
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3歳
児

の
イ

メ
ー

ジ

•
か

な
り

精
密

に
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

•
ど

う
す

れ
ば

喜
び

、
ま

た
は

何
が
で

き
て

何
が

で
き

な
い
の

か
よ

く
知

っ
て

い
る

•
豊

富
な

経
験

が
あ

る

1歳
児

の
イ

メ
ー

ジ

•
2歳

児
の

一
つ

下

•
月

齢
に

よ
っ

て
大

き
く

状
況

が
違
う

、
し

ゃ
べ

り
出

す
子
も

い
れ

ば
ま

だ
歩

け
な
い

子
ど

も
も

い
る

。

2歳
児

の
イ

メ
ー

ジ

•
3歳

児
の

一
つ

下

•
自

信
が

無
い

訳
で

は
な

い
け

れ
ど
・

・
・

•
満

3歳
児

入
園

や
未

就
園

児
親

子
登

園
な

ど
少

し
経

験
が
あ

る

•
6対

1の
配

置
基

準
「
な

ん
て

恵
ま
れ

て
い

る
だ

ろ
う

」

0歳
児

の
イ

メ
ー

ジ

•
保

育
事

故
が

多
い

の
で

う
つ

ぶ
せ
寝

は
厳

禁

•
午

前
垂

も
取

る
場

合
が

あ
る

•
個

人
差

が
大

き
い
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後
か

ら
わ

か
る

そ
の

保
育

0歳
児

は
表

現
し

な
い

け
れ

ど
・

・
・

•
認

定
こ

ど
も
園

を
始
め

て
2～

3年
ほ
ど

経
過
し

た
時
、

在
園

期
間
が

長
い

子
ど

も
（

低
年

齢
か

ら
入

園
し

た
子

ど
も

）
ほ
ど

難
し

い
子

ど
も

に
な

っ
て

い
る

傾
向

に
気

が
つ

い
た

、
と

り
わ
け

0歳
児
か

ら
の
入

園
し
た

園
児
の

中
で

「
こ
こ

ろ
の

育
ち

に
問

題
が

あ
る

」
と

思
わ

れ
る

子
ど

も
が
か

な
り

高
い

割
合

で
存

在
し

た
。

•
他

者
と

の
関

係
性

が
築

け
な

い
・

自
分

の
興

味
の

あ
る

こ
と

に
し
か

反
応

し
な

い
・

攻
撃

的
・

保
育

者
を

敵
だ

と
思

っ
て

い
る

・
・
・

et
c

子
ど

も
に

と
っ
て

の
最
善

の
利
益

っ
て
何

だ
ろ
う

こ
ど

も
の

最
善

の
利
益

を
考
え

た
場
合

、
様
々

な
要
素

が
挙

げ
ら
れ
る

。
例
え
ば

「
感
染
症

予
防
」
「

ケ
ガ
の
防

止
」
「
虐
待

を
受
け
な

い
」
な
ど

の
様
々
な

要
素
が
あ

る
。

そ
の
中
で
最

重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を

「
心
の
発

達
」
に
置

い
た

保
育
を
行

う
こ
と
と

し
た

未
満

児
保

育
の

再
構

築

•
こ

ど
も

に
と

っ
て

の
最

善
の

利
益

を
常

に
考

慮
に

入
れ

た
保

育
活

動
を

お
こ

な
う

こ
と

保
護
者

の
最

善
の

利
益

---
---

×
保
育
者

の
最

善
の

利
益

---
---

×
園
の
最

善
の

利
益

---
---

---
---

×

心
の

発
達

に
必

要
な

も
の

は
？

ア
タ

ッ
チ
メ

ン
ト

の
形

成
が

子
ど

も
の

心
の

発
達

に
は

不
可

欠
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担
当

制
の

導
入

（
令

和
2年

度
か

ら
）

•
園

児
の

世
話

を
す

る
職

員
を

固
定

化
す

る

•
そ

う
す

る
こ

と
で

子
ど

も
が

特
定

の
保

育
者
に

「
人

見
知

り
」

す
る

よ
う

に
な
る

•
や

が
て

、
そ

の
特

定
の

保
育

者
が

子
ど

も
の
「

安
全

基
地

」
と

な
る

•
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

の
形

成
に

寄
与

す
る

•
・

・
た

だ
し

、
通

常
の

配
置

基
準

を
上

回
る
人

員
配

置
が

必
要

ま
と

め
---

-保
育

の
ベ

ク
ト

ル
を

変
え

る

•
＜＜

変変
更更

前前
＞＞

•
3歳

児
の

活
動

を
易

し
く

し
た
も

の
＝
＝

2歳
児

•
2歳

児
の

活
動

を
さ

ら
に

易
し
く

し
た
も

の
＝
＝

1歳
児

•
＜＜

変変
更更

後後
＞＞

•
子

ど
も

自
身

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
保

育
。

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
の

形
成

を
重

視

•
0歳

児
を

し
っ

か
り

育
て

、
そ
れ

を
1歳

児
に
引

き
継
ぎ

さ
ら

に
2歳

児
に

つ
な

げ
て

い
く
保

育
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「
０
．
１
．
２
歳
児
の
保
育
・
教
育
を
考
え
る
」

令
和
７
年
１
０
月
２
８
日

認
定
こ
ど
も
園
委
員
会

委
員

濵
本
智
子
（
鳥
取
県
・
認
定
こ
ど
も
園
鳥
取
第
二
幼
稚
園
）

＜
地
域
の
認
定
こ
ど
も
園
の
現
状
＞

・
少
子
化

・
保
育
者
の
確
保
（
時
短
勤
務
・
扶
養
範
囲
内
の
勤
務
等
）

＜
園
の
概
要
と
今
年
度
の
現
状
＞

・
０
歳
児

４
月
入
所
激
減

（
 令
和
６
年
度
５
名

令
和
７
年
度
１
名
）

・
無
保
育
実
習
生

（
令
和
６
年
度
５
名

令
和
７
年
度
０
名
）

昭
和
４
１
年

幼
稚
園
開
園

平
成
２
６
年

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
（
生
後
７
ヶ
月
か
ら
受
け
入
れ
）

平
成
２
７
年

新
制
度
へ
移
行

【
乳
児
部
】
０
歳
児
１
１
名
、
１
歳
児
２
４
名
、
２
歳
児
４
０
名
（
２
ク
ラ
ス
）

【
幼
児
部
】
３
歳
児
５
４
名
、
４
歳
児
６
２
名
、
５
歳
児
６
６
名
（
各
学
年
３
ク
ラ
ス
）

園
児
数

２
５
６
名

職
員
数

５
３
名

鳥
取
県
の

現
状
に
つ
い
て

＜
学
校
法
人
の
概
要
＞

高
校
１
校
、
日
本
語
学
校
１
校

認
定
こ
ど
も
園

 ５
園

鳥
取
第
一
幼
稚
園
（
幼
稚
園
型
）

鳥
取
第
二
幼
稚
園
（
幼
保
連
携
型
）

鳥
取
第
三
幼
稚
園
（
幼
保
連
携
型
）

鳥
取
第
四
幼
稚
園
（
幼
保
連
携
型
）

鳥
取
第
五
幼
稚
園
（
幼
稚
園
型
）

平
成
２
４
年

第
四
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
（
生
後
７
ヶ
月
か
ら
受
け
入
れ
）

平
成
２
６
年

第
二
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
（
生
後
７
ヶ
月
か
ら
受
け
入
れ
）

平
成
２
７
年

第
二
、
第
四
園

新
制
度
へ
移
行

平
成
３
０
年

第
一
、
第
三
、
第
五
園

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
（
２
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
）

令
和
５
年

第
三
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
（
生
後
７
ヶ
月
か
ら
受
け
入
れ
）

令
和
８
年

第
一
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
予
定
（
生
後
７
ヶ
月
か
ら
受
け
入
れ
）
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＜
乳
児
担
任
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
＞

【
移
行
前
】

地
域
の
複
数
の
保
育
園
で
一
日
実
習
を
行
い
、
乳
児
の
生
活
の
流
れ
、
各
園
の
対
応
に
つ
い
て

学
ぶ
。

【
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
移
行
時
】

幼
稚
園
由
来
で
あ
る
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン
保
育
者
で
あ
っ
て
も
乳
児
を
担
当
し
た
こ
と
が
な
い
。

保
育
園
か
ら
の
転
職
者
が
頼
り
で
あ
っ
た
。

【
現
在
】

法
人
内
で
順
に
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
し
て
い
る

た
め
、
人
材
を
育
成
し
て
も
他
園
へ
異
動
と
な
る
。

【
今
後
の
課
題
】

保
育
者
の
資
質
を
見
極
め
、
乳
児
担
任
の
育
成
を
行
う
。

＜
幼
児
期
ま
で
の
こ
ど
も
の
育
ち
に
係
る
基
本
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
＞

「
安
心
と
挑
戦
の
循
環
」
を
通
し
て

こ
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る

「
こ
ど
も
の
誕
生
前
」
か
ら

切
れ
目
な
く
育
ち
を
支
え
る

＜
法
人
で
初
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
＞

乳
児
部
（
０
～
２
歳
児
の
２
、
３
号
認
定
児
）
、
幼
児
部
（
満
３
歳

1号
認
定
児
～
５
歳
児
）

そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
生
活
を
軌
道
に
乗
せ
る
の
が
精
一
杯

継
続
勤
務
の
保
育
者
、
転
職
し
て
き
た
保
育
者

そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
違
い
に
対
し
て
戸
惑
い

他
学
年
の
園
児
同
士
、
幼
児
部
乳
児
部
保
育
者
の
関
わ
り
・
繋
が
り
の
薄
さ

２
歳

2、
3号
認
定
児
と
満
３
歳

1号
認
定
児
の
育
ち
の
差
（
生
活
環
境
の
差
）

生
活
パ
タ
ー
ン
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し

異
年
齢
交
流
の
推
進

・
進
級
時
の
生
活
を
緩
や
か
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

３
月
３
１
日
と
４
月
１
日
の
生
活
の
差
を
よ
り
小
さ
く
、
緩
や
か
に
新
し
い
学
年
の

  
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

  
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
安
心
感
が
も
て
る
よ
う
に
す
る

・
保
育
者
の
質
の
向
上
と
や
り
が
い

  
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
６
学
年
い
る
よ
さ
を
生
か
し
、
担
任
配
置
を
行
う

資
質
を
見
極
め
、
乳
児
保
育
の
経
験
者
を
増
や
し
て
い
く

  ・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

愛
情
た
っ
ぷ
り

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
形
成

発
達
に
あ
っ
た
保
育
教
育
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
）

乳
時
期
か
ら
就
学
ま
で
を
見
通
し
た
保
育
教
育

保
護
者
へ
寄
り
添
い
、
一
緒
に
子
育
て

＜
ま
と
め
＞
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００
,,１１

,,２２
歳歳
児児
のの
保保
育育
をを
考考
ええ
るる

東
京

都
認

定
こ
ど
も
園

開
進

幼
稚

園
園

長
湯

目
崇

史

町町
田田

市市
のの

現現
状状

（（
20

25
年年

9月月
時時

点点
））

東東
京京

都都
のの

現現
状状

・・
人人

口口
１１
４４
２２
６６
万万

（（
区区

部部
99

3万万
、、
区区

外外
43

3万万
））
※※

20
25

年年
9月月

時時
点点

・・
都都

私私
学学

助助
成成

がが
手手

厚厚
いい
→
認認

定定
ここ
どど
もも
園園

がが
少少

数数
→
団団

体体
活活

動動
のの

難難
しし
ささ

・・
都都

福福
祉祉

予予
算算

（（
キキ
ャャ
リリ
アア
アア
ッッ
ププ
補補

助助
・・
ササ

ーー
ビビ
スス
推推

進進
補補

助助
））

もも
手手

厚厚
いい
がが

2号号
3号号

のの
みみ

→
1号号

分分
はは

持持
ちち
出出

しし

・・
東東

京京
版版

誰誰
でで
もも
通通

園園
制制

度度
「「
多多

様様
なな
他他

者者
とと
のの

関関
わわ

りり
創創

出出
事事

業業
」」
創創

設設

・・
20

25
年年

9月月
～～

、、
0～～

2歳歳
もも
保保

育育
料料

第第
1子子

無無
償償

化化

・・
００
１１
８８
ササ

ポポ
ーー
トト
（（

0歳歳
かか

らら
18

歳歳
まま
でで

1人人
年年

6万万
円円

））

１１
３３
％％

23
区

区
外

町町
田田

市市
のの

現現
状状

（（
20

25
年年

9月月
時時

点点
））

・・
人人

口口
約約

43
万万

（（
0～～

6歳歳
→
約約

2万万
））

※※
鳥鳥

取取
県県

：：
46

万万
？？

？？

・・
待待

機機
児児

童童
数数

・・
0～～

4歳歳
のの

転転
入入

超超
過過

がが
全全

国国
でで

2年年
連連

続続
1位位

！！

・・
幼幼

稚稚
園園

２２
４４
園園

、、
認認

定定
ここ
どど
もも
園園

１１
４４
園園

、、
保保

育育
所所

８８
２２
園園

・・
当当

園園
かか

らら
半半

径径
1k

m
圏圏

内内
にに
幼幼

稚稚
園園

６６
園園

、、
保保

育育
所所

６６
園園
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認認
定定

ここ
どど
もも
園園

開開
進進

幼幼
稚稚

園園
（
幼

稚
園

型
認

定
こ
ど
も
園

）

年
長

63
名

年
中

71
名

年
少

60
名

幼
少

12
名

20
6名名

（（
1号号

86
2号号

12
0））

開開
進進

ここ
どど
もも
保保

育育
園園

（
認

可
保

育
所

）

２
歳

26
名

１
歳

24
名

50
名名

（（
3号号

））

学
園
全
体

園
児

25
6名

職
員

91
名

※
年

少
へ

進
級

が
原

則
利

用
調

整
も
な
し

園園
のの
概概
要要

・
昭

和
４
５
年

幼
稚

園
開

園

・
昭

和
６
１
年

学
校

法
人

化

・
平

成
２
０
年

幼
稚

園
単

独
型

認
定

こ
ど
も
園

へ

認
可

外
保

育
所

を
併

設

幼
稚

園
年

齢
区

分
型

認
定

こ
ど
も
園

へ

・
平

成
２
６
年

認
可

保
育

所
設

立

幼
保

連
携

型
認

定
こ
ど
も
園

へ

・
平

成
２
７
年

子
ど
も
子

育
て
支

援
新

制
度

開
始

認
可

保
育

所
（

1・
2歳

）
と
、

幼
稚

園
型

認
定

こ
ど
も
園

（
満

3歳
～

5歳
）
に
組

織
編

制

幼幼
稚稚

園園

保保
育育

園園

①①

②②

③③

④④

１１
・・
２２
歳歳

児児
のの

保保
育育

をを
経経

験験
しし
てて
・・
・・
・・

◎◎
1歳歳

児児
クク
ララ
スス
にに
つつ
いい
てて

経
験
者
が
い
な
い
な
か
、
当

時
保

育
園

勤
務

を
し
て
い
た
当

園
元

職
員

（
結

婚
退

職
）
に
オ
フ
ァ
ー
。

初
め
て
の
集
団
、
心
の
安
全
が

得
ら
れ

る
場

所
、
自

分
の

気
持

ち
を
受

け
と
め
て
も
ら
え
る
場

所
、
安

心
で
き
て
心

地
よ
い
場

所
を

大
切
に
し
た
保
育
。

◎ ◎
幼幼

稚稚
園園

2歳歳
児児

（（
満満

3歳歳
児児

））
とと
保保

育育
園園

2歳歳
児児

にに
つつ
いい
てて

〈
当
初
〉
幼
稚
園

2歳
児
・
・
・

4年
保

育
と
し
て
年

少
に
準

じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用

意
保
育
園

2歳
児
・
・
・

1歳
児

の
「
心

の
安

全
基

地
」
を
継

続
、
安

心
か

ら
の

挑
戦

〈
最
近
〉
幼
稚
園

2歳
児
ク
ラ
ス
の

保
育

に
変

化
が

保
育
園

2歳
児
経
験
者

（
開

進
幼

稚
園

も
経

験
）
が

幼
稚

園
に
カ
ム
バ

ッ
ク
、
考

え
直

す
き
っ
か

け
に

学
年
主
任
会
議
に
幼

稚
園

と
保

育
園

双
方

の
職

員
が

出
席

、
情

報
共

有
午
睡
の
有
無
や
休
職

の
提

供
方

法
な
ど
、
細

か
い
部

分
は

違
え
ど
根

本
部

分
は

同
じ
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１１
・・
２２
歳歳

児児
のの

保保
育育

をを
経経

験験
しし
てて
・・
・・
・・

◎◎
1・・

2歳歳
のの

担担
任任

経経
験験

後後
、、
幼幼

稚稚
園園

担担
任任

へへ
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
形
成
を
重
視

し
た

1歳
か

ら
の

保
育

に
直

接
的

に
関

り
を
も
つ
こ
と
で
、
子
ど
も
自
身
が
少
し
ず
つ
自
信
を
も
っ
て

取
り
組
み
、
そ
の
後
の
自
己
発

揮
に
つ
な
が

る
過

程
が

実
感

で
き
、

1歳
か

ら
5歳

ま
で
見
通
し
を
も
っ
た
丁
寧
な
保
育
が
可
能
に
。

◎
手手

厚厚
いい
職職

員員
態態

勢勢
・

1歳
ク
ラ
ス
は

4:
1、

2歳
ク
ラ
ス
は

5:
1で

配
置

、
子

ど
も
た
ち
の

心
の

声
に
反

応
で
き
る
よ
う
に

・
未

就
園
児

1歳
ク
ラ
ス
（

5月
～

3月
）
の

担
当

教
諭

が
、

4月
は

幼
稚

園
2歳

児
ク
ラ
ス
に
補
助
と
し
て
入
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
創

出
。

◎◎
ここ
どど
もも
たた
ちち
のの

ウウ
ェェ
ルル

ビビ
ーー
イイ
ンン
ググ
・・
・・
・・
先先

生生
たた
ちち
のの

ウウ
ェェ
ルル

ビビ
ーー
イイ
ンン
ググ
はは

？？

今今
後後

のの
課課

題題

◎◎
未未

満満
児児

クク
ララ
スス
のの

担担
いい
手手

不不
足足

新
卒
も
在
職
も
年
少
～
年

長
が

人
気

。
達

成
感

？
や

り
が

い
？

保
育

者
の

育
成
と
保
育
の
質
の
安
定
化
が
求
め
ら
れ
る
。

◎◎
0～～

2歳歳
保保

育育
料料

無無
償償

化化
にに
よよ
るる
影影

響響
0歳

か
ら

11
時
間
無
償
化

→
子

ど
も
た
ち
の

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
形

成
は

ど
う
な
る
？

実
際
に

20
26

年
度
入
所
の
見

学
者

が
1歳

児
だ
け
で
例

年
よ
り
７
割

増
（

30
→

50
組
以
上
）

◎◎
（（
国国

））
誰誰

でで
もも
通通

園園
制制

度度
＋＋

（（
都都

））
多多

様様
なな
他他

者者
とと
のの

関関
わわ

りり
創創

出出
事事

業業
＝＝

（（
市市

））
未未

就就
園園

児児
預預

かか
りり
推推

進進
事事

業業
のの

方方
向向

性性
町

田
市
で
は
試
行
的
に
モ
デ
ル

園
を
公

募
し
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実

施
（

0歳
6か

月
※
～
満

3歳
未
満
）

20
00

円
/1
日
ま
で
無
償
な
の

で
実

質
利

用
料

無
償

（
利

用
料

30
0円

/1
h×

4h
+給

食
36

0円
※
）

※
当
園
の
場
合

→
圧
倒
的
に
一
時
保
育
利

用
目

的
の

問
い
合

わ
せ

→
丁

寧
な
説

明
が

求
め
ら
れ
る

◎◎
幼幼

保保
連連

携携
型型

認認
定定

ここ
どど
もも
園園

もも
見見

据据
ええ
たた

0歳歳
児児

クク
ララ
スス
のの

可可
能能

性性
にに
つつ
いい
てて

育
児
休
業
給
付
金
、
満

2歳
ま
で
延

長
の

今
後

？
誰

通
制
度
、
一
時
保
育
の

行
方
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配布の枚数 回収の枚数 回答率
7,385 2,536 34.3
512 116 22.7

青 森 85 38 44.7
岩 手 76 41 53.9
宮 城 172 80 46.5
秋 田 55 40 72.7
山 形 80 72 90.0
福 島 128 47 36.7
茨 城 184 49 26.6
栃 木 191 89 46.6
群 馬 113 52 46.0
埼 玉 507 194 38.3
千 葉 329 79 24.0
新 潟 102 48 47.1
山 梨 50 23 46.0

761 167 21.9
559 124 22.2

富 山 47 30 63.8
石 川 56 29 51.8
福 井 29 16 55.2
長 野 99 44 44.4
岐 阜 95 37 38.9
静 岡 223 133 59.6
愛 知 407 81 19.9
三 重 61 34 55.7
滋 賀 14 0 0.0
京 都 146 32 21.9
兵 庫 226 120 53.1
奈 良 41 0 0.0
和 歌 山 31 21 67.7

419 96 22.9
鳥 取 27 19 70.4
島 根 9 9 100.0
岡 山 26 23 88.5
広 島 194 99 51.0
山 口 115 59 51.3
徳 島 11 7 63.6
香 川 36 18 50.0
愛 媛 89 29 32.6
高 知 25 17 68.0
福 岡 428 115 26.9
佐 賀 86 19 22.1
長 崎 106 48 45.3
熊 本 101 46 45.5
大 分 60 35 58.3
宮 崎 102 51 50.0
鹿 児 島 147 0 0.0
沖 縄 24 10 41.7

表表0011　　私私立立幼幼稚稚園園経経営営実実態態調調査査回回収収状状況況

都道府県名
合 計
北 海 道

東
　
北

四
　
国

九
　
州

東 京
神 奈 川

東
海
・
北
陸

近
　
畿

大 阪

中
　
国

関
　
東

令
和
七
年
度　

私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
経
営
実
態
調
査
（
中
間
報
告
）

表1　私立幼稚園経営実態調査回収状況
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認可学級

合計 充足率

(人数) (%)

全国平均 40.7 42.5 47.6 130.8 6.9 54.1% 11.4 1.5 2.2 0.7 9.6

北海道 27.7 33.1 38.3 99.1 7.1 47.1% 12.3 0.1 3.9 0.4 6.1

青森県 21.5 21.5 14.0 57.0 3.5 67.1% 4.5 0.5 1.0 1.5 10.4

岩手県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

宮城県 40.4 47.7 50.6 138.7 6.9 59.3% 13.6 0.0 3.0 0.0 8.4

秋田県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

山形県 23.0 29.0 27.5 79.5 5.3 47.5% 9.8 3.8 2.3 1.5 6.6

福島県 33.2 38.2 38.3 109.7 5.9 50.0% 10.2 1.2 2.5 0.3 8.6

茨城県 80.5 87.5 98.5 266.5 9.5 84.6% 17.5 1.5 3.5 4.0 12.7

栃木県 29.3 30.0 38.6 97.9 5.7 38.5% 10.3 0.9 2.0 0.1 8.0

群馬県 27.0 30.3 33.0 90.3 7.0 46.9% 9.7 1.0 1.3 0.0 8.2

埼玉県 45.5 46.6 52.4 144.5 7.1 56.6% 11.8 1.7 2.5 0.9 10.1

千葉県 48.1 48.0 57.4 153.5 6.5 54.1% 11.7 2.0 2.6 1.4 10.7

新潟県 5.0 3.0 18.0 26.0 2.0 10.8% 6.0 0.0 2.0 0.0 3.3

山梨県 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0% 14.0 0.0 8.0 0.0 0.0

東京都 35.2 39.0 43.0 117.2 6.1 54.4% 10.9 1.7 2.4 1.1 8.8

神奈川県 38.3 40.9 49.8 129.0 11.3 58.5% 11.5 1.1 1.7 0.4 9.8

富山県 20.3 13.7 16.7 50.7 4.7 20.8% 6.3 2.7 1.7 0.7 6.3

石川県 4.8 8.8 11.2 24.8 3.6 17.0% 5.0 0.2 0.4 0.8 4.6

福井県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

長野県 17.1 19.3 17.6 54.0 3.9 34.8% 5.8 2.0 1.3 0.6 7.6

岐阜県 44.9 41.2 48.1 134.2 7.2 52.9% 11.7 1.6 2.2 0.5 9.7

静岡県 42.1 41.9 43.5 127.5 7.0 52.1% 10.9 0.3 2.3 0.0 9.7

愛知県 51.1 52.0 56.3 159.4 7.3 66.1% 12.9 1.8 1.8 0.6 10.8

三重県 73.9 67.6 75.6 217.1 10.0 57.5% 16.8 4.6 3.7 0.3 10.6

滋賀県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

京都府 36.4 38.4 42.2 117.0 6.7 41.1% 11.8 1.0 2.1 0.1 8.4

兵庫県 44.3 44.6 53.0 141.9 7.1 57.6% 12.7 0.5 1.6 0.4 9.9

奈良県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

和歌山県 36.4 39.0 44.8 120.2 6.8 35.9% 9.2 0.6 1.4 1.0 11.3

大阪府 46.3 51.4 55.8 153.5 7.4 56.2% 12.5 1.4 2.7 0.9 10.1

鳥取県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

島根県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

岡山県 26.0 26.5 24.5 77.0 5.0 43.4% 8.0 0.0 1.0 0.0 8.6

広島県 34.9 36.1 39.9 110.9 5.1 51.6% 8.5 2.0 1.6 0.8 11.0

山口県 36.9 37.0 38.7 112.6 6.1 54.6% 8.9 1.0 2.4 0.1 10.0

徳島県 31.5 25.0 28.0 84.5 5.5 42.3% 8.5 0.0 0.0 0.0 9.9

香川県 66.5 61.0 77.5 205.0 9.0 77.9% 19.0 0.0 1.0 0.0 10.3

愛媛県 87.0 86.3 82.0 255.3 10.7 67.5% 21.3 5.3 4.7 3.0 9.8

高知県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

福岡県 43.2 45.7 51.1 140.0 6.9 55.0% 11.5 1.5 1.2 0.1 11.0

佐賀県 19.0 24.0 35.0 78.0 5.0 43.3% 9.0 0.0 2.0 0.0 7.1

長崎県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

熊本県 30.3 30.7 35.0 96.0 4.7 39.5% 7.7 0.3 1.3 0.7 10.7

大分県 52.5 56.5 71.5 180.5 7.5 74.4% 10.0 0.5 3.0 0.0 13.9

宮崎県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

鹿児島県 --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- ---

沖縄県 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0% 7.3 0.0 1.0 0.0 0.0

兼務
職員
人数

表04　１園あたり園児数、学級数、教職員数

都道府県名

園児数

実学級数
兼務
教員
人数

本務
職員
人数

本務教職
員1人あた
り園児数

本務
教員
人数3歳児 4歳児 5歳児

表2　令和７年度・１園あたり園児数、学級数、教職員数
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全 国 平 均 466,885 ▲ 3.1 340,381 ▲ 4.5 9,009 17,601 23,826 390,099 (32,508) ▲ 3.6

北 海 道 431,815 15.6 331,968 15.2 12,587 9,500 24,840 378,895 (31,574) 14.2

青 森 356,000 ▲ 38.3 300,000 ▲ 2.7 0 0 54,000 354,000 (29,500) ▲ 33.9

岩 手 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

宮 城 370,791 ▲ 2.2 317,040 3.0 3,440 5,307 15,338 341,124 (28,427) 0.2

秋 田 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

山 形 492,056 0.7 310,200 0.0 7,525 79,200 52,381 449,306 (37,442) 0.8

福 島 402,281 9.1 316,543 2.4 3,271 11,171 18,571 349,557 (29,129) 6.5

茨 城 463,000 12.1 308,400 ▲ 1.0 10,800 5,000 96,300 420,500 (35,041) 14.8

栃 木 429,214 ▲ 9.1 314,300 ▲ 9.5 5,859 21,833 42,138 384,131 (32,010) ▲ 10.9

群 馬 364,607 ▲ 9.9 277,407 ▲ 12.6 13,333 25,167 13,533 329,440 (27,453) ▲ 13.1

埼 玉 419,682 0.6 322,188 1.8 9,625 9,316 9,618 350,748 (29,228) 1.3

千 葉 460,406 ▲ 0.6 338,012 ▲ 1.4 9,170 11,765 23,649 382,596 (31,882) 0.4

新 潟 372,800 ▲ 12.8 240,000 ▲ 16.3 40,800 12,000 30,000 322,800 (26,900) ▲ 17.9

山 梨 540,640 36.8 332,400 7.8 48,000 48,000 51,240 479,640 (39,970) 31.3

東 京 619,362 ▲ 15.3 401,397 ▲ 23.3 14,279 25,988 24,770 462,362 (38,530) ▲ 19.8

神 奈 川 534,796 ▲ 4.4 350,382 ▲ 1.4 6,311 22,559 22,072 401,324 (33,443) ▲ 4.5

富 山 420,947 1.4 308,400 0.0 0 44,800 67,747 420,947 (35,078) 1.4

石 川 402,832 2.2 314,640 ▲ 0.5 920 11,600 49,672 376,832 (31,402) 3.1

福 井 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

長 野 365,963 ▲ 1.9 308,250 ▲ 5.2 13,913 7,325 11,475 340,963 (28,413) ▲ 1.3

岐 阜 462,962 1.4 360,879 ▲ 1.2 10,522 22,586 37,404 431,391 (35,949) 0.7

静 岡 377,918 ▲ 3.9 309,176 0.4 5,612 23,859 17,153 355,800 (29,650) ▲ 2.9

愛 知 405,937 0.4 313,980 4.2 7,841 20,315 29,925 372,060 (31,005) 1.0

三 重 427,905 1.8 314,400 1.1 4,369 33,909 39,409 392,087 (32,673) 1.7

滋 賀 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

京 都 421,910 ▲ 2.5 313,746 ▲ 5.3 6,171 13,983 19,744 353,644 (29,470) ▲ 3.3

兵 庫 461,750 3.6 329,948 2.1 5,147 13,607 27,466 376,169 (31,347) 3.1

奈 良 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

和 歌 山 359,200 4.4 308,700 0.0 6,150 18,150 11,700 344,700 (28,725) 6.4

大 阪 466,949 3.1 313,805 ▲ 1.0 5,257 8,245 59,435 386,743 (32,228) 2.3

鳥 取 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

島 根 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

岡 山 406,700 ▲ 5.9 308,400 1.9 7,200 0 85,100 400,700 (33,391) 2.5

広 島 464,504 16.1 374,854 17.9 4,619 20,286 11,840 411,599 (34,299) 15.5

山 口 359,200 ▲ 0.3 289,950 3.1 10,445 10,050 32,755 343,200 (28,600) 0.8

徳 島 486,120 8.4 322,200 4.6 25,200 66,000 39,720 453,120 (37,760) 15.2

香 川 322,900 ▲ 10.8 286,200 ▲ 0.2 2,700 0 0 288,900 (24,075) ▲ 13.1

愛 媛 386,353 ▲ 4.1 297,600 ▲ 1.3 11,200 28,320 25,233 362,353 (30,196) ▲ 4.6

高 知 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

福 岡 462,976 10.2 352,311 12.2 9,639 13,312 16,339 391,601 (32,633) 9.5

佐 賀 396,000 0.0 318,000 0.0 18,000 30,000 0 366,000 (30,500) 0.0

長 崎 382,873 4.4 282,000 ▲ 5.5 12,183 10,100 37,840 342,123 (28,510) 3.5

熊 本 384,513 ▲ 15.6 340,800 ▲ 2.1 11,880 2,000 16,000 370,680 (30,890) ▲ 13.4

大 分 447,850 1.0 359,400 0.4 7,200 5,500 35,750 407,850 (33,987) 6.4

宮 崎 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

鹿 児 島 0 --- 0 --- 0 0 0 0 (0) ---

沖 縄 348,075 1.8 278,100 7.5 0 31,500 2,100 311,700 (25,975) 4.8

（単位：円）

都道府県名
納付金合
計（Ａ＋Ｂ）

前年比
増▲減
(%)

経常的なもの 前年比
増▲減
(%)

保育料 前年比
増▲減（％）

教材費 施設設備費 その他 A.小計

表11　園児１人あたり納付金年額（経常的なもの）内訳
表3　令和７年度・園児１人あたり納付金年額（経常的なもの）内訳
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（単位：円）

入園料
前年比増
▲減（％）

検定料 施設整備費 その他 B.小計
前年比増
▲減（％）

全国平均 60,086 ▲ 0.7 3,538 10,349 3,056 76,786 ▲ 0.5

北 海 道 32,500 91.2 920 10,500 9,000 52,920 26.6

青 森 1,000 ▲ 96.7 1,000 0 0 2,000 ▲ 95.2

岩 手 0 --- 0 0 0 0 ---

宮 城 17,000 ▲ 4.5 2,200 9,800 667 29,667 ▲ 23.6

秋 田 0 --- 0 0 0 0 ---

山 形 38,750 0.0 4,000 0 0 42,750 0.0

福 島 32,500 19.5 3,857 8,571 7,796 52,724 30.8

茨 城 37,500 ▲ 6.3 5,000 0 0 42,500 ▲ 8.9

栃 木 27,417 1.1 3,417 10,000 4,250 45,083 10.0

群 馬 23,333 ▲ 6.7 833 11,000 0 35,167 37.9

埼 玉 61,950 0.3 2,020 2,287 2,678 68,934 ▲ 2.8

千 葉 60,529 2.5 3,044 11,341 2,896 77,810 ▲ 5.2

新 潟 40,000 50.0 0 0 10,000 50,000 45.6

山 梨 50,000 66.7 0 10,000 1,000 61,000 103.3

東 京 121,198 1.8 7,050 27,914 2,216 157,000 1.2

神 奈 川 106,765 ▲ 5.2 5,574 20,000 1,133 133,471 ▲ 4.2

富 山 0 --- 0 0 0 0 ---

石 川 26,000 ▲ 1.6 0 0 0 26,000 ▲ 9.0

福 井 0 --- 0 0 0 0 ---

長 野 25,000 ▲ 8.3 0 0 0 25,000 ▲ 8.5

岐 阜 24,407 4.7 4,250 1,357 1,558 31,572 13.1

静 岡 19,588 ▲ 14.3 176 1,176 1,176 22,118 ▲ 17.2

愛 知 23,750 ▲ 5.0 2,914 682 6,531 33,877 ▲ 6.2

三 重 25,000 0.0 2,636 8,182 0 35,818 2.6

滋 賀 0 --- 0 0 0 0 ---

京 都 46,500 ▲ 3.4 3,500 16,125 2,141 68,266 1.8

兵 庫 59,630 1.5 4,648 14,444 6,859 85,581 5.7

奈 良 0 --- 0 0 0 0 ---

和 歌 山 12,500 ▲ 31.8 1,500 0 500 14,500 ▲ 27.5

大 阪 59,318 ▲ 1.1 2,750 12,045 6,092 80,206 7.3

鳥 取 0 --- 0 0 0 0 ---

島 根 0 --- 0 0 0 0 ---

岡 山 0 --- 6,000 0 0 6,000 ▲ 85.5

広 島 40,714 23.3 5,381 952 5,857 52,905 21.3

山 口 12,875 ▲ 24.8 1,125 1,875 125 16,000 ▲ 19.1

徳 島 30,000 ▲ 43.0 3,000 0 0 33,000 ▲ 40.4

香 川 27,500 3.1 4,000 2,500 0 34,000 14.6

愛 媛 16,667 ▲ 7.4 4,000 0 3,333 24,000 5.3

高 知 0 --- 0 0 0 0 ---

福 岡 60,073 11.6 1,451 6,732 3,119 71,375 13.7

佐 賀 30,000 0.0 0 0 0 30,000 0.0

長 崎 31,500 11.5 1,500 0 7,750 40,750 12.0

熊 本 11,667 ▲ 36.4 2,000 167 0 13,833 ▲ 49.8

大 分 39,500 1.3 500 0 0 40,000 ▲ 33.3

宮 崎 0 --- 0 0 0 0 ---

鹿 児 島 0 --- 0 0 0 0 ---

沖 縄 30,000 0.0 1,375 5,000 0 36,375 ▲ 18.6

都道府県名
入園時のもの

表12　園児１人あたり納付金年額（入園時のもの）内訳表4　園児１人あたり納付金年額（入園時のもの）内訳



― 159 ―

月
額
の
合
計

本
俸

手
当

期
末

手
当

月
額

の
合

計
本

俸
手

当
期

末
手

当
月

額
の

合
計

本
俸

手
当

期
末

手
当

全
国
平
均

2
0
6
,3

6
9

1
8
8
,8

9
4

1
7
,7

9
0

5
6
7
,4

1
2

2
1
6
,8

3
0

1
9
8
,0

7
9

1
9
,1

2
8

7
7
9
,9

7
0

2
2
7
,7

4
5

2
0
7
,0

8
2

2
1
,0

2
9

8
2
7
,5

3
6

北
海
道

1
9
3
,1

9
0

1
8
3
,0

7
0

1
0
,1

2
0

6
4
3
,3

6
7

2
0
2
,4

4
0

1
9
1
,6

2
0

1
0
,8

2
0

7
7
3
,0

1
0

2
1
6
,0

5
0

2
0
5
,2

3
0

1
0
,8

2
0

7
6
9
,3

5
2

青
森

1
6
6
,0

0
0

1
6
0
,0

0
0

6
,0

0
0

6
4
0
,0

0
0

1
6
8
,0

0
0

1
6
2
,0

0
0

6
,0

0
0

6
4
8
,0

0
0

1
7
0
,0

0
0

1
6
4
,0

0
0

6
,0

0
0

6
5
6
,0

0
0

岩
手

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

宮
城

1
8
4
,3

5
3

1
7
5
,0

0
7

9
,3

4
7

4
9
6
,3

5
7

1
9
1
,9

0
7

1
8
1
,9

4
0

9
,9

6
7

6
7
1
,8

0
0

1
9
9
,0

8
7

1
8
8
,7

1
3

1
0
,3

7
3

6
9
8
,5

3
3

秋
田

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

山
形

1
8
4
,4

0
0

1
7
4
,3

0
0

1
0
,1

0
0

2
7
7
,6

8
8

1
9
6
,4

9
0

1
8
3
,1

0
0

1
3
,3

9
0

3
3
8
,1

0
0

2
0
4
,4

0
0

1
8
9
,7

0
0

1
4
,7

0
0

3
7
3
,0

0
0

福
島

1
9
5
,8

9
6

1
8
5
,6

4
2

1
0
,2

5
4

4
9
0
,2

0
3

2
0
5
,4

7
9

1
9
4
,2

6
6

1
1
,2

1
3

6
6
4
,7

0
1

2
1
3
,7

5
4

2
0
2
,0

0
4

1
1
,7

5
0

7
0
4
,2

8
4

茨
城

2
1
4
,9

0
0

1
8
5
,9

0
0

2
9
,0

0
0

5
0
0
,5

0
0

2
2
2
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

3
2
,0

0
0

6
9
6
,5

0
0

2
3
0
,0

0
0

1
9
4
,5

0
0

3
5
,5

0
0

7
6
7
,5

0
0

栃
木

1
8
8
,0

0
0

1
7
7
,0

0
0

1
1
,0

0
0

5
3
1
,8

0
5

1
9
9
,7

7
5

1
8
4
,7

1
3

1
5
,0

6
3

6
2
5
,0

9
8

2
0
8
,7

8
8

1
9
2
,7

2
5

1
6
,0

6
3

7
1
7
,0

9
5

群
馬

1
9
5
,0

3
0

1
6
5
,7

0
0

2
9
,3

3
0

5
7
0
,2

0
8

2
0
2
,7

1
4

1
7
1
,9

1
7

3
0
,7

9
8

7
0
7
,9

6
7

2
0
9
,1

1
2

1
7
7
,4

8
3

3
1
,6

2
9

7
3
3
,7

8
3

埼
玉

2
1
0
,9

7
8

1
9
2
,2

3
0

1
8
,7

4
8

5
9
7
,5

0
5

2
1
9
,2

5
1

1
9
9
,7

5
0

1
9
,6

7
0

8
1
5
,0

4
6

2
2
9
,9

8
0

2
0
7
,3

3
9

2
2
,6

4
1

8
4
8
,7

1
0

千
葉

2
1
8
,6

3
5

1
9
4
,8

2
4

2
3
,8

1
1

5
8
7
,8

2
3

2
3
0
,2

1
1

2
0
4
,7

3
1

2
5
,4

8
0

8
1
4
,4

7
6

2
3
9
,5

5
9

2
1
3
,3

3
7

2
6
,2

2
3

8
5
7
,4

9
5

新
潟

1
6
8
,0

0
0

1
6
5
,0

0
0

3
,0

0
0

7
4
2
,5

0
0

1
7
4
,0

0
0

1
6
8
,0

0
0

6
,0

0
0

7
5
6
,0

0
0

1
8
0
,0

0
0

1
7
1
,0

0
0

9
,0

0
0

7
6
9
,5

0
0

山
梨

1
7
1
,5

9
8

1
6
6
,6

0
0

4
,9

9
8

6
6
6
,4

0
0

1
8
2
,6

1
9

1
7
7
,3

0
0

5
,3

1
9

7
0
9
,2

0
0

1
9
3
,7

4
3

1
8
8
,1

0
0

5
,6

4
3

7
5
2
,4

0
0

東
京

2
1
6
,5

0
1

1
9
4
,4

1
5

2
3
,9

3
0

5
8
2
,2

4
6

2
2
8
,7

9
9

2
0
5
,3

3
4

2
5
,5

0
4

8
3
2
,5

1
1

2
4
2
,8

1
4

2
1
6
,1

9
6

2
8
,7

5
4

9
0
0
,5

0
4

神
奈
川

2
1
7
,8

1
2

1
9
6
,3

1
9

2
1
,4

9
3

6
4
1
,2

4
3

2
3
0
,9

5
6

2
0
8
,3

6
8

2
2
,5

8
7

9
1
5
,0

9
8

2
4
3
,0

9
7

2
1
8
,5

4
2

2
4
,5

5
5

9
7
2
,1

6
0

富
山

2
0
8
,9

0
0

2
0
8
,9

0
0

0
6
8
7
,3

8
4

2
3
8
,5

0
0

2
3
8
,5

0
0

0
1
,2

0
4
,4

2
4

2
4
9
,2

0
0

2
4
9
,2

0
0

0
1
,2

2
8
,5

6
6

石
川

1
7
3
,1

1
6

1
6
4
,1

5
0

8
,9

6
6

4
1
5
,1

9
8

1
8
4
,5

9
9

1
7
5
,0

5
0

9
,5

4
9

5
5
7
,4

2
5

1
9
1
,7

0
1

1
8
2
,1

0
0

9
,6

0
1

5
7
9
,0

2
0

福
井

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

長
野

1
8
0
,9

2
9

1
7
6
,7

8
6

4
,1

4
3

5
1
7
,2

8
6

1
9
1
,8

5
7

1
8
6
,0

7
1

5
,7

8
6

7
1
9
,8

0
0

2
0
1
,9

2
9

1
9
4
,6

4
3

7
,2

8
6

7
5
7
,8

0
0

岐
阜

2
0
6
,1

8
6

1
8
7
,1

6
7

1
9
,0

1
9

5
7
7
,6

3
1

2
1
6
,2

7
3

1
9
5
,7

7
2

2
0
,5

0
1

7
6
1
,9

1
1

2
2
6
,2

5
7

2
0
3
,4

1
4

2
2
,8

4
3

8
2
0
,2

0
7

静
岡

1
9
4
,1

5
8

1
7
9
,8

0
7

1
4
,3

5
1

5
7
3
,1

0
6

2
0
1
,6

7
8

1
8
6
,9

4
4

1
4
,7

3
4

7
3
5
,7

2
2

2
1
0
,4

0
5

1
9
5
,0

1
5

1
5
,3

8
9

7
8
2
,7

0
9

愛
知

2
0
9
,8

8
2

1
9
7
,5

2
7

1
2
,3

5
5

6
2
1
,5

9
7

2
1
9
,9

2
6

2
0
7
,1

6
8

1
2
,7

5
8

8
2
6
,5

3
8

2
3
1
,0

4
5

2
1
6
,1

2
4

1
4
,9

2
1

8
6
6
,2

2
0

三
重

2
0
1
,3

4
5

1
9
9
,5

9
1

1
,7

5
5

6
0
5
,8

3
0

2
1
1
,7

5
5

2
0
8
,1

8
2

3
,5

7
3

8
1
5
,0

1
3

2
1
9
,2

0
9

2
1
5
,3

6
4

3
,8

4
5

8
5
7
,6

5
8

滋
賀

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

京
都

1
9
3
,6

1
6

1
8
1
,4

3
6

1
2
,1

8
0

5
1
7
,3

3
9

2
0
6
,6

5
8

1
9
2
,0

0
8

1
4
,6

5
0

7
1
3
,5

4
6

2
2
2
,7

8
0

2
0
6
,7

2
3

1
6
,0

5
8

7
7
1
,6

5
5

兵
庫

2
1
3
,7

3
1

1
8
8
,9

5
2

2
4
,7

7
9

6
1
7
,9

0
8

2
2
4
,2

8
1

1
9
7
,6

6
8

2
6
,6

1
3

8
0
8
,1

4
1

2
3
3
,4

4
9

2
0
5
,9

5
3

2
7
,4

9
6

8
5
3
,6

3
8

奈
良

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

和
歌
山

1
9
0
,4

3
8

1
8
2
,5

8
0

7
,8

5
8

4
7
2
,4

9
0

1
9
9
,3

6
4

1
8
9
,0

4
0

1
0
,3

2
4

7
9
7
,7

8
4

2
0
8
,5

2
4

1
9
5
,4

4
0

1
3
,0

8
4

8
2
6
,5

4
4

大
阪

2
1
1
,3

7
9

1
8
2
,8

4
6

2
8
,5

3
2

5
3
9
,8

0
1

2
2
2
,4

0
4

1
9
1
,0

3
9

3
1
,3

6
5

6
9
2
,9

9
5

2
3
3
,3

8
0

2
0
1
,0

8
9

3
2
,2

9
1

7
3
9
,4

3
2

鳥
取

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

島
根

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

岡
山

2
1
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
6
,5

0
0

2
1
6
,3

0
0

2
0
6
,3

0
0

1
0
,0

0
0

3
4
7
,5

6
0

2
3
7
,7

5
0

2
2
7
,7

5
0

1
0
,0

0
0

3
8
5
,3

0
0

広
島

2
0
4
,1

0
6

1
8
4
,9

6
8

1
9
,1

3
8

4
5
0
,1

3
2

2
1
4
,4

7
4

1
9
3
,7

5
5

2
0
,7

1
9

6
4
1
,3

5
0

2
2
4
,6

6
7

2
0
2
,4

2
5

2
2
,2

4
2

6
7
2
,3

4
7

山
口

1
7
4
,8

2
6

1
6
7
,9

6
9

6
,8

5
7

4
4
2
,9

8
6

1
8
1
,3

4
0

1
7
4
,0

5
4

7
,2

8
6

6
2
0
,1

6
3

1
8
8
,2

1
1

1
8
0
,6

4
0

7
,5

7
1

6
9
7
,1

9
1

徳
島

1
9
4
,5

0
0

1
9
1
,3

0
0

3
,2

0
0

4
5
0
,2

8
3

2
1
0
,6

7
9

2
0
7
,2

0
0

3
,4

7
9

8
1
7
,7

7
0

2
2
1
,0

0
4

2
1
7
,3

5
0

3
,6

5
4

8
9
6
,4

0
8

香
川

1
8
1
,5

0
0

1
6
6
,5

0
0

1
5
,0

0
0

5
8
1
,0

0
0

1
9
2
,5

0
0

1
7
7
,5

0
0

1
5
,0

0
0

6
2
0
,0

0
0

2
0
3
,5

0
0

1
8
8
,5

0
0

1
5
,0

0
0

6
5
9
,0

0
0

愛
媛

1
9
0
,9

8
0

1
7
9
,0

3
3

1
1
,9

4
7

3
7
7
,1

6
3

2
0
2
,4

8
4

1
8
9
,3

8
4

1
3
,1

0
0

7
5
9
,8

7
8

2
1
4
,5

8
9

2
0
0
,9

1
5

1
3
,6

7
3

8
0
4
,4

1
5

高
知

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

福
岡

1
9
9
,2

3
1

1
8
4
,5

5
5

1
4
,6

7
6

5
5
5
,3

0
2

2
0
8
,5

5
4

1
9
2
,9

7
0

1
5
,5

8
4

7
8
1
,5

5
0

2
1
7
,0

7
5

2
0
0
,1

0
7

1
6
,9

6
8

8
1
9
,3

4
9

佐
賀

1
8
5
,0

0
0

1
8
0
,0

0
0

5
,0

0
0

5
2
5
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

1
8
5
,0

0
0

5
,0

0
0

9
2
5
,0

0
0

1
9
9
,0

0
0

1
9
4
,0

0
0

5
,0

0
0

9
7
0
,0

0
0

長
崎

1
8
4
,0

0
0

1
6
0
,0

0
0

2
4
,0

0
0

5
2
6
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

1
6
4
,0

0
0

2
6
,0

0
0

7
3
8
,0

0
0

1
9
4
,0

0
0

1
6
8
,0

0
0

2
6
,0

0
0

7
5
6
,0

0
0

熊
本

2
0
6
,7

3
2

1
7
4
,6

3
3

3
2
,0

9
9

3
8
5
,3

3
3

2
2
2
,4

2
3

1
8
2
,7

3
3

3
9
,6

8
9

4
9
0
,6

6
7

2
3
7
,9

8
7

1
9
0
,6

6
7

4
7
,3

2
0

4
9
8
,6

6
7

大
分

1
9
0
,0

0
0

1
8
7
,5

0
0

2
,5

0
0

6
9
7
,5

0
0

1
9
9
,5

0
0

1
9
7
,0

0
0

2
,5

0
0

9
7
2
,7

0
0

2
0
7
,0

0
0

2
0
4
,5

0
0

2
,5

0
0

1
,0

1
8
,1

5
0

宮
崎

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

鹿
児
島

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

沖
縄

2
0
4
,1

0
2

2
0
0
,1

0
0

4
,0

0
2

2
7
5
,1

3
8

2
1
9
,7

1
6

2
1
5
,4

5
0

4
,2

6
6

6
4
8
,5

0
0

2
3
6
,9

8
2

2
3
2
,3

7
5

4
,6

0
7

9
2
9
,5

0
0

（
単

位
：
円

）

都
道
府
県
名

初
任

給
３
年

目
５
年

目

表
5
　
令
和
7
年
度
・
勤
務
年
数

別
教

員
平

均
給

与
（
２
種
免

許
状

所
有

者
）
【
私

学
助

成
】



― 160 ―

表
7
　
令

和
年

度
・
勤

務
年

数
別
教
員
平
均
給
与
（
１
種
免
許
状
所
有
者
）
【
私
学
助
成
】

月
額

の
合
計

本
俸

手
当

期
末
手
当

月
額
の
合
計

本
俸

手
当

期
末

手
当

月
額

の
合

計
本

俸
手

当
期

末
手

当

全
国

平
均

2
1
5
,6

6
9

1
9
7
,4
8
6

1
8
,5
2
7

5
9
8
,6
4
8

2
2
5
,9
9
4

2
0
6
,4
3
5

1
9
,9
3
7

8
2
1
,6
6
3

2
3
6
,8
0
9

2
1
5
,4
9
4

2
1
,7
2
8

8
6
6
,2
8
8

北
海

道
2
0
1
,5

2
2

1
8
9
,1
6
7

1
2
,3
5
6

6
1
0
,0
4
8

2
1
1
,5
3
3

1
9
8
,4
0
0

1
3
,1
3
3

8
1
7
,5
6
2

2
2
6
,5

0
0

2
1
3
,3
6
7

1
3
,1
3
3

8
2
1
,2
5
3

青
森

1
6
8
,0
0
0

1
6
2
,0

0
0

6
,0

0
0

6
4
4
,0
0
0

1
7
0
,0
0
0

1
6
4
,0
0
0

6
,0

0
0

6
5
2
,0

0
0

1
7
2
,0
0
0

1
6
6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
6
0
,0

0
0

岩
手

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

宮
城

1
9
1
,1
5
3

1
8
1
,3
8
7

9
,7
6
7

5
2
0
,6
7
5

1
9
8
,4
8
3

1
8
8
,1
0
7

1
0
,3
7
7

6
9
5
,9
9
3

2
0
5
,5

1
0

1
9
4
,3
6
0

1
1
,1

5
0

7
2
0
,8
3
7

秋
田

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

山
形

1
9
6
,8
0
0

1
8
6
,4
0
0

1
0
,4
0
0

2
9
0
,1
8
8

2
0
6
,0

9
0

1
9
1
,9

0
0

1
4
,1
9
0

3
6
2
,4
0
0

2
1
3
,3
5
0

1
9
7
,6
0
0

1
5
,7
5
0

3
9
2
,1
0
0

福
島

2
0
6
,4
3
2

1
9
6
,3
0
5

1
0
,1
2
7

5
1
7
,5
2
4

2
1
5
,1
8
9

2
0
4
,3
1
6

1
0
,8
7
3

7
1
0
,8
6
6

2
2
8
,9
0
7

2
1
1
,9

2
5

1
6
,9
8
2

7
4
8
,3
5
1

茨
城

2
2
0
,8
0
0

1
9
1
,7
0
0

2
9
,1

0
0

5
1
6
,5

0
0

2
2
8
,3
0
0

1
9
5
,8
0
0

3
2
,5
0
0

7
6
0
,8
0
0

2
3
6
,2
5
0

2
0
0
,8
5
0

3
5
,4
0
0

8
3
5
,5
0
0

栃
木

1
9
8
,2
1
3

1
8
7
,2
1
3

1
1
,0

0
0

5
6
7
,4
1
3

2
0
9
,8
2
5

1
9
4
,8
8
8

1
4
,9
3
8

7
2
2
,6
9
8

2
1
9
,3
6
3

2
0
3
,1
7
5

1
6
,1
8
8

7
5
7
,6
9
8

群
馬

2
0
1
,3
3
1

1
7
1
,6
0
0

2
9
,7
3
1

5
9
3
,9
1
5

2
0
8
,1
9
5

1
7
7
,2
3
3

3
0
,9
6
2

7
3
5
,9
1
7

2
1
5
,3
1
3

1
8
3
,5
1
7

3
1
,7
9
7

7
6
6
,0
0
0

埼
玉

2
1
8
,4
0
4

1
9
9
,1
7
1

1
9
,2
3
3

6
2
3
,6
0
5

2
2
7
,1
3
3

2
0
6
,9

6
2

2
0
,1
7
1

8
4
8
,2
4
7

2
3
6
,0
0
6

2
1
4
,4
5
7

2
1
,5
4
9

8
8
1
,8
9
2

千
葉

2
2
6
,2
4
0

2
0
2
,1
6
7

2
4
,0
7
4

5
9
9
,2
6
4

2
3
6
,7
9
8

2
1
1
,1
4
4

2
5
,6
5
4

8
4
5
,1
2
6

2
4
5
,4
2
0

2
1
8
,9
9
6

2
6
,4
2
4

8
8
0
,2
8
2

新
潟

1
8
3
,0
0
0

1
8
0
,0
0
0

3
,0
0
0

8
1
0
,0
0
0

1
8
9
,0
0
0

1
8
3
,0
0
0

6
,0

0
0

8
2
3
,5
0
0

1
9
5
,0

0
0

1
8
6
,0
0
0

9
,0

0
0

8
3
7
,0
0
0

山
梨

1
8
3
,8
5
5

1
7
8
,5
0
0

5
,3
5
5

7
1
4
,0
0
0

1
9
4
,1
5
5

1
8
8
,5
0
0

5
,6

5
5

7
5
4
,0
0
0

2
0
5
,5
8
8

1
9
9
,6

0
0

5
,9
8
8

7
9
8
,4
0
0

東
京

2
2
7
,4
1
6

2
0
5
,6
7
5

2
3
,7
2
1

6
2
9
,3
0
9

2
3
9
,6
3
5

2
1
6
,5

0
0

2
5
,3
1
3

8
8
9
,9
0
7

2
5
2
,4
2
6

2
2
7
,7
8
9

2
7
,0
1
3

9
6
4
,6
8
4

神
奈

川
2
2
7
,9
8
6

2
0
4
,8
3
2

2
3
,1
5
4

7
0
2
,1
2
3

2
4
0
,7
5
9

2
1
6
,2
7
2

2
4
,4
8
7

9
5
7
,8
8
4

2
5
3
,4
4
8

2
2
6
,8
5
4

2
6
,5
9
4

1
,0
1
7
,0
8
4

富
山

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

石
川

1
8
3
,5
1
3

1
7
4
,5
0
0

9
,0
1
3

4
3
6
,6
2
0

1
8
9
,7
5
1

1
8
0
,1
7
5

9
,5
7
6

5
7
1
,9
4
5

1
9
7
,9
6
4

1
8
8
,3
0
0

9
,6
6
4

5
9
7
,0
6
0

福
井

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

長
野

1
8
7
,4
0
0

1
8
3
,4
0
0

4
,0
0
0

5
3
6
,8
4
3

1
9
9
,2
1
4

1
9
3
,0
7
1

6
,1
4
3

7
5
9
,9
7
1

2
0
9
,4
2
9

2
0
1
,6
4
3

7
,7
8
6

7
9
8
,5
4
3

岐
阜

2
1
7
,3
7
1

1
9
7
,8
9
6

1
9
,4
7
5

6
1
0
,3
7
0

2
2
6
,6
6
4

2
0
5
,5
8
2

2
1
,0
8
2

8
2
5
,5
6
6

2
3
6
,8
5
1

2
1
3
,4
6
4

2
3
,3
8
7

8
5
9
,1
8
9

静
岡

2
0
0
,7
1
1

1
8
5
,9
7
2

1
4
,7
3
9

6
0
4
,0
3
1

2
1
0
,5
3
2

1
9
5
,2
2
7

1
5
,3
0
6

7
8
2
,4
4
2

2
3
3
,6
8
3

2
0
3
,7
3
9

2
9
,9
4
4

7
9
8
,7
8
0

愛
知

2
1
8
,3
4
2

2
0
4
,9
0
7

1
3
,4
3
5

6
5
8
,5
1
0

2
2
9
,3
3
5

2
1
5
,3
2
5

1
4
,0
1
0

8
8
2
,1
6
4

2
4
0
,2
9
0

2
2
4
,9
9
7

1
5
,2
9
3

9
0
0
,7
3
0

三
重

2
1
1
,8
9
1

2
1
0
,1
3
6

1
,7
5
5

6
3
2
,8
0
6

2
2
1
,6
6
4

2
1
8
,0
9
1

3
,5
7
3

8
4
0
,9
4
1

2
2
9
,3
0
0

2
2
5
,4
5
5

3
,8
4
5

8
8
3
,8
5
9

滋
賀

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

京
都

2
0
6
,3
4
3

1
9
3
,0
7
6

1
3
,2
6
7

5
5
0
,7
2
2

2
1
9
,5

6
0

2
0
3
,6
8
3

1
5
,8
7
6

7
7
1
,9
9
9

2
3
3
,7
7
3

2
1
7
,0
4
3

1
6
,7
3
0

8
4
2
,9
8
6

兵
庫

2
2
6
,0
3
0

1
9
8
,7
9
4

2
7
,2
3
6

6
5
1
,6
7
3

2
3
5
,7
4
9

2
0
6
,8
0
1

2
8
,9
4
8

8
6
5
,5
8
4

2
4
5
,0
1
1

2
1
5
,1

1
6

2
9
,8
9
6

9
1
4
,3
2
5

奈
良

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

和
歌

山
2
0
0
,0
8
0

1
9
4
,0
5
0

6
,0
3
0

5
4
2
,3
8
9

2
0
9
,8
5
5

2
0
0
,9

2
5

8
,9
3
0

8
8
3
,4
4
3

2
1
7
,0
8
0

2
0
7
,8
0
0

9
,2
8
0

9
1
4
,9
8
0

大
阪

2
2
0
,0
8
9

1
9
0
,9

5
9

2
9
,1
3
1

6
0
4
,6
8
1

2
3
1
,3
8
1

1
9
9
,4
1
7

3
1
,9
6
4

7
6
4
,6
5
8

2
4
3
,0
7
3

2
1
0
,0
9
4

3
2
,9
7
9

8
1
3
,7
7
3

鳥
取

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

島
根

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

岡
山

2
1
8
,1
5
0

2
0
8
,1
5
0

1
0
,0

0
0

1
6
2
,8
2
3

2
3
2
,7
5
0

2
2
2
,7
5
0

1
0
,0

0
0

3
7
5
,3
0
0

2
4
5
,2
5
0

2
3
5
,2
5
0

1
0
,0

0
0

3
9
4
,3
0
0

広
島

2
1
2
,2
3
9

1
9
2
,2
2
7

2
0
,0

1
2

4
6
6
,0
4
3

2
2
2
,9
7
0

2
0
1
,2
8
1

2
1
,6
8
8

6
6
8
,1
4
0

2
3
4
,3
8
0

2
1
1
,0
5
7

2
3
,3
2
4

7
0
0
,6
0
4

山
口

1
8
2
,4
8
3

1
7
5
,3
4
0

7
,1
4
3

4
6
1
,8
2
5

1
8
9
,3
9
7

1
8
1
,8
2
6

7
,5
7
1

6
4
8
,1
6
3

1
9
5
,8
6
9

1
8
8
,0
1
1

7
,8
5
7

7
2
3
,4
0
6

徳
島

2
0
8
,6
7
9

2
0
5
,2

0
0

3
,4
7
9

4
8
2
,9
3
0

2
2
1
,0
0
4

2
1
7
,3
5
0

3
,6
5
4

8
9
6
,4
0
8

2
3
0
,4
0
0

2
2
6
,6

0
0

3
,8
0
0

9
7
0
,3
1
0

香
川

1
9
2
,5

0
0

1
7
7
,5
0
0

1
5
,0

0
0

6
2
0
,0

0
0

2
0
3
,5
0
0

1
8
8
,5
0
0

1
5
,0

0
0

6
5
9
,0

0
0

2
1
4
,5
0
0

1
9
9
,5

0
0

1
5
,0

0
0

6
9
8
,0
0
0

愛
媛

2
0
1
,3
8
4

1
8
8
,7
1
8

1
2
,6
6
7

3
9
2
,9
2
7

2
1
2
,5

2
2

1
9
9
,0
3
5

1
3
,4
8
7

7
9
8
,5
9
6

2
2
4
,4
9
2

2
1
0
,4
3
2

1
4
,0
6
0

8
4
2
,6
1
0

高
知

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

福
岡

2
0
9
,8
7
9

1
9
4
,5
8
4

1
5
,2

9
5

5
7
5
,1
1
8

2
1
7
,8
2
4

2
0
1
,7
0
0

1
6
,1
2
4

8
0
4
,0
6
9

2
2
5
,7
2
4

2
0
8
,3
7
8

1
7
,3
4
5

8
4
0
,7
2
5

佐
賀

1
8
5
,0
0
0

1
8
0
,0
0
0

5
,0

0
0

5
2
5
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

1
8
5
,0
0
0

5
,0

0
0

9
2
5
,0

0
0

1
9
9
,0

0
0

1
9
4
,0
0
0

5
,0

0
0

9
7
0
,0
0
0

長
崎

1
8
8
,0
0
0

1
6
4
,0
0
0

2
4
,0
0
0

5
2
8
,0
0
0

1
9
2
,0

0
0

1
6
6
,0

0
0

2
6
,0

0
0

7
3
8
,0
0
0

1
9
6
,0

0
0

1
7
0
,0
0
0

2
6
,0

0
0

7
5
6
,0
0
0

熊
本

2
1
5
,8
6
9

1
8
3
,4
0
0

3
2
,4
6
9

3
9
3
,3
3
3

2
3
4
,9
6
7

1
9
1
,3
3
3

4
3
,6
3
3

5
0
1
,3
3
3

2
4
7
,4
5
2

1
9
9
,8
0
0

4
7
,6
5
2

5
1
6
,0

0
0

大
分

1
9
3
,5
0
0

1
8
8
,5
0
0

5
,0

0
0

6
0
2
,9

0
0

2
0
8
,0
0
0

2
0
3
,0
0
0

5
,0

0
0

9
1
5
,0

5
0

2
1
4
,5
0
0

2
0
9
,5

0
0

5
,0

0
0

9
4
7
,3
0
0

宮
崎

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

鹿
児

島
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

沖
縄

2
0
5
,4
3
6

2
0
0
,1

0
0

5
,3
3
6

3
0
0
,1
5
0

2
2
0
,4
2
1

2
1
4
,7
3
3

5
,6
8
8

6
4
7
,0
6
7

2
3
7
,8
4
3

2
3
1
,7
0
0

6
,1
4
3

9
2
6
,8
0
0

（
単

位
：
円

）

都
道

府
県

名
初
任
給

３
年
目

５
年

目



― 161 ―

№ 都道府県 園名 参加者名
研究
講座

№ 都道府県 園名 参加者名
研究
講座

1 【北海道】 認定こども園新さっぽろ幼稚園・保育園 大谷　壮史 4 54 天童なでしここども園 原田　久雄 2

2 幼稚園型認定こども園大通幼稚園 藪　　 淳一 2 55 寒河江にしねこども園 鈴木　普生 2

3 認定こども園もりのひだまり 川村　　 淳 4 56 南山形幼稚園 風呂　哲平 2

4 認定こども園もりのひだまり 増山　　 柳 4 57 認定こども園若草幼稚園・若草ベビールーム 大滝　美樹 2

5 認定こども園　ひらぎし幼稚園 室橋　一信 4 58 金井幼稚園 細川　直弥 1

6 あゆみ第二幼稚園 花香美千留 1 59 幼稚園型認定こども園　いなば幼稚園 百瀬　裕慶 2

7 認定こども園　なかのしま幼稚園 芝木　孝満 1 60 【福島県】 遠野町まこと幼稚園 楠　　 正興 3

8 元野幌めぐみ幼稚園 小原　愛香 2 61 大槻中央幼稚園 安齊　悦子 1

9 しろいし幼稚園 太田　真理 1 62 九品寺こども園 遠藤　弘道 3

10 認定こども園　札幌ゆたか幼稚園 丸谷　雄輔 1 63 めばえ幼稚園 関　　 広樹 2

11 本郷幼稚園 武田　留美 2 64 平幼稚園 根内　 　純 1

12 真駒内幼稚園 石原　範明 2 65 福島めばえ幼稚園 関　　 章信 1

13 あいの里大藤幼稚園 蓑口　佳枝 3 66 神谷こども園 佐藤　智彦 1

14 広島幼稚園 笹崎　貴嗣 1 67 安積町つつみ幼稚園 柴田　　 裕 4

15 北都幼稚園 西川　　 装 4 68 安積町つつみ幼稚園 相馬由美子 2

16 札幌白樺幼稚園 中村みどり 3 69 たちばな幼稚園 谷津　徹平 4

17 札幌白樺幼稚園 田中喜久美 2 70 こはらだ幼稚園 中野　光一 4

18 札幌白樺幼稚園 大谷　祐爾 3 71 こはらだ幼稚園 佐野　光洋 4

19 認定こども園北野しらかば幼稚園・保育園 酒井英三子 4 72 こはらだ幼稚園 阿部　光浩 4

20 もみじ台幼稚園 佐々木七依 1 73 【茨城県】 認定こども園ぶどうの木 竜ケ崎幼稚園 飯塚　拓也 3

21 澄川幼稚園 米永　桃子 2 74 認定こども園白山幼稚園 金田　道彦

22 認定こども園龍谷幼稚園 坂本　るみ 1 75 認定こども園すみれこども園 服部　恵子 4

23 森の幼稚園 古川多三和 2 76 めばえ幼稚園 筧　　 礼子 2

24 旭川あゆみ幼稚園 北川有希子 3 77 潮来こども園 近藤　　 良 1

25 七飯南幼稚園 根田由紀子 4 78 こばと幼稚園 椎名　健二 3

26 七飯南幼稚園 岸田　耶月 4 79 守谷ひばり幼稚園 寺田　　 毅 2

27 慈恵ひまわり幼稚園 青木　賢亮 1 80 守谷ひかり幼稚園 有松　恭子 3

28 美晴幼稚園 東　　 重満 1 81 明成幼稚園 高橋　義博 3

29 札幌わかくさ幼稚園 関　 　亜美 3 82 認定こども園ふたば幼稚園 高藤　義彦

30 新川幼稚園 小野　博史 2 83 ドレミ幼稚園 嶋田新太郎 3

31 認定こども園帯広の森幼稚園 上野　庸介 3 84 認定こども園八千代中央幼稚園 小林あけ美 1

32 さくらおか幼稚園 櫻岡　勝弘 3 85 おおくぼ認定こども園大久保幼稚園 正田　佑子 2

33 【青森県】 八戸学院聖アンナ幼稚園 山西　幸子 1 86 つくば幼稚園 滝田　昌弘 1

34 千葉幼稚園 岡本　潤子 1 87 誠之会幼稚園 渡邊あけみ 4

35 認定こども園育実幼稚園 平田　浩介 3 88 いなほ幼稚園 赤羽美登志 2

36 【岩手県】 学校法人双葉学園ふたば認定こども園双葉幼稚園 今西　界雄 2 89 河和田幼稚園 嶋田　眞美 2

37 認定こども園　みどり幼稚園 佐々木栄光 3 90 絹ふたば文化幼稚園 小倉みどり 3

38 認定こども園そけい幼稚園 晴山　純子 1 91 認定こども園下館聖母 本間　研二 3

39 幼保連携型認定こども園花巻たかき幼稚園たかき保育園 照井　悠公 3 92 認定こども園下館聖母 古橋　智春 3

40 認定こども園青山幼稚園 阿部　一枝 4 93 富士見幼稚園 齋藤紀代美 3

41 ふたば認定こども園横川目こども園 藤原　奈央 3 94 認定こども園下館幼稚園 廣瀬　 　清 1

42 【宮城県】 小鳩幼稚園 中村　晶子 1 95 認定こども園西方いずみ幼稚園 飯村　幸恵 4

43 矢本はなぶさ幼稚園 山田　元郎 1 96 下妻いずみ幼稚園 古仁所　哲 4

44 【秋田県】 幼保連携型認定こども園双葉幼稚園 岸　　　　豊 4 97 聖母幼稚園 ベララウェ　ペトルス・アド 3

45 認定こども園 こひつじ 佐藤　留美 1 98 古河文化幼稚園 牧川　浩美 1

46 認定こども園 こひつじ 佐々木すみ代 1 99 総和文化幼稚園 牧川　　 剛 2

47 南が丘こども園 月居八重子 2 100 認定こども園中央幼稚園 香取　秀総 2

48 扇田こども園 月居　裕二 2 101 認定こども園キリスト愛児園 内海　文雄 3

49 【山形県】 幼保連携型認定こども園尾花沢幼稚園 千葉　亮子 1 102 赤塚幼稚園 認定こども園あかつか 大藪圭一郎 1

50 認定こども園　ゆりかご幼稚園 三吉　博史 2 103 認定こども園　みどりが丘幼稚園 宮本　裕次 2

51 竹田幼稚園 山本絵里子 4 104 川妻認定こども園おひさま 荒川　博之 2

52 認定こども園あおぞら幼稚園 吉田　久美 4 105 認定こども園石岡幼稚園 木村　直文 4

53 認定こども園浄徳幼稚園・じょうとく保育園 長澤　信樹 2 106 認定こども園まなべすみれ幼稚園 川島　康広 3

参参　　  加加　　  者者　　  名名　　  簿簿　　
令和7年10月17日現在
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107 認定こども園あおば台幼稚園 渡辺　　 稔 4 162 高崎天使幼稚園 柳田　玲子 2

108 認定こども園めぐみ幼稚園 栗山栄美子 4 163 山王幼稚園 関口よし子 1

109 栄光幼稚園 安　　 初美 2 164 山王幼稚園 関口　次雄 2

110 認定こども園あさひ幼稚園 川津　美穂 2 165 幼保連携型認定こども園　第二あさひ幼稚園 竹内　市也 4

111 勝田第二幼稚園 永山　芳和 3 166 【埼玉県】 銀鈴幼稚園 清水　　 浩 1

112 光風台幼稚園 長谷川英子 3 167 内牧幼稚園 中山　孝男 4

113 認定こども園サンキッズ 長谷川良則 3 168 認定こども園こども未来庄和すずらん幼稚園 清水　洋一 3

114 認定こども園まさみ幼稚園 髙倉　　 進 3 169 上尾みどり丘幼稚園 小林くに子 1

115 池の川幼稚園 副島由美子 1 170 幼保連携型認定こども園霞ヶ関幼稚園 小川　直美 4

116 認定こども園フレンド少友幼稚園 吉野　悦子 1 171 大宮みどりが丘幼稚園 佐藤　緑郎 1

117 認定こども園ほほえみ水木わかば幼稚園 門岡　紋子 1 172 志木なかもり幼稚園 中森　茂治 1

118 認定こども園ほほえみ学びの森わかば園 榎本恵美子 1 173 森の詩幼稚園 若山　清和 2

119 幼保連携型認定こども園星の宮幼保園 古谷野真弓 3 174 越生みどり幼稚園 篠原　民子 1

120 幼保連携型認定こども園星の宮幼保園 古谷野浩史 3 175 【千葉県】 光の子幼稚園 石丸　和人 3

121 豊里もみじこども園 鈴木　浩史 3 176 高塚わかば幼稚園 高木　　 渉 4

122 豊里もみじこども園 妹川　敬弘 3 177 新松戸幼稚園 寺田　美子 1

123 栄光幼稚園 黒崎　典子 4 178 花見川ちぐさ幼稚園 井元　紀行 4

124 認定こども園さんわ 新井　正覚 4 179 【新潟県】 幼保連携型認定こども園　金城幼稚園・保育園 角谷　正雄 3

125 フレーベル幼稚園 江田　光月 3 180 認定こども園マハヤナ幼稚園・ミルフィーユ保育園 石田　明義 2

126 認定こども園ふたばランド 篠塚　明子 2 181 認定こども園マハヤナ幼稚園・ミルフィーユ保育園 石田　　 鑑 2

127 みつばキラリ園 助川貴代美 4 182 認定こども園長峰幼稚園 宮下　一穂 4

128 みどり幼稚園 川﨑　瑛里 2 183 認定こども園長峰幼稚園 小林　　 蓮 4

129 みどり幼稚園 稲毛　精二 2 184 認定こども園　長岡和光幼稚園なごみ保育園 若槻　　 司 1

130 認定こども園取手ふたば文化 山本智恵子 4 185 【山梨県】 認定こども園聖愛幼稚園 鈴木　信行 1

131 勝田第一幼稚園 永山　　 翔 3 186 みかさこども園 中澤　雅也 3

132 認定こども園ともべ ともべ幼稚園 高野　哲也 3 187 認定こども園 かおり幼稚園 鮎川　　 剛 4

133 認定こども園大塚ひのまる幼稚園 松村多美恵 3 188 【東京都】 清瀬ゆりかご幼稚園 内野　光裕 2

134 認定こども園ぶどうの木 竜ケ崎幼稚園 橋本みぎわ 4 189 ふじようちえん 加藤　積一 3

135 認定こども園ぶどうの木 竜ケ崎幼稚園 堤　　 陽子 4 190 ルーテル羽村幼稚園 加藤　拓未 4

136 みぎわ幼稚園 諏訪　湖弓 3 191 成増幼稚園 田中　圭子 2

137 認定こども園栄幼稚園 橋本　幸雄 4 192 明愛幼稚園 山本　秀行 4

138 認定こども園あづま幼稚園 長塚　利雄 2 193 幼保連携型認定こども園　正和幼稚園 齋藤　祐善

139 認定こども園なかだて 松居万寿代 3 194 平塚幼稚園 平塚　通彦 2

140 すけ川幼稚園 大江日出雄 1 195 練馬白菊幼稚園 清水ふじえ 2

141 認定こども園十王幼稚園・保育園 樫村　雅子 2 196 むらやま幼稚園 吉野　吉平 2

142 幼保連携型認定こども園平泉幼稚園 岩堀　法隆 2 197 尾山台ナザレン幼稚園 広田　正晴 2

143 みぎわ幼稚園 諏訪健一郎 3 198 開進幼稚園 湯目　崇史 4

144 認定こども園ひたち学院幼稚園 菊地　隆之 3 199 田無いづみ幼稚園 小林　正和 4

145 認定こども園総和第一幼稚園 山本　一雅 200 認定こども園　杉の子幼稚園 金杉紀美子 2

146 【栃木県】 認定こども園おおみや幼児教育センター 船田　弘和 1 201 日野・多摩平幼稚園 福田　大海 4

147 認定こども園西那須野幼稚園 福本　　 祈 4 202 認定こども園青葉幼稚園 高木　玄洋 3

148 認定こども園若葉幼稚園 松下　茉佑 3 203 認定こども園青葉幼稚園 城所　達也 4

149 認定こども園若葉幼稚園 松下　匡崇 3 204 志のぶ幼稚園 岡　　 秀樹 1

150 認定あけぼのこども園 齋藤　達成 2 205 桃井幼稚園 岩崎由美子 3

151 認定こども園マリア幼稚園 髙橋ゆかり 3 206 福島学園幼稚園 福島　　 賢 1

152 認定おおぞらこども園 中川　祐慈 3 207 福田幼稚園 関口　稔子 1

153 こうのやま保育園 吉水　義浩 2 208 福田幼稚園 福田　里佳 3

154 やいたこども園 薄井　　 篤 3 209 多摩川幼稚園 濵川　喜亘 4

155 認定こども園アルスみなみ幼稚園 石川健太郎 2 210 ルーテル羽村幼稚園 仲野三千代 4

156 風と緑の認定こども園 熊倉　　 仁 2 211 おおや幼稚園 大矢　悠人 2

157 認定こども園ひかり幼稚園 黒田　光泰 2 212 はなぶさ幼稚園 山根志津江 2

158 認定みどりこども園 岩本眞砂枝 213 狛江こだま幼稚園 毛塚　敬進 2

159 認定こども園　楠エンゼル幼稚園 小野瀬泰弘 214 【神奈川県】 白幡幼稚園 木元 　　茂 4

160 認定こども園さくらが丘 今井　政範 1 215 誠心第一幼稚園 溝渕　真澄 3

161 【群馬県】 ポケット幼稚園 権頭　俊澄 4 216 みゆき幼稚園 鈴木　伸司 2

4

4
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217 認定こども園ムロノキッズ 室の木幼稚園・プリスクール室の木 村田　　 晃 3 272 三雲幼稚園 飛田　裕美 4

218 認定こども園はらのこ原幼稚園 石井　和則 4 273 認定こども園ひかり幼稚園 池村　典子 1

219 さくらい幼稚園 櫻井　喜宣 1 274 【京都府】 嵯峨幼稚園 藤本　明弘 4

220 西鎌倉幼稚園 後藤　光葉 1 275 みのり幼稚園 長澤　宗一 1

221 宮前幼稚園 亀ヶ谷忠宏 4 276 川西幼稚園 近藤祐太郎 1

222 認定こども園　かもいようちえん 内山　敏和 1 277 泉山幼稚園 熊谷　知子 1

223 認定こども園　かもいようちえん 今井　惠子 4 278 吉田幼稚園 金桝　文彦 2

224 橘川学園・綾瀬ゆたか幼稚園 橘川　好一 2 279 光が丘幼稚園 谷口　光毅 1

225 綾南幼稚園 田中　伸宜 2 280 【兵庫県】 真愛幼稚園 山中　真介 4

226 聖心第二幼稚園 本橋　洋道 3 281 いずみ幼稚園 石川　詩史 2

227 聖心第一幼稚園 本橋　康道 2 282 白ゆり幼稚園 石川　真怜 1

228 認定こども園相模女子大学幼稚部 角田　雅昭 4 283 認定こども園　立花愛の園幼稚園 濱名　　 浩 4

229 認定こども園　追浜幼稚園 樽木　陽子 4 284 認定こども園　やよい幼稚園 川田　長嗣 4

230 江川幼稚園 石渡　宏之 2 285 平田幼稚園 上内　智裕 4

231 ふじがおか第二幼稚園 池田　　 清 2 286 【奈良県】 認定こども園　奈良文化幼稚園 角田　道代 4

232 平和幼稚園 安西　　 透 3 287 【和歌山県】 名草幼稚園 武田　慎介 4

233 【富山県】 認定こども園こばと幼稚園 畠山　　 遵 2 288 立正こども園 中谷　泰子 4

234 幼保連携型認定こども園福野青葉幼稚園 唐嶋田鶴子 4 289 認定こども園　湯浅幼稚園 松下　瑞良 3

235 認定こども園 立正幼稚園 草野　寛明 2 290 【大阪府】 幼稚園型認定こども園　和泉緑ケ丘幼稚園 奥野　　 宏 2

236 幼保連携型認定こども園リンデ幼稚園 藤島　秀恵 1 291 あけぼの幼稚園 安家　周一 1

237 堀川幼稚園 波岡　伸郎 3 292 みさきようちえん 片上洋太郎 1

238 認定こども園太閤山あおい園 上田　雅裕 2 293 城南学園幼稚園 太田　友子 3

239 【石川県】 天徳幼稚園 荒井　徹成 2 294 山田敬愛幼稚園 小谷　秀成 2

240 若草幼稚園 山本　正人 4 295 熊野田幼稚園 友國　富夫 1

241 木津幼稚園 星名　　 裕 3 296 認定こども園ひじり幼稚園・ひじり保育園 安達　理矢 1

242 白嶺幼稚園 上出　浩輔 2 297 東豊中幼稚園 天野　玲貴 3

243 【福井県】 第二早翠幼稚園 徳本　達之 4 298 美木多幼稚園 宮下　正明 4

244 報徳幼稚園 長谷川季美 299 今村学園 幼保連携型認定こども園 いまむらこどもえん 瀧本　一慶 1

245 認定こども園新田塚幼稚園 荒川　慈文 4 300 宣真認定こども園 中川千津江 3

246 認定こども園新田塚幼稚園 荒川有紀子 1 301 宣真認定こども園 田中　真弓 1

247 【長野県】 聖ヨゼフ幼稚園 倉科　正豊 1 302 高槻双葉幼稚園 岡部　圭二 3

248 【岐阜県】 こばと幼稚園 加納　　 顯 2 303 あけぼのほりえこども園 安家　　 力 1

249 【静岡県】 八坂幼稚園 千葉　一道 3 304 三愛幼稚園 清水　宗祐 3

250 静岡豊田幼稚園 宮下友美惠 2 305 ながいけ認定こども園 辰巳　昇嗣 1

251 認定こども園東海大学付属静岡翔洋幼稚園 江﨑　雅治 4 306 【鳥取県】 認定こども園あけぼの幼稚園 波多野和雄 4

252 船原幼稚園 齋藤　明彦 1 307 認定こども園あけぼの幼稚園 波多野京子 3

253 掛川こども園 前沢　美香 1 308 認定こども園鳥取第二幼稚園 濵本　智子 4

254 湖東幼稚園 山口　　 崇 2 309 【島根県】 認定こども園　光幼保園 西谷　正文 4

255 若竹こどもの森 山村　弘学 3 310 認定こども園　光幼保園 西谷　京子 1

256 若竹幼稚園 山村伊津子 2 311 【岡山県】 幼保連携型認定こども園しらゆり幼稚園 村上　正充 4

257 梨花幼稚園 風岡　吉野 3 312 御国幼稚園 松井　大圓 1

258 【愛知県】 葵名和幼稚園 水越　省三 4 313 あけぼの幼稚園 戸田　順子 3

259 慶和幼稚園 伊東　　 慶 2 314 みのり幼稚園 松井　祥子 2

260 長根幼稚園 森田　鮎美 4 315 【広島県】 みどり幼稚園 山中　隆司 4

261 長根幼稚園 新美　千恵 1 316 西条みづき認定こども園 馬越　洋介 2

262 長根幼稚園 新美　　 理 2 317 八本松みづき認定こども園 馬越英美子 1

263 長根幼稚園 竹内あつ子 3 318 ひろみ幼稚園 清川　里佳 3

264 とやまこども園 松岡　聖悟 2 319 海田みどり幼稚園 住田　直之 4

265 【三重県】 和順幼稚園 二井　　 睦 4 320 西条幼稚園 伊藤　江里 4

266 さくら幼稚園 後藤　光雄 1 321 西条幼稚園 伊藤　　 薫 4

267 さくら幼稚園 後藤　明子 2 322 親和幼稚園 柳川　佳子 3

268 認定こども園つつじが丘幼稚園 藤森　　 至 4 323 【山口県】 認定こども園　岩国南幼稚園 藤谷　光信 4

269 サン認定こども園 服部　高明 4 324 認定こども園　岩国南幼稚園 藤谷　歓英 4

270 【滋賀県】 光星学園 認定こども園水戸幼稚園 松尾　　 宏 2 325 認定こども園　岩国南幼稚園 藤谷　允子 4

271 光星学園 認定こども園水戸幼稚園 小倉　一巳 3 326 聖和幼稚園 原田　弘道 3
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327 認定こども園佐波幼稚園 清水　博道 2 370 山王幼稚園 石田　賢太 1

328 【徳島県】 認定こども園　はのうら幼稚園 木内　啓嗣 4 371 あかつき幼稚園 村上　順滋 4

329 わかくさ幼稚園 岡本　和貴 2 372 福岡音楽学院附属幼稚園 新地　文彦 4

330 認定こども園　めぐみ幼稚園めぐみ保育園 山賀　杏子 4 373 宇美幼稚園 中村　奈穂 1

331 阿南聖母幼稚園 サワリムットゥ　スティフェン 3 374 【佐賀県】 にじのはねこども園 高尾　恵子 4

332 【香川県】 まゆみ幼稚園 金倉　吏志 2 375 はなのやまこどもえん 志牟田洋子 2

333 くにとう幼稚園 国東　照生 4 376 錦華幼稚園 錦織　昌貴 1

334 認定こども園　やしま幼稚園 坪井　久也 2 377 牛津こどもの森 蒲生　直毅 1

335 認定こども園　やしま幼稚園 坪井　清貴 4 378 東与賀幼稚園 祖岩　亨道 1

336 まゆみ幼稚園 金倉　清人 3 379 【長崎県】 幼保連携型認定こども園ひかり幼稚園 大谷　英也 4

337 青空幼稚園 喜岡　俊行 2 380 幼保連携型認定こども園第二ひかり幼稚園 大谷　寛子 1

338 【愛媛県】 慶応幼稚園 二宮　一朗 3 381 天真幼稚園 朝長　隆洋 3

339 学校法人大護学園　大護さとやま認定こども園 仙波　得伸 3 382 【熊本県】 小国幼稚園 大矢野隆嗣 3

340 学校法人勝愛学園幼保連携型認定こども園 関谷　優介 3 383 第二幼稚園（幼保連携型認定こども園） 伊藤　大介 1

341 学校法人勝愛学園幼保連携型認定こども園 関谷由起子 2 384 小国幼稚園 東山　美紗 4

342 【高知県】 認定こども園　杉の子幼稚園 宮地　彌典 4 385 武蔵ヶ丘幼稚園 亀井万紀子 3

343 高須第2幼稚園 森本　嘉一 1 386 認定こども園 リズム幼稚園 日髙　聡士 1

344 認定こども園　高須幼稚園 森本　真行 4 387 【大分県】 認定こども園双葉ヶ丘幼稚園 土居　孝信 4

345 認定こども園　杉の子幼稚園 宮地　聖史 2 388 明照幼稚園 結城　文崇 4

346 【福岡県】 紅葉幼稚園 尾上　正史 1 389 むさしこども園 正本　秀崇 4

347 乳山幼稚園 三島惠理子 4 390 みんなの森こども園 立山　貴史 3

348 正進幼稚園 田中　摂子 2 391 認定こども園ひめやま幼稚園 伊藤由美子 1

349 日善幼稚園 竹田　孝一 2 392 認定こども園双葉ヶ丘幼稚園 土居　孝成 1

350 認定こども園 行学幼稚園 中田　俊澄 4 393 認定こども園　ひまわり幼稚園 川原恒太郎 1

351 栄美幼稚園 廣常　正臣 3 394 認定こども園　緑ヶ丘第二幼稚園 河野　　 孝 4

352 宝幼稚園 冨永　真生 1 395 【宮崎県】 富高学園　認定こども園　富高幼稚園 森迫　建博 3

353 認定こども園　精華幼稚園 麻生　恭子 4 396 天竜祝吉幼稚園 佐々木慈舟 3

354 松原幼稚園 松本　弥生 1 397 幼保連携型　認定こども園　光が丘幼稚園 下苙　敏大 3

355 認定こども園いぎすれんげ幼稚園 高城　無憂 3 398 天竜第三幼稚園 横山　明博 4

356 認定こども園　いなつきれんげ幼稚園 髙城　連華 3 399 天竜第二幼稚園 川島　正寛 1

357 光の子幼稚園 浦　　　　肇 1 400 天竜幼稚園 佐々木恭子 1

358 久留米あかつき幼稚園 藤田　正喜 401 にし幼稚園 立山　将大 1

359 正進幼稚園 荻野　玉惠 2 402 にし幼稚園 久保　直之 2

360 ひらばる幼稚園 今宮　隆佑 403 富高学園　認定こども園　大王谷幼稚園 吉川　泰代 1

361 ひらばる幼稚園 今宮　瑞恵 404 富高学園　認定こども園　日知屋東幼稚園 森迫　　 新 2

362 愛生幼稚園 伊藤亜希子 3 405 【鹿児島県】 おおぞらこども園 上原　樹縁 4

363 徳力団地幼稚園 高原　恵子 1 406 幼保連携型認定こども園錦城幼稚園 山下　　 守 3

364 認定こども園　若草幼稚園 安元　大介 4 407 認定こども園 野間幼稚園 武　　 祥三 4

365 紅葉幼稚園 中村　祐介 3 408 おおぞらこども園 上原真由美 4

366 紅葉幼稚園 尾上　貴彦 2 409 川内聖母幼稚園 小島　芳武 4

367 西門司幼稚園 井上　貴雄 4 410 【沖縄県】 学校法人胡屋バプテスト学園　愛星幼稚園 渡真利彦文 1

368 認定こども園　瑠璃幼稚園 波多江教雄 3 411 善隣幼稚園 山内　　 淳 3

369 えびつ幼稚園 早川　晴司 4
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NO. 氏　　名 職　　名 園　　名 NO. 氏　　名 職　　名 園　　名

1 尾上　正史 会長 紅葉 1 飯塚　拓也 会長 ぶどうの木　竜ケ崎

2 内野　光裕 副会長 清瀬ゆりかご 2 山本　一雅 副会長 総和第一

3 近藤　　宏 副会長 花川わかば 3 岩堀 法隆 副会長 平泉

4 山西　幸子 副会長 八戸学院聖アンナ 4 榎本恵美子 副会長 ほほえみ学びの森わかば

5 角谷　正雄 副会長 金城 5 妹川　敬弘 総務委員長 豊里もみじ

6 藤本　明弘 副会長 嵯峨 6 荒川 博之 振興委員長 おひさま

7 佐々木慈舟 経営研究委員長 天竜祝吉 7 菊地 隆之 教育保育研究委員長 ひたち学院

8 上内　智裕 経営研究副委員長 平田 8 川島 康広　 広報委員長 まなべすみれ

9 波多江教雄 経営研究副委員長 瑠璃

10 安齊　悦子 経営研究委員 大槻中央

11 諏訪健一郎 経営研究委員 みぎわ

12 齋藤　達成 経営研究委員 あけぼの

13 中森　茂治 経営研究委員 志木なかもり

14 井元　紀行 経営研究委員 花見川ちぐさ

15 毛塚　敬進 経営研究委員 狛江こだま

16 藤森　　至 経営研究委員 つつじが丘

17 友國　富夫 経営研究委員 熊野田

18 日髙　総士 経営研究委員 リズム

●全日本私立幼稚園連合会 ●一般社団法人茨城県私立幼稚園・認定こども園連合会

運運営営委委員員名名簿簿
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・ 2020年4月施行
改正私立学校法に対応

・ 園児が就園中に
ケガをしたら

・ 24時間・園児の急激かつ偶然な
外来の事故によるケガに

・ 園が損害賠償の
請求を受けたら

役員賠償責任保険
<D&Oマネジメントパッケージ（経営責任総合
補償特約条項付帯　会社役員賠償責任保険）>

園管理下の園児団体傷害保険（O-157補償付）
<学校契約団体傷害保険>
園児24保険（O-157・熱中症・地震補償付等）
<総合生活保険（こども総合補償）>

加入園賠償責任保険
<施設賠償責任保険+生産物賠償責任保険>

全日本私立幼稚園連合会の保険
本保険制度は、全日私幼連が指定した損害保険会社の協力を得て、加盟園のために
開発した制度です。

詳細については全日私幼連HP・加盟園のページ「お知らせ」に掲載しております
このご案内はJK保険の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては必ずパンフレットおよび「重要事項説明書」をよく
お読みください。詳細は保険約款によりますが、ご不明な点がございましたら、下記引受保険会社までお問い合わせください。

東京海上日動火災保険㈱
担当課：公務第二部 文教公務室

TEL：03-3515-4133

まさかのときの“JK保険”

三井住友海上火災保険㈱
TEL :03-5299-7663

損害保険ジャパン㈱
医療・福祉開発部 第二課

TEL：03-3349-5137

Chubb損害保険㈱
TEL：03-6364-7110

チャブ保険

2020年3月作成 19-T069152021年3月作成 21-T00868



保育業界のパイオニア6社は、めまぐるしく変化する社会

環境の中で、幼児の幸せを願い保育図書、保育教材の

研究開発に努めてまいります。

〒112-8512

東京都文京区小石川 5-24-21

　TEL 03-3813-3781

　https://www.childbook.co.jp/

〒543-0001

大阪府大阪市天王寺区上本町 3-2-14

TEL 06-6768-1151

https://www.hikarinokuni.co.jp/

〒113-8611

東京都文京区本駒込 6-14-9

TEL 03-5395-6608

https://www.froebel-kan.co.jp/

〒914-0125

福井県敦賀市若葉町 2-1770

TEL 0770-22-2200

https://www.jakuets.co.jp/

〒102-8192

東京都千代田区九段北 4-2-29

TEL 03-3262-5121（Ｗクリエイト）

TEL 03-3262-5128（Ｗ販売）

https://mywonder.jp/

〒141-8416

東京都品川区西五反田 2-11-8

TEL 03-6431-1165

https://gakken-kyoikumirai.co.jp/

〒102-8193
東京都千代田区九段北 4-2-29

TEL 03-3262-5128
https://mywonder.jp/



全日本私立幼稚園連合会

〒102-0073  東京都千代田区九段北4-2-25 私学会館内／☎ 03-3237-1080  FAX 03-3263-7038

全日本私立幼稚園連合会

〒102-0073  東京都千代田区九段北4-2-25 私学会館内／☎ 03-3237-1080  FAX 03-3263-7038




